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　　　巻ノ零　竹たけ中なか半はん兵べ衛えは祓はらわない







　戦国時代の美み濃の国、菩ぼ提だい山さん城じよう。

　その山城の頂上に設けられた、陰おん陽みよう師じのための天文台で。

　清せい楚そな和服を着た一人のきゃしゃな少女が、満天の星空を眺ながめていた。

「前ぜん鬼きさん。夜空に不思議な虹にじが輝かがやいています。虹と言いますか、まるで細長い一本の雲のような……」

　少女の隣となりには、まるで平安時代からやってきたかのような白はく面めんの青年貴族が一人、気配もなく静かにたたずんでいた。

　どこか狐きつねを思わせるその青年は、星空を見つめながらわずかに目を細めた。

「ほう。あの者が、『陰いん世せ』から帰ったか」

「『陰世』？」

「わが主あるじ。この宇宙に存在する万ばん物ぶつは『陰』と『陽』から成り立っておりますれば──われらの世界が『陽の世界』すなわち『陽よう世せ』とすれば、われらには見えない『陰の世界』つまり『陰世』というものがございます」

　少女は、「『陰世』ですか」と瞳ひとみを輝かせている。

「はい。いにしえの神話の時代。弟・素す戔さの嗚おの尊みことの暴ぼう虐ぎやくに悩なやまされた天あま照てらす大おお神みかみが、自らの霊れい力りよくによって大空に天あまの岩いわ戸とを開き、そして逃のがれた世界。その世界を、『陰世』と呼びます。万物に実体がなく、ただ言こと霊だまによってのみ存在している、幻まぼろしのごとき世界なのです」

　天岩戸は未来や過去を目指して時間の壁かべを突つき破ることもできますが、儀ぎ式しきのやり方によっては、本来はわれらが存在を感じることすらできない『陰世』へとつなげることもできるのです、と青年は少女に伝えた。

「言霊によってのみ成り立っている世界……前鬼さん。まるで、夢のような」

「われわれの世……この『陽世』の影かげとして生じた世界ですから、そこに生きる者もまた、『陽世』の者の影として生まれいずる者なのです」

　つまり、『陽世』に安あ倍べの晴せい明めいという陰陽師がいれば、『陰世』にもまた安倍晴明という名を持つ陰陽師が生まれてくるのです、お互たがいの世界は鏡の裏表のようなものなのです、と青年は笑った。

「それでは、まるきり同じ人がこちらとあちらの世界に、二人いるのですか」

「いいえ、同じではありませんよ。ただ、影から生まれいずるというだけのことで──『陰世』の安倍晴明は、こちらの世界を生きた安倍晴明とは異なる魂たましい、異なる人格、異なる心を持っています。向こうの晴明は、乙女おとめかもしれませんよ」

　双ふた子ごのようなものですか、と少女がうなずいた。

「でも前鬼さん。言霊によって生じた幻の世界も、わたしたちが生きるこの世界も。命ある者は必ず、老いて朽くち果てていきます。命は有限です。実体をともなおうと、ともなわなかろうとも、本質的には、どちらも同じなのではないでしょうか」

「はい。陽であれ陰であれ、等しくうたかたの命──そこにはなんら差はありません、ただ」

「ただ？　けほ、けほ」

　わが主、夜風は身体からだに毒です。そろそろ部屋へ戻もどりましょう、と微笑ほほえみながら、青年は言った。

「万物に実体があるわれらの世とは違ちがい、『陰世』は『気』を大地に供給する『御ご霊りよう』というものがなければ存在し続けることができぬはかない世界です。故ゆえに気を操あやつり怨おん霊りようを調ちよう伏ぶくする陰陽師や言霊遣つかいに課せられた使命は重いのです」

「御霊」とは、この世に恨うらみを残して無念の死を遂とげた人間の怨霊すなわち祟たたり神を、「社やしろ」に封ふうじ込めたものである。

　古くは平安京の時代、藤ふじ原わら氏の陰いん謀ぼうで太だ宰ざい府ふへ左さ遷せんされて死後怨霊となり都に祟りをなした菅すが原わらの道みち真ざねが、北きた野の天てん満まん宮ぐうに「御霊」として封じられて「天神」として祀まつられている。

　だが、それはあくまでも、怨霊の力による厄やく災さいを防ぐための非常的な措そ置ち──少女はそう信じていた。しかし、「陰世」では違うというのだ。怨霊を社へ封じて「御霊」となすことで、怨霊の膨ぼう大だいな「邪じや気き」を清浄なる「気」へと変へん換かんして取りだし、「陰世」そのものの崩ほう壊かいを防ぐために利用しなければならないのだという。

「御霊さんの犠ぎ牲せいが常に必要とされるなんて。とても、悲しい世界ですね。くすんくすん」

「ふふ。そうですね。しかし、はかないが故に美しく、そして、それ故に守る価値があるとも言えます。わが主」

　青年は、少女の背中を支えながらまぶたを閉じた。

　青年は、「陰世」で何が起きたのかを、おおむね理解していた。

「陰世」の術士たち──陰陽師や密教僧そうたちが三種の神器を用いて、天岩戸を開いたのだ。「陰世」で「御霊」になりきれなかった強大な怨霊が増ぞう殖しよくさせる膨大な邪気を祓うために、彼らは天岩戸を経由して、「あの者」の身体を媒ばい介かいし、こちらの世界──「陽世」へと邪気を放出させたのだろう。

「あの者」とは、「陽世」に生まれてきたにもかかわらず、「陰世」から「陽世」へ膨大な量の気を運び出すことができる、特別な力を持った少年であった。かつて青年は、「陰世」と「陽世」との間を彷徨さまよい迷子になったその少年と、いちどだけ出会ったことがある。

「陽世」の少年が、「陰世」に渡わたった。そして、「陰世」の術者たち──安倍晴明たちと出会い、ともに「陰世」を救ったのだ。救うために、「あの者」は膨大な邪気を体内に吸い込みながら「陽世」へと帰ってきた──。

　東のかた、武蔵むさし国の方角へ──。

「陰世」を崩壊の危機に追い詰つめた最強の怨霊とはおそらく、平たいらの将まさ門かどだろう。

　言霊によってのみ成り立っている「陰世」では、怨霊の力は圧あつ倒とう的に強い。あちらの安倍晴明をもってしても、ついに調伏できなかったのだろう。「陽世」から来た少年と、「陽世」に建こん立りゆうされた神かん田だ神社の力を借りることによって、ようやく「陰世」は崩壊を免まぬかれたのだ。出会うはずのない「陰世」の安倍晴明と「陽世」の少年とが出会ったのは、偶ぐう然ぜんか、あるいは必然か。

　だが、「陰世」を保たせるためには、やはり「御霊」は必要である。平将門の代わりに、「陰世」の安倍晴明自身が、「御霊」になったのだろう。

（晴明はあの少年と出会いながら、別べつ離りせねばならなかったのだ。さぞ無念であったろう。しかしその無念によって、晴明は己おのれを「御霊」となし、「陰世」を救ったのだな──「陰世」の晴明は、己が出会うべき相手と、出会ったのだ）

　いかなる才能の持ち主であろうとも、どれほど高潔な志の持ち主であろうとも、独力でなせる仕事など、たかが知れているのだ。

　人と人との出会いこそ──縁えにしこそが、巨きよ大だいな運命に抗あらがう一筋の光となるのだ。

「……わが主は、出会えるのであろうか」

「前鬼さん？　『陽世』の者と『陰世』の者が、出会えるのですか？　あの夜空に輝く天岩戸を通ることができるのでしょうか。たとえ二つの世界がつながっても、人がそのような道をとうていくぐり抜ぬけられるとは思えません」

「はい。本来は出会えません。たとえ主が天岩戸をくぐれたとしても、向こうの『陰世』へ飛び出した瞬しゆん間かんに、肉体が崩壊します。魂こん魄ぱくごと消し飛んでしまいます。この世界の過去や未来へ移動するのとはわけが違います」

「そうですよね。向こうの世界のわたしにいちど会ってみたかったのですが、無理ですよね。くすんくすん」

　なんとなくですが、『陰世』のわたしは体力ありそうな気がします、と少女は少しだけまだ見ぬ自分の影をうらやむかのようにつぶやいた。

「しかし、かの『陰世』は言霊により成り立っている世界。われらの世には存在し得ぬ、すさまじき言霊の力を持つ者も、おるやもしれませぬ」

　こちらの『陽世』から生きたまま人を『陰世』へ召しよう喚かんする奇き跡せきは、あるいは可能かもしれません。肉体をこちらの世界に置いたまま魂魄だけを『陰世』へ呼ぶことで、わずかながらに召喚に成功する可能性はございます、と青年はまた微笑んだ。

「それでも……実体をもたない『陰世』の人をこちらへ招くのは、難しいでしょう？　わたしたちの世界では、実体がなければ何者も存在し得ないのですから」

「そうですね。しかし、『陰世』に生きる人々の言霊を何年もかけてひとところに結集させ、強力な呪しゆを生じさせれば、あるいは」

　万にひとつの奇跡を起こせるかもしれません、と青年は告げた。

「『陰世』に生きる人々の言霊を結集させて……」

「はい。それでも、言霊のみから生まれた命が実体を手に入れることなど、本来は絶対に不可能です。ですが、たとえばわが真ま名なを背負う者ならば、あるいは」

「前鬼さん。どれほどの多くの人の祈いのりが、そしてどれほどの時間が必要になるでしょう」

　前鬼と呼ばれた青年は、狐のような笑みを浮うかべながら、答えていた。

「そうですな。おそらく、千年の時を経れば──」

「千年……とても見届けられそうにないですね。くすんくすん」

「はい。千年のあいだ、思いが変わらねば──」

　わたしたちの命は星のまたたきのようなもので、どれほど激しく輝こうともほんの数十年で消えてしまう。けれども言霊は人々によって語り継つがれる限り永遠なんですね、もしかしたらほんとうは、言霊こそが──少女は小さく咳せき込みながら、もう一度だけ夜空を見上げた。

　少女の名は、竹中半兵衛と言う。

　戦乱の世の美濃に生まれた、陰陽師軍師。

　いにしえの諸しよ葛かつ孔こう明めいに匹ひつ敵てきする知ち謀ぼうと才能を持って生まれながら、少女は、生まれながらに病弱だった。

　さして余命が長くない自分の運命を、彼女は知っていた。

　残り少ない命を、命の終わりとともに尽つきる陰おん陽みよう師じ軍師としての才能を、この乱世に苦しむ人々のために使いたい、半兵衛はそう願っていた。このまま、なにごとをなしえることもなく死んでいくことを、半兵衛は望んではいなかった。だが、極度に臆おく病びようで人見知りする性格と病弱な身体が、その願いを願いのままに押しとどめていた。

　そんな半兵衛の心を「この人こそ、わたしが命のすべてを捧ささげるべき主君」と奮い立たせることのできる者の出現を、半兵衛に付き従うこの青年は──半兵衛に召喚され契けい約やくした式神・前鬼は、待っていた。

　前鬼がこの日の夜に半兵衛を伴ともなって天を見上げていたのは、時空を繫つなげる天岩戸に異変を感じたからであった。

　もしかしたら、主・半兵衛が待ち望んでいる「主君」が天から現れるのではないか、という予感と期待を抱いだいてのことだった。

「……わが主は、出会えるのであろうか」という彼の言葉は、「残念ながら、わが主が仕えるべき主君が天岩戸から飛来したのではなかった」という落らく胆たんの言葉でもあり、「次に天岩戸が開いた暁あかつきには、きっと」という期待を込こめた言葉でもあった。

　今宵こよい、前鬼がいざ天文を観みるに、天岩戸はたしかに開いていた。

　だが、半兵衛が待ち望む「主君」が現れたのではなかった。

「陰いん世せ」に渡っていたとある少年が、自らの使命を果たして「陽世」へと帰き還かんしていくさまを、前鬼は今、見ているのだ。

　しかし──「陰世」を護まもるために自ら人間の形を捨てて無念を残し「御霊」となった「陰世」の安倍晴明は、少年が帰っていった「陽世」へと、すなわちこの実体を持った世界へと、少年を追いかけていくことになりそうだった。

　どうやらこちらの世では決してありえない力を持つおそるべき言霊遣いが、あちらの世にはいるらしい。その言霊遣いが、厄災を生き延びた陰陽師たちとともに、「御霊」と化してしまった「陰世」の晴明に再び人としての形を与あたえ、それどころか肉体を持つ「人間」として「陽世」へと送り込もうとしているらしい。

　いったいどれほどの時間を掛かければ、そのような奇跡をなせるのか。

　文字通り、千年かかる荒あら業わざだった。

　前鬼が「あちらの世界の俺たちも、ずいぶんと無茶をやる」と苦く笑しようしていると、その背後で、銀色の狼おおかみ耳を頭からはやした一人の少女が、油あぶら揚あげをかじりながら口を開いていた。

「あむあむ。油揚げ、おかわり。前鬼はもったいぶった物言いが好きだな。娘むすめっ子にはっきり言ってやれ。崩壊する定めだった『陰世』を救うために自らを『御霊』となして犠牲になった者の名は、安倍晴明だと。あちらの世の連中は、その安倍晴明を救い出して『陽世』へと送り込むために、新たな戦いをはじめたのだ」

「あ、安倍晴明さんが『御ご霊りよう』になられたんですかっ？　そ、それはその、歴史がわたしが知っているものと違ってしまっているようなっ？　い、いろいろと矛む盾じゆんします！　ふえええ？」

「娘っ子。混乱するな。なにも矛盾はない。あくまでも、『陰世』の安倍晴明だぞ」

「あっ！　そ、そうでしたね！　同じ名前でも、『陰世』と『陽世』の安倍晴明さんは、異なる意思を持った別々の存在だったんですね。いわば双子のような」

「そういうことだ」

「後ご鬼き。そこで晴明の名を軽々しく口にしてしまうとは、お前は身も蓋ふたもない。日ひノの本もとの言葉の風流というものを解していない」

　と、前鬼が笑った。

　後鬼と呼ばれた狼耳の少女は、

「ふん。人間だった時代の私は、お高くとまった朝ちよう廷てい陰陽師などではなかったからな。風流など知ったことではない。それにしても油揚げは美お味いしいな。こんなことならば、式神になる前からもっと食べておくべきだった」

　と愚ぐ痴ちっている。

「……『陰世』の晴明さんは、犠牲になったのですね。くすん」

「問題ない。晴明はいずれ救われる、娘っ子よ。実体を持たない『陰世』からこちら側の『陽世』へと人間を召喚するためには、膨大な言こと霊だまの力が必要だ。まして、『御霊』を人間として召喚するためにはな……言霊そのものは、ただの言葉だ。言霊そのものに力があるのではない。人と人との間で言霊が交かわされることによって、はじめて力となるのだ。つまり言霊はただ書かれただけでは無力だ。人々に読まれ続け、語られ続けなければならない。『陰世』の連中は、あちらの世を救うために社やしろに自らを『御霊』として封ふうじた晴明の魂たましいを、こちらの『陽世』へと送りだそうとしている。故ゆえに『陰世』で書かれた言霊は、当然、こちらの世でも書かれている。『陰世』と感応する霊れい感かんを持つ者によって。平安の世に紫むらさき式しき部ぶが書き残し、この戦国の世になおも伝わり、姫ひめ武将たちや貴族どもが夢中になって読み漁あさり、研究し続けている物語──『源げん氏じ物語』が、それだ」

「『源氏物語』が？　あの、都の貴公子・光ひかる源氏の恋こいの遍へん歴れきを描えがいた物語に、そのような呪じゆ術じゆつ的な意味が……？」

「ああ。あちらの世の紫式部は、とてつもない言霊の力を持っているようだ。しかしな、紫式部が『源氏物語』を書き記すだけでもまだ足りないぞ。安倍晴明と比ひ肩けんするもう一人の大陰陽師・芦あし屋や道どう満まんの尽じん力りよくなしに、かような奇跡はなせまい。あちらの道満もどうやら、面めん倒どうで厄やつ介かいな運命を選せん択たくしたらしいな。あむあむ」

　半兵衛が「それはいかなる運命なのでしょう」と尋たずねた。

　平安王朝の最さい盛せい期は、怨おん霊りようと妖よう怪かいと祟たたりの全盛期でもあった。

　故に、怨霊を調ちよう伏ぶくする陰陽道もまた、最盛期を誇ほこった。

　二人の天才がいた。

　安倍晴明は、御ご所しよに仕え、叡えい山ざんの密教僧そうたちと協力して怨霊と妖怪が跋ばつ扈こする魔ま都ととなっていた都に壮そう大だいな「結界」を構築し、都を霊的に守護し続けた朝廷陰陽師。

　芦屋道満は、宮仕えを望まず、自由に生き、安倍晴明が構築しようとした「都の結界」に「このような結界は、のちのちの禍わざわいとなる」と断固反対し続けた法師陰陽師こと野良陰陽師。

　二人の伝説は戦国の世にも無数に残っていて、どれが真実でどれが創作であるかは判然としないが、同じ陰陽師でありながら立場と思想が異なる二人は激しく相争い、命を奪うばい合ったこともあったという。

「私の直感によれば、立派な人格者であったこちらの世の道満とは違ちがい、あちらの世の道満は、盗とう賊ぞくでもなんでもやる荒あらぶる破は壊かい神のようなものだったらしい。言霊の力が強すぎる世界だからな。怨念も妖怪も怨霊も御霊も──それらのすべてがわれわれの想像以上に強大な世界だ。命に肉体がない『陰世』では、人間の力はこちらの世界よりもはるかに弱い。『陰世』の道満はおそらく、御所にまつろわぬものたちを糾きゆう合ごうし、人間を敵に回して革命の戦争を続けていたのではないか。が、『陰世』であろうが『陽世』であろうが、しょせん世の流れは、神々から人間へと流れていく。勝てぬ戦いだがな。あむあむ」

　前鬼が「俺も油揚げをいただこう」と後鬼の手から油揚げを盗ぬすみ取って、ぱくりと自分の口に放ほうり込んでいた。

「人間を護り続けてきた仇きゆう敵てきの安倍晴明が、われらの知っている歴史より早々と退場したとなると、芦屋道満は困るであろうな。道満は、安倍晴明とケンカしていなければ落ち着かぬ無法者だからな」

「うるさい狐きつね。それ故に『陰世』の芦屋道満は、あちらの術士たちと手を組んで、『御霊』となった『陰世』の晴明をこの『陽世』へ送りとどけるために、己おのれに残された人生を費ついやす選択をしたのだろう。おそらく人の姿を失って変わり果てた晴明の『御霊』を無数に分霊して、日ノ本の各地に稲荷いなりの社を建て、そこへ『御霊』を収め続けるという苦行のような人生をな。あむあむ」

「ほう？　そういえばこちらの芦屋道満も、都を追われた晩年には同じことをしていたと言うぞ？　身分を偽いつわって、あちこちに稲荷の社を建てて回って……」

「黙だまれうるさい。それは根も葉もない噂うわさだ、狐！」

　もしかして芦屋道満さんは仇敵の安倍晴明さんが好きだったのでしょうか。好きだった人の『御霊』を社へ収め続ける人生だなんて悲しすぎます、くすん、と半兵衛が口を挟はさみ、前鬼と後鬼が同時に「げほげほ」「ごほごほ」とむせかえった。

「でも……『陰世』の道満さんは、まつろわぬ民たみたちのために戦い続けてきた志を捨ててまで、『陰世』の晴明さんを救うために奔ほん走そうして、奔走して、奔走して……その後、どうなるのでしょうか？　晴明さんが『陽世』に蘇よみがえるとしても、千年かかるんですよね。しかも道満さんご自身は、『陽世』へ来ることはできません。ということは道満さんはもう……晴明さんには会えないんですよね？　それでは、道満さんがおかわいそうです……道満さんの夢が、志が、叶かなったのか。その結果を、なにもご自分の目で見ることはできなかったということになってしまいます。くすんくすん」

　そうでもない、と後鬼が狼耳をぱたぱたと動かしながら、得意満面、どや顔になって胸を反らしていた。

「娘っ子よ。この『陽世』では、天下一陰陽師といえば安倍晴明ということになっており、芦屋道満は天下二番陰陽師と呼ばれているが、実際には芦屋道満のほうがはるかに偉い大だいで強力で美しくてかしこいのだ。まあありていに言えば、晴明に流れる狐きつね憑つきの血よりも道満に流れる異形のものの血のほうが濃こかったから、なのだがな。『陰世』でもおおかた事情は同じだろう。それに、あちらの道満は晴明と違い、『御霊』になっていない。晴明のような手間をかけずとも、『陽世』に来ることだってできるはずだ。千年もかからぬ」

　しかし魂を召しよう喚かんできたとしても肉体がないのだぞ？　召喚した瞬しゆん間かんに魂が消し飛んでしまうと前鬼が苦笑いを浮うかべるが、後鬼は「問題ない。あちらの平安王朝には、われらの想像をはるかに超こえる法外な霊力を持つ存在だっているはずだ。人間にはおらぬかもしれぬが、たとえば唐から国には妖よう狐こや仙せん狸りといったものどもがいる。そもそも安倍晴明の霊力も、母親である妖狐の血から伝わったものなのだ」と頑がんとして折れなかった。日ひ頃ごろは無口で黙もく々もくと油揚げを食べているだけの後鬼が、これほど多弁になっている姿を、半兵衛ははじめて見た──。

「仙狸さんですか……字じ面づらだけを見ればたぬきさんの仲間に見えますが、日ノ本で言うところの猫ねこ又またさんですね、くすんくすん。そういえば、戦国に覇はを唱える本ほん猫びよう寺じ一族も猫憑きの一族ですが……」

「いやいや。純血の仙狸は、日ノ本の猫又や、人間に猫の霊力が憑いただけの本猫寺一族とは文字通り桁けたが違うぞ？　本気の本気を出せば、その霊力は平将門以上だ」

「……もしも仙狸さんが『陰世』の芦屋道満さんに出会っていれば、もしかしたら、道満さんも晴明さんを追って『陽世』へ渡わたってこられるかもしれないということですね？　ですが、仙狸さんは唐国のあやかしさんです。両者が出会う可能性は低そうですが──」

「考え方ひとつだ。可能性が低いということは、可能性が『ある』ということでもある」

「はっ？　それは、そうかもしれません。けほ、けほ」

「娘っ子よ。そなたも、あきらめてはならぬ。必ず、そなたが生しよう涯がいの主君として仕えるべき者は、現れる。この後鬼さまが、『為なせば成る』という奇き跡せきをいずれ見せてやろう。前鬼よりも後鬼のほうがはるかに偉大な式神だったと、その時そなたは理解するだろう。ははは。油揚げ、おかわり」




　竹中半兵衛が、生涯の主君・われらが未来人の相良さがら良よし晴はると出で逢あったのは、この夜からまもなくのことであった。

　半兵衛は、前鬼・後鬼と語らい、かつて安倍晴明が構築した都の結界を破壊するという選択を、自らなした。

　都を怨霊から守護するための結界が、逆に、都に怨霊を封じ込める「檻おり」と化していたからだった。「応おう仁にんの乱」にはじまる天下の戦乱を織お田だ信のぶ奈なと相良良晴が終わらせて「人間の世」を切り開くためには、どうしても誰だれかがなさねばならない仕事だった。

「陽世」における陰おん陽みよう道どうの仕組みは、この仕事によって崩ほう壊かいした。

　後鬼は、多くの式神や怨霊とともに、消しよう滅めつした。

　半兵衛の残りわずかだった命も、その作業によって、尽つきた。

「陰いん世せ」の安倍晴明が世界を護るために自ら人の形を捨てて「御霊」となったのと同じように、半兵衛は、日ノ本の戦乱を終わらせるために自分の命を犠ぎ牲せいにしたのだ。

　その半兵衛を生かすために、かろうじて地上に踏ふみとどまっていた前鬼は文字通り鬼おにの形相となり、相良良晴を[image: しつ]しつ咤た激げき励れいしながら奔走し、そして後鬼が待っている天へと還かえった。

　半兵衛の病は癒いえない。だが彼女の命は、東大寺から松まつ永なが久ひさ秀ひでと蜂はち須す賀か五ご右衛え門もんが入手した「蘭らん奢じや待たい」によって、あと十年、延長された──。




　陰陽師としての力を失い、式神を失い、怨霊や鬼を祓はらう力を失った竹中半兵衛が、彼女を取り巻く人々の願いによって今ひとたびの命を得たところから、この物語ははじまる。







　　　巻ノ一　堺さかい、黄金の日々







　わたしの名前は竹たけ中なか半はん兵べ衛え。

　くすんくすん。妖怪さんの仲間みたいな名前ですが、女の子です。

　お仕事は、戦国時代の日ひノの本もとで働く、陰陽師軍師さんです。

　陰陽師軍師ってなに？　と聞かれそうですが、いぢめないでください。くすんくすん。

　この戦国時代の合戦で働く軍師さんは、陰陽道や宿すく曜よう道といった日ノ本古来の呪じゆ術じゆつを身につけて、戦いくさの吉きつ凶きようを占うらなったり攻せめるべき方角を定めたりしているんですよ。

　もっとも、いろいろあって陰陽道の術はもう使えなくなってしまったのですが……。

　なので現在のわたしの正式な肩かた書がきは「陰陽道の術を使えない軍師」ということになりますが、なんだか役立たずのようで悲しいので今でも陰陽師軍師と言い張っています。平安時代の大陰陽師・安あ倍べの晴せい明めいさま直伝の「ドーマンセーマンの護ご符ふ」も持ち歩いています。すみませんすみません。

　わたしは、織お田だ家に奉ほう公こうしています。

　織田家の姫ひめ大名・織田信のぶ奈なさまは最初は「みそ王国」尾張おわり一国を治めるのみでしたが、桶おけ狭はざ間まの合戦で今いま川がわ義よし元もとさんを破って以来、美み濃の・近江おうみ・伊い勢せとどんどん領土を拡大して、今ではこの京の都をも勢力範はん囲いに収めています。




　ある日、わたしは京の都で、迷子になっている女の子と出会いました。

「ここはどこ？　ぐすっ、ぐすっ」

　長く、つややかな黒くろ髪かみの持ち主でした。

　肌はだが、すごく白いんです。

　平安王朝時代の貴族のお姫さまのような、かわいい着物を羽織っていました。

「むーん、これは面めん妖ようなことになりましたな。ご主人さまほどの霊れい力りよくの持ち主が、たぬきにでも化かされたのでありましょうか？」

「あんたもたぬきでしょう、ねこたま」

「道どう満まんさま！　たしかにそれがし、かつては仙せん狸りと名乗っておりましたが、たぬきではないのです。山やま猫ねこですぞっ！」

「……しっ。わたしたちにとって真ま名なは命と等価。お互たがいの真名を口にしてはいけないわ。もしも強力な術者に真名を知られたら、命取りよ？」

「おおそうでしたな、これは失敬」

　女の子の肩かたには、なんでしょうか、白いもふもふとした子猫さんのようななにかが乗っています。ただ、その子猫さんには足がありませんし、人ひと魂だまみたいなものをふわふわと頭の周囲に漂ただよわせています。猫の幽ゆう霊れいさん？　でも、女の子を相手に、人語を話していますし……？　わたしは、なぜか放ほうっておけなくなって、勇気を出してこのまるで平安王朝から迷い込んできたかのような女の子と猫の幽霊さんに声をかけていました。

「あ、あのう。あ、あなた方は、迷子なんですか？」

「ひっ？　わ、わたしは、えっと……朧おぼろ月づき夜よという者なの。あちこちを旅していて、つい昨日の夜までは相模さがみ国の三み浦うらという村にいたのだけれど……目が覚めると、いつの間にか京の都らしきこの町に戻もどっていたの。しかも、すっかり町が変わってしまっていて。知り合いの家も残っていないの」

「それがしは、芦あし屋や……いえ、朧月夜さまにお仕えする、ねこたまと申す者ですぞ！　まったく面妖なことになりましたな、ご主人さま！　まるで神かみ隠かくしにあったかのような」

「ええ。どうしようかしら、ねこたま」

「そうでしたか。わたしは、竹中半兵衛と言います。織田家にお仕えする陰陽師軍師です」

「まあ。わたしも陰陽師なのよ！　でも、今の都には妖よう怪かいや怨おん霊りようの気配がないわ。いるのは人間ばかり。いったいどうなっているの？」

「この数年で都もすっかり様変わりしてしまいましたから。都に淀よどんでいた怨霊さんたちは、みなさん祓われて浄じよう化かされちゃいました」

「ええっ？　なんですって？　都に、怨霊が、いない？　わたしが知っている都とは違ちがいすぎるわ!?」

「にゃんたること。諸国を巡めぐる仕事も終えてしまいましたし、ご主人さまの存在意義がみごとに喪そう失しつしてしまいましたぞ！　これではご主人さまは、ただの無む駄だ飯めし食ぐらいに～！」

　なぜか朧月夜ちゃんとねこたまさんは、とてもびっくりしているようでした。

「無駄飯食らいは余計でしょうねこたま！」

「こういう時は、素す直なおに晴明どのに相談いたしましょう。この様子では晴明どのも無駄飯食らいとなり、新たな職に就ついているはずですぞ」

「そうね。半兵衛ちゃん、京の都を守っていた朝ちよう廷てい陰陽師、安倍晴明はどうしているの？　あ、もちろん、二代目のほうよ」

「に、二代目？　すみません。安倍晴明さまは、もう数百年も前の時代のお方です。それに、安倍晴明を名乗っていたお方は、わたしが知る限りでは歴史上ただお一人です。二代目晴明さまというお方は、聞いたことがありません。くすん」

「晴明の時代から、数百年が経たっているということ？」

「は、はい。安倍晴明さまのお屋や敷しきは、今では晴明さまをお祀まつりする『晴明神社』になっています」

「にゃんと。一夜にして数百年が経過していたのですか!?　それがしたちはいったい……これではまるで浦うら島しま太夫だゆうですぞ！」

　あまりにも驚おどろきすぎたのでしょうか。ねこたまさんは「むーん」と失神して、朧月夜ちゃんの手のひらの上に落ちてしまいました。てっきり猫の幽霊さんかと思っていたのですが、生き物だったようです。幽霊さんはほとんど祓われてしまったわけですから、それも当然といえば当然ですが……どうやって空を飛んでいるのかは謎なぞです。

　ともあれ、わたしは、なにもかもが変わってしまって勝手がわからないと嘆なげく朧月夜ちゃんの手をひいて京の都を案内して回りました。

　最終目的地は、晴明神社です。

「ここが、晴明神社です」

　かつて平安時代を風ふう靡びした大陰陽師・安倍晴明さまが暮らしていた屋敷の跡あとに、その小さな神社はありました。

「ずいぶんと寂さびれているわね。『気』を感じない。これはただの空っぽの社やしろだわ」

「以前は、陰陽師が怨霊調ちよう伏ぶくに用いる護符に気を注入するための場所だったんですが、今は龍りゆう脈みやくが断たち切られて大地の『気』が涸かれているのでごく普ふ通つうの神社になっています。くすん。前ぜん鬼きさん、おかげさまで今日もわたしは生きられました。ありがとうございます……」

　わたしは、目を潤うるませながら晴明さまの社へ向かって柏かしわ手でを打ちました。

「半兵衛ちゃん？　あなた、もしかして病気なの？」

「はい。おかげさまであと十年くらいは生きられるそうですが、やらなければならない仕事は多いのに体力がついていかなくて、焦あせっちゃいます」

「あなたも陰陽師なんでしょう。それも、そうとうな腕うで前まえ。大地の『気』を身体からだに取り込めばいいのに」

「ですから、わたし自身が龍脈を断っちゃったんで、それはできなくなっちゃったんですよ。ふふ」

「あなたが断ち切ったの？　そんな。どうしてそんな真ま似ねを？」

「都を呪のろう怨霊さんがこれ以上増えないように、応おう仁にんの乱以来百年続いている戦国の世を終わらせるために、陰陽道そのものを終わらせたんです。人間の力で乱世を平定するためには、平安のいにしえ以来大量の怨霊が跋ばつ扈こしている都を放置しておけなかったんです。怨霊は、都を訪おとずれた人の心と運命を狂くるわせますから。人間が未来へと進むためには、都に溜たまりに溜まった怨霊という名の『過去の呪じゆ縛ばく』をことごとく祓う必要があったんです」

「……その仕事は、本来ならば、わたしが……」

「えっ？」

「な、なんでもないわ。あなたは、あなた自身の命と引き替かえにそんな真似を？」

「いえ。織田家の皆みなさんのおかげで、わたしはこうして生きながらえています。ですからわたしは皆さんから与あたえられた命を、乱世平定の夢に捧ささげ尽くすつもりです。それなのに、なかなか体調が完全にならなくて。けほ、けほ」

「あなたは、乱世に生きるすべての人間たちを救済するために、自らを犠ぎ牲せいにしようというの？」

「犠牲ではありません。人はみな、お互いに支えあってつながって生きているんですよ。わたしがこうして生きながらえていられるのも、わたしを支えてくださっている人々のおかげです。もしわたしが途と中ちゆうで倒たおれても、わたしの志を継ついでくださる人がいるのならば、いずれ乱世が平定されるのならば、それがわたしの幸せなんです」

「わたしには……今のあなたと同じ笑えみを浮うかべながら、散っていったお友達が……もう、ダメよ。もう、見殺しにはできない。こんどこそは、救ってみせるわ」

　なぜか頰ほおを赤らめた朧月夜ちゃんが、いきなりわたしの手をぎゅーっと握にぎってきました。

「……半兵衛ちゃん！」

「は、はい？」

「わたしは半兵衛ちゃんの味方よ！　あなたのような心優やさしい少女を救うためなら、わたしはこの世を滅ほろぼしてしまってもぜんぜんかまわないわ！」

「いえ、それはわたしがかまいますが……」

「あなたを健康にするには、断ち切られた龍脈を再生して陰陽道を復活させればいいのね！　それで、あなたの身体は大地から『気』を補ほ塡てんできるようになる！」

「そ、それでは、元の木もく阿あ弥み……お、朧月夜ちゃん？　くすん」

「これは運命の邂かい逅こうなのよ！　半兵衛ちゃん？　わたしはあなたを生かすためなら、魔ま王おうにでもなるわ！」

「ま、魔王!?」

　その時は、朧月夜ちゃんの言葉の意味が、わたしにはわかりませんでした。

　これが、わたしと朧月夜ちゃんとの出会いでした。




　　　　※




　半兵衛と朧月夜が出会ってから、一ひと月つきほどのち。

　舞ぶ台たいは、畿き内ない最大の黄金貿易都市・堺に移る。

　広大な港には明みんや南なん蛮ばんの商船が停てい泊はくし、往来には象やラクダが行進し、業わざ物ものの日本刀や最さい新しん鋭えいの短たん筒づつを構えた用心棒たちがささいなことで決けつ闘とうをしている、そんな戦国ジパング最さい先せん端たんの流行発信都市だ。

　そして今、この堺に君臨している天下人こそが、われらが姫武将・織田信奈なのだった。織田信のぶ長ながではなく、織田信奈。教科書に登場する戦国の第六天魔王とは一文字違いだが、信長がやったとされている事業のほとんどを実際にはこの信奈が達成している。なぜかこの戦国時代には、織田信長は存在しない。桶狭間の戦いで今川義元を破り、美濃を獲とって「天下布武」を掲かかげ、上じよう洛らくして姉あね川がわの戦いで浅あざ井い・朝あさ倉くらに勝利し、叡えい山ざんをも屈くつ服ぷくさせてきたのは、誰だれあろう織田信奈だ。

　その信奈は今、茶人・千せんの利り休きゆう邸ていにいる。

　信奈は教科書に伝わる信長に性格が似ている。織田家は代々美男美女の家系。信奈も黙だまっていれば日ノ本屈くつ指しの美少女なのだが、「鳴かぬならホトトギスを水責め火責めにしてブチ殺してしまえばいいんじゃないの」と言いだす筋金入りの短気ものだった。

　さて今夜は、千利休と織田信奈による「お茶会」が開かい催さいされていた。

　お茶会。それは、戦国時代の武士や町人たちの間で大流行している、風流な催もよおしもの。

　天下の名物と呼ばれる貴重な「茶器」を用いて点たてた美お味いしい「茶」を、仲良しのみんなで回し飲みする。

　ちなみに、むくつけき男どもが集まると「茶会」、愛らしい女の子が集まると「お茶会」と呼ばれる。

　今夜は織田家の姫武将たちによるお茶会だった。

　漆しつ黒こくの「ごす・ろり」衣い装しように身を包んだ茶人・千利休も女の子である。

　青白い顔色、子供のように細い身体、どこか猫ねこっぽい大きな目、異い国こく情じよう緒ちよ溢あふれる黒い南蛮衣装。そして無口。

「……」

　無言で名物「九十九髪つくも茄な子す」に茶を投じる利休。

　男どもが磨みがいてきた渋しぶい「侘わび・さび」の茶さ道どうに対して、利休は少女による少女のための少女のかわいい茶道「ごす・ろり」というまったく新しい芸術を創造していた。

「ごす」とは、南蛮から輸入された新しい感覚で、「ゴシック」のこと。黒を基調とした過か剰じような装そう飾しよくを用いて人工的に作り出すあやしげな「南蛮悪魔」っぽさを美とする。

「ろり」とは、未来人・相良さがら良よし晴はるが言いだした新しい概がい念ねんで、未来の男どもが感染している病「露ろ璃り魂こん」。幼女を愛めでて愛でて愛でまくりたくなる不治の病だ。

　この、南蛮と未来で「邪じや悪あく」とされている二つの感性をともに融ゆう合ごうして「美」とみなし、茶室に集まったみんなが互たがいにこれでもかと「ごす・ろり」の神しん髄ずいを発揮してみせるのが、利休のお茶会であった。

　そう。お茶会とは、南蛮小悪魔っぽく、かつ露璃っぽく振ふる舞まい、どこまでみんなの心をときめかせてみせるかを競きそいあう、少女たちの戦いの場なのだ。

　ことに、戦国の血なまぐさい合戦で乙女おとめらしさを見失いがちな姫ひめ武将に、利休の「ごす・ろり」お茶会は「自分が女の子だと思いださせてくれる」と大人気だ。

　利休が、熱々の茶を信奈に渡わたす。

　常に無表情な利休が、信奈と指が触ふれあう瞬しゆん間かんに、小首をかしげる。

　そして。

「……り、きゅぅ？」

　と、地のアニメ声で、小さく鳴いた。

　信奈は、この利休が繰くり出した必殺技わざ「おあいそ」にやられた。

　萌もえる。否いなっ、萌えすぎるッ。

「ず、ずるいわよ利休！　日ひ頃ごろの無表情とのすさまじい格差が、あざとかわいいわね！　っていうかあんた、この一瞬のためにいつも黙ってるんでしょう!?」

「……り、きゅ～」

　一見氷のように醒さめた無愛想な少女に見える利休だが、声だけは幼いアニメ声なのだった。

　その特質を、見事に「ごす・ろり」に活いかしてみせる利休渾こん身しんの「おあいそ」。

　お茶会に男を呼んでいたら危ないことになっていたわね、と信奈がつぶやいた。

　ちなみに本日のお茶会に招かれている少女は、竹中半兵衛と、黒くろ田だ官かん兵べ衛え。

　織田家を代表する二人の名軍師である。今夜は楽しいお茶会が続くはずだった。

　ところが信奈は茶を飲み干したあと、小こ姓しようが届けてきた不届きな矢文を一読するや「ぐちゃっ」と握りしめて、ぷりぷりと怒おこりはじめた。

「予告状が来たわよ。盗とう賊ぞく『朧月夜』が今夜、この天下の大名物茶器・九十九髪茄子を盗ぬすみに来るんだって。天下人の織田信奈さまともあろう者が、たかが泥どろ棒ぼうに脅おどされたくらいでお茶会を中止してなるものですか！　いいこと？　半兵衛、播はり磨ま。九十九髪茄子を、なんとしても守り抜ぬくのよ！」

「くすんくすん。また朧月夜ちゃんですか。ど、どこまでできるかわかりませんが、が、がんばります」

　少女陰おん陽みよう師じ軍師の竹中半兵衛が、震ふるえながらうなずいた。

　竹中半兵衛は天下一軍師と名高い陰陽師出身の軍配家だが、病がちで気が弱く、「また朧月夜ちゃんが泥棒に来るのですか……」ともう涙なみだ目めだ。

　そう。竹中半兵衛が京の都で迷子になっていたところを拾ってあげたあの朧月夜は今、どういうわけか売り出し中の盗賊になっていた。

　それも茶器専門で、天下の名物に目がない。

　名物茶器の多くを収しゆう集しゆう癖へきのある信奈が銭ぜににあかして買い集めているので、自然、朧月夜は信奈のお茶会を狙ねらうことが多くなるのだった。

　半兵衛は朧月夜と知らぬ仲ではないので対立したくないのだが、今の日ノ本ではすでに陰陽師たちがその霊れい力りよくを失っている。朧月夜もその一人だ。

　しかも、陰陽師から霊力を奪うばって古来より続いてきた呪じゆ術じゆつ文化に終しゆう止し符ふを打ったのは、半兵衛自身なのだ。

　怨おん念ねんが怨おん霊りようを生みださない。人の魂たましいが怨霊と化さず、生きている人々がもう過去に呪縛されない。そんな新しい「人間の世界」を到とう来らいさせるために、半兵衛は陰陽師でありながら陰陽師の時代を終わらせたのである。天下布武を目指す信奈が京の都で怨霊に呪われないようにするためにも、陰陽道の仕組みを無効化しなければならなかったのだ。

「くすん。なんとかして朧月夜ちゃんを説得してみます。新しいお仕事を斡あつ旋せんしてみます」

「生ぬるいな、半兵衛。捕とり物ものはこの『黒くろ官かん一いち流りゆう』ことドン・シメオンにおまかせ！　今夜こそは朧月夜を捕つかまえて、黒官一流の烽火のろしを堺にあげるぞ！」

　半兵衛の相方。播磨出身の南蛮科学軍師・黒田官兵衛が、日焼けした腕うでをぺちぺちと叩たたきながら気合いを入れた。

　いつも天才・竹中半兵衛に一歩及およばず、世間から天下第二軍師とか二流の人とか半兵衛の嚙かませ犬とか呼ばれている黒田官兵衛は、キリシタンになってドン・シメオンを名乗ったり、古くさい陰陽師を廃はい業ぎようして南蛮科学を学んだり、奇き天て烈れつなからくり器械を造ったりと必死にがんばっているのだが、どうも抜けているところがあって常に半兵衛に手て柄がらを取られてしまう。それどころか、信奈には「播磨」とあだ名をつけられてしまう始末。

「デアルカ。半兵衛と播磨も、お茶を点ててみなさいよ。かわいかったほうに、褒ほう美びをあげるわ」

「わ、わたしはその、『りきゅ？』とかそういう、か、かわいい仕草は、は、は、恥はずかしいので、えっと……くすんくすん。い、いぢめますか？」

「ちょっと半兵衛。まだお茶を点てていないのに、もうかわいいじゃないの！　なんなのよその涙目！　思わずいぢめたくなってしまう、怯おびえた小動物っぽさ！　ほーんとに、あんたって反則よね！」

「そ、それは、ほ、褒ほめられているのでしょうか、そ、それとも、お前をいぢめてやる！　と宣言されているのでしょうか？　くすんくすん」

「あざとかわいさでは、無表情な『ごす』の中に突とつ如じよとして『ろり』なおあいそを突つっ込んでくる頭脳派の利休と、常に子栗り鼠すのように怯え続けている天然の半兵衛、まさに甲こう乙おつつけがたいわ。はー、かわいい女の子に囲まれたお茶会ってお茶菓が子しが進むわねぇ♪　幸せ～♪」

「……（つんつんしている信奈さまがいきなりかわいいものを見てデレッとなる瞬間もすばらしい）」

「り、利休、褒めてもなにもでないんだからね！」

「くう～。落差か。もしかして落差がごす・ろりのかわいさを生むのか～！　一本調子な性格のシメオンにはその落差がない……ぐぬぬ」

　いつも戦場を駆かけて殺さつ伐ばつとした武将働きに忙ぼう殺さつされている信奈にとって、少女たちのかわいさと甘いお茶菓子を愛でるお茶会は一服の清せい涼りよう剤ざいのようなものらしい。

「あむあむ」

　好物の尾張名物・ういろうをほおばりながら、信奈は「うー」と悶もだえた。

　そんな信奈の様子を眺ながめていた半兵衛が、ぽっと照れた。

「……やっぱり、信奈さまだってあざとかわいいです。くすんくすん」

「な、なにか言った？　それより播磨。あんたもそろそろお年とし頃ごろなんだから、ごす・ろりに開眼してわたしを萌え転がしてみなさいよ？　播磨って、女の子なのにさばさばしていて色気がないのよ。まるでお子さまなんだから」

「があああああん！　そうか。このシメオンが常に半兵衛に一歩及ばないのは、ごす・ろり分が足りなかったからか？　思えばシメオンは、人を説得しに行くたびに相手を逆ギレさせたり問答無用で地ち下か牢ろうに監かん禁きんされたりと、短い半生を振り返ればそれはもう悲ひ惨さんそのもの。どうしてシメオンはこんなにも人に愛されないのかと我が身の哀あわれさに泣き濡ぬれた夜は数知れず。そうだったんだ。半兵衛や利休師し匠しようのように、かわいく媚こびて人をたらし込む技術が必要だったんだ！」

　媚びて人をたらし込む技術って……そういうものいいがかわいくないんじゃないの？　と信奈が目を三角にして官兵衛をにらむが、変なところだけ鈍にぶい官兵衛は気づいていない。

「うーん。人を萌えさせるという点で、シメオンは不利だ。悔くやしいが、半兵衛には病弱さ・幸さち薄うすさ・子栗鼠みたいな小動物っぽさ・いぢめられ体質・たいせつな人のために自分の命を投げ出せるけなげさというかわいい美徳が満まん載さい。くっ、なんてあざといやつなんだ！」

　そ、そうでしたっけ？　くすんくすん、と半兵衛はこれでもかと自分を持ち上げつつ微び妙みように嫉しつ妬としている官兵衛に怯えている。

「あーごちそうさま。播磨、あんた半兵衛が好きすぎるでしょ」と信奈は呆あきれ顔。

　口では半兵衛をいちいち好敵手扱あつかいする官兵衛だが、本音では軍師として理想的な無私と義の精神と無む垢くさを兼かね備そなえている半兵衛を敬愛していることは誰の目にも明らかなのだった。

　官兵衛は、死病に憑つかれた半兵衛の運命を変えるために、自らの死を覚かく悟ごして敵てき陣じんに乗り込み、捕らえられて地下牢へ監禁されたことがある。

　そして半兵衛は、官兵衛が捕らえられている時に、「官兵衛謀む反ほん」の罪を着せられて死を賜たまわった官兵衛の妹をかくまって、その命を救った。

　それ以来、二人は唯ゆい一いつ無む二にの親友同士となった。

「このシメオンは姫ひめ路じの山と播磨灘なだに包まれて野生児のように暮らしてきたので、身体からだは健康そのもの。年中日焼けしていて、子栗鼠というよりはアライグマ。半兵衛みたいなよわっちい生き物を発見すると躊ちゆう躇ちよなくいぢめる体質。そして、常に功名を立てて人に褒められようとするこの心根が、せこい！　播磨なんて田舎いなかに生まれたばっかりに！　もうダメだ、シメオンは永遠に二流だ！　どこまでも半兵衛にはかなわないんだ！　死のう！」

「ちょ。待ちなさい！　誰だれもそこまでぼろかす言ってないわよ！　だいたい当たってるけど！」

「うわあああ、やっぱりそうなんだ！　シメオンは織田信奈にも見放されていたんだあああ！」

「くすんくすん。官兵衛さんはとてもかわいいですよ。無む邪じや気きですし、まだ恋こい心ごころにも目覚めていない純じゆん粋すいなところなんてうらやましいです。短く切りそろえた髪かみの毛も清潔感があって、その、男の子っぽくてかっこいいですし……」

「うわああん。誰が男の子だ！　持ち上げるふりをしてシメオンを落としたな！　腹黒い！　実に腹黒いぞ半兵衛、やはりきみとは決着をつけなければならないようだな！」

「そそそそんなつもりは。すすすみません、いぢめないでください～」

　半兵衛と官兵衛を放置しておくと一晩中こうして夫婦めおと漫まん才ざいを続けるので、利休が「……りきゅ！」と突っ込みを入れた。

　利休は、官兵衛とは信奈が上じよう洛らくする以前からの古い知り合いなので、官兵衛にわりと容よう赦しやがない。

「……り、きゅ（ごす・ろりは、人に媚びるものではない。堂々と全身で自分の愛らしさを表現して、客をおもてなしするという美徳の心。官兵衛も、自分なりのおあいその台詞せりふを考えればいい）」

「わ、わかったよ師匠」

「……きゅっ！（さあ。お茶を点たてて。渾身のおあいそでお客さまをおもてなしして。心に湧わき上がる言葉を口にしてみて！）」

「しゃかしゃかしゃか！　毎度ありぃ、どうぞお茶で～す！　決め台詞は──『黒くろ・官かん・一いち・流りゆう』！　決まった！　かっこかわいい！」

「……きゅ～（残念な子すぎる）」

「見捨てないで、師匠！　うわあああああん！」

「くすんくすん。今のはおあいそというよりはほとんど押し売り……官兵衛さんは、目立ちたい願望が強すぎるのかもしれません。まるで、縁えん日にちの屋台で最後まで売れ残っているひよこさんのような哀れさが……それはそれでかわいいですが」

「黙だまれこの腹黒半兵衛め！　さらりと、シメオンが二度と立ち直れなくなるような黒い台詞を口にするな！」

「きゃっ？　すみませんすみません。い、いぢめないでくださあい……」

「く～っ、やっぱりあざとかわいすぎる！　シメオンも、こういうあざとい台詞を開発しなくっちゃ！　そうだ、『うえ～んお腹なかがすいたよう』ってのはどうだろう？　宇う喜き多た直なお家いえに捕まって監禁されていた頃は毎晩、お腹がすいたようお腹がすいたようって泣いていたものさ……ふふふ」

「……（ほんとうに、哀れを誘さそう）」

　あんな女たらしに監禁されたのに指一本触ふれられなかったなんて、つくづく色気がなくてよかったわね播磨、と信奈が同情しながら呆れている。

「あのう。お茶をお出しするお客さまに、お腹がすいたようって台詞はちょっと……心地ここちよく飲めなくなっちゃいます」

「うるさーい！　やいこら半兵衛、きみもシメオンをあざとかわいい愛され姫ひめ武将にするために、なにかすごい台詞を考えろ！」

「無理に病弱とか不幸を推おしても逆効果です。まっすぐでどこまでも陽気な官兵衛さんは、播磨の大自然のもとですくすく育った明るい女の子という特性を活いかしていけばいいのではないでしょうか。くすんくすん」

「播磨の大自然とか言うなああああ！　人を、放牧されて育った山や羊ぎか馬みたいに言うなああ！　頭をぐりぐりしてやる！」

「痛い痛い。やめてください、ひいいいん」

「いぢめてやる、いぢめてやるとも！」

「はあ。あんたたちって、ほんっとに仲いいわね。もう、祝しゆう言げんをあげたら？」

　びくうっ！　と、じゃれあっていた半兵衛と官兵衛が硬こう直ちよくして頰ほおを赤らめた。

「ひゃうっ？　女の子同士でそんなあ。わ、わたしは良晴さんと、いえっなんでもありません！　抜ばつ刀とうしないでください信奈さま、すみませんすみません！」

「ここここのシメオンを男の子扱いしないでくれ！　ははは半兵衛としゅしゅしゅ祝言なんてそんな真ま似ねができるかっ！　た、たしかに、接せつ吻ぷんしたことはあるけれど……そうだな、あんないやらしいことをした以上、責任は取らないといけないかも……」

「はわわ。官兵衛さん？　あれは薬をわたしに口移しで飲ませただけじゃないですか～。くすんくすん」

　この二人の微妙に気まずく、でもゆるい幸せに満たされた空気……新しい美の道が見えてきた気がする、と利休が興味深そうにうなずいている。

「そうだわ。播磨が茶を振ふる舞まう際には必ず半兵衛を隣となりに置いて、夫婦漫才を披ひ露ろうさせておもてなしすれば喜ばれるんじゃないかしら、利休」

「……（こく、こく）」

「半兵衛抜ぬきではこのシメオンはおもてなしができないと言うのかあ！　軍師としてだけではなく、茶の道でもシメオンは半兵衛頼だのみだと？　ひどいや師匠！」

　官兵衛が利休を「師匠」と呼ぶのは、利休が官兵衛に茶の湯を教えている茶さ道どうの先生だからでもあるが、かつて二人で一いつ緒しよに南なん蛮ばんの学問を学んだ時期があってその時に利休のほうが先せん輩ぱい格だったからでもある。

　書生時代、軍師を志していた官兵衛は砲ほう術じゆつや電磁科学を、室内派で実験が好きだった利休は錬れん金きん術じゆつを学んだ。

　いずれも、南蛮からもたらされた新しい知識である。

　利休は茶道に錬金術を融ゆう合ごうした。茶器を錬金術の「器うつわ」として用いて純金を生成するための研究を続けているのだ。

　茶器にもさまざまなものがあり、天下の名物と呼ばれる由ゆい緒しよある年代物には錬金術の「器」として強い力を発揮するものが多い。

　今夜信奈と利休がお茶を点てている「九十九髪つくも茄な子す」も、そんな錬金術名物のひとつだ。

　もともとは、畿内を荒あらし回った幻げん術じゆつ遣つかいの姫武将・松まつ永なが弾だん正じよう久ひさ秀ひでが所持していた唐から物茶入の逸いつ品ぴんで、足あし利かが将軍家に代々伝わってきたものが紆う余よ曲きよく折せつを経て松永久秀に所有権が移り、そして上洛した信奈に帰順する際に久秀が差し出してきた名物。

　その松永久秀は信奈と半兵衛を救うために、もうひとつの名物茶器「平ひら蜘ぐ蛛も」を抱だいて自分の城ごと爆ばく発はつ。すでに信奈のもとにはいない。

　信奈が「九十九髪茄子だけは守るわよ」とむきになるのも、九十九髪茄子が母親のように自分を愛してくれた松永久秀の形見の品だからだ。

　また、利休にとっては、錬金術の「器」として捨てがたいすばらしい名物でもある。

　卑ひ金きん属ぞくを純金に変へん換かんする錬金術は、古代オリエントからイスラム文化圏けんを経てヨーロッパに再輸入された経けい緯いを持つ、古代から続く科学技術。

　錬金術では、素材の選定や素材を調合する割合だけでなく、調合に用いる「器」が重要になるのだ。

　ヨーロッパ諸国の王朝が抱かかえている宮きゆう廷てい錬金術師たちの実験がなかなかうまくいかないのは、良質の土が採れないヨーロッパでは肝かん心じんの「器」が未熟だから、らしい。

　その点、明や日ノ本といった東アジア諸国は、陶とう磁じ器きに向いた良質の土が採れることもあり、古来高度な陶磁器を造る技術を磨みがき上げてきた。

　ごす・ろりを追求する風流人であると同時に生きつ粋すいの錬金術師でもある利休は、良質の土を高度な技術で焼き上げた優すぐれた茶器が錬金術の「器」に適していることにいちはやく気づき、名物を基き礎そとした国焼（国産）錬金茶器の量産体制を整えようとしている。

　利休自身は芸術家肌はだで黄金そのものには興味がないのだが、錬金茶器をずらりと揃そろえた利休の錬金術工こう房ぼうが完成すれば、天下布武のための軍資金になるはずだった。

　信奈が天下布武を達成するためには、膨ぼう大だいな量の黄金が必要になる。

　敵を懐かい柔じゆうするために、武将調略のために、南蛮から火薬の材料である硝しよう石せきを輸入するために、全国の関所を廃はい止しして物資流通に用いる基幹道路を整備するために、天下布武の象しよう徴ちようである壮そう大だいな城じよう郭かく・安あ土づち城を完成させるために、生産力を向上させる治水灌かん漑がい工事のために、最さい新しん鋭えいの兵器群……鉄てつ甲こう船や大おお筒づつ、種たね子が島しまの生産や購こう入にゆうのために、などなど。

　財力なくして天下布武はありえない、ただ戦いくさのみで国を切り取る従来の戦国大名のやりかたでは天下は定まらない、と利発な信奈は知っていたし、利休も信奈のこの考えに賛同して自分の錬金術の技術を提供していた。

　九十九髪茄子はだから、信奈と利休にとって、二重、三重にたいせつなものなのだ。

　半兵衛も官兵衛も、九十九髪茄子の重要性はよく知っている。

　朧月夜に簡単に盗ぬすませるわけにはいかない。

　その朧月夜がなぜ名物茶器ばかりを盗むのかは、まだ謎なぞなのだが。

「夜が更ふけました。そろそろ朧月夜ちゃんが来そうですね、官兵衛さん。くすんくすん」

「シム。神しん出しゆつ鬼き没ぼつなやつだが、今夜こそ朧月夜を捕とらえてみせるぞ」

「もう陰おん陽みよう道どうの術を使えないわたしは、お役に立てませんが……」

「ふん。半兵衛。きみの知略は、陰陽道を抜きにしても天下一だ」

「そ、そんなことはありません。南蛮の知識が豊富な官兵衛さんのほうがずっと優れています。わ、わたしは頭に蜘蛛の巣がはったような古めかしい陰陽師でして……鉄甲船の設計とか製造とか、そういう新しい時代の風潮にはとてもついていけませんし」

「ふふふ、謙けん遜そんするな。陰陽道が廃すたれても、きみの役割はまだ終わったわけじゃない。最近物思いにふけることが多いようだが、きみにはまだできることがあるはずだ。焦あせらずともいずれ見つかるさ。元気を出せ！」

「は、はいっ。官兵衛さん、ありがとうございます！　やっぱり官兵衛さんは優やさしいです……くすん」

「そそそそういうつもりじゃないよっ！　シメオンはだな、きみから実力で天下一軍師の座を奪うばわなければならないんだ、勝手に落ち込まれたら困るんだっ！　い、いいからお茶くれよっ！」

「はいっ♪」

「……（見えた。官兵衛の不器用な優しさに、ごす・ろりの精神を見た）」

「あーあー。ほんっとに仲いいわね、あんたたち。まさしく、一緒に助け合って死線を越えてきた真の友同士って感じ。やっぱり祝言あげたら？」

「で、ですから、信奈さま、それは……ええと」

「こらーっ！　祝言を勧すすめられてまんざらでもなさそうな顔をするなよ半兵衛！」

「ふええ？　し、してませんよ？　真の友、って言われてほんわかしましたけど」

「そ、それは、うん、たしかに。そ、そうだな。シメオンと半兵衛は、友だよな」

「はいっ」

「と、友か。面と向かって言われると、て、照れるなぁ」

「ふふ。信奈さま。どうですか。官兵衛さんってすごくかわいいでしょう？」

「はいはい。かわいいかわいい。ごちそうさま、ごちそうさま」

　ことん……。

　茶室の片かた隅すみで、妙みような音が立った。

　続いて。




『愛いとしの半兵衛ちゃんが播磨の山やま猿ざると祝言だなんて、冗じよう談だんじゃないわよ！』




　燃え上がるような少女の金切り声が、壁かべの向こうから聞こえてきた。

　どんどん、と壁を叩たたいてくる音まで鳴り響ひびく。

　信奈の細い眉まゆが、ぴくり、と反応した。

「半兵衛、播磨。もう来ていたんだわ。隣の部屋に、朧月夜がいるわよ！」

　半兵衛は、ふえええ、と半泣きになった。

　そう。盗とう賊ぞくになった朧月夜は、茶器だけでなく、どういうわけか、「半兵衛の心」も盗もうとしているのである。

「バレてしまってはしかたがないわね。こんばんは、織田家の皆みな々みな様さま。そうよ、わたしこそがこの日ノ本大おお八や洲しまに災いを振りまく者、まつろわぬ民たみの怨おん念ねんを一身に受けた者、かつて平安京を震しん撼かんさせた真の魔ま王おう、朧月夜よ！」

「自分から叫さけぶとはにゃんということを。ご主人さま、お静かに」

「ねこたま、これが黙だまっていられると思う？　半兵衛ちゃんは誰だれにも渡わたさないわよ！」

　信奈が体重を乗せた蹴けりで壁を破ると、隣りん室しつにはべっていた朧月夜が、ねこたまを肩かたに乗せたまま姿を現した。

　ほっかむりをしているのは、泥どろ棒ぼうであることを全身で主張するためか。

「ちょっと朧月夜！　泥棒に来るなら来るで、機をうかがって静かに潜ひそんでいなさいよ。どうして途と中ちゆうで暴れだすのよ！　あんた泥棒に向いていないんじゃない？」

「うるさいわね織田信奈。お黙りなさい。愛しの半兵衛ちゃんとその播磨の山猿をいちゃいちゃさせてこの朧月夜さまの繊せん細さいな乙女おとめ心ごころをかき乱すだなんて、あなたのような悪人は本朝開かい闢びやく以来見たことがないわ！　この外げ道どう！」

「くすんくすん。こんばんは朧月夜ちゃん。ええと、泥棒はやめましょう。一緒にお茶会を楽しみましょう。お仕事でしたら斡あつ旋せんしますから。くすんくすん」

「半兵衛ちゃん、なんて優しいの！　わたしのようなあやしげな盗賊にまで分け隔へだてなく優しくしてくれるそのあなたの純真な心。今夜こそ茶器と一緒にあなたをお持ち帰りしていいかしら。はあはあはあ」

「えっと、それは、そのう。くすんくすん」

「こらーっ！　この泥棒娘むすめめ！　息を荒あららげながら半兵衛にほっぺたすりすりするなっ！」

「うるさいわね黙りなさい播磨の田舎いなか娘ふぜいが、平安京で長年暮らしてきたこの朧月夜さまに向かって無礼な口をきくんじゃないわよ。さあ姫路に帰りなさい。ぶぶ漬づけ出してあげるから」

「うわーん！　播磨をバカにするなー！　京都人ぶるなあ！」

「播磨弁って、なに言ってるのかわからないのよねえ。だいたい播磨って畿内の仲間づらしているけれど、実は中国地方じゃない。畿内と呼んでいいのは、須す磨ままでなのよ。明石あかしより西はもう播磨、そこは鬼おにと怨おん霊りようと陰陽師が跋ばつ扈こする人外魔境の地。いにしえの『源げん氏じ物語』を読みなさい。光ひかる源氏が失しつ脚きやくした際、都を逃にげだして須磨にひきこもった時点で、源氏も家臣たちも『この世の果てに来てしまった』と嘆なげき悲しんでいるからあ。姫路なんて、その須磨の彼方かなたにある魔界・明石よりももーっと西の彼方で、『源氏物語』では触ふれられることすらない究極の田舎なのよ！」

「うわああああん。お前は、なんでそんなに播磨の暗黒面に詳くわしいんだよっ？」

「そ、それは、秘密よ。ええそうよ。黒田官兵衛、あなたをたたきつぶすために播磨の暗黒面についていろいろと調べてきたのよ！」

「許せない。シメオンが播磨出身だという悲しい生おい立ちをなかったことにするためにキリシタンになったり南蛮科学を学んだりしてきた努力をあざ笑うかのようなその言葉責め、絶対に許せない！　くっ、落ち着けシメオン。こういう時は、南蛮渡と来らいの金こん平ぺい糖とうを食べて落ち着くんだ！　金平糖はいい、金平糖は南蛮の香かおりを届けてくれる未来のお菓か子し……」

「……実は、播磨灘なだで獲とれたいかなごの佃つくだ煮にが好物」

「あーっ!?」

「……実は、播磨の野良陰陽師、芦屋道どう海かいの弟で子し」

「うわああーっ!?」

「……実は、人間の友達がいない寂さびしさをまぎらわすためにご当地妖よう怪かいすねこすりを召しよう喚かんして飼っていた」

「あああああああ!?」

「……実は、実家が薬屋あがりなので、播磨ごときの田舎侍ざむらいの中でも浮ういていた」

「お願いだから、もうやめてえええええっ！」

　半兵衛と仲良しの官兵衛は、朧月夜にとっては絶対に許せない天敵らしかった。

　官兵衛は耳を塞ふさぎ、震ふるえながら畳たたみの上にダンゴムシみたいに丸まってしまった。

「くすんくすん。官兵衛さんがおそろしい精神攻こう撃げきを受けています。封ふう印いんしたがっている播磨時代の黒歴史を次々と暴あばき立ててくるなんて。どうしましょう利休さん」

　利休が、（ごす・ろりのおもてなしで、朧月夜の暴走を止めてみせる）と表情をひきしめてうなずいた。

　すかさず茶を点たてて、そして、朧月夜の前に差し出した。

「……り、きゅ～？」

　研けん鑽さんを重ねてきた必殺のおあいそが、炸さく裂れつした。

　小首をかしげる角度、かわいらしいアニメ声を放つ頃ころ合あい、すべては完かん璧ぺきである。

　だがあいにく、朧月夜は「天然物」しか認めない。

「このおあいそは偽にせ物ものだわ、萌もえられないわね」

「……り、りきゅ？」

「フ。わたしを媚こびで籠ろう絡らくしようだなんて、甘いわね千利休。今の戦国の世でわたしの心を動かすことができるのは、天然で純真で飾かざらない愛らしさを全身から常に放ち続けている半兵衛ちゃんだけよ！　突とつ発ぱつ的な態度の落差で萌えさせようだなんて、そんな今風の邪じや道どうは古典王朝文学派のわたしには通じないわ！」

「……（がーん）」

　利休までが、朧月夜が放つ精神攻撃にやられてへたりこんでしまった！

「ちょっと朧月夜！　せっかくのお茶会を修しゆ羅ら場ばにしないでよ！　迷めい惑わくなのよ！」

「うふふ。わたしが操あやつる言こと霊だまって、この世界でもそこそこ効力があるのよ。黒田官兵衛も千利休も、あと半刻は立ち上がれないわ。九十九髪茄子はいただいていくわよ」

「くすんくすん。信奈さま、戦力になるのはもう信奈さまだけです。わたしには、朧月夜ちゃんを言葉責めするなんて、そんな残ざん酷こくなことはできませんから」

「言葉の暴力ならこの信奈さまに任せておきなさい！　やいやい、ほっかむり娘！　この信奈さまはあんたの古くさい言霊攻撃ごとき、ぜんぜんなんともないんだからね！　時代錯さく誤ごの陰陽師くずれなんて南蛮渡来の種子島で、ずどーんよ！」

　信奈が「あら。種子島はどこにやったかしら。種子島」と畳に這はいつくばって鉄てつ砲ぽうを探しているところに、朧月夜は無言でかかと落としを食くらわせた。

「ふぎゃっ」

「愚おろかね織田信奈。わたしは言霊攻撃だけでなく、肉体攻撃もできるのよ。これでどちらが真の魔王か、決着がついたわねえ。これが年季の差よ。魔王として千年の時を生きたこのわたしと、『人間二十年』なんて言ってる小娘との、格の違ちがいね」

「……ふぎゅるう……」

「の、信奈さまが失神されてしまいました？　そんな。あの凶きよう暴ぼうで攻撃的な信奈さまが、こんなにあっさり倒たおされちゃうなんて。くすんくすん」

「この女は、相良良晴とかいう男なんぞに恋こいしているんでしょう？　しかも、人前でそいつと接せつ吻ぷんしたんでしょう？　むっきいいい！　千年を独り身で過ごしてきたこのわたしの怨念を、思い知れ！　思い知れ！　思い知りなさい！　この千年分の恨うらみの力を、あなたは理解できるかしら？　恋話にうつつを抜ぬかしている魔王なんて偽者なのよーっ！　はあはあはあ！」

「ふぎゅる、ふぎゅる、ふぎゅるう～」

「わわわ。朧月夜ちゃん！　それ以上信奈さまの頭を踏ふまないでください～！　頭をやられ続けたら、信奈さまの性格が変わってしまいます！」

　官兵衛、利休、信奈があえなく倒され、ついに半兵衛だけが残された。

　両手の指をわきわきと動かしながら、朧月夜が半兵衛に抱だきついてくる。

「そろそろこの半兵衛ちゃんを、九十九髪茄子と一いつ緒しよにお持ち帰りしていいわよね？　ああ、半兵衛ちゃん。あなたはどうしてこんなにかわいいの？　こんなにも乱れた戦国の世に、平安京の王朝時代から飛びだしてきたかのようなこんな純真な少女がいただなんて、まさに奇き跡せきだわ。ほっぺたすりすり」

「はわわ。くすぐったいです、朧月夜ちゃん」

「さあ。怖こわがらなくてもいいのよ。わたしのねぐら・魔王城へいざなってあげるわ」

「ま、魔王城、ですか？　その名付け方はちょっと恥はずかしいような」

「にゃふう。ご主人さまはもう数えきれぬほどに長い年月を独り身で過ごして、お寂しいのですぞ。ご主人さまの嫁よめになっていただけませぬか、半兵衛どの」

　室内をふわふわと飛び回っていた小さな猫ねこの幽ゆう霊れい・ねこたまが、ぺこぺこと半兵衛に頭を下げてきた。

「よよよ嫁って。朧月夜ちゃんもわたしも女の子なのに、無茶言わないでください。いったいいつの間にこんなに懐なつかれてしまったのでしょうか、くすんくすん」

「許せないわ、半兵衛ちゃん！　そんなに黒田官兵衛が好きなの？」

「ちちち違います！　い、いえ、か、官兵衛さんは好きですけど、嫁とか祝しゆう言げんとかそんな、女の子同士でそういうのっておかしいですよ？」

「なにもおかしくないわ！」

「そ、それより、なぜ九十九髪茄子を盗ぬすもうとするんですか。泥棒はよくないです。くすんくすん」

「それはね。この大名物・九十九髪茄子があれば、あなたの病を治すことができるかもしれないからよ！」

「えっ？　わ、わたしのため、なんですか？」

「そうよ。南蛮渡来の錬れん金きん術じゆつとやらで珍ちん重ちようされる優すぐれた『器うつわ』は、大地の『気』を集積する『器』でもあるのよ。滅ほろび去った陰おん陽みよう道どうの力を、わたしの手に取り戻もどせる。半兵衛ちゃんの身体からだに『気』を送り込むことだってできるはず」

　そんな。それでは元の木もく阿あ弥みです、茶器を用いて陰陽道をよみがえらせることが可能ならば、また怨霊がはびこる世に戻っちゃいます、と半兵衛は震えた。

「半兵衛ちゃん。あなたは、ただ自分のために生きれば、それでいいのよ。もう、他人のために自分の命を捨てたりしないで。お願い」

「朧月夜……ちゃん？」

　朧月夜は、ひどく悲しげに瞳ひとみを潤うるませながら、半兵衛の頰ほおを撫なでた。

「……もう、少女陰陽師の中からあなたのような犠ぎ牲せいを出してはいけないわ。わたしが、出させない。陰陽師の頂点を極きわめた者として、あなたの病を陰陽道の秘術で完治させる。それが、わたしに残された最後の仕事なの」

「でも。怨霊はもう生みだしてはいけないんです。あれは、京の都を訪おとずれた人々の心を狂くるわせます。都に詰つめかけてきた武士の皆みなさんがものぐるいになって戦い、都を焼け野原にしてしまった応仁の乱のような悪夢を、再び起こしてはならないんです。信奈さまが天下布武を達成するために」

　凜りんとした声、毅き然ぜんとした表情。

　朧月夜は、半兵衛を強ごう引いんに連れ去ることをあきらめた。

　ただし、今夜のところは、だ。

「……そう。わたしと半兵衛ちゃんとは、わかりあえない者同士なのね。でもいいわ。理解されなくても、わたしはあなたの病を癒いやすために自分のやりたいことをやるだけよ。出なさい、ヤタガラス！」

「クワーッ！」

　ばさっ。

　朧月夜の背中から、巨きよ大だいな黒い翼つばさが飛びだしてきた。

「ヤタガラス」と呼んでいる、烏からすの式神だ。

　朧月夜の背中に張り付いて、こうして朧月夜の「翼」になる。

　朧月夜から分ぶん離りして、三本足の烏の姿となって単独で行動することもできる。

（そんな。陰陽道の時代は終わったはずです。式神さんはもう召喚できないはずなのに）

　いったい彼女は何者なのだろう？　と半兵衛が朧月夜の黒い翼に魅み入いられているうちに。

「またね、半兵衛ちゃん。あなたを、必ず心変わりさせてみせるわ」

　翼をはためかせ、舞まい上がった朧月夜は、ふすまを突つき破って夜空の闇やみの中へと消えていく。

「ご主人さま、茶器をお忘れですぞ！　むーん。重くて、持ち上がらぬ……」

　九十九髪茄子を持っていこうとするねこたまだったが、手乗りサイズの小さな身体とふにふにの丸い手では、無理だった。

　九十九髪茄子強ごう奪だつをあきらめたねこたまは、「天あつ晴ぱれ半兵衛どの。凜としたお言葉とまなざしで、あの強情なご主人さまを退散させるとは。さすがは戦国時代一の軍師ですな。ですが、次こそは九十九髪茄子をいただきますぞ」と丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをしながら、手ぶらでふわふわと朧月夜のあとを追いかけていった。

　不思議な人。朧月夜ちゃんって、いったい何者なんでしょうか、と半兵衛は月を見上げながらつぶやいていた。

「なんだか、とても寂しそうな……」




　　　　※




「あー。なぜだか首が痛いわ。なんだかおそろしい悪夢にうなされていたような気がするんだけど、思いだせないわね」

「……り、きゅ～（同じく）」

「記き憶おくがあいまいになってるけど、朧月夜はどうやらこのシメオンが撃げき退たいしたらしいな。さあ、お茶会の続きをはじめよう！」

　目を覚ました信奈たちは、朧月夜が襲しゆう撃げきしてきたことを忘れているらしく、「それじゃあ、今夜はがんがん飲むわよ！　無礼講よ！」「……（もっとすごいおあいそを開発しないといけない気がする）」「茶を振ふる舞う時に、『ぼっちなシメオンのお友達になってよ！』って決め台詞ぜりふはどうかな？」とわいわい騒さわいでいる。

　朧月夜襲撃の一部始終をはっきりと覚えているのは、半兵衛だけ、らしかった。

（ご自分が言霊で攻こう撃げきした人たちから、攻撃された記憶を消してくださったのかもしれません。朧月夜ちゃんは、優やさしい女の子です）

　半兵衛は、朧月夜が名物を盗む真の目的が自分のためだったと知らされて、複雑な心境だった。

　その愛情深い親切心はうれしいけれど、乱世を終わらせるために陰陽道はもう終わりにしなければならないのだ。それが、半兵衛と、半兵衛がかつて式神として召しよう喚かんした前鬼たちとの約束なのだ。

（朧月夜ちゃんはいったい、何者なのでしょうか。ただ迷子になっていたところを道案内してあげただけで、あそこまで親切にされるはずがありません。もしかしてわたしと、なにか深い縁えにしがある方なのでしょうか……）

　茶器を手にして物思いにふける半兵衛の背後から、聞き慣れた声が次々と。

「姫ひめさま、お茶会があるなら呼んでくださいよ！　織田家最強の剛ごう勇ゆう無む双そう、柴しば田た勝かつ家いえ、ただいま参上！」

「織田家の良心・尾張が誇ほこるお姉さんこと丹に羽わ長なが秀ひでも、参上つかまつりました。たまにはこういうのもいいですね」

「……がるる。犬いぬ千ち代よもお茶飲みたい」

「のぶなちゃん、いーかげんにこの滝たき川がわ一かず益ますちゃんに茶器をよこすのじゃ！　今なら、九十九髪茄子一個でかんべんしてやろう！」

「織田家に咲さいた一輪の桔き梗きようの花、明あけ智ち十じゆう兵べ衛え光みつ秀ひで！　先日の木き津づ川がわ口ぐちの合戦で溺おぼれ死にかけていた相良先せん輩ぱいを救出してやったこの十兵衛が、今宵こよいのお茶会にも先輩を連れてきてやりました！　さあ先輩、お茶会でこの十兵衛の愛らしい魅み力りよくにへろへろになって祝言を申し込むですう♪」

「お、俺はいいってば。茶会って足がしびれるんだよ」

　ともに戦場を駆かけ巡めぐってきた、織田家の面々だった。

　こうしてまた生きて仲間たちとともにお茶を飲めるというだけで、半兵衛は、涙なみだで目が潤んでしまうほどにうれしかった。

　陰陽師ではなくなってしまっても焦あせる必要はない、生きてさえいれば、いつかまた己おのれが進むべき道が開けてくる、そう信じられるのだった。

「よお半兵衛。身体の具合はどうだ？　これ、おみやげの金平糖な」

「よ、良晴さん。ありがとうございます！　わあ……美お味いしそうです」

「たくさん食べて体力をつけるんだぜ」

「ずるいぞ相良良晴。シメオンにも餌えさをよこせ！」

「官兵衛は、上じよう州しゆうから仕入れたこんにゃくでいいだろ。もう十分すぎるくらい健康だし」

「なんでだっ！　なんでだああ！」

　朧月夜ちゃんはなぜか良晴さんに少し似ています、と半兵衛は気づいた。

　どこか、この世界の人ではない、旅人のような──。

　半兵衛がなにかに気づこうとした時、信奈が、きいいと騒ぎはじめた。

「って、良晴。今日は女の子だけのお茶会なのよ？　なんで男のあんたが混じっているのよ、この変態！」

「ええ？　俺はただ、十兵衛ちゃんに連れられて……」

「あらそう。さっきまでずっと十兵衛と一緒にいたわけね。やっと毛もう利り家から帰参したと思ったら、わたしがお茶会を開いていた間にこんどは十兵衛と浮うわ気きしていたのね！　そこになおりなさい！　今日という今日は、誰だれがあんたの主君なのか、身体で覚えさせてあげるんだから！」

「ままま待ってくれ信奈、濡ぬれ衣ぎぬだ！　横暴だあ！　金平糖を食べて血糖値をあげろ！」

「未来語でごまかそうったってそうはいかないわよ！　かかと落としっ！」

「ぶぎゅるう？　なんでこうなるんだよう？　助けてくれ、半兵衛官兵衛！」

「くすんくすん。こうしていぢめられるのも、仲のいい証しよう拠こということで」

「シメオンは常に半兵衛と抱だき合わせで扱あつかわれるのが不満なので、断る」

「ちょ。天下の二大軍師が揃そろって俺を見捨てるなんて、そりゃあないんじゃないのかああ？　どうして執しつ拗ようにかかと落としを狙ねらってくるんだよ、落ち着け信奈！」

「よくわからないけど、あんたの頭を二、三発踏まないと気が済まないの！　おとなしく踏まれなさいよっ！」

「意味わかんねえよ！　横暴だー！　暴君だー！」

　半兵衛は苦く笑しようした。

　織田家の面々が集まると、ほんとうに騒そう々ぞうしい。

　つくづく、侘わびもさびもない。

　いつかこの騒がしいお茶会に朧月夜ちゃんをお招きできたらいいな、と半兵衛は思った。




　　　　※




「ご主人さま、戦国の世の月も、変わらずに美しいですな」

「……わたしが……『芦屋道満』がこの、安倍晴明もおらず、陰おん陽みよう道どうの時代そのものが終わってしまった戦国の世界に来た意味……ほんとうにあるのかしら、ねこたま」

「生きる理由、存在する意義、さようなものはご自分で見つけるものなのではないですかな。現うつし世よは、うたかたの夢なれば」

「わたしは、竹中半兵衛ちゃんを幸せにしたいわ。あの子は、他人のために自分のすべてを差し出してしまう子だもの。陰陽師でありながら、病に冒おかされながら、織田信奈の天下統一のために龍りゆう脈みやくを断たってしまい自らの命を縮めてしまっただなんて……わたしは、どうしても納なつ得とくがいかない。もう、そういう物語の結末は見たくないわ」

「でしたら、ご主人さまが物語を書き換かえてしまえばよろしいのです」

「あの子を生かすために、陰陽道をよみがえらせたい……でもその行こう為いも、半兵衛ちゃんにとっては、悪、なのよね……わたし、どうすればいいのかしら」

「いずれ、正解が見つかりましょう。それまでは、お心のままに」

「……半兵衛ちゃん」

　夜空を飛びながら、朧月夜とねこたまは、物言わぬ月を見上げていた。







　　　巻ノ二　守りたい、この笑顔







●相良さがら幼よう稚ち園えん開園




「相良良よし晴はる！　未来の日ひノの本もとでは、有名な戦国武将は『大河ドラマ』とやらの主役をはれるそうじゃないか！　当然このシメオンこと黒くろ田だ官かん兵べ衛えも、大河ドラマの主役に抜ばつ擢てきされたのだろうな！　全国津つ々つ浦うら々うらにこのシメオンの有能ぶりが宣伝されていると思うと、くうう、うれしくて涙が出ちゃいそうだよ！」

「ああ。官兵衛は、大河ドラマ『軍師官兵衛』で主役を務めてたぜ」

「やったね！　黒くろ官かん一いち流りゆう！　一方で、このシメオンの好敵手を自じ称しようする困ったちゃんの竹たけ中なか半はん兵べ衛えは大河ドラマの主役に選ばれたことはないのかな？　ふふふ」

「そういえば、半兵衛は大河ドラマの主役に選ばれたことがないなあ」

「そ、そうなのか？　やはりこのシメオンこそが戦国時代を代表する天下一軍師だったのだな！　むふー！　半兵衛に勝った！」

「くすんくすん。ドラマでもわたしはいぢめられそうなので、できれば出演させられたくないです……」

「負け惜おしみを言うな半兵衛！　シメオンが主役をはる大河ドラマでは、きみはきっとシメオンのいい引き立て役として毎回いぢめられているさ！　あーははは！」

「くすんくすん。軍師たるもの、主君より目立つのはよくないと思いますが……」

「軍師が主役といえば、山やま本もと勘かん助すけのおっさんが主役を務めた大河ドラマもあったけどな。ちなみに大河ドラマの人気は『視し聴ちよう率りつ』で決まる。視聴率が高ければ高いほど、ドラマを見た人間が多い、つまり人気があるってことさ」

「そうかそうか。きっとシメオンは歴代最高視聴率を記録したのだろうな。むふー！」

「えーと、大河ドラマ史上最高の平均視聴率を取った作品は『独どく眼がん竜りゆう政まさ宗むね』。梵ぼん天てん丸まるが主役を務める作品だな。あいつって、眼帯だし中二病だし、キャラが立ってるからなあ～」

「なんでだ？　なんでだっ？　シメオンは、大河ドラマでも二番手に甘んじているというのかああっ？」

「歴代二位は『武たけ田だ信しん玄げん』だよ。タイトル通り、武田信玄が主役な。瞬しゆん間かん最高視聴率では大河ドラマ史上最高の四九・二％という火力を誇るあたり、まさしく風林火山だよな。国民の二人に一人が観みていたということだからな」

「し、シメオンは……三番目なのか……？　ぐすっ」

「くすんくすん。あのう、官兵衛さん。オチが見えてきましたので、そろそろこの話題は終わりにしたほうが……」

「うるさい半兵衛！　大河ドラマの主役を務めたことのないきみは黙だまっていろっ！　いやあ、やっぱり軍師の立場だと大名ほど視聴率は稼かせげないのかあ。でもでも、軍師でありながら大河ドラマの主役ってすごいよね？　ああ、裏方仕事は辛つらいなーっ！」

「ええと、気を落とすなよ官兵衛？　『軍師官兵衛』は第一話からいきなり視聴率が二〇％切りと低てい迷めい。第一三話に至って平均視聴率が一二・九％と一五％割れ。人気の戦国ものとしては、信じがたいほどに視聴率が低いな……」

「えええええええ？　どうしてだ、どうしてなんだあああああっ？」

「うーん。あのドラマの前半に出てくる黒田官兵衛は爽さわやかすぎて、ぜんぜん腹黒くないんだよなあ。世間一いつ般ぱんが持っている黒田官兵衛のイメージと違ちがうんだ」

「こっ、このシメオンが爽やかさに欠ける腹黒姫ひめ武将だと言うのかあああ？　ひっ、ひどいやっ」

「ま、まあ、地味な平安時代を描えがいた大河ドラマなんてもっと視聴率低いしさ。それに、後半ではいきなりドス黒い『悪ワル官かん』に変身して戦国ファンに大受けしていたから。もしも最初から官兵衛が悪官だったら伝説の大河ドラマになったのに、とみんな賞賛していたぜ！　気を落とすな！」

「ドス黒い悪官が人気で、爽やか官兵衛は不人気ってどういうことなのさあ？　うわ、うわ、うわああああああん！」

「お、お芝しば居いのお話ですから、官兵衛さん。気を落とさないでください。くすんくすん。良晴さんも、少しは言葉を選んでください」

「ごめんごめん、半兵衛。それじゃ、茶会をはじめるか。ほら、泣き止やめ官兵衛」




　時は戦国時代。

　織お田だ家と毛もう利り家とが「第二次木き津づ川がわ口ぐちの合戦」で対決し、新兵器の鉄てつ甲こう船を投入した織田軍が勝利を収めた直後の頃ころの話である。

　上うえ杉すぎ謙けん信しんからの突とつ然ぜんの宣戦布告はあったが、越えち後ご軍はまだ上じよう洛らくを開始していない、そんなつかの間の平和な時であった。

　半年ほど記き憶おく喪そう失しつになって毛利家にお仕えしていたが、海戦のさなかに記憶を回復して再び天下人の姫大名・織田信のぶ奈なにお仕えすることとなったわれらが相良良晴は、信奈から与あたえられた居城・近江おうみの長なが浜はま城で久しぶりの休日を過ごしていた。

　さっそく、茶会を開くことにした。

　戦国時代は今、茶会ブームのまっただ中。

　家屋の構造が開放的なのでなかなか人目を遮さえぎる密室を持てなかった戦国日ノ本において、狭せまい茶室に主しゆ催さい者しやと客だけで閉じこもることができる茶会ほど便利な文化はまたとなかった。

　悪事や調略をもくろむ密談に……！

　道ならぬ関係にある男女の、あるいは男男や女女の密会に……！

　気になるあの子と、仲良しに……！

　甘いお茶菓が子しをいただいて、合戦のストレスを解消……！

　お互たがいの茶器コレクションを見せびらかし合う、茶器マニア同士の勝負……！

　ダブった茶器、いらない茶器の交こう換かん会……！

　しかしながら、織田家の家臣団がそういう茶会三ざん昧まいの暮らしを続けると、天下布武の仕事が滞とどこおってたまらないのである。

　また、茶器にはまった家臣が高額な茶器にどんどん金を突つっ込んで貧びん乏ぼうになっていくのも困る。現代で言えば、子供が勝手にソシャゲのガチャを回して月末にたいへんな金額の請せい求きゆう書しよが届くようなものである。

　だがそもそも、茶器の価格をどんどんつり上げているのは、信奈自身なのだ。

　主君である信奈は、合戦のたびに家臣に恩賞を支し払はらわなければならないのだが、土地が増えなかった防衛戦などでも毎回土地を恩賞として与えていくと、自分の直ちよつ轄かつ地が減る。そもそも直轄地を増やしたい、ちょっとでも減るのは嫌いやだ。わたしの土地はわたしのもの、家臣の土地もわたしのもの。それが信奈イズム！

　そこで信奈は、畿き内ないを中心に流行していた茶器に目をつけた。

　名物茶器一個には、国一国に相当する価値がある！　と言いだしたのだ。

　土地が狭い日ノ本だから、土地のかわりに茶器を恩賞にすればいいじゃなーい！　いいこと？　茶器は莫ばく大だいな金銀と交換できる、いわば未来永えい劫ごう価値を失わない手形よ。それどころか、名物茶器はどんどん値上がりするから、持っているだけで資産価値が上じよう昇しようするの！　ちなみに「茶器税」は取らないわ！

　織田家の家臣のみんな！　戦争で奪うばわれたら失われてしまう土地は危険よ、わたしがその価値を永遠に保証する茶器を資産として集めなさい！

　この信奈の「茶器錬れん金きん術じゆつ」とも言うべき一種のペテン政策は、大成功を収めた。

　しょせん織田家の家臣団は一部を除けば尾張おわりの田舎者ばかりなので、「その茶器の価値って、織田家が滅ほろびたら誰だれが保証するの？」という疑問を誰も抱いだかなかったらしい。

　こうして、土地のかわりに茶器を恩賞として与えるという信奈の横暴を、家臣団が「信奈さま、ありがたやありがたや」「ぜひわたくしめにも茶器を」と諸もろ手てを挙げて大だい歓かん迎げい。

　恩賞を茶器でごまかせるようになって、信奈の直轄地はどんどん増えた。

（わたしってば天才だわ！）

　信奈は調子に乗って、堺さかいで人気をはせる美少女茶人・千せんの利り休きゆうを茶道頭に抜擢。

　ごす・ろりという姫武将特化型の「かわいいお茶会」を考案した利休は、裏では茶器を用いて卑ひ金きん属ぞくから黄金を生成するリアル錬金術の技術研けん鑽さんもやっていて、裏から表から信奈の茶器バブル信用詐さ欺ぎ政治を支えることになったのだった。

　だが、因果応報といおうか。茶会三昧で家臣が働かない、家臣が高価な茶器を堺の商人から売りつけられて破産する、家臣同士が茶器の奪い合いで刃にん傷じよう沙ざ汰たなどなど、行きすぎた茶器バブルの弊へい害がいが大きく膨ふくらんで信奈を困らせることになったのである。

　なにしろ、茶器の値段をつり上げすぎて、もはや信奈にも相場を統制できない。

　ぶっちゃけ、南なん蛮ばん渡と来らいの秘術・錬金術などとは関かかわり合いのない大勢の人間にとって、茶器とは実のところ、ただの土つち塊くれである。もしもそのことに人々が気づいて一気に茶器バブルが崩ほう壊かいしたら、所持金の多くを茶器に替かえて保有している織田家と家臣団の資産はゼロになりかねないのだった。

　そんなこんなで、信奈は「わたしの許しなしに勝手に茶会を主催したやつは首だから」と制限を設けていた。

　織田家では主君の信奈以外に茶会の主催を許可されている重臣は数少ない。

　この段階では、わずか四人なのだった。

　泣く子も黙る重臣中の重臣だけが、自ら茶会を主催する権利を信奈から与えられているのだ。

　柴しば田た勝かつ家いえ。信奈から与えられた茶器は「姥うば口ぐちの釜かま」。

　丹に羽わ長なが秀ひで。茶器は「白はく雲うん」。

　明あけ智ち光みつ秀ひで。茶器は「八や重え桜ざくら」。

　そして、われらが相良良晴。信奈から与えられた茶器は「乙おと御ご前ぜ釜がま」。

　なお、織田家重臣の中でいちばんの茶器好きである滝たき川がわ一かず益ますは、「のぶなちゃん。九十九髪つくも茄な子すをよこすのぢゃ！　珠しゆ光こう小こ茄な子すでもよいぞ！」と天下一名物ばかり要求すること幾いくたびもしつっこいので、信奈も扱あつかいに困り、いまだに茶会を主催する権利を与えられていない。

「それでは、相良家のお茶会を開かい催さいいたしますぞ！　主人を務めさせていただきますのは、相良家の長ちよう姉し、ねねでござる」

　三方が吹ふき抜ぬけになっていて琵び琶わ湖こと長浜の町を眺ながめられるという開けっぴろげな茶室で、良晴の膝ひざの上を占せん拠きよした妹のねねが茶器を掲かかげて宣言した。

「ねね。長姉、ってなんだよ？　お前は俺の妹だろ？」

「ふふふ。お褒ほめくだされ兄さま。兄さまがご不在の間に、ねねは尾張や近江を巡めぐり、お約束の精強な相良家家臣団を結成したのですぞ！」

「なんだって？　たしかに、俺は一国一城の主あるじにはなったが一族郎ろう党とうがいないので人材不足だった！　人材を集めてくれと頼たのんではおいたが……美女のおねえさんと屈くつ強きような野や郎ろうどもの軍団を、ねねが？」

「一いつ騎き当とう千せんの強つわ者もの揃ぞろい。一族郎党が欲ほしいということでしたので、全員を兄さまの義理の妹にしたのですぞ！　その名も、未来風に『相良幼よう稚ち園えん軍団』！　入ってくるですぞ！」

「ちょ。幼稚園って。おま」

　わああああああ！

　続々と女の子たちが茶室へと駆かけ上がってきて、たちまち部屋を埋うめ尽つくした。

　あれ？　幼稚園軍団と名付けてるわりには、全員ねねより年上で、微び妙みようなお年とし頃ごろの女の子じゃねーか。しかも、ねねが厳選しただけあってかわいい子ばかり。いっそ幼女ばかりのほうがまだマシだったかも、と良晴は二重に戸と惑まどった。

「お喜びくだされ、兄さま！　一気に四人も妹が増えましたぞ！　まずはそろばんとお茶が大得意な近江屈くつ指しの美少女、石いし田だ佐さ吉きちですぞ！」

「ふふっ。はじめまして、兄上。近江でいちばんおりこうな娘むすめと評判の、石田佐吉と申します。お茶でしたらお任せください。熱いお茶からぬるいお茶まで、自由自在。未来語で言うならば、佐吉はお茶ソムリエといったところ。ちなみに、兄上のためならばどんなご命令にも従いますが、胸の話だけはしないでください。絶対にダメですから！」

　良晴は（この小こ柄がらでおでこが広い女の子が、石田佐吉！　将来の石田三みつ成なりか？　こいつは、び、び、美少女だ……俺を挑ちよう発はつしてくるかのような目つきがやばい）とたじろいだ。

「胸がらみ以外でしたら、兄上の忠実な妹としてどんなことでもいたします。兄上の赤ちゃんをはらめ、と言われればいつでも準備しますからね。ふふ」

「いや、それは遠えん慮りよする！　信奈に聞かれたら二人とも首が飛ぶからそういう冗じよう談だんは抜きで！」

「あら兄上。冗談じゃないのに」

「お次は石田佐吉の大の親友！　照れ屋さんの覆ふく面めん少女！　落とし穴から自じ爆ばくまで、罠わなと計略ならなんでもござれ！　大おお谷たに紀き之の介すけですぞ！」

「……き、き、紀之介です。は、はじめまして。よ、良晴兄くん……ううう。どうして紀之介、長浜城に連れてこられてお殿との様さまの妹にされちゃったんだろう？　ううう、怖こわいよう、怖いよう」

　うわ目がでけえ！　この月光仮面のような白いマスクで鼻の下を隠かくしている女の子が、大谷紀之介、後の大谷吉よし継つぐッ？

「しっかりしなさい紀之介。今日からわれらは良晴兄上に妹としてお仕えし、死ぬまで兄上に忠実な相良家の犬となると決めたんじゃない。ふふふ」

「い、い、犬に？　兄くんにはそういう趣しゆ味みはないよね……？　せ、世間では、相良良晴は幼女から巨きよ乳にゆうまで女の子ならなんでもありの人の皮を被かぶった猿さるだとか人じん面めん獣じゆう心しんの鬼き畜ちく外げ道どうだとか言われているけれど、い、妹にはへんなことしたりしないよね……うるうる。そ、そ、そんなことされたら、じ、じ、自害するから。た、たたってやるんだから。三年のうちに必ずたたるんだから」

「そんな弱気でどうするの、紀之介。天下布武の大望のためなら、兄上の欲求不満をお慰なぐさめしてさしあげるのも妹のつとめよ？　愛する信奈さまとの逢おう瀬せもままならぬおかわいそうな兄上だもの」

「ひっ？　お、お、お慰めって、佐吉ちゃん？　ええと。兄くんを膝ひざ枕まくらしていい子いい子すればいいの？」

「はあ。いつまでも子供なんだから。ダメねえ紀之介は。世の中には、もっとオトナな慰め方があるのよ？」

「ええ？　佐吉ちゃん？　そそそそれって、いいいいいったい？」

「佐吉はその筋の草紙を買い込んで勉強しているんだから。あ、でも、胸だけは絶対にダメですから兄上。胸だけは！　いくら兄上でも、この佐吉の胸を触さわってそのあげく『これが胸？』とか『背中かな？』なんて言ったら怒おこりますからね！　お茶に毒を入れますからね！　佐吉がその気になれば、兄上をいつでも謀ぼう殺さつできることをお忘れなく！」

　良晴は（これ、信奈にどう言い訳すればいいんだ……）とめまいを覚えて倒たおれそうになっているが、妹はまだ増えていく。

「兄さま、ずいぶんとお喜びで気を失いそうになっておられますな！　お次は美しい黒くろ髪かみと和服が似合う尾張の美少女、福ふく島しま市いち松まつにござる！　麗うるわしい外見とはうってかわって、前まえ田だ犬いぬ千ち代よどのに勝まさるとも劣おとらぬ槍やりの達人！　十尺越ごえの大槍『日に本ほん号ごう』を扱う強者ですぞ！」

「市松で～すっ！　お兄ちゃん、よろしくっ！　この日本号はねえ、安あ土づちに寄ったついでに織田信奈さまのお屋や敷しきから盗ぬすんで来ちゃったあ！　ちょうどいい重さと長さで最高！　硬かたああああい！　でかあああい！　長ああああい！　市松が夢にまで見た理想の槍ッ！」

「待て！　ここでそんなデカブツを振ふり回すな、茶室が壊こわれる！」

「ねえお兄ちゃん？　ぶっとい槍をぶんぶん回してると、興奮してくるよね！　はあはあはあ。身体からだが、身体がほてるよう」

　ええと、その日本号はもともとはやまと御ご所しよの御ぎよ物ぶつで……ああ……と人見知りしながら部屋の隅すみでびくびく震ふるえていた半兵衛が思わず口を挟はさんだが、市松は激しく興奮しているようで聞いていない。

　この子が福島市松、後の福島正まさ則のりか……性格は予想通りだが、もっと男の子っぽい外見かと思っていた。まさか着物が似合う清せい楚そな和風美少女だなんて……そういえば着物といい髪型といい市松人形みたいだな、と良晴はため息をついた。

「よせよ市松。お茶会なんだから、おとなしくしてなよ」

　市松の隣となりであぐらをかいていた短たん髪ぱつの少年が、市松の振り袖そでを引っ張って止めた。背が高く、良晴に近い身長の持ち主だが、年ねん齢れいは半兵衛くらいだろうか。

「はーい。虎とらの姉あね御ご」

「姉御言うな！」

　姉御？

　この子、男装してるけど、女の子か？

　そう言われてみれば男の子にしては目鼻立ちや肌はだがきれいすぎる、それに身体のラインが少年にしてはやけに柔やわらかい、っていうか胸でかっ！　と良晴は思わずその子に見入ってしまった。

「最後は、尾張で市松とともに武ぶ闘とう派は娘として名高い加か藤とう虎とら之の助すけですぞ！　武芸に励はげむあまり、この通り男装しているのですぞ！　ですが中身はそろそろお年頃の可か憐れんな乙女おとめですぞ！」

「あー。虎之助だ。よろしく。あ、兄貴。あ、あんまりじろじろ見るなよっ」

「ごめん。その胸が妹という概がい念ねんを超えていたので、つい」

　ぷいっ。虎之助は、照れたらしくそっぽを向いてしまった。

　加藤虎之助、後の、加藤清きよ正まさらしい。

「ぜんぜん男装しきれてないよな。この四人の中でいちばん身体つきが女の子らしい。っていうかとにかく胸が大きい」

「良晴の兄貴、その嫌いやらしい言い方はよせっ！　この虎之助は武芸一筋なんだ、日ノ本最強の武将となるまでは男装は解かないからなっ」

「よくぞ見み抜ぬきましたな兄さま！　この相良家五姉妹しまいの中で、虎之助がいちばん胸がでかいのですぞ！　脱ぬいだらもっとすごいのですぞ！　兄さまもきっとお喜びになりますぞ！　ちなみにいちばん小さいのは、ねねと佐吉ですぞ」

「兄貴の前で胸の話はするなって言っただろっ、ねね！　良晴の兄貴はあれだろ、巨乳好きなんだろ？　尾張では、人面獣心どころか『猿面猿心』の持ち主だなんて噂うわさされてるしさあ。虎の胸に興味を持たれたら困るんだっ」

「ねねのことは、ねね姉さま、と呼びなされですぞ」

「この五人の中で、ねねがいちばん年下だろうに。どうして長姉なんだよ」

「それはもちろん、ねねが相良家にいちばん乗りしたからですな！」

「ねね姉に一理ある！　やっぱりなにごとも魁さきがけしたもの勝ちだねえ虎の姉御！」

　市松が槍をしごきながら笑った。

「そんなわけで、兄さまのもとに五人の妹が勢せい揃ぞろいいたしましたぞ！　これにて大家族となった相良家の繁はん栄えいは間ま違ちがいなし！　あらめでたや！　ちなみに、最終的には七人まで増やす予定ですぞ！」

「ねね。俺は、幼女は集めるなと言ったはずだが？　お姉さんと野郎を集めろ、と。たしかに彼女たちは幼女じゃないけど、お年頃の少女ばかりじゃないか」

「うう。ぐすっ。お喜びいただけぬのですか、兄さま……ねねは、ねねはただ……兄さまに喜んでいただきたくて……ぐすっ……うぐっ」

　まずい。泣かれたらおおごとになる。良晴は、あわててねねを肩かた車ぐるましてあやした。

「あーあー！　俺が悪かった！　よくやったぞ、ねね！」

「気持ちがこもっていないのですぞ！」

「いやいや。たしかに女の子ばかりだが、この四人は四人とも、俺が戦国ＳＬＧの最高傑けつ作さく『織田信のぶ長なが公の野望』で見知った将来の有名武将だ。よくぞこれだけの逸いつ材ざいを集めてくれたぜ。ねねは、特技『人材登用』を習得したな！」

「ほんとですぞ？」

「ほんとほんと。まあ、お年頃の姫ひめ武将をずらりと妹にして集めちまったら、信奈がまたあらぬ疑いを抱いだいて激げき怒どしそうだけどな……あいつの嫉しつ妬と深ぶかさといったら」

「姫さまにはねねから申し開きしておきますぞ！　この四人は、ねねが年齢性別にこだわらず実力で厳選したのですぞ。まあ尾張組の二人はねねの親しん戚せきですが。それになにぶん、相良家には一族がおりませんからな。主従の契ちぎりよりも、兄妹きようだいの契りをかわしたほうがよろしいのですぞ」

「しかし……妹が一気に五人に増えたのかー。どうやって扱えばいいか、わかんねえな」

「ふふ。今後ともよろしく、兄上」

「兄くん、へんなことしたら三代たたるからね。うるうる」

「お兄ちゃん！　市松は、早く合戦に参加させてほしいなあ！」

「そ、そういうことで、よ、よろしく。兄貴。あと、あまり胸見るな」

「あら。兄上はあなたの無む駄だにふくれあがった胸なんかに断じて興味ないわ、虎之助」

「うるさいぞ佐吉。無駄とかふくれあがったとか言うな！　虎は気にしてるんだ、刀を振るう際に大きいと邪じや魔まになるんだ」

「それはこの佐吉に対する挑ちよう戦せん状なのかしら？　あなたも毒殺されたいのかしら？」

「『も』ってなんだよ『も』って。虎は、お前みたいな胸が極きよく端たんに薄うすい娘は信用しないんだ。腹の底で何考えてるかわかんねー！　なんていうか、お前は女特有の嫉妬心のかたまりみたいなやつだ！」

「なんですってえええ？　あなた、さんざん巨乳は嫌だと嘆なげいてみせながら、内心ではこの佐吉を貧ひん乳にゆうだと蔑さげすんでいるの？　なんて嫌な女なのかしら！　だいたい男装なんて反則でしょう？　兄上の気を惹ひこうとしてそんな目立つ真ま似ねを」

「兄貴をはじめとする男たちの気を惹きたくないから男装してるんだろっ！　胸が大きいといろいろ苦労するんだよ！」

「むきいいいいい！　胸が小さければ苦労しないとでもいいたいのっ？」

「ま、まあまあ、佐吉ちゃん。落ち着いて。うるうる」

「虎の姉御、生意気な佐吉をやっちまいましょうよ！　こいつこそ女装してる男に違いないよぅ、この薄い胸がなによりの証しよう拠こ！」

「煽あおるなよ市松。そこは止めろよっ」

「しっ、信じられない！　尾張の姫ひめ侍ざむらいって下げ劣れつだわ！　槍と乳ちちを振り回すことしか頭にないみたい！」

「近江の姫侍こそ計算高くて妹の特性を活いかしてお兄ちゃんに媚こび媚びってな感じで、信用ならないぜえ～」

「だから市松、煽るなってば。面めん倒どうだなあもう」

　尾張出身の虎之助と市松。

　近江出身の佐吉と紀之介。

　すでに妹内に派は閥ばつらしきものが生まれているのを見た良晴は、（これからずっとこの妹たちの仲を調停させられるのか……複数の妹を持ったお兄ちゃんって辛つらいんだな）とげんなりした。

　最初はただただ啞あ然ぜんとしていた半兵衛と官兵衛も、やっと事態を飲み込めたらしい。

「くすんくすん。いきなり良晴さんの妹になるだなんてうらやま……いえなんでもありません。皆みなさん、それぞれに優すぐれた才能をお持ちの娘むすめさんたちです。良晴さんとの相あい性しようもよさそうですし、相良家は早さつ急きゆうに人材を育成せねばなりません。ぜひこのお茶会の席でまとめて兄妹の契りを結むすんでしまいましょう」

「シム。相良家はこの近江長浜に加えて、播はり磨まの姫ひめ路じ城も持ち城にしている。あそこはほんとうはシメオンの城だがな。とにかく、本格的に人手が足りないからね。市松と虎之助は武芸に秀ひいでているからわが黒田組の即そく戦せん力りよくだな！」

「佐吉さんと紀之介さんには、わたしのもとで内政と兵ひよう糧ろうの補給などの裏方作業を覚えていただきましょう。わたしはしょっちゅう寝ね込こみますし、その種の仕事に才覚があるお方を待ち望んでいたところです。くすんくすん」

　さすがは天下の知ち恵え者二人。

　半兵衛が近江組を。

　官兵衛が尾張組を。

　それぞれを隔かく離りして育成することで、余計な摩ま擦さつを起こさずに迅じん速そくに姫武将として一人前に育てよう、と阿あ吽うんの呼吸でどちらから言いだすともなく妹たちの配置先を即決してしまった。

「佐吉ちゃん。すごいね。目と目で見つめ合っただけでお互たがいの考えがわかるみたい。さすが天下の両兵衛だね。うるうる」

「この佐吉と兄上とも、いずれは目と目で通じ合う深い絆きずなで結ばれるんだから。ふふふ」

「こら佐吉！　てめーはお兄ちゃんの妹になりにきたのか、お兄ちゃんの嫁よめを目指しているのか、どっちなんだよぅ？」

「どっちでもいいでしょう市松。究極の絆というものは、身分や立場を越えるものなのよ。『天あまの岩いわ戸と』が開いて兄上と織田信奈さまのあの接せつ吻ぷんを見た時に、佐吉は……佐吉は究極かつ理想の男と女、主あるじと家来の絆を見み出いだしたのよ。いずれ佐吉も、兄上とああして接吻を……はあ……切ないわ……」

「うわこいつ目つき危ない。虎の姉御、佐吉を野放しにしてたらたぶん相良家は荒あれますよ？」

「と、虎はそういうややこしい話には関かかわりたくないんだ。武芸の邪魔になる」

「さっすが姉御！　爽さわやかだねえ、どこかの洗せん濯たく板いたとは違って」

「ちょっと市松！　誰だれが洗濯板ですって？　まさかこの佐吉のことじゃないでしょうね！」

　この不仲にはずいぶんと根深そうなものがありますねくすんくすん。胸が薄いってそれほどのことなんでしょうか。わたしも薄いので悲しくなってきました、と半兵衛が怯おびえている間に、まだお年とし頃ごろになっていない官兵衛は「そんなの別にどっちでもいいじゃないか」と火ひ鉢ばちに火を入れて湯を沸わかしはじめた。

　この相良家の面々の中でもっとも茶さ道どうに詳くわしいのは、実は利休の茶の湯の弟で子しである官兵衛なのだった。

　何事にも大おお雑ざつ把ぱで竹を割ったような性格だけに、茶の湯には縁えんがなさそうに見えるが、官兵衛は習得できる技能は目についたらなんでも習得しておきたくなるらしい。

「あら、さすがは軍師さま。いいお手並みですね。この佐吉も見習います」

「われながら茶道に南なん蛮ばん電磁科学にタロットカードに陰おん陽みよう道どうと、あれこれ手を出しすぎてどれも半はん端ぱになっている気がするよ。とほほ～」

「未来流に言えば、キャラを立てようと属性を増やしすぎてかえってキャラぶれしてるってやつだな。陰陽道一本の半兵衛ちゃんのほうがわかりやすいからなあ。大河ドラマの敗因もこのあたりか……」

「うるさいぞ相良良晴。難解な未来語でこのシメオンを論ずるなよっ」

「ボクっ子属性がありそうでないようで実はありそうなのも、なんというか官兵衛らしいよな」

「だから意味不明な論評をするなと。なんだよシメオンに『ボク』と言わせたいのか？　そんなんで興奮するとはさすがに変態だな、うわっちい！」

　良晴に抗こう議ぎするのに夢中になって、やけどしそうになったらしい。

「か、官兵衛さん。だいじょうぶですか？　あむ」

「だだだだいじょうぶだから、指を口に含ふくむなよ半兵衛！」

「ですけど、やけどしてしまったら官兵衛さんのきれいな指が」

「恥はずかしいってば。みんな見てるだろっ！」

　ねねはこの二人の仲むつまじい姿を見慣れているが、新参の四姉妹は「はわわ」と照れた。

「……紀之介」

「さ、さ、佐吉ちゃん。このお二人……」

「そういう仲なんだね、姉あね御ご！　やっぱり軍師ってのは身体からだは幼くてもオトナだね！」

「ま、真似すんなよ、市松は」

「ええっ？　み、皆さん。誤解です。ちちち違いますうう、ぐすんぐすん」

「そんなんじゃないっ！　このシメオンをいつまでも半兵衛と一心同体のおまけ扱あつかいするのはよしてもらおうかっ！」

　激しく不仲そうな佐吉と市松・虎之助を仲良くさせるいい方法はないかなあ、俺がゲームで覚えた史実ではこの三人は豊とよ臣とみ秀ひで吉よし政権の出しゆつ世せ頭がしらになるんだけど、結局内輪もめして徳とく川がわ家いえ康やすにまんまと利用されちまうんだよな、と良晴はねねを高い高いしながら考えを巡めぐらせていた。

　ちなみに茶室の天てん井じよう裏うらでは、忍しのびの五ご右衛え門もんが（うかつに顔を出したら、六人目の妹にされてしまいそうでござる……ぶるぶる）と怯えていた。







●源げん氏じ物語は滅ほろびない




　京の都の北にそびえる鞍くら馬ま山やま。

　この鞍馬山に勝手に「魔ま王おう城」と名付けた祠ほこらを建てて棲すみ着いている茶器専門の盗とう賊ぞく少女・朧おぼろ月づき夜よは、この時代の人間ではない。

　都に鬼おにや怨おん霊りようや物ものの怪けが跋ばつ扈こし、陰陽師が華はなやかに活かつ躍やくしていたいにしえの時代を生きていた、元陰陽師である。

　気づけば、見知らぬ戦国時代に流されてきていた。

　見知らぬ都で迷子になっていた朧月夜は、そんな自分に親切にしてくれた竹中半兵衛のために茶器泥どろ棒ぼうになったのであった。

「半兵衛ちゃんは間ま違ちがっている。都を怨霊の呪のろいから解き放つために自分の命を犠ぎ牲せいにしようだなんて。陰陽道がよみがえった結果、都が怨霊どもに再び満たされても構わないわ！　そんなものは史上最強の陰陽師であるこのわたしが調ちよう伏ぶくすればいいのよ。半兵衛ちゃんの命はこの世界よりも重いのよ、ねこたま。なにがなんでも半兵衛ちゃんの病を癒いやすのよ！」

「ほいさっさ」

　竹中半兵衛の病を完治させるために、霊れい験げんあらたかな天下の名物茶器を織田信奈のもとから盗ぬすみだし、「気」の供給源だった大地の龍りゆう脈みやくのかわりに複数の茶器を用いた新たなる陰陽道の仕組みを鞍馬山に完成させ、半兵衛の弱った身体に「気」を送り込む。

　それが、茶器を盗み続ける朧月夜と、その使い魔・猫ねこの幽ゆう霊れい「ねこたま」の目的だった。

　唐からや高こう麗らいから渡わたってきた名物茶器の中には、現代物理学でも説明できない不可思議な大自然の「力」・陰陽道用語でいうところの「気」を集積できるものがある。

　織田信奈と千利休は、茶器の驚きよう異い的な「力」に着目し、南蛮渡りの錬れん金きん術じゆつに茶器を用いることで南蛮人ですら実現していない「黄金の量産」を目指していた。

　信奈は神秘的なもの・道理が通らないもの・中世的なあやかしのものを嫌きらい「人間の時代」が来たことを天下に知らしめようと奔ほん走そうしている合理主義者だが、しかし天下布武事業には、いくら金があっても足りないのだ。

　信奈は、合戦に神秘的な力を秘ひめた宝具や幻げん術じゆつを用いることをよほど追い詰つめられた時でない限り避さけるが、茶器が貴重な黄金を生みだすとなると放ほうってはおけない。

　それに、信奈は南蛮文化はなんでも好きなので、古式ゆかしい「陰陽道」には興味がないが「錬金術」となると話は別なのだ。錬金術を、官兵衛が学んだ「電磁科学」の親しん戚せきだと思っている。

　実際、錬金術は現代化学の祖先にあたり、半分は魔術だが半分は科学という立ち位置にあった。信奈は、錬金術の科学としての側面だけに着目していたし、茶器も錬金術に用いる「器うつわ」としてしか見ていない。

　それが朧月夜には不満なのだった。

　唯ゆい物ぶつ論者の信奈は茶器の「力」を絞しぼり取って「人間の時代」のために活用しようと考え、陰陽師の朧月夜は茶器の「気」を集めて人間と物の怪とが同じ世界を生きていた平安時代の都を再現しようとしていた。

　陰陽師が全ぜん盛せい期を迎むかえていた平安時代から四百年が過ぎている。その四百年の間に都で力を増し増ぞう殖しよくした怨霊たちが都と日ノ本にどれほどの災いを招いたかを、朧月夜は実感することができないのだから、この両者の考えのすれ違いは不ふ可か避ひとも言えた。

「あの尾張の馬ば鹿か女は、茶器が陰陽道の復興に使えることに気づいていない。肝かん心じんの半兵衛ちゃん自身も陰陽道を再興させることに反対しているから、わたしが勝手に茶器を集めるしかないのよ。ねこたま、今日の収しゆう穫かくは？」

「にゅふふ。ご覧くだされ、ご主人さま。高麗渡りの『唐から草くさ文もん染そめ付つけ茶ちや碗わん』ですぞ。千利休の屋や敷しきから盗んで参りましたぞ」

「でかしたわ！　究極の茶器・九十九髪茄子を一等級とすればこれは八等級というところだけれど、ただならぬ『気』に溢あふれた逸いつ品ぴんだわ。使えるわね！　泥棒猫とはよく言ったものだわ！」

「ですが、これを盗んだことで利休邸ていはいよいよ警けい戒かい厳重となりましたぞ。今後は、これまでのような泥棒稼か業ぎよう一筋ではそうそう茶器を集めることはできぬかと」

「だいじょうぶよ。織田信奈の裏をかく手を考えたわ。見なさい、ねこたま。泥棒で稼かせいだ銅銭で買い求めてきた年代物の『源氏物語』よ」

「源氏物語」。

　平安時代の女流作家・紫むらさき式しき部ぶが書いた、日本史上最高傑けつ作さくと呼ばれる王朝文学。

　貴族の御おん曹ぞう司し・光ひかる源氏の恋れん愛あい模様を主題として描えがいた、いわば恋愛小説の走り。

　戦国時代の姫ひめ武将たちにとっては、文章力と教養を身につけるための必読の書とされている。

　光源氏が幼女・若わか紫むらさきを誘ゆう拐かい拉ら致ち監かん禁きんして手て許もとで育成し、そのまま押し倒たおして妻にしてしまうというギリギリなエピソードがあるため、残念ながら風流心を解せない海外では「ポルノではないか」と言いだす愚おろか者もいるらしいが、「源氏物語」こそは人類が生みだした究極至高の文学である！　光源氏と若紫の「兄妹きようだいから夫ふう婦ふへ」という関係こそ、男と女の理想型なのである！　武田家の軍師・山本勘助もそう言い張っていた！　決して、かわいい幼女を拉致監禁して好き勝手したいから書いてみましたとか、そういう穢けがれた小説ではないのである！

　この感情は、純じゆん粋すいな愛である！

　一見殺さつ伐ばつとしていそうな戦国武将にも、源氏物語の愛読者は多い。

　意外と少女趣しゆ味みな越後の毘び沙しや門もん天てんこと上杉謙信は、春日かすが山城の毘沙門堂に「源氏物語」全巻を取りそろえて、雪の季節はいつも毘沙門堂にこもって読みふけっているという。

　山本勘助に「御お屋や形かたさま！　孫子ばかり読んでいては、愛を知ることはかないませぬ！　これを読まねば名君にはなれませぬぞ！」と源氏物語をさんざん読まされたのは、甲か斐いの武田信玄。もっとも信玄は、勘助と出会う前はかなりの源氏好き少女だったが、一時期勘助にあまりにも読まされすぎて苦手になったらしい。

　京の公く家げ文化をこよなく愛する今いま川がわ義よし元もとは、当然ながら愛読者である。

　男武将でありながら異常に「源氏物語」──特に源氏が幼い若紫を拉致して育成するというくだりに執しゆう着ちやくしていた者もいた。織田信奈と戦い続け、今は滅び去って歴史から消えた越えち前ぜんの国主・朝あさ倉くら義よし景かげだった。

「にゃんと。久しぶりに見ましたぞ『源氏物語』。はて、これをいったいなにに用いるので？」

「紫式部は、稀き代だいの言こと霊だま遣つかいだったから。『源氏物語』の良質な古本には、『言霊』の力が宿っている。残念ながらこの世界では言霊の力は弱まってしまっているけれど、足りない分は今までかき集めた茶器の力で補強するわ。鬼や怨霊がもしもまだ京の都に残っていれば、召しよう喚かんすることができるはずよ。この浄じよう化かされた世界にまだ残存している鬼がいるとすればよほどの無念がある者だろうから、取引すればあるいは使し役えきできるかもしれないわ」

「とはいえ、都にいたはずの物の怪は、半兵衛どののご活躍であらかた浄化されておりますからなあ。おりますかなあ？」

「こういう策はどうかしら？　もしも首しゆ尾びよく召喚できたら、その鬼を織田信奈のもとへ送り込むの。で、茶器を盗む際に、そいつに内部から手引きさせるの。織田信奈は物の怪を信じない性格だから、気づけないわよ。半兵衛ちゃんと鉢はち合あわせしなければバレないはず。元陰陽師の播磨娘むすめ・黒田官兵衛だけは要警戒だけれどね。ふふふっ」

「ほほう。妙みよう案あんでございますな。一流の泥棒は、手引き役を潜ひそませるもの。戦国時代に来てからのご主人さまはすっかり悪玉にござりますなあ。にゅ、ふ、ふ」

「そう褒ほめないでいいわよ、ねこたま。半兵衛ちゃんのためなら、わたしはどんなことだってやるわよ。天下布武よりも半兵衛ちゃんの命よ！」

　朧月夜は、誓ちかっていた。

　もう絶対に、天下のためだとか人々のためだとかそういう大義名分のもとに、心優やさしい少女を人ひと身み御ご供くうにさせたりはしない。

「半兵衛ちゃん一人さえ救われない世界なら、そんな世界には存在する資格がないわ」




　　　　※




「私は、自分が誰だれだったか思い出せない。ただ、織田信奈という姫武将の名前しか覚えていない……私は人間として生きていた前世において、織田信奈になにか『借り』がある気がする」

　奇き妙みような衣い装しようを身につけてかぶいた一人の浪ろう人にん姫武将が、街かい道どうを歩いていた。

　茶色い長い髪かみ、意志が強そうな大きな目、どこか織田信奈に似た苛か烈れつそうな雰ふん囲い気きを持つ、若い姫武将だった。

　茶器ひとつと「源氏物語」の古本だけを手に持っている。

　彼女は、朧月夜に召喚された、本朝最後の「鬼」だった。

　人間だった時代の記き憶おくも失い、鬼としての形すらも失って鞍馬山の上空を漂ただよっていた「鬼」が、朧月夜が掲かかげた「源氏物語」に惹ひかれて地に落ちてきたのだ。

　朧月夜から「唐草文染付茶碗」という「器」を与あたえられた鬼は、「荒あら木き村むら重しげ」という摂せつ津つの姫武将の名前と、少女の身体からだを手に入れた。

「本物」の荒木村重という姫武将は、もともと失しつ踪そう癖へき・出家願望が強かった。摂津動乱の際に「本ほん猫びよう寺じにつくか織田につくか」の決断を迫せまられた村重はひどく混乱した。織田信奈から「味方になれば摂津一国をくれてやる」という破格の勧かん誘ゆうを受け、家臣団からは「にゃんこう宗門徒になっていただきたい、織田家と戦ってくださらねばわれらは謀む反ほんいたします」と脅おどされ、板いた挟ばさみとなった末に城を捨てて忽こつ然ぜんと失踪してしまったのだ。

　以前から武門をやめたがっていた姫である。おそらくは、もう現れまい。

　あわてたのは、荒木家に取り残された家臣たちだ。

　主君が失踪したあげく、頼たのみの大おお坂さか本猫寺も織田家に降こう伏ふくして開城してしまった。

　このままでは荒木家は、信奈によって解体されてしまうだろう。

　そこで、主あるじを失って混乱している荒木家の家老たちは、「どうせ滅ほろびるならば」と怪あやしげな陰陽師・朧月夜の誘さそいに飛びついた。朧月夜と口裏を合わせて、この身代わりの「鬼おに」に荒木村重を名乗らせ、なりすまさせることにしたのである。

　荒木村重に似せた少女の身体を得た「鬼」を見た荒木家の家老たちは、「似ていることは似ているが」「本物の姫は、髪の色が黒かった」「それにもっと柔にゆう和わな表情のお優しい姫だった」と不安がったが、荒木家を護まもるためには朧月夜のいいなりになるしかなかったのだ。

　なにしろ、「荒木村重という名を貸してくれればそれでいいの」といっさい他の要求をされなかったのだから、これは荒木家の家老たちにとっては渡りに船の話だった。

　朧月夜は「あんたたちの言葉通りの造形だと思うけれど。本人と微び妙みように違って見えるのは、どうやらここが言葉ではすべてを言い表すことができない世界だからのようね」と笑い、「鬼」改め荒木村重に「あなたの正体に疑問を感じるやつがいたらこれを使って黙だまらせなさい。こいつで点たてた茶を口にした者は全身が痺しびれて、あなたに疑問を抱いだいたという記憶を消し飛ばされるわ」と茶器「唐草文染付茶碗」を渡し、堺へと送り出したのだった。

　ちなみに「源氏物語」は、偽にせ荒木村重自身が所しよ望もうして朧月夜からもらってきたものだ。

　これを読むと、彼女は心が落ち着くらしかった。

　手許に源氏物語がないと、ふと「私は誰だったのだろう」と思い悩なやんでとりとめのない不安に襲おそわれる。

　自分が誰なのかわからない、なぜすでに鬼も怨おん霊りようも絶えたはずの日ノ本で本朝最後の鬼となって彷徨さまよっていたのかもわからない。

　いちど考えはじめると、漠ばく然ぜんとした不安がとめどなく溢れかえり、気が狂ふれそうになる。

　そんな時、荒木村重は源氏物語を読みふけり、平安王朝絵巻の世界に没ぼつ入にゆうすることで、かろうじて自分の心を制せい御ぎよできるのだった。

「私は荒木家とは関係がないし、荒木家が潰つぶれようがどうでもいい。だからこのまま道の糞くそとなって河か原わらを彷徨っていてもいいのだが、織田信奈が気になる……私にとって、織田信奈という名前だけが『私が人間であったこと』を証明してくれるかすかな記憶だ。あの、平安の昔から戦国の世にやってきたと言い張る朧月夜とかいう妙な小娘の依い頼らいを受けるとしよう。朧月夜と組んで茶器を集めれば、陰おん陽みよう道どうとやらが再興され、私の正体がわかるかもしれない」

　目指すは、堺の千利休邸に滞たい在ざいしている天下人・織田信奈のもとだった。

　織田信奈は強敵・大おお坂さか本猫寺を開城させ摂津一国を平定したが、織田家はその版はん図とを急激に拡大していて、各方面に武将が出で払はらっている。

　摂津を統治させる武将がいないのだ。

　信奈は、可能ならば本猫寺の援えん軍ぐんとして活かつ躍やくしていた鉄てつ砲ぽう名人・雑さい賀か孫まご市いちに摂津を任せたかったが、その孫市は「まだあきらめへん、次こそ織田信奈に勝つ。勝ちたいんや！」と言い残してどこかへ出しゆつ奔ぽんしてしまっていた。

　摂津の隣りん国ごく・播磨に軍団を結成して西国の覇は者しや・毛利と対たい峙じしている相良良晴に摂津を任せてしまうという手もあったが、良晴軍団は毛利を抑おさえるだけでいっぱいいっぱいだ。

　明智光秀は再三再四、援軍に駆かり出されたため、本来の任務である丹たん波ば攻こう略りやくが完かん了りようしていない。丹波を平定しなければ、中国の毛利が山さん陰いんからなだれ込んでくる。丹波こそは織田家にとって今もっとも重大な戦線だった。

　柴田勝家は越前で上杉謙信と対峙。

　滝川一益は伊い勢せで、津つ田だ信のぶ澄すみは美み濃ので武田信玄上じよう洛らくの動きをけん制している。

　そして丹羽長秀は安土城の総仕上げにかかっていた。

　考えたあげく、信奈は浪人が溢れかえっている堺で大々的に人材を募ぼ集しゆうすることにしたのだった。

　摂津はまさに動乱の時を迎えていた。

　畿内の覇者だった三み好よし家は、信奈に追い落とされて四国へ撤てつ退たい。

　一時は堺を支配していたこともある松まつ永なが久ひさ秀ひでもすでにいない。

　主家を失って浪人となった摂津かいわいの武士たちは本猫寺一いつ揆きに参加したりなどして当座をしのいでいたが、その本猫寺も開城して武装解除したので、彼らは新たな仕官の口を求めて堺に集まっていたのである。

　とはいえ、いくら信奈でも素す浪ろう人にんに摂津の国主の座を与えるわけにはいかない。

　国主候補は、摂津の城持ち大名に限られてくる。

　キリシタン武将の高たか山やま右う近こんに摂津を預けるという腹案もあったが、それではキリシタン嫌ぎらいのにゃんこう宗門徒がまた蜂ほう起きしかねない。しかも、右近は純真な男ゆえに信しん仰こうに熱心すぎて、摂津中の神社仏閣を「わが領地ではデウスさま以外の神を祀まつることは許されないのです、お許しくださああああい！」と泣きながら破は壊かいしかねない。

　信仰心の篤あつさは、行きすぎれば現実を無視した融ゆう通ずうのきかなさともなる。

　さすがの信奈も、本猫寺との合戦を通じて「いたずらに人々の信仰心を刺し激げきしてはいけない」と懲こりていた。

　未来から来た相良良晴が奔ほん走そうしていなければ、おそらく今いま頃ごろは本猫寺との十年に及およぶ泥どろ沼ぬまの宗教戦争が各地で展開していたことだろう。

　にゃんこう宗の教義と教団は弾だん圧あつしない。あくまでも武装のみを解除する。それが信奈と本猫寺との約束だったので、キリシタン色のない武士を摂津の国主に据すえなければならなかったのだ。

　そこで摂津国主候補として再び白羽の矢が立ったのが、家臣団ににゃんこう宗門徒を多く持ち、本猫寺と信奈の合戦の間じゅうどちらにもつかず終始日和ひより見みの姿勢を貫つらぬいた摂津の姫ひめ武将・荒木村重だった。

　悪く言えば優ゆう柔じゆう不ふ断だんだが、よく言えばにゃんこう宗門徒の恨うらみを買っていないし、織田家にも遺い恨こんがない。

　お茶会好きの風流少女だという評判も、信奈に評価される一因となった。

　つまり「荒木村重」はこれから摂津の新国主候補として織田信奈と対面しようとしていたのだ。

「ふん。私はお茶会には興味がないのだがな、荒木村重という姫武将は茶人や商人に生まれてくるべきだったらしい。人間というものは、生まれ持った身分に縛しばられて生きねばならない。武将に向かない者が武家の家長にされてしまうなど一種の悲劇だ。道の糞になりたいという隠いん遁とん願望を抱いても当然かもしれない。隠遁したいという衝しよう動どうに憑つかれているところだけが、『本物』の荒木村重と私の共通点かな」

　本物とすり替かわった荒木村重は、こうして利休邸ていの茶室で織田信奈と対面したのである。




「あんたが荒木村重？　にゃんこう宗門徒にも見えないし、茶人にしてはふてぶてしい顔つきじゃない。獰どう猛もうそうな目つきなんて、まるで虎とらだわ。むしろわたしに似ているわ。戦いくさが好きそうね」

　織田信奈。

　尾張の一大名の身分から上じよう洛らくを果たし、今川義元を将軍位につけ新幕府を開設。国内最強最大の宗教勢力・大坂本猫寺を開城させて畿内の大部分を掌しよう握あくした、天下人。

　若い。

　まだ少女だ、いやこの私も少女なのだが、と荒木村重は利休に茶を振ふる舞まわれながらうろたえていた。

　おかしい。織田信奈を一目見ただけで、激しく胸がうずく。心がときめく。妙だ。私も織田信奈も女性のはずだが、これはいったい……。

　荒木村重は（少女同士でも恋こいに落ちるなどという話は、「源氏物語」には描えがかれていなかった）とつぶやいていた。

「荒木村重。あんたの夢は？」

「……夢？」

「そう。夢よ。天下に野望があるの、それとも？」

　織田信奈の燃えるような瞳ひとみに、荒木村重は自分の魂たましいが捕とらえられて縛られていくのを感じていた。

　まるで日輪のような瞳だ、と村重は感かん嘆たんしていた。

　この時以来、自分が何者なのかという不安に取り憑かれていた村重にとって、織田信奈こそが自分と地上の世界とを繫つなぐ唯ゆい一いつの光となった。

　そうだ、私はこの少女と出会いたいがために、こうして再び地に落ちたのだ、そう村重は直感していた。

　私は生前、おそらく、織田信奈を知っていた。恋こい焦こがれていた。

　そして、その恋は失しつ恋れんに終わったのだろう。

　お互たがいが少女同士、つまり同性であったから、だろうか？

　正確な理由は、記憶を失っている私にはわからない。

　ともあれ、私は決定的に、失恋したのだ。

　それ故ゆえに鬼となって彷徨っていたのだ。

　私は、もういちどだけ、やり直す機会を得たのだ。

　きっと私は、荒木村重という姫武将に成りおおせることで、生前とはなんらかの条件を変えた。かつて人間だった頃の記憶ももともとの名前もすべてを捨てた。一から新しく織田信奈と出会い直さなければ、障害になるからだろう。

　私はそこまでしてでも、この想おもいを今度こそ遂とげようとしているのだ。

　そんな気がする。理り屈くつではない。心の奥底で、激しくなにかが揺ゆれている。

「天下など。私が求めているものは、恋だ。他ほかになにもいらない。生しよう涯がいにただいちどでいい。こうして人の身を得たからには燃え上がるような恋に身を焦がして、ただ一言でいいから報むくわれたい。その時こそ、私はそのまま恋の炎ほのおとともに滅びていきたい！」

　荒木村重は、自分が何を叫さけんでいるのか、自覚していなかった。

　心の内側から溢あふれてくる感情を、そのまま言葉にして吐はきだしていた。

　織田信奈は、「やっぱりあなたは、わたしに似ているわね」と微笑ほほえんでいた。

　村重の言葉が、自分自身に向けられているものだとは、信奈は気づいていない。

「わたしほど欲深ではないところが、気に入ったわ。天下も恋も手に入れると言っていたら、この場で斬きり捨てたわ。そんな人間が同じ時代に二人もいちゃ、困るもの」

　信奈は腰こしの刀を抜ぬくと、利休が用意していたまんじゅうに突つき刺さしていた。

「恋に生きるというのなら、好きにしなさい。ただし天下布武の事業については、このわたしに忠実に従うこと。それを誓ちかう？　誓うのならば、摂津三十万石をあんたにあげるわ。荒木村重」

「……摂津は、明智光秀に与あたえるべき国。新参者に与えては、明智光秀が黙ってはいない」

　織田家の家臣団事情については、鞍馬山ですでに覚えてきていた。

　だが村重は、なぜ自分がこのようなことに口を挟はさんでしまったのか、理解できない。

　ただ、織田信奈と明智光秀、この二人の関係が微び妙みようになりつつあることは村重にもわかっていた。

　会ったことはないが、なぜか村重は予感していた。おそらく明智光秀は、外見と性格こそ違ちがえど、魂は織田信奈と同類の人間だ。

　光秀は、すべてか無か、妥だ協きようを許さないだろう。

　織田信奈が「自分と同じ人間が二人いては困る」と感じているのならば、明智光秀もいずれは同じ考えを抱いだくに違いない。

　その時、織田家では何が起こるか。

「デアルカ。村重！　恋以外のことにはずいぶんと無欲ね。光秀はまだ国持ち大名ではないけれど、畿内の国主たちを束ねる『畿き内ない管かん領れい』よ。立場としてはあなたの上司になるの。問題ないわ」

「……御ぎよ意い」

「まんじゅう、食べる？」

　作法をわきまえない信奈が、刀に突き刺したままのまんじゅうを村重の鼻先に突き出した。

　まるで子供だ、なんという不作法な、と村重は呆あきれた。

　呆れながら、そんな信奈に屈くつ服ぷくし支配される自分自身の姿を村重は妄もう想そうし、そして、我知らず身もだえていた。

（ああ。私の魂は、この人に捕らえられた）

　村重は、傲ごう岸がんで不敵な笑えみを浮うかべて立っている信奈を見上げながら、まんじゅうをその小さな唇くちびるでくわえていた。










「それにしても摂津三十万石を与えられるほどの姫武将だったのか、荒木村重は？　合戦が苦手でたいした武将ではなかったと聞くが……これはかえって厄やつ介かいになったかもしれん。織田家内で、目立ちすぎる」

　信奈のもとを辞し、利休邸ていの庭園で一人になった荒木村重は、（織田信奈。なんと美しく可か憐れんな姫武将だろうか。自分が女なのがもどかしい。私が男であれば、あの茶会の席でまま……）と苦しげにうめいていた。

「私は恋をしたようだ。苦しい。しかし不思議だ、もはや自分が何者であったかなど、どうでもよくなってしまった。今、私の心は、織田信奈で満たされている」

　もしや織田信奈も私に恋を？　と思いたくなった村重だが、それはない、織田信奈には相良良晴という想い人がいる、と気づいてさらに胸をしめつけられた。

「私が気に入られたのは、ひとつには荒木家が摂津に根城を構えているとはいえ、吹ふけば飛ぶような存在にすぎないこともあるのだろう」

　織田信奈は古い家名を誇ほこる者よりも、格式に引きずられることのない新しい人材を抜ばつ擢てきする癖くせがあるという。

　なにしろ天下を刷新しようというのだから、家名ばかりを重んじて威い張ばり散らすような旧家の人間を大勢召めし抱かかえたくはないのだろう。

　未来から来たという怪あやしすぎる相良良晴。

　土と岐き源氏の末まつ裔えいを名乗るが、長らく浪ろう人にんしていた明智光秀。

　甲こう賀が忍にん者じやの出身だという滝川一益。

　織田家にもとから仕えていた重臣は別として、信奈自身が抜擢した人材は変わり種ばかりだ。

　相良良晴に至っては、どこの猿の骨ともわからないではないか。

「あんな男などに。くそっ。なぜ私は女なのだ？　だが待て、女同士であるからこそ警けい戒かいされずに織田信奈に近づけるのだ。それに、彼女を襲おそいたくても襲えないこの女の身体からだだからこそ、私は純じゆん粋すいな愛情を織田信奈に捧ささげることができるかもしれない。男女の肉欲は、純粋な恋にとっては障害となる。『源氏物語』の光源氏も、肉欲に縛られ惑まどわされたために、運命の伴はん侶りよである紫の上へ捧げるべき永遠の愛を見失って他の女に次々と手を出し、紫の上を失って破は滅めつしたのではないか」

　しかし女同士、少女同士ならば、そのような肉欲に汚けがされない純粋な恋が可能なはずだ。ならば今の私こそが、無む垢くな少女である私こそがほんとうに私がなりたかった私なのかもしれない、と村重は思った。

「幸い、相良良晴はまだ織田信奈と最後の段階まで進んでいないようだ。織田信奈が男に汚されるなど、私には耐たえられない。阻そ止ししなければ」

　村重はこれから、茶器を朧月夜に盗ぬすませるための暗あん躍やくもせねばならない。

　茶器などを集めて織田信奈がなにをしようとしているのかは村重はよく知らないが、茶器を少々盗むくらいならば織田信奈の天下布武事業の妨さまたげになるとも思えなかった。

「ふん。朧月夜にはなにしろ人間の身体と名前を与えてもらったのだ。あいつも得体が知れない娘むすめだが、恩は返してやるか。要は泥どろ棒ぼうを内側から手引きすればよいのだろう？」

　そのつぶやきを、立ち聞きしていた者がいた。

　上品な顔立ちの、知らない男だった。

　まだ若い。せいぜい三十歳くらいだろうか。

　なぜか、村重の顔を見るなり、激げき怒どしていた。

「泥棒の手引きだと？　お前は、荒木村重ではないか！　髪かみの色を変えたくらいでごまかせると思っていたのか？　なぜお前がここにいるっ？」

「ふん。私がどこにいようが、私の勝手だ。貴様などに気を遣つかわねばならない理由などない。貴様こそ誰だれだ？」

「ふ、ふざけるな！　俺は貴様のかつての主君、池いけ田だ勝かつ正まさだ！　今は落らく魄はくしているが、かつて私は摂津最大の国人だった！　織田さまに忠誠を誓って、功績もあった！　金かねヶが崎さきでも奮戦したのだぞ！　それなのに、貴様ら家臣団が反織田勢力に煽あおられて俺を城から追放したのではないか！　もっとも貴様は、俺を追放しようと城内を暴れ回る家臣団の隅すみっこで右往左往しているばかりだったがな！　その貴様が、今になって平然と織田さまのもとに顔を出しているとは！」

　おやおや一人目の荒木村重というのはずいぶんと不義理な女だったらしい。いや不義理というよりも優ゆう柔じゆう不ふ断だんが過ぎてその時の状じよう況きように流されてばかりだったといったところか、そんな弱い性格では姫ひめ武将など務まるまいと村重はため息をついた。

　どちらにしろ天下を刷新しようとしている織田信奈の家臣団には不要だ、と村重は鼻で笑った。

「……ふん。今の私は、織田信奈の家臣であり、すでに織田信奈より摂津一国を与えられた。過去など、もうどうでもいい」

「摂津一国が、貴様のものに？　それなのに、盗とう賊ぞくの手引きなど企たくらんでいるのか？　貴様、本物の悪女になったか！　貴様が盗賊の一味であると、今すぐ織田さまに具申する！」

「おっと。それは困る。私は織田信奈の家臣として生きていくと決めた。茶器を盗む仕事はまた別の恩義ゆえのことで、私自身は泥棒ではないよ」

「絶対に見み逃のがすかあーっ！　織田さまの勘かん気きを被こうむってもかまわん！　荒木村重、お前だけは破滅させてやるっ！」

　村重は、唐草文染付茶ちや碗わんに湯を注いで茶を点たて、差し出していた。

　朧月夜の言葉を信じるならば、この茶碗を用いて茶を飲ませれば、相手の荒木村重に関する記き憶おくを消し飛ばすことができるはずだった。

「まあそう言わず。ここに逸いつ品ぴん名物がある。茶を一服、どうかな。仲直りの印だ。あくまでも私が憎にくいのならば、かまわず叩たたき割ればいい」

「……これは……め、名物ではないか！　貴様、いったいどこからこのようなすばらしい茶碗を……まさか、さっそく織田さまから盗んで」

「ふん。これは、織田信奈から盗んだものではない。この利休邸から盗んだものだよ」

「貴様という女は……!?　国のみならず、茶器まで盗むのかっ!?」

　池田勝正は摂津を代表する智ち将しようだが、三好・松永の争いから織田・本猫寺の騒そう乱らんに至る畿内の混乱の波に飲まれて、時代から消えつつある不ふ遇ぐうの浪人武将だった。

　織田と本猫寺・毛利の激げき闘とうが続く中、勝正は身内の池田一族と、そして自分の家臣だった（ほんものの）荒木村重に造反され、摂津一国を失い流浪の身となり、一時は大坂本猫寺一いつ揆きに傭よう兵へいとして加わらねばならぬほどに落ちぶれていたのだった。

　しかしその大坂本猫寺が開城したため、勝正は行き場を完全に失って絶望していた。が、本猫寺を下した織田信奈が摂津方面で人材を募集していると知り、いま一度戦国武将として返り咲ける──と堺へ来てみたところに、憎い裏切り者の荒木村重がいた。

　しかも、荒木村重はどういうわけか織田信奈に気に入られ、摂津一国の采さい配はいを任されたのだという。

　摂津は本来、勝正の国である。

　一足違いで、勝正は荒木村重に出し抜かれたのだ。

　その荒木村重に茶器を見せびらかされた勝正は、激高した。

　我を忘れていた。

　ここが利休邸の庭園だということも忘れていた──。

「村重！　俺は姫武将を辱はずかしめる真ま似ねは武士として決してするまいと誓っていたが……貴様だけは許せんっ！　貴様に破滅させられたこの俺を前にして、罪の意識すら感じずいっさい悪びれる素そ振ぶりも見せぬとはっ！　なにが茶器だっ！」

「よせ。私とやりあうつもりか……ぐふっ!?」

　ドボォ！

　村重のみぞおちに、勝正の拳こぶしが叩き込まれていた。

（～～～ッッッ!?　避よけられ……ないだと……!?）

　これしきの拳など、軽く腕うでで払はらいのけられるはずだった。

　だが、村重のきゃしゃで非力な身体では、戦場で鍛きたえ抜ぬかれた勝正の拳を防ぐことなどできなかった。

　村重は手にしていた茶碗を落として倒たおれ込んでいた。呼吸ができない。

「……げほっ!?　げほっ！　がはっ……！」

　池田勝正など、たいした武力の持ち主ではない。それほど大おお柄がらでもないし、怪かい力りき無む双そうでもない。上品な、ありふれた名族の坊ぼつちゃんあがりの武将にしか見えない。

　それなのに、その勝正が、村重を圧あつ倒とうしていた。

（おかしい。私はこれほどに非力だったのだろうか？　そんなはずはない！　私は自分が何者であるかを覚えていないが、生前はもっと格闘術に長たけ体力に満ちていたはず……なんとなく、身体がそう覚えている！　それなのに、この荒木村重の弱々しい身体はなんだっ!?　まずい！　庭園の周囲には今、私と池田勝正しかいない！　殺されてしまう！　人を呼ばなければ！　だ、だが、こ、こ、声が出ない……！）

　逃にげようと這はいながらもがく村重の腹の上に、池田勝正がのしかかってきていた。目が血走っている。まるで戦場で敵将の首を搔かこうとしている足軽のような荒あら々あらしさだった。正気を失っていた。それほどに、荒木村重への憎しみが爆ばく発はつしているのだろう。

（ふざけるな！　私はおそらく池田勝正とは今日が初対面だぞ！　とばっちりだ！　しかもなぜ、私はこれほどに非力なのだっ？　こんな訳のわからない死に方は……）

　村重はあがいたが、勝正にのしかかられて、逃げられない。

　だが、即そく座ざに首を搔き切られたりは、しなかった。

　もっと酷ひどい、最悪の事態になった。

「貴様が男武者であれば、ただちにとどめを刺さすところだが……それでは俺の気が済まないッ！　荒木村重ッ！　貴様を辱めてから殺すッ！　嬲なぶり者にしてやるっ！　嬲りながら、首を絞しめて死なせるッ！」

「……辱める……だとっ!?」

「戦場で捕とらえた姫武将に対する陵りよう辱じよくは、名めい誉よを重んじる男武者にとって最悪の愚ぐ行こう！　日ノ本の武士として恥はずべき真似だ！　だが！　貴様のその悪びれない居直った態度がどうしても許せんっ！　まともに槍やりも振ふるえぬ細腕の小こ娘むすめが、この俺に謀む反ほんしておきながら平然と俺に茶を振る舞まうとはっ！　貴様を汚し尽つくして、痛みと恐きよう怖ふとで心をへし折って絶望させてから殺すッ！」

「……待て！　違ちがう、誤解だ！　私は……」

「黙だまれっ！」

　勝正は押し倒した村重の顔面を二度、三度と殴なぐりつけて弱らせると、着衣を剝はぎ取りはじめた。

　まるで抵てい抗こうできなかった。腕わん力りよくに、差がありすぎる。

　村重は、今の自分の身体のあまりの非力さ、脆ぜい弱じやくさに、絶望し恐怖した。

　姫武将とは──かくも脆弱な存在だったのか!?

（……やめろ……やめてくれ！　これ以上は、耐えられないッ！　朧月夜、助けろッ！）

　涙なみだを浮うかべながら、村重は心の中で叫さけんでいた。

「ふはは。いくら俺が叫んでも、誰にも聞こえんようだな！　さすがに利休邸は広い！　村重。貴様を生きながら陵辱する前に、貴様が振る舞った茶を一服してやろう──そうだ。その恐怖に震ふるえる表情こそが裏切り者の、罪人の表情だ！　怯おびえながら、俺が茶を飲み干す瞬しゆん間かんを待つがいい」

　勝正のその笑え顔がおは、まるで鬼おにのようだった──恐おそろしい。そして醜みにくい。汚らわしい。

　先ほどまでの、激怒しながらも貴公子然としていた勝正とは、まるで別人のような。いや、まるで獣けものが憑ついたかのような──。

　村重は、茶器の「力」よ、発動してくれ、と心から震えながら、祈いのった。

　もしも「力」が発動しなければ──。

（私は織田信奈と結ばれる資格を、永遠に喪うしなってしまう！）

　勝正は、村重が落とした唐草文染付茶碗に残っていた茶を、こくり、と一口飲んだ。

　そして、次の瞬間。

「うぐっ？　うっ……うおおおおおおっ？」

　口の中へ茶を注ぎ込んだ池田勝正の身体からだが、いきなり爆発し、四散していた。

　肉にく片へんひとつ残さず、池田勝正はこの地上から消え去っていた。

　村重は、荒あらい息を吐はきながら、上体を起こしていた。

　まだ、心の臓が飛び跳はねそうに鳴り続けている。

　おそらくこれまで感じたことのない恐怖と強きよう烈れつな嫌けん悪お感かんに、まだ身体が震えていた。

　奥歯が、かちかちと音を鳴らしていた。

　強烈な吐き気が、こみ上げてくる。

　なぜなのだろう。村重は、勝正に汚けがされる立場だったはずなのに、自分自身がとてつもなく罪深い存在であるかのような、そんな気がして、たまらなかった。

　その得体の知れない罪悪感が、吐き気になって、村重を襲おそっていた。

　だが、やがて、「助かった」という解放感が、その吐き気に取って代わっていた。

「……た……助かったのか……？　ほんとうに？」

　勝正という存在が文字通りこの世界から「消えてしまった」ことを認にん識しきするとともに、村重の呼吸は整ってきた。冷静さを、取り戻もどしはじめていた。

「この茶器は、飲んだ者の心から荒木村重の記憶を消し飛ばすのではなかったのか？　なぜ爆発したのだ？　朧月夜から聞いていた話とは違うぞ。力が強すぎるようだな。いや、朧月夜も気づいていない私自身の力が茶器の力に加わっているのか？」

　かつて松永弾だん正じよう久秀が操あやつった平ひら蜘ぐ蛛もにもおそるべき「力」が宿っていたとも、弾正が駆く使しする幻げん術じゆつの力の源こそが平蜘蛛だったとも言われているが、この茶碗は私との相あい性しようが抜ばつ群ぐんのようだ。あるいは、私の心が壊こわれるぎりぎりの段階まで追い詰つめられたことがこの茶碗の潜せん在ざい能力を極限まで引き出したのかもしれない。どうやら、こいつは朧月夜の想定をも超こえた力を発揮してくれる──村重は宙を舞う茶碗を摑つかみ取り、汚よごれを拭ふき取っていた。

　とはいえ、唐草文染付茶碗、では個性がないし、情じよう緒ちよもない。

「『荒木高ごう麗らい』とでも名付けるか」

　ふん。私としたことがみっともなく取り乱してしまったが、これから面おも白しろくなりそうだ、と村重は笑った。

　織田家家臣団の中に、異形の姫武将が侵しん食しよくしはじめていた。







　　　巻ノ三　筆が進まぬ……！







　時は戦国。

　ところは堺さかい。大商人・今いま井い宗そう久きゆうの「たこ焼き御ご殿てん」。

　港を行き交かう各国の船を眺ながめ、揚あげたこ焼きをほおばりながら、今井家のおひぃさまに扮ふんした町娘姿の信のぶ奈なは仏ぶつ頂ちよう面づら。

　信奈の前には、ずらりと並んだ、お年とし頃ごろの可か憐れんな少女たちが四人。

　相良さがら良よし晴はる率いる「相良妹軍団」の面通しが、行われていた。

　まずは妹軍団の中でいちばん派手な顔立ちを持つきゃしゃな少女が、瞳ひとみを輝かがやかせながらくるくると南なん蛮ばん風のダンスを踊おどって、スカートの両りよう端はしを持ち上げながら「ぺこり」と頭を下げた。

「ふふっ。はじめまして信奈さま。石いし田だ佐さ吉きちです。兄上の心のお世話から下のお世話まで、兄上のためならばありとあらゆる苦労をいとわずとことんお世話させていただきます。究極の妹として！　よろしくお願いします！」

　いきなり「妹とはなにか」をはき違えている小娘とはね……胸は薄うすいけれどほっそりとした身体つきは子こ猫ねこのようにしなやかで、そして美形だわ……ぴきっ、と信奈のこめかみに嫉しつ妬とと怒いかりの青筋が立った。

「デ、アルカ。天あつ晴ぱれな心意気だけれど、下のお世話は不要よ。石田佐吉」

「でもでも。信奈さまと兄上は道ならぬ仲、しかも信奈さまは天下をかけた戦いの最さ中なかで、今赤ちゃんができちゃったらたいへんですものね。兄上もさぞかしおつらいことでしょう。そんな時は理想の妹であるこの佐吉が！」

「要いらないって言ってるのよっ！　柿かきをあげるわ。はい次っ！」

「ぷいっ！　佐吉は柿は食べないの。毒になるっていうから。兄上の前でお腹なかをくだしたら恥ずかしくて死にたくなっちゃうもの」

「ああそう。はいはい次、次！　きりきり自己紹しよう介かいしなさい！」

　白い頭ず巾きんですっぽり顔を隠かくした小こ柄がらな少女が、がくがくぶるぶると怯えながら信奈の前にひれ伏ふした。

　これはまた半はん兵べ衛えよりも小心者だわ、わたしをほんものの魔ま王おうだとでも思ってるのかしら失礼な子ね、と短気な信奈はまたこめかみをぴきぴき揺ゆらした。

「あうあう。お、お、大おお谷たに紀き之の介すけと申します。あ、あ、兄くんのためにめっしほうこうふんこつさいしんの働きを誓ちかいます。必ずや三年のうちに兄くんに祟たたりをなしてくれんと」

「紀之介紀之介。祟りをなしちゃダメでしょ？」

「あうう。そうだったよね佐吉ちゃん。三年のうちに兄くんの子をみごもります！　……はわわ、言ってしまったよう。ぶるぶるぶる」

「よく言えたわ紀之介！　特訓の甲か斐いがあったわね！」

「ででででも信奈さまがおおお鬼みたいな顔してるよ佐吉ちゃん？」

　大谷紀之介はたぶん無害で流されやすい性格の子、「妹とはなにか」を誤解している石田佐吉が扇せん動どう役。

　信奈は心の中の「閻えん魔ま帳ちよう」に「石田佐吉」の名を書き込んだ。

　まあでも佐吉はおっぱい小さいから良晴にとっては「妹」以上の危険な存在にはならないはずよきっと。そうでなければこの場で佐吉をのこぎり引きの刑けいにしなくちゃならないけど、と信奈は思った。

「はあ。まだ新たな妹がいるのね？　はい次」

「にょほほ。福ふく島しま市いち松まつでーす！　この『日に本ほん号ごう』にふさわしい勇ゆう猛もう可か憐れんな姫ひめ武将になって、お兄ちゃんを守りまーす！」

　童女風の艶つややかな和服に、まっすぐ切った前まえ髪がみ、そして長い黒髪。

　市松ねえ。見た目は良晴の心を動どう揺ようさせそうな正統派の和風妹だけれど、心がお子さまだから今のところは安全かしら？　でも数年後には要注意だわ、と信奈はまたも心の中の閻魔帳に「福島市松　数年後が危険」と書き込んだ。

「っていうかその槍、わたしのものだったはずよ？　どうしてあんたが持ってるのよ？」

「あーははは。気にしない気にしない！　ああもうなんてたくましい槍なのかなあ。日本号って太くて硬かたくて最高だよね、はあはあはあ」

「デアルカ。市松は男の子より槍のほうにご執しゆう心しん、と。槍を撫なでる目つきがなまめかしいのがちょっとだけ引っかかるけれど、まあいいかしら。最後の妹は加か藤とう虎とら之の助すけ、だったわね……」

　虎之助は信奈より年下だが、背が高い。

「ど、どうも。と、虎です。信奈さまじきじきに謁えつ見けんいただけるなんて、恐きよう悦えつ至し極ごく……」

　そして、なぜか男装していた。

「こ、この男装は、ぶ、武士として一人前になるまでは決して色いろ恋こいに興味を持たないという虎の決意の表れです、信奈さま」

　一いつ瞬しゆん（この子は安全ね）と胸をなで下ろした信奈だったが、市松の「あーははは。無む駄だ無駄無駄！　虎の姉あね御ごはおっぱいがでかいんだから、男装したって隠かくしきれないって！　いくら避さけても、がんがん男が言い寄ってくるよ！」という高笑いがすべてを狂くるわせた。

　一見美少年にも見える虎之助が実は柴しば田た勝かつ家いえに匹ひつ敵てきする巨きよ乳にゆうだと気づいた信奈は「ああっ」と声をあげ、「み、見ないでください」と思わず虎之助が自分の腕うでで膨ふくらんだ胸を隠そうとしたのにぜんぜん隠せていないさまを見て、怒りが頂点に達した。

「で、で、でかい！　ちょっとおおお？　なによその胸。でかすぎるじゃないの！　良晴はねえ、大きいおっぱいを見ると人間であることを忘れてサルになるのよ？　あんただけは絶対にダメ！　良晴の妹として失格っ！」

　すぐさま、心の閻魔帳に「加藤虎之助　今すぐ左さ遷せんしなければいけない危険人物」と書き込んだ。

「そ、そんなあ。決して、決して良晴兄貴とそのような関係にはなりません。誓います。どうか虎を武士にしてください信奈さま！」

「ふーんだ。認められたければ、ほんものの虎でも狩かってきなさい。もっとも日ひノの本もとには虎はいないけれど」

「そ、それではただいまより朝ちよう鮮せんに渡わたって、虎を狩ってきます！」

「なんでそうなるのよう？　面めん倒どうになるからやめてちょうだい！」

　信奈は気が気でなかった。良晴の妹がいつの間にか五人に増えている。このうち、良晴が発情しかねない危険なお年頃を外れたガチ幼女は、信奈自身が良晴の妹として選んだねねだけだ。

（佐吉。紀之介。市松。そして虎之助。こいつら、ほんとうに邪じや魔まだわ。特に虎之助のおっぱい。ありえない。いくつなのよこいつ。この歳としでこの胸……冗じよう談だんじゃないわ。数年後にはどうなっちゃうのよ。それにこいつって目上の人間に従順そうだから、良晴が揉もませろって言いだしたら泣きながら揉ませそうだし。良晴ってモテモテハーレムの野望を「妹軍団」という形で実現しようとしているだけなんじゃないかしら？）

　ぎろり。

　信奈は、部屋の片かた隅すみでねねを抱だっこしながらひたすら無言で怯えていた相良良晴をにらみつけていた。

「の、信奈。お前が今考えていることはだいたいわかるが、ぜんぶ誤解だ！」

「あらそう？　ちょっと来なさい虎之助。あんた、立派な武士になりたいって夢があるのよね？」

「は、はい！　そうです！」

「じゃ、あんたに九州のお城をあげるわ。北肥ひ後ごの隈くま本もとあたりでどうかしら？　今は大おお友とも家が支配しているけれど、兵を貸してあげるから勝手に奪うばい取ってきちゃいなさい。よかったわね虎之助、これであんたは城持ち大名よ！　良晴の妹役は今日を限りにお役御ご免めん！」

「ええっ？　そ、それはさすがに。まだ虎は武士見習いで……」

「あーもう鈍にぶいわねっ！　あんたみたいな胸がでかい妹が良晴の隣となりにいちゃ気が休まらないのよっ！　さっさと九州へ出向しなさい！」

「そんなあああ？　と、虎は、好きで巨乳になったわけでは。ううう」

　佐吉が「胸の大きさで妹の待たい遇ぐうに差をつけるなんて横暴だわ！」と虎之助の背後から胸に手を伸のばして「こいつが、こいつが縁えんで虎之助だけ大出世なんて、絶対に許さないんだから！」とぎりぎり握にぎり潰つぶそうとしはじめたので、かねてより佐吉・紀之介組と市松・虎之助組とで対立している相良妹軍団は大おお荒あれに荒れた。

「痛い痛い痛いっ！　こらっ佐吉、すっごく痛いんだから握るなってば！」

「うきい。どうせ佐吉には生しよう涯がい味わえない痛みだって言いたいのねっ、あんたは～！」

「佐吉ちゃん、信奈さまの前でやめようよう。あわわ」

「にょっほっほ～!!　姉御！　せっかくの出世の機会を潰そうとする佐吉を、やっちまいましょう！」

「ああもう。お前ら、すぐにケンカするんだから。仲良くしろ仲良く！　相良家の未来はぜんぶ、お前たちにかかってるんだからな！」

　良晴が押しくらまんじゅうをはじめた四人の間に割り込んで、どうにかこうにか佐吉を虎之助の胸から引きはがした。

「信奈も無茶ぶりするなって！　虎之助はまだ実戦経験がないんだぞ！　修しゆ羅らの国に行ってこいなんて、討うち死にしろと言うのと同じだぜ？」

「だって良晴。その歳でその胸はないでしょうその胸は。なによなんなのよその子は。絶対にあんたとあやしい仲になるわよ絶対に！」

「ううう。信奈さま。あ、兄貴は虎の兄です。と、虎がいやらしい身体からだの持ち主だからって、そんなふしだらな仲には、け、決して」
















「そうよ。兄上のお子をみごもるのはこの佐吉なんだから！」

「デアルカ。って、話がややこしくなるから、そこの洗せん濯たく板いたは黙だまっていなさい！」

「せっ、洗濯板あああああ？　うああああん。信奈さまがいじめるの、兄上えええええ！」

「ああこらこら。泣くな佐吉。泣くな！　牛の乳ちちを毎日飲めばきっと膨らむから」

「すりすり、すりすり。ぷはあ、兄上の匂におい、くせになりそう」

「噓うそ泣なきかよ？　ちゃっかりしてるよな、お前って」

「石田佐吉！　あんたは市中引き回しの上、打ち首獄ごく門もん！」

「こらーっ！　大人げねえぞ、信奈ああああ！」

「あんたが悪いんでしょう、あんたが！　なによこの四人の妹は。男武将が一人もいないってどういうこと？　弟は要らないの弟は？　全員妹だなんて、下心が丸見えじゃない！」

「藤とう吉きち郎ろうのおっさんの弟・木きの下した小こ一いち郎ろうを探したけれど見つからないんだ！」

「誰だれよそれはっ？」

　これにて相良妹軍団、姫さまへの面通しの儀ぎ式しきは終わりましたな！　と、いちばんちっちゃいのに長ちよう姉しづらしているねねが良晴の膝ひざの上で一本締じめ。




　新たな四人の妹を退室させたあと、信奈は良晴にいきなり新たな仕事を振ふった。

「すっかり忘れていたわ。ねえねえ良晴。狩野かのう永えい徳とくの仕事場に押しかけて、依い頼らいしている絵を取ってきてちょうだい！」

　良晴は居残った妹のねねを「高い高い～」と肩かた車ぐるまして港に停てい泊はく中の南蛮船を見せてあげていたが、休日だと思っていたのに結局仕事を振られるのか、と織お田だ家のブラック企き業ぎようぶりが悲しくなった。

「狩野永徳って誰だっけ？」

「絵師よ、絵師！　ずいぶん以前に安あ土づち城本丸の屛びよう風ぶ絵えを依頼したのに、まだ完成していないのよ！」

「ああ。あの、注文を受けておきながら突とつ然ぜん『筆が進まぬ……！』とうめきはじめて描かきかけの絵を没ぼつにしてしまうおそろしい文化人か」

「そうそう。そいつよ、そいつ」

「俺も『織田信のぶ長なが公の野望』で何度泣かされたことか。芸術家ってやつは気むずかしいからな」

「天下人のわたしがこうして堺の今井屋や敷しきまで詰つめているのは、永徳に早く絵をあげろと催さい促そくするためよ。こんどというこんどは絶対に逃にがさない！　という不退転の覚かく悟ごを知らしめているんだから」

「あれ？　狩野永徳はたしか、京暮らしのはずだが？」

「京にいると発注元からの催促がきついから、堺に仕事場を作ってこもっているのよ。堺は海外へ繫つながっている港町でしょ？　目を離はなしたら船に飛び乗って呂宋ルソンや琉りゆう球きゆうまで逃とう亡ぼうしちゃうのよ」

「手て塚づか治おさ虫む先生にそんな逸いつ話わがあったなあ」

「今回のお題はわたしたち織田家の姫武将を描く『姫武将絵』、しかも『未来』の息吹いぶきを感じさせる斬ざん新しんな絵よ！　従来の狩野派の技法と発想の枠わくに収まった絵はいらないわ。安土城にふさわしい奇き想そう天てん外がいな傑けつ作さくをお願い！　さもなくば狩野派は廃はい絶ぜつ、御ご用よう絵師の座は源げん氏じ物語絵で名をはせている長は谷せ川がわ等とう伯はくと交代よ！　とさんざん無茶ぶりしたのがいけなかったのかしら」

　狩野永徳は京の生まれ。日ノ本最大の絵師集団・狩野派の若き筆頭。見た者を驚おどろかせる力強い風景画や動物画で名を轟とどろかす、当代一の天才絵師だ。

　しかし、越えち前ぜん朝あさ倉くら家のもとで侘わびた人物画を得意とする絵師として頭角を現していたライバル長谷川等伯が、朝倉家が滅めつ亡ぼうしたために京へとやってきた。万ばん事じ派手好みの狩野永徳とはまったく対照的な等伯の画風と画題は、畿き内ないの絵画愛好家たちにとっては衝しよう撃げき的だったらしく、最近では京や堺の町衆が茶会を開くたびに「狩野永徳と長谷川等伯、どこで差がついたか。慢まん心しん。環かん境きようの違ちがい……」などと話題にのぼることが多い。

　動物画や風景画では華か麗れいかつ豪ごう快かいな狩野永徳のほうがはるかに技量に勝まさるが、人物画においては侘び・さび・風流を表現できる繊せん細さいな筆ひつ致ちを誇ほこる長谷川等伯のほうが上、という意見が圧あつ倒とう的だった。

　日ノ本の絵画界を仕切る狩野家で幼い頃ころから「神童」ともてはやされてきた天才絵師・狩野永徳は、生まれて初めて天下一絵師の座が揺ゆらいだために焦あせりはじめていた。

　そんな中、信奈からよりによって「安土城天主をわたしたち艶あでやかな姫武将の立ち姿で飾かざるから」と苦手な姫武将の肖しよう像ぞう画がを多数発注された狩野永徳は、受けねば長谷川等伯に仕事を取られるので受けざるを得なかったものの、お題が姫武将ではいつもの豪快な筆致も今回は通用しない。とうとうプレッシャーのあまり「筆が進まぬ……！」と京を捨てて堺へ出しゆつ奔ぽん、そのまま堺の仕事場にひきこもった。一時は博はか多た、琉球、さらには呂宋まで大航海したというが、放ほう浪ろう生活の途と中ちゆうで路銀が尽つきたらしく、最近ようやく堺に戻もどってきたのだった。

「はあ……信奈。芸術家二人を競きそわせるとかさ、よくないぜそういうの。芸術家にとって、作品作りは合戦みたいなものだからな。下手したら血の雨が降るぞ」

「ふーん？　良晴が芸事を語るなんて、笑っちゃうわね。あんたって絵心なかったでしょ？」

「いやいや。ぜんぜんないってわけじゃないぜ。下手だけど。未来の日ノ本じゃなあ、数え切れないほどの若い絵師たちが『神絵師』の称しよう号ごうを手に入れる夢と野望に燃えて『いんたあねっと』の世界で腕を競い合っているんだ。無名の新人であっても、実力があれば一いち躍やく人気絵師になれるからな！　むしろ未来では、茶会よりも絵と御お伽とぎ草ぞう子しに人気が集まっているんだぜ」

「ちょ、ちょっと良晴。茶会が廃すたれるだなんて未来を語ったらあんた打ち首よ！　わたしが土地を出し渋しぶって家臣団に茶器を与あたえて恩賞をごまかせるのも、茶器には未来永えい劫ごう消えない価値があって、しかもその価値は年々上じよう昇しようする、と大噓をついているからなのよ？」

　本ほん能のう寺じの変が起こる真の原因って、実は信奈が恩賞として与えていた茶器が錬れん金きん術じゆつの道具としてしか使えないもので、一いつ般ぱん人にとってはただの土つち塊くれだとバレたからだったりして、と良晴はふと思った。

「ねえ聞いてるの良晴？　わたしが直接永徳のもとに押しかけたらまた逃亡されかねないから、今日はあんたがわたしの代理として出向するの。だいたいあいつって尊大で短気で横おう柄へいで自信満々で、ほんと苦手なのよ」

　うへえ。信奈と同じタイプの性格か。信奈は女の子だからそういうところもかわいいけど、芸術家の若い男がこの性格では、たしかに相手するのしんどいな……と良晴はげんなりした。

「はいはい。狩野永徳さんの仕事場に押しかけて、取ってくる取ってくる。ちぇっ。妹たちの面通しが終わったら、信奈と一日堺でデートできると思ってたのにさ」

「頼たのむわよ。良晴なら不調に陥おちいっている永徳を復活させられるとわたしは信じてるの。なにしろ今回の姫ひめ武将絵の目玉は『未来』の息吹を感じさせる新しん奇きな画風でしょ？　未来人の良晴に会わせれば、永徳に閃ひらめきを与えられるんじゃないかなーって」

「わかったよ。でも、タダ働きじゃあやる気がでねえなあ」

「見事に絵を取ってきたら、絵の枚数分だけ接せつ吻ぷんしてあげるわ」

「ほんとかっ？　じゃあ、先さき払ばらいで！」

「だーめ。先払いはもう懲こりたわよっ！　『筆が進まなかった……！』で片付けられたら接吻し損じゃない」

「それじゃあ最初の一回だけ！」

「だめよー。ねねがいるでしょう？」

　そういえば俺はまだねねを抱だっこしていた、と良晴は気づいた。

「ねねのことはお気になさらずですぞ、姫さま！」

「だーめー。子供の前で接吻なんて、ねねの教育によくないわよ」

「天あまの岩いわ戸とを開いておいて今いま更さらなにをと言いたいが、たしかにそうだな。ねねが妹たちに俺と信奈の接吻を見たと言いふらせば、佐吉あたりが真ま似ねしたがって、相良家の風紀は乱れに乱れるかもなあ」

「その結果、あんたも妹軍団も、全員打ち首獄門かもね！」

「わかったよ。後払いでいいよ、後払いで。ああもう」

　くそっ信奈にいいように扱あつかわれている。これじゃまるで使い走りだ……まあそもそも俺は信奈の草ぞう履り取とりだったんだけど。歯ぎしりしながらも信奈と接吻はしたい。したくてたまらない。

　良晴は「それじゃ取ってくるぜ。未来の絵師には、締め切りってものがあるんだぜ締め切りってものが。信奈の接吻をいただくためだ、心を鬼おににして取り立ててやるぜふふふ」と悪人面づらで立ち上がっていた。

「ただし！　もしも大傑作をものにしたら、接吻だけでは済まないぜ信奈」

「えっ？　あ、あ、赤ちゃん作るのは、も、もう少し待って。て、て、天下布武事業が終わってからじゃないと……今、赤ちゃんできちゃったら、合戦に参加できなくなっちゃうでしょ……？」

「ふふふ。甘いな信奈。未来人のエロ知識はあああ！　いんたあねっとと薄うすい本によって増強されているんだあああ！　俺はなあ。子作りと接吻以外にも、信奈と二人きりでやりたいことがいっぱいあるんだああああ！」

　うええ。良晴がいつにも増してサル顔だわ。やっぱりこの仕事を振るのはやめようかしら……と信奈がちょっと後こう悔かいしているが、良晴はもうやる気まんまん。

「兄さま。なぜか、飢うえた狼おおかみのように精せい悍かんに見えますぞ！　男前ですぞ！」

　と火打ち石を叩たたいて送りだすねねの頭を撫なでながら、良晴は「狩野永徳なにするものぞ！　最近ず～っとお預けくらってたんだ、今夜こそは信奈にあんなことやこんなことをしてやるううう！　抑よく圧あつされた青少年のほとばしる熱いパトスを舐なめるな！」といきりたっていた。




　　　　※




　堺の港に面した、狩野永徳の仕事場。

　椰や子しの木に覆おおい尽くされた室内で、なぜか真っ黒に日焼けし、南海の原住民風の腰こし蓑みのをつけた門もん弟ていたちが、珍ちん妙みような太たい鼓こをボンゴボンゴボンゴボンゴ！　ボンゴ！　と叩きながら、良晴を歓かん待たいしてくれた。

「なんだなんだ？　あんたら、いったいどうしたの？」

「それが、うちの先生がすっかり南海にかぶれておられまして！」

「それはもう呂宋では大冒ぼう険けんでしたから！」

「堺に戻ってからも南国風味を満まん喫きつしたいので、南国踊おどりを踊れ、とご命令が」

「偉い大だいなる先生のご命令は、狩野派では神のご意志にも等しい絶対的なものなのです！」

　良晴は「いったいどんな面めん倒どう臭くさい男が出てくるんだろう」と身構えていた。

　しかし、「ふははは！　よく来たな相良良晴！　私が狩野永徳だ！」と高笑いしながら、南蛮渡わたりの豪ごう華かな王様椅い子すに腰をちょこんと下ろした狩野永徳大先生は──意外や、お尻しりの小さな可か憐れんな少女だった。

　細身で色白だが、どっぷりと南国趣しゆ味みにはまっているらしく、呂宋風のトロピカルなドレスを着込んでいる。呂宋はすでにイスパニアの植民地にされつつあるので、ヨーロッパのドレスと呂宋にもとからある南国風の民族衣い装しようとが（狩野永徳独特の感性で）微び妙みように融ゆう合ごうされていた。京育ちの品の良い高貴な顔立ちと白くて長い手足がよく映はえて、まるで南海の孤こ島とうに流れ着いて原住民たちに女王として祭り上げられたお姫さまみたいだった。

「な、なんだって～？　文化人枠わくは利り休きゆう以外全員おっさんだと決めつけていた俺が間ま違ちがっていた！　狩野永徳まで女の子だったなんて!?　しかもかわいい？」

　しっかし女の子とは思えない大だい胆たんかつ奔ほん放ぽうな画風だよな、得意キャラは唐から獅じ子しの絵だし。これは気づかなかった、と良晴は目をしばたたかせた。

「貴様が相良良晴か。天岩戸を開いておきながら、未来世界へ帰き還かんすることよりも織田信奈を選んだ天下の大たわけ者だな。残念ながら当時呂宋にいた私は天岩戸開きを目撃できなかったが、すでに呂宋でも噂うわさになっていたぞ！」

　ぱいなっぷるを食え、わが『どれす』の素材として用いている果実だ、と永徳が南海の果実をぶんと投げてきたので、良晴は「これを取り損そこねたら先生の不興を買う！」と慌あわててはっしと受け止めた。

「呂宋ではな。織田信奈は日ノ本を統一した暁あかつきには呂宋へ大船団でおしよせてきて、イスパニア軍と海上で決戦するともっぱらの噂だった！　日ノ本の海軍とイスパニアの海軍が戦うさまをこの目で見られれば、いい絵の題材が手に入るかもしれん。ふはは！」

「あ。はい。その相良良晴です。それでですね永徳先生。本日の用件は、その、安土城天主を飾る姫武将絵をそろそろ描いていただきたいと……」

「……気が乗らんな」

「こらこら～っ！　そんな言い訳、未来人に通ると思ってんのか！　納期はすでに過ぎているんだぜ？」

　さらにパイナップルがぶんぶんと飛んできた。

「黙だまれうるさい。貴様のごとき凡ぼん才さいに、私のような天才のなにがわかる。閃きが降りてこないのだ、相良良晴。『未来』も『姫武将』も私にとっては初体験のお題だ。考えれば考えるほど、世界を旅すればするほど筆が進まぬ……！」

　くいっと指を立てて門弟たちを別室に下がらせながら、永徳は「まあ俗ぞく物ぶつを絵に描かいたかのような貴様に理解できるはずもない話だがな。ふははは！」とまた高笑い。

「こうして南海趣味に没ぼつ頭とうしているのも、なにがしかの閃きを得るためなのだが、どうもいまいちしっくり来ない。次は屋や敷しきのすべてを純羅馬ローマ風に改装しようと思っているのだが、残念ながら羅馬には実際に行ったことがないのでな」

「こちとら信奈の接吻やあんなことやこんなことというご褒ほう美びがかかっているんだよ！　担当編集者として、いや信奈の名みよう代だいとして、俺になにかできることがあれば言ってくれ」

「ならば私の奴ど隷れいにならないか！　同時代人の男などいくら従えてもつまらぬ。希少な未来人をいちど下げ僕ぼくとして付き従えてみたい！」

「お断りします！」

　こいつと信奈を会わせたらたしかに大騒そう動どうになるな、と良晴はため息をついた。

　パイナップルを小刀で器用にスライスしながら、永徳は王様椅子の上でふんぞり返った。

「相良良晴。私は自分で言うのもなんだが、絵画の天才だ。日ノ本の歴史に燦さん然ぜんと光り輝かがやく究極の絵師と言ってもまだぜんぜん褒ほめ足りない」

「はいはい」

「織田信奈は、私が次に描く予定の『安土城之図屛びよう風ぶ』を羅馬教皇へと直接進しん呈ていして日ノ本の文化の力を見せつけ、教皇の度ど肝ぎもを抜ぬいてやると言っているぞ。あやつは短気で傲ごう慢まんで粗そ暴ぼうで素人しろうと臭くさい南蛮趣味にかぶれたうつけ者だが、わが実力をそこまで買うとは、なかなかの審しん美び眼がんの持ち主だ。天才・狩野永徳の名は、はるか海の彼方かなた・羅馬にまで轟とどろくことになるであろう！　ふはははは！」

「次に描く予定の作品はいいから、今すぐ姫武将絵を描いてくれないかなあ～」

「むう。それが、いっこうに筆が進まぬのだ」

　永徳は「そもそも私は、豪ごう快かいな唐獅子や、都を天の高みから俯ふ瞰かんして描き込む洛らく中ちゆう洛らく外がい図が得意なのだ。姫ひめ武将絵というのはいまいち苦手だ。というのもすべては姫武将絵に『侘わび・さび・風流』などといったなよなよした作風を持ち込んだ長谷川等伯が悪い！　あいつを今すぐ始末するべきだ！」と怒ど鳴なりはじめた。

　あまりにも激しく怒いかり続けるので、「うははーっ！　すべて先生のおっしゃる通りでございます！」と良晴は土下座せねばならなかった。

　つまり永徳が言うには、永徳自身のきらびやかで豪快な画風は、長谷川等伯が人物画の世界に持ち込んだ繊せん細さいな侘び・さびの画風と合わない、真逆だ、というのだった。

「やつは朝倉義よし景かげのもとで描いた源氏物語の障しよう壁へき画がで名をあげた田舎いなか者ものだが、あいつの描く姫はどいつもこいつもなよなようじうじしてまるで幽ゆう霊れいだ。私には、病人に見えるな！」

「そうかな？　そういうきみ自身、長谷川等伯が描いた少女のようにたおやかで繊細そうに見えるんだけど……白い肌はだといい、高貴そうな顔立ちといい、折れそうに細い腰といい。その尊大な口調のほうがむしろ浮ういている」

「だっ、黙れ。わわわ私の顔や身体からだをじろじろ見るな無礼者！　いやらしい、いやらしい！　筆を折るぞ！」

「すっ、すみませんでした大先生、うはははーっ！」

　土下座すると、すぐに永徳の機き嫌げんは直った。

「ふん。わかればいいのだ愚おろか者め。言っておくが、反省だけならサルでもできるぞ」

　俺、編集者とか向いてねえ、ブラック仕事すぎる……と良晴は泣きたくなった。

「長谷川等伯が描くなよっちい少女絵を持ち上げれば、日ノ本の絵画界は衰すい退たいする！　安土城の天主を飾かざるならば、もっとふんだんに黄金を使った、きらびやかな姫武将を描かねば！　そういう意味で織田信奈が陰いん気きな長谷川等伯ではなく豪快な私に姫武将絵を発注したのは、慧けい眼がんと言えるだろう」

「うーんこの畜ちく生しよう発言。で、俺はどうすればいいんだよ？　なんでも手伝うぜ？」

「相良良晴。貴様を五百貫かんで雇やとう。呂宋で使い果たしたために手て許もとには銭ぜにがないが、なに、出しゆつ世せ払ばらいだ。わが仕事の妨さまたげとなっている長谷川等伯を始末してくるのだ。ふははは！」

「ダメダメ！　暗殺仕事以外で！」

「織田信奈がきらびやかな姫武将絵を望んでいることは私もまるっとお見通しだ。そもそも究極の姫武将絵とは、颯さつ爽そうとしたもののふらしい強さと気品に溢あふれつつ、かつ少女の愛らしさと可憐さをも兼かね備そなえていなければならぬ！　豪ごう胆たんな私は前者が得意で、繊細な長谷川等伯は後者が得意だ。私は究極の姫武将絵をものにするべく、やつが得意とする侘び・さびに対たい抗こうしたい。そこで必要となるものが織田信奈のもう一つの注文である『未来』の画風だ！」

　織田信奈のやつは、私に「今の画風のままでは完全なる姫武将絵とは言えない」と暗にダメ出ししてきたのだ！　だがそれでこそ受けがいがある仕事というものよ、姫武将絵においても長谷川等伯を超こえてやらねばな！　と永徳は笑った。

「しかし残念ながら私は未来には行けない。故ゆえに、私は東洋美術とは異なる方向に発展しているヨーロッパ絵画の技術を学び、私なりに採り入れると決めた！　なにしろヨーロッパでは、画聖レオナルド・ダ・ヴィンチなる天才が、七十年前にすでに『モナ・リザ』という女によ人にん肖しよう像ぞう画がの最高傑けつ作さくを描いているという。女人肖像画においてこれを超えるものは今後数百年現れないだろう、と聞いた」

「おっダ・ヴィンチか。そうか。ダ・ヴィンチって戦国時代よりも古い時代の人間だったのか？　十六世紀初頭にもうモナ・リザを描いていただなんて。マジ天才だな……」

　ぴくり、と永徳の細い眉まゆが動いた。

「ほう。お前のように無教養な未来人もダ・ヴィンチを知っているのか？」

「そりゃあ、モナ・リザは二十一世紀の世界でいちばん有名な絵画だしな。何度、ルパン三世をはじめとする泥どろ棒ぼうたちに盗ぬすまれたことか」

「なんだと？　この狩野永徳よりも有名なのか？　羅馬教皇にわが絵を送りつけてやる予定の天才絵師狩野永徳が、ダ・ヴィンチに劣おとると？」

「うーん。知名度では、たぶんな。まあそうなったのには、ちょっと言いづらい歴史的事情ってのもあってな」

「ほう。歴史的事情……さすがは未来人だな！　ふん。実際、絵師の知名度は作品の実力だけでは決まらぬからな。たしかに、世界第一位の座を得るには政治的な事情やらいろいろな運の要素も必要だ。どれほど壮そう麗れいな絵であろうとも、いったん戦火に包まれればうたかたの如ごとく消えてしまうしな……しかし未来におけるわが絵画の知名度がダ・ヴィンチに劣るとは無念だな……やはりわが傑作の数々は後世に残らぬのであろうか……合戦に巻き込まれてことごとく焼かれてしまうのか……」

　あっすごく悲しそうに眉を下げている。そうだ。戦乱の世の絵師にとって、作品とはどれほどの情熱を注いで完成させても、簡単に戦いくさの炎ほのおで焼かれてしまう儚はかないものなんだ。永徳だって今まで何度も傑作を焼かれてきたはずだ。はげまさなきゃ！　良晴は力こぶしを作ってみせた。

「だいじょうぶ。俺がこの時代に来たから、そのあたりの歴史事情は変わるさ。まずもって信奈が天下を平定すれば戦乱に巻き込まれて絵が焼かれる危険もなくなる。だから、きみの努力と実力次し第だいでどうにでもなるぜ。さあ、元気を出して自信を持って。きりきり絵を描くんだ！」

　ええいまだ私の話は途と中ちゆうだ愚か者め、とパイナップルを投げつけられた。

「食べ物を投げちゃいけないんだぜ？」

「ふ、ふん。あとで門もん弟ていたちが美お味いしくいただくから問題ない。とにかく、堺の宣教師どもからモナ・リザのすばらしさ、美しさ、神聖さ、なによりもいちど観みたら死ぬまで忘れられない謎なぞに満ちた笑え顔がおの魅み力りよくについて語られた私は、それほどまでに女人肖像画を極きわめたダ・ヴィンチとかいう絵師に感心してやった。だが、いくら言葉を伝え聞いても絵というものは自分の目で実際に見なければよくわからぬ。そうだモナ・リザを観よう！　そう決めて私は南なん蛮ばん船に飛び乗り、琉球を越え、はるばる呂宋まで旅したのだ！　別に、織田信奈からのしつこい取り立てに辟へき易えきして海外逃とう亡ぼうしたわけではないぞ！　ふははは！」

　そんな理由で南蛮船に飛び乗って呂宋まで？　すげーなこの子……と、良晴は永徳の絵画にかける執しゆう念ねんにちょっとだけ感動した。

「私の予定では呂宋から世界を半周してイスパニアのリスボンに至り、モナ・リザが所蔵されているフランスのフォンテーヌブロー宮きゆう殿でんへ押しかけるはずだったのだ。だが、通常航路を帆はん船せんで進めば、イスパニアへ到とう達たつするまでに二年はかかるという！　往復四年ではないか！　それではさすがに時間がかかりすぎて、織田信奈に首を刎はねられてしまう。まあ、私がその気になれば信用貸しで忍しのびを雇って織田信奈の首を先に刎ねることも可能だがな。ただ、あいつほど芸術に目がない金持ちはまたといない。わがままで短気で傲慢で尊大な糞くそ女おんなだが、あいつを殺しても絵画界にとっては損失にしかならぬ。私はそのあたり寛かん大だいなのだ」

「うーん。この時代、パトロンがいないと絵師は食えないからな」

「かくて私はフランスでモナ・リザのほんものを見る夢をいったんあきらめて、堺へ戻もどってきた。だが、相良良晴。貴様がそんな私の前に現れたのも運命であろう」

「ん？　なにが？」

「相良良晴。姫武将絵を完成させるためなら、暗殺以外ならばなんでもするのだな？　では、天才絵師として貴様に命令する。やまと御ご所しよに忍び込んで、織田信奈がやまと御所に返へん還かんした三種の神器をぜんぶかき集めてこい。要は泥棒だ」

　なんで？　良晴は、永徳の思考パターンにまるでついていけなかった。

「なんでって……お前はほんとうに愚かだな。三種の神器を用いれば、天岩戸を開いて未来へ行けるのだろう？　お前が行かないというのなら、私が行ってくる。もちろん目的はモナ・リザ観賞だ。モナ・リザこそが未来でも世界一有名な絵だと言ったな。ならば、未来にも実物がまだあるということだろう？」

　それで新時代にふさわしい姫武将絵が描ける、と永徳はこころもち薄うすい胸を張った。

「ちょ。待てよ。そんなことをされたら未来も過去もめちゃめちゃになっちまう。きみは、芸術のためならば世界が滅ほろびてもいっこうに構わんって言いだす性格だろう？」

「その通りだ相良良晴。初対面でありながら私の性格をたちどころに把は握あくするとは、お前は意外とあなどれぬな。ふはは！」

「これくらいキャラが極きよく端たんだと、誰だれにでもわかりやすいと思うんだけど」

「私が前代未み聞もんの究極至高の絵をものにできるならば、世界などどうなろうといっこうに構わん！　現実というものはすべて、わが芸術の素材なのだ！　現実の人間はみな、半はん端ぱで不完全な現実から完全美を備えた芸術作品を生みだしてみせる、そんな神の手を持った私にひれ伏ふすべきであろう！　相良良晴、お前だって私の筆をもってすれば光ひかる源氏のような美男として描えがくことができるぞ。ふはは！」

「いやあ、俺は俺のままでいいよ」

「なんだと？　な、なかなかの人物だな、貴様。私など、長谷川等伯が描かいた少女のような己おのれの現実の容よう貌ぼうに毎朝がっかりしているというのに」

「なんで？　きみは綺き麗れいだし、かわいいよ？」

「うっ、うるさい！　かわいいとか言うな。私はもっとこう、凜り々りしく猛たけ々だけしい絵師になりたいのだっ！　長谷川等伯が描いた少女のような自分がいやなのだ、ああああ！　私は黄金唐から獅じ子しのように荒あらぶる乙女おとめになりたい！　画風と本人の見た目が違ちがいすぎる、その落差がかわいいとか男どもに言われるのがいやでたまらないのだっ！　私自身なんてどうでもいいから見ないでほしい、純じゆん粋すいに私が描いた絵だけを見て評価してほしいのだっ！」

　なにかいろいろこじらせてるなあ、お年とし頃ごろってやつかな、と良晴は思った。

「なあ永徳。残念ながら、三種の神器はもう発動しないんだ。蒲生がもう氏うじ郷さとによれば、信奈が天岩戸を開いた時に、溜ため込んでいた力をぜんぶ使い切ってしまったそうだ。そして今の世では、その力を再補ほ充じゆうすることはできない。つまりもう、未来へ行く方法はないんだ」

　それはどうかな、三種の神器は日ノ本におけるもっとも偉い大だいな宝具。今は力を涸からしていても、その力を補充するなんらかの裏道があるはずだ、と永徳はうなずかない。

「ないない。うちの半兵衛の活かつ躍やくで、もう神々の時代は終わったんだ。いにしえの宝具やら霊れい力りよくやらは無効になったんだぜ。これからは人間の時代だ。ダ・ヴィンチが天才と呼ばれるのも、型にはまった宗教画の枠わくを突つき抜けて人間そのものを写実的にありありと描いたからだよ」

「ふむ。人間そのものを、か」

「そうさ。もちろん、ダ・ヴィンチ自身の理想の女性像をモナ・リザの肖像画に託たくしたことは間違いないけど、写実を極めたからこそ人の心をわし摑づかみにする説得力を持てたんだぜ。ダ・ヴィンチはなにしろ教会の教えに叛そむいて、人間の死体を解かい剖ぼうしてまで写実性を追求したんだ」

「に、人間を、か、解剖だとっ？　そ、そこまでするものなのか？　おそろしいやつだな、ダ・ヴィンチは!?　絵画の道とは、それほどまでに険しいのか。ううむ」

「それなのに天才・狩野永徳たるものが、人間……しかも自分自身にそっぽを向いて、宝具なんかに頼たよっちゃダメじゃないか」

「そ、それはそうだな。うん……そうだな。これからはもう少し、自分と向き合ってみよう……人物画の写実性とやらを追求するならば自分の身体を見るのがいちばんだしな……もっとも、解剖は遠えん慮りよするが」

　おっ。永徳って意外としおらしい、かわいい、と良晴は思ってしまった。

「だがな相良良晴。等伯の必殺技わざ『侘わび・さび』に対抗するには南蛮の、あるいは未来の最新技術を導入するしかない。ダ・ヴィンチの解剖話を聞いてますますモナ・リザを観たくなったぞ。それなのにフランスが遠すぎてモナ・リザが見られぬ上に、未来へ直接行く道もないのでは、八はつ方ぽう塞ふさがりではないか！　他ほかになにか方法はないのか、方法は？」

　このままでは筆は進まぬぞ！　それでいいのか！　と永徳がまた切れてパイナップルのスライスをやけ食いしはじめたので、良晴は「落ち着け！　落ち着け！」と慌あわてて止めた。

「うん？　待てよ。相良良晴。お前、ほんとうに未来人なんだろうな？」

「ほんとうだってば。証明する方法はないけれどな」

「……なんだ。簡単なことではないか、ふはははは！　相良良晴に命じる！　今この場で、未来の姫武将絵を描いてみせろ！　私がその未来の最新技術を自己流に採り入れて、新たな表現方法を生みだしてやる！」

「えっ、えええええ？　ちょ。ま。俺の絵なんて超ちようへたくそで、そんなもん高名な狩野永徳さまに見せていいレベルのものでは……ピク○ブでもぜんぜんアクセスカウント稼かせげなくて……」

「そうだ。天は、この私に未来画の実物を見せて閃ひらめきを与あたえるために天岩戸を開き、このサルを日ノ本へと送り込んだに違いない！　さあ筆を持て！　未来風の女の子を描いてみせろ！」

「えー。モデルもいないし模写すべき元ネタの絵もないし……無理だよ」

「もでるとはなんだ？　ああそうか。人物画だからな、描くべき人物が目の前にいなければ描きづらいであろうな！　ならば特別に、この私を題材として描くことを許可する！　ふははは！」

「本格絵画なんて習ったことねえよ！　アキバ風の萌もえ絵なら描けるけど、それがもうどうしようもなくへたくそすぎて恥はずかしいんだって！　見せてしまった人に俺が金を払はらわなきゃいけねえレベルだから！」

「ほう？　アキバ風？　萌え絵？　なんだそれは？　そうか、未来の最新流行画風というやつかっ？　すごいではないか、相良良晴！　私は今、四百年先の未来の絵画技法を手に入れるぞ！　これで等伯に勝てる！」

「ファッ？　戦国時代に萌え絵が？　ダメダメ。絵画の歴史が完全に狂くるうからやめちくり～！　今でもすでに日本はＨＥＮＴＡＩの国だと思われているのに、そんな」

「絵画の歴史とか海外から見た日ノ本の印象だとか、そんなものがどうなろうが、私はいっこうに構わんっ！　貴様が私を描かないというのならば私はこんどこそヨーロッパへ渡わたる！　どう計算しても、安土城お披ひ露ろ目めには間に合わんなあ！　さあ選べ！　四年先のモナ・リザか、今この場でお前が私を描くかだ！　ふはははは！」

「……今この場で描かせていただきます」

「やっと承知したかこの愚ぐ図ずめ。さてと。わ、私はヨーロッパ流に、脱ぬがねばならぬのかな。しゃ、写実性とやらのためには必要だな。は、恥ずかしいが、この部屋には今、貴様と私の二人しかいない。問題はない……かな……いかん、私は殿との方がたの前で肌はだを晒さらした経験がなかった。ちょっとどきどきしてきた。ううう、絵画に人生を捧ささげたこの狩野永徳としたことが……」

「ぎゃー！　びっくりするから、いきなり脱ぐんじゃねえっ！　うおお、肌が綺麗っ!?　色が白いっ!?　腰こしのくびれがすげえっ!?　表現力がない俺には語ご彙いが乏とぼしいのが惜おしいが、こ、こ、これはまさしく生きた芸術品だ……！　あっダメ。眩まぶしくてこれ以上直視できない！　やっぱり俺には無理っす！　はあはあはあ」

「こら待て相良良晴！　なぜ鼻息を荒らげるのだっ？　ばばば馬ば鹿か者もの、妙みような気分で見るでないっ！　絵師としての純粋な視線で見ろっ！」

「若いんだから仕方がないよ～」

「仕方がないで済むかっ！　これでは完全に脱ぎ損ではないか。獅し子し丸まるに食わせるぞ！」

「獅子丸？」

「出てこい、獅子丸！　この不届き者のサルを、ちくわ代わりに食ってしまえ！」

「がるっ！」

　たてがみを揺ゆらしながら、一頭の獅子が突とつ進しんしてきて、良晴を前足で取り押さえていた。

「ぎゃあああ！　ららららライオンじゃねーかっ!?　なんでこんなものが戦国の日ノ本にっ!?　しかも、放し飼いっ!?　おかしいですよ永徳さんっ！」

「迫はく力りよくのある唐獅子を描くために、南蛮から買い求めたのだ！　わわわ私の裸はだかを見ておきながら、萌え絵を伝授せぬというのならば、獅子丸に命じて頭からかじらせるぞっ！」

「いかん！　俺に裸を見られて完全にテンパった永徳の目玉が、渦うず巻まきのように回転しているっ！　先生、正気に戻ってくださーいっ！　描かせていただきます、描きますっ！」

「じゃあきりきり萌え絵を描けっ！」

　俺のせいで日本の絵画史四百年が書き換かえられてしまう。萌え絵師の元祖・手塚治虫先生はどうなっちゃうんだろう、と良晴は己の罪の大きさに怯おびえながら、ドレスを脱いで「さっさと描けっ恥ずかしくて死んでしまいそうだっ」と涙なみだ目めになって震ふるえている永徳を前に、大急ぎで小学生レベルの萌え絵を披ひ露ろうさせられることになった──。

　描かなければ、獅子丸に美お味いしくいただかれてしまいそうだったからだ。




　　　　※




　摂せつ津つの伊い丹たみ城──今は「有あり岡おか城」と改名された総構えの巨きよ城じよう。

「おや。朧おぼろ月づき夜よではないか。いつものねこたまではなく、人間を連れてくるとは珍めずらしい」

　伊丹城に割かつ拠きよしていた伊丹家を攻せめ滅ぼし、「有岡城」と改名して難なん攻こう不ふ落らくの要よう塞さい化をはじめていた織田家の新参姫ひめ武将。

　大おお坂さか本ほん猫びよう寺じ跡あと地ちを除く摂津一国三十万石の国主、荒あら木き村むら重しげ。

　その正体は、平安京から忽こつ然ぜんと戦国時代へ流れてきた謎なぞの陰おん陽みよう師じ・朧月夜が契けい約やくした「本朝最後の鬼おに」であるが、村重は鬼になる前の人間時代の記き憶おくをすべて失ってしまっていた。

「ダメねえ。伊丹城を攻め取ったり、こんな巨城に改築したり。織田家内でこんなに目立ってどうするのよ荒木村重。あなたの本来の仕事は、織田信奈や千せんの利休が持っている名物茶器を盗ぬすむわたしの手助けをすることでしょう」

　有岡城の茶室で、村重から「お前からもらった『荒木高ごう麗らい』。あれで茶を飲んだ者は、爆ばく発はつするぞ」と伝えられた朧月夜は、「爆発ですって？　まさか。そんなはずはないけれど……」と眉まゆをひそめた。

　まずいな。朧月夜はどうやら殺人を嫌きらっているようだ。下手をすれば「荒木高麗」を取り上げられてしまう。朧月夜の顔色の変化を見てすぐに察した村重は「なに、冗じよう談だんだ」と誤ご魔ま化かして、「荒木高麗」の話題を打ち切った。

「たちの悪い冗談だわ。驚おどろかせないで頂ちよう戴だい」

「ところで朧月夜。その客人は誰だ。私の正体を泥どろ棒ぼうの一味だと明かしてもよいのか？」

「ええ。この青白い顔をした男が、今回の仕事の依い頼らい人よ。半兵衛ちゃんの病を治すための茶器収集とは関係ないのだけれど、大仕事になるわ。最近では織田信奈たちの警備も厳重になって、なかなか茶器を盗みづらくなってきたでしょう？　盗むだけでは限界がある。茶器を堂々と表おもて玄げん関かんから買いあさるための活動資金が必要なの」

「茶器を買いあさる……そうか。この私に、その役目もやらせるつもりだな。なにしろ荒木村重の茶器狂いは、知らないものがいない。そしてそのための資金を支払う者が、そちらの男か」

「そういうこと。察しがいいわね」

「それがしは、長谷川等伯と申します。朧月夜さまに頼たのめばどんなものでも盗み出していただけると伺うかがい、藁わらにも縋すがる思いで仕事を依頼させていただきました」

　長谷川等伯が、茶を飲みながら自己紹しよう介かいした。

　青白い、瘦やせた男だった。

　一見すると柔にゆう和わそうだが、なにかを思い詰つめたような鋭するどい瞳ひとみの持ち主だった。

「ほう。高名な絵師だな。そなたはたしか、能の登との生まれだったような……うっ、頭が」

　なぜだろう。

　村重は、（長谷川等伯。どこかで会ったような）と己おのれの過去を思いだそうとしてしまい、急な頭痛に襲おそわれた。

「はい。それがしはもともとは能登の仏絵師でした。越前で今はなき朝倉義景さまから『源氏物語』の姫たちを風流に描かけと命じられ、以来、女によ人にん肖しよう像ぞう画がの道に目覚めまして。その朝倉義景さまが織田信奈さまに滅ほろぼされたため、食い詰めて上じよう洛らく。今は堺にて日々注文された姫武将絵などを描いて暮らしております」

「ふん。女人を描かせれば天下一、至高の侘び・さびを描く稀き代だいの売れっ子。狩野永徳と並ぶ天才絵師のそなたが、せこい茶器泥棒の朧月夜などとどういうきっかけで知り合った？」

「村重。せこい茶器泥棒は余計よ。わたしにはとっても大切な使命が」

「ああそうだっけ。朧月夜には、とある娘むすめっ子の病を治したいという泣ける使命があったのだったな。それもまたせせこましい話だが」

「黙だまりなさい」

「村重さま。朧月夜さまは裏の世界では茶器専門の盗とう賊ぞくですが、表の世界では稀代の風流人として名をはせておられます。都の源氏物語愛好家から、生き神様と崇あがめられているのです。それがしもその筋の一人」

　ほう？　源氏物語愛好家の世界ね、と村重は意外そうにうなった。

　長谷川等伯は「村重さまはご存じなかったのですか？」と少し驚いていた。

「私ほどの風流人にもなれば、当世流は行やっているような源氏物語の注ちゆう釈しやく本など不要なのでね。源氏物語は原本しか読まないのだよ」

「なるほど……ですが、それほどの境地に達する者は少ないです。ゆえに都の風流人の間では今、源氏物語の注釈本がたいへん流行っておるのです。なにぶん源氏物語こそは日ノ本の物語の最さい高こう峰ほう。とはいえずいぶんと古い時代に書かれたものですので、今となってはまことに読みづらく理解しづらい箇か所しよも増えました。当時の風ふう俗ぞくや文化、御ご所しよの人間関係などなど、今の人間には正しく理解しようもありません。そこで注釈本がもてはやされることになったのですが──」

「いろんな連中が持ち込んでくる注釈本の監かん修しゆうを、わたしがやってあげているの。あんな、誰だれが誰と恋れん愛あいしただの誰と情事に耽ふけっただのとどうでもいいことばかり書いてある駄だ文ぶんに注解を入れてやるだけで、いい稼ぎになるのよ？」

　とにかく半兵衛ちゃんのためならわたしはどんなことでもやるわ、銭ぜにになるのならなんでも、と朧月夜は胸を張った。

「朧月夜さまの平安王朝時代に関する博識には誰もが驚くばかり。今では先の関白・九く条じよう稙たね通みちさまや、現関白の近この衛え前さき久ひささまといったそうそうたる面々が、家に伝わるいにしえの注釈本や、ご自分で書かれた源氏物語の注釈本の草そう稿こうを朧月夜さまのもとに持ち込んで添てん削さくしていただいているのです」

「ほう。私が伊丹を攻こう略りやくしている間に、都ではそんなことになっていたとは……」

　朧月夜は、彼女自身の言葉を信用するならば平安時代から流されてきたのだから、当時の文化や御所の事情に詳くわしいのは当然である。村重は苦く笑しようした。

「もっとも、源氏物語に描えがかれているいにしえの京の都と、今の京の都の歴史は、異なっている点もあるけれどね。なにしろ現実の世界では、みかどが女だものね」

　言われてみればそうだな、源氏物語の世界ではみかどが男だ、あれは恋愛物語を盛り上げるために紫むらさき式しき部ぶが採用した架か空くうの設定だと思っていたが、違ちがうのか？　と村重は首をかしげた。

「しかし朧月夜。そのような仕事があるのならば、公く家げどもから資金を集めれば茶器集めも簡単になると思うが？　泥棒稼か業ぎようなど必要あるまい」

「それがそうでもないのよ。公家衆の多くは戦乱の中で荘しよう園えんを奪うばわれた食い詰め者だから。余よ裕ゆうがあるのは、織田信奈陣じん営えいに寝ね返がえって領地を回復した近衛前久くらいかしらね」

「ふん。今の世はやはり武士の世ということか。武士の世なのに、雅みやびな源氏物語が尊ばれるというのも不思議な気がするが、人々は血なまぐさい戦乱の時代を生きているからこそあのような夢物語の如き王朝絵巻に心こころ惹ひかれるのかもしれぬな。かくいう私とてそうだ」

　村重がわざわざ伊丹城を奪って難攻不落の総構えを誇ほこる有岡城として改修しているのも、池いけ田だ勝かつ正まさに襲われた時の恐きよう怖ふがいまだに身体からだに残っているためでもあるが、それよりもなによりも、夜な夜な悪夢にうなされるためだった。

　毎晩、同じ夢を見る。

　どこか、遠い国の豪ごう華かな御ご殿てんに、村重はいる。

　源氏物語の姫たちの立ち姿が屛びよう風ぶに描かれた、壮そう麗れいな御殿だ。

　夢の中で村重は、戦いくさから目を背そむけてその御殿にひきこもっている。

　しかし、火矢が次々と放たれて、御殿も屛風もすべて、焼けてしまう。

　けんめいに源氏物語の姫たちを守ろうとする村重自身の身体も、ついにはその業ごう火かに焼かれてしまう。

　耳元に、幼い舌足らずな錬れん金きん術じゆつ師しの声が聞こえる。

『テオフラストゥス・フィリップス・アウレオールス・ボンバストゥス・フォン・ホーエンハイム。汝なんじが導きだせし秘密アルカナの力によって、かの忌いまわしき霊れいを滅めつせよ』

　霊？　この私が、忌まわしき霊だと？

　教えてくれ。私はいったい誰なのだ。鬼になる前、私はどのような人間として生き、どのような生しよう涯がいを過ごしていたのか？

　私にとって織田信奈とは、何者なのか？

　そこで、目が覚める。

　目覚めた瞬しゆん間かんに、激しい恐怖を感じる。

　焼け落ちる。

　いずれ、私の屋や敷しきは再び業火によって焼き尽つくされてしまう。

　籠ろう城じようしなければならない。

　小お田だ原わら城のような、町ごと総構えの堀ほりで囲んでしまう壮そう大だいな城を作って、籠城しなければならない。

　もう二度と、業火に焼かれぬように。

　ただ私自身の魂たましいを守るためだけではない。

　私が憧あこがれてやまない源氏物語の美の世界を、無残に焼かせてはならない。

　あの夢の中に出てくる美しい屛風絵はもう地上に遺のこされてはいないが、私の手て許もとには平安の昔より伝わる貴重な源氏物語の古本がある。朧月夜からもらったものだ。

　地上に現存する源氏物語のうちで、おそらくはもっとも古いものだ。

　これだけは、絶対に焼かせてはならない──。

　そのためには。

　私には、芸術を、人工の美を守る力が、必要だ──。

　だから村重は、天然の要害だった伊丹城に目をつけ、攻略し、大がかりな改修をはじめたのだ。

　村重が（おかしい。この等伯という男の顔を見ていると、妙みように不安になってくる。まだ昼間だというのに、あの夢が脳のう裏りに蘇よみがえる。早く総構えを完成させねば）と爪つめを嚙かんでいると、等伯が切りだした。

「村重さま。それがしが盗んでいただきたいものは、茶器ではございません。織田信奈さまがやまと御所に返へん還かんした三種の神器を、盗んでいただきたいのです」

　等伯は、一いつ介かいの絵師とは思えない大だい胆たんな用件を、切りだしていた。

「そんなものを、なんのために？」

「至高の女人肖像画を、この目で見るためです」

「至高の？　女人？　肖像画？」

「南蛮の宣教師から聞きました。レオナルド・ダ・ヴィンチなる絵師が描いたモナ・リザこそが、人類史上最高の女人肖像画であると。これを超こえるものは数百年先の未来にも現れないと。どうしても、この目で見たいのです。南蛮船を用いれば、往復四年はかかります。どれほど急いでも三年近くを要するでしょう。ですが三種の神器を集めれば、たちどころに天岩戸を開いて未来へ渡わたることができますゆえ」

　馬ば鹿かな。源氏物語の姫ひめたちを超える女人像などありえぬ、まして南蛮絵とは、と村重は笑いたくなったが、等伯は鬼き気き迫せまる形相で村重をにらみつけてくる。

「それがしもかつて、朝倉義景さまのもとで源氏物語の姫たちを描いた絵師です。朝倉さまから多大な援えん助じよをいただき、あの困難な仕事をやり遂とげたことで、それがしは源氏物語を通じて日ノ本古来の美意識──侘わび・さび・風流の世界を現出させることができたと思います。すべては朝倉家の滅めつ亡ぼうとともに焼けてしまいましたが……ですが、あれらの絵もそれがしにとってはまだ不完全であり未完成なのです！」

「……不完全、だと？」

「天岩戸を開いた際、天空に浮うかび上がった織田信奈さまの、天女のように神こう々ごうしくもありながら同時にどうしようもなく生々しい人間の娘としての姿。聖なるものと俗ぞくと呼ばれるもの、まばゆいばかりに純真な魂と人間の性さがに縛しばられた肉体。あの天空に映し出された織田信奈さまの矛む盾じゆんを孕はらんだお姿こそ、夢と現実の垣かき根ねを取り払はらってそのことごとくを体現した完全なる女人の美。それがしは、あのような至高の女人をこの手で描きたいのです！　そのために、どうしてもモナ・リザが見たいのです！」

　この男もまたなにかに取り憑つかれている、と村重は思った。

「織田信奈さまは、安土城天主に飾かざる姫武将絵を狩野永徳に依い頼らいしました。それがしの描く女人にご不満があったようです。等伯はいにしえの王朝時代の姫を描かせれば上う手まいけれど、今の織田家の姫武将たちを題材に描かせれば繊せん細さいすぎて弱々しくなる、と。それで、この栄はえある仕事を、あの狩野永徳に！　それがしを能登の田舎いなか者ものと蔑さげすむ尊大な小娘に！　ですが、信奈さまのお気持ちは痛いほどに理解できます。姫武将はただ美しく可か憐れんなだけではなく、強いのです。それは人間としての強さ、生の肉体と意志を持った存在としての強きよう靭じんさです。その姫武将の強さを、それがしの筆は表現しきれていないのです。可憐さと強さ、美しさと生々しさは相反する属性。その両方を同じ人物像の中に描け、と信奈さまはおっしゃっているのです」

　村重は、この長谷川等伯という男の依頼を受けてみたくなった。

「野生の動物や自然の風景が持つ華はなやかさ、強さを描くという点では、狩野永徳はそれがしのはるか先を行っています。しかも永徳は年とし頃ごろの少女ゆえ、いずれは恋こい心ごころに目覚めて繊細可憐な風流の世界にも目を向けましょう。それがしはこのままでは永徳に敗やぶれます！　それがしは天下一絵師の名声など望みませぬが、あの者だけにはどうしても負けたくないのです！　それがしの絵師としての今後の稼かせぎすべてを、三種の神器に投じます。なにとぞ、三種の神器を！」

「三種の神器はもう力が涸かれて使えないという噂うわさだけれど、わたしならなんとかできるかもしれないわ。もしかしたら半兵衛ちゃんの病を治すことだって」

　朧月夜に借りを返すためにこれまでは不承不承茶器泥どろ棒ぼうの手助けをしていたが、これは私自身がなすべき私の仕事だ、と村重は確信していた。

　竹たけ中なか半兵衛の病の治ち癒ゆなどどうでもいい。長谷川等伯の仕事を完成させてやりたい、この男が描えがき出す至高の女人絵が見たい、それが織田信奈を題材とした絵であれば最高だ、と村重は望んだ。

「……三種の神器はもうまもなく、もとあった場所へそれぞれ戻もどされる。熱あつ田た神宮や伊い勢せ神宮などへだ。だがその前夜、本ほん能のう寺じに三種の神器を集めて姫武将だけで『最後のお茶会』が開かれる。三種の神器を揃そろえ集まる最後の夜に開く茶会、という意味らしい。織田信奈、千利休、竹中半兵衛、黒くろ田だ官かん兵べ衛え、さらには相良良晴の妹たちが集つどうという。この私も織田家に仕えて以来台頭著いちじるしい新参姫武将として招かれている──天が与あたえたもうた好機だな」

　おお！　と等伯が目を輝かがやかせて、村重の手を取った。

　ふん。「荒木高麗」を用いて死人を出すかもしれぬが朧月夜には黙だまっておこう。この本能寺の茶会で私がもっとも警けい戒かいすべき者は織田家随ずい一いちの知ち恵え者、竹中半兵衛なのだから、と村重は思った。







　　　巻ノ四　家いえ久ひさちゃん上京日記







　時は戦国。所は山やま城しろ国、京の都。

　天下人・織お田だ信のぶ奈なが定宿としている、本ほん能のう寺じ。

「三種の神器」が一堂に集まる本能寺でのお茶会を控ひかえ、天才絵師・狩野かのう永えい徳とくに安あ土づち城の天主を飾る絵の催さい促そくを仕し掛かけてきたばかりのわれらが相良さがら良よし晴はるに、信奈から新たな命令が下されていた。

　まずご褒ほう美びをくれ！　約束の！　ご褒美！　と徹てつ夜や明けの良晴がせっついたが、信奈は「ダメよ。日数ばかり使って、結局永徳から絵を取ってこなかったでしょ。お駄だ賃ちんはせいぜい小こ粒つぶ銀一粒ってところね」と相変わらず恩賞に関してはケチ臭くさかった。

「たしかに永徳の絵はまだ完成していないが、俺は徹夜して永徳に未来の萌もえ絵を伝授してきたんだぜ？　あいつは『筆が進む……！』となにやら開眼したみたいで、きっと傑けつ作さくが誕生する。だから、前まえ払ばらいを。せめて接せつ吻ぷんだけでも」

「ダーメ。一枚も絵を取ってきていないのに接吻だなんて」

「そ、それじゃ、せめて、その、む、む、胸、胸を……ちょっとだけでいいから、服の上からでいいから、軽～く、さ、さ、さ、さわら」

「鰆さわらがどうしたの？　それ以上いやらしいサル顔で卑ひ猥わいな言葉を口走ったら、斬きるわよ？」

　信奈にいいようにこき使われているなあ俺、と良晴は泣きたくなった。だが惚ほれてしまった弱みで、新たな仕事を断れない。

「次の仕事は『接待』よ。いいこと良晴？　日ひノの本もとのいちばん端はしっこのド田舎の秘境から、お年頃の姫武将が伊い勢せ参まいりに来るの。途と中ちゆうで都に立ち寄るから、あんたが接待をしておいて。わたしは天下布武の仕事で忙いそがしいの」

「日本のいちばん端っこって、奥おう州しゆうか？　それじゃ上じよう洛らくする姫武将は梵ぼん天てん丸まること伊だ達て政まさ宗むね？」

「伊達政宗の勢力は端っこじゃないでしょ？　そもそも端っこと言えば、九州の薩さつ摩まに決まってるでしょ」

「ああ、島しま津づ家か。島津一族は戦せん闘とう民族だとばかり思っていたけれど、伊勢参りに興じる風流趣しゆ味みもあったのか」

「島津家は、義よし久ひさ・義よし弘ひろ・歳とし久ひさ・家久の四姉妹しまいが仕切っていて、キリシタン大名である豊ぶん後ごの大おお友とも宗そう麟りんとは不仲。いずれ両家は九州の覇は権けんを賭かけて激げき突とつすることになるはずよ。南なん蛮ばん貿易を重視するわたしとしては大友宗麟と友好関係を深めておきたいのだけれど、国内ではじめて種たね子が島しまの量産体制を確立した島津家の強さは異常らしいの。宣教師たちを国外追放しておきながら種子島だけはちゃっかり量産して戦術に採り入れるんだから、島津家はただの古くさい田舎大名とは違ちがって本気で手て強ごわいわ」

「そりゃあまあ、戦国時代屈くつ指しのチート一族だからな……兵も精強。尾張おわり兵十人に対して薩摩隼はや人と一人くらいの戦力差がありそうだ」

「そう。だから、島津にもいい顔はしておきたいの」

「強い相手には下手に出るのが織田家の外交だよな」

「一言多いのよ！　今回伊勢参りに来るのは、末すえ娘むすめの家久よ。三人の姉にかわいがられて育てられてきた気位の高いお嬢じようさまらしいから、くれぐれも扱あつかいには気をつけてね。歳としが若くて血気盛さかんなぶん島津家でも屈指の戦せん闘とう狂きようらしく、怒おこらせたらなにをされるかわからないわ」

「だよなあ。たとえ一対三千でも切れたら合戦をはじめるよなあ、島津家の人間は。そそうのないように注意するよ」

「もちろん、役得とばかりに家久を口く説どいたりしたら打ち首よ！」

「わかってるよ。それで具体的には、どんな接待をすればいいんだ？」

「家久は恋こいに恋するお年頃の姫なので、伊勢へ向かう途中で都に立ち寄って『源げん氏じ物語』ゆかりの地を巡めぐりたいらしいの。地元での合戦の日々からしばし離はなれて、恋する乙女おとめ気分を満まん喫きつしたいんじゃないかしら？　末っ子って、いいわねえ」

　現代風に言えば歴女の聖地訪問ツアーみたいなものか、と良晴はざっくり理解した。

「俺は戦国時代専門。王朝文学には詳くわしくないから、その道に詳しそうな面々に手伝ってもらおうかな？」

「そうね。そうしましょう。島津は日ノ本屈指の名門で、出来星大名の織田家を侮あなどっているの。どうせだから最高の接待というものを見せてやろうじゃない！　お歯黒関白・近この衛え前さき久ひさを招集しましょう」

「近衛のおっさんまで動員するのか？」

「ええ。島津家の連中って、織田家の権けん威いはなんとも思っていないのに、近衛家のことは主しゆう筋すじだと信じていてすごく恭うやうやしいのよ」

「島津は戦国時代から勤王派だったんだな。キリシタンも打ち払ってるし、藩はんの性格って変わらないんだな」

「藩ってなに？　それにしても京の都って、源氏物語のご当地巡りと神社仏閣巡りで何百年食いつなぐつもりなのかしらね？　そもそも源氏物語ってそんなに名作？　だらしない浮うわ気き者の男が、あちこちの姫を食い散らかすってだけの話じゃないの？」

「いや。光ひかる源氏の場合は、しょうがないんじゃないか？　生まれてすぐに母親を失い、少年時代に愛した藤ふじ壺つぼは自分の父親であるみかどの妻だぜ。光源氏は、いつも女性の中に藤壺の面おも影かげをずっと追っていたんだ。未来語で言えば、母性本能というものをくすぐる男だったんだと思う」

「あらそう。浮気男を擁よう護ごするの？　わたしは自分の旦だん那な様が浮気し放題だなんて絶対に耐たえられないわ。わたしが紫むらさきの上うえだったら、光源氏の両足を切断して歩けなくして、一生自分の館やかたに閉じ込めておくけれどもね！」

「本気で言ってそうで怖こわいよ！」

「わたしは短気だもの。鳴かぬなら殺してしまえホトトギスって言うじゃない？」

「お前の場合は、短気というより猟りよう奇き……」

「とーにーかーくー！　家久が織田家に一目置くような豪ごう華かな接待をお願いね！　接待に成功したら、こんどこそご褒美をあげるわ！」

　もしも光源氏の正妻が信奈だったら、光源氏の華か麗れいなる女性遍へん歴れきはいっさいなかったことになったんだろうなあ、と良晴はため息をついた。




　　　　※




「おお、ここが京の都！　美しか！　噂にはもっと荒あれ果てていると聞いちょったが、織田信奈が町を整備したらしか」

　この日。はるばる九州は薩摩から上洛してきた一人のきゃしゃな姫ひめ武将がいた。

　年の頃ころは十四、五歳。強気そうな顔立ちで、「合戦真っ最中」の迫はく力りよくと殺気を小こ柄がらな全身から放っている。

　実は彼女は都までの長い道中、山さん賊ぞくや海賊に襲おそわれたり、逆に自分から「悪党成敗！」と賊を蹴け散ちらしに悪の巣へ飛び込んだり、関所を破ったりと大わらわだった。そのために姫武将の鎧よろいのあちこちは傷いたみ、目は血走っていた。

　背負った旗には、赤い十字の家か紋もんが。十字と言ってもキリスト教とは関係がない。全国規模で恐おそれられている「丸に十字」の家紋だった。

　丸に十字、現る！　京の町衆たちはパニックに陥おちいった。

「出たあああ！　あの丸十字の旗は……」

「鬼おに島津の家紋やあ！」

「あかん。薩摩隼人が都に攻せめ上のぼってきた！」

　そう。薩州島津家の家紋こそが「丸に十字」。薩摩人は古代より「隼人」と呼ばれ、最強の純じゆん粋すい戦闘民族として恐れられてきた。都人にとっては、人間というよりも「鬼」に近い。そしてその薩摩隼人を鎌かま倉くら時代から統とう率そつしている一族こそが島津家。

　だから丸十字の旗を見た町衆たちは、いっせいに荷物をまとめて都から脱だつ出しゆつしはじめた。

　当の姫武将は馬上でゆらゆらと揺ゆられながら、おぼつかない筆運びで日記を書いている。

『おいの名は島津家久。薩摩大おお隅すみば治め九州制せい覇はの野望に燃える島津四姉妹の末娘。特技は軍法戦術を練り戦いくさに勝つことと、種子島を撃うつこと。じゃっどん、今回の旅の目的は伊勢を詣もうで、源氏物語ゆかりの地を回って恋れん愛あい運を摑つかむことぞ。はぁ。素す敵てきな殿との方がたとの縁えんがほしか～』

　こんなかわいい日記を書きながら、（こげん日記を他人に読まれたら恥はずかしか！）と全身から闘気を放って都人を震しん撼かんさせている姫武将。彼女が、島津家久だった。

　最近ようやく恋に恋するお年頃になった家久だったが、日夜合戦に明け暮れる戦闘民族・島津家の縄なわ張ばりにいては恋も風流も夢のまた夢。特に、堅かた物ぶつの次姉・義弘が「まだ子供のくせに源氏物語など読まないように。戦と恋は両立しない。その歳で色に目覚めたら武力が落ちる、家久にはまだ早い」と小うるさい。そこで家久は一大決心し、伊勢参りと源氏物語の名所見物の旅に出たのだった。国元ではなかなか巡り会えない良縁、運命の殿方との出会いを期待しつつ。

「憧あこがれの都で、運命の殿方、光源氏のような貴公子との出会いがあるかもしれん。心の臓がどきどきしてきよった」

　家久が「源氏物語」のお姫さま気分に浸ひたりつつ緊きん張ちようしながらぐるりと大通りを見み渡わたすが、残念ながらその鋭するどい視線はまさに戦場で敵を狙ねらう修しゆ羅らそのもの。

　町衆たちは「ひい。鬼島津が『首置いてけ！』と叫さけんでいるう」「都が侵しん掠りやくされるう」と怯おびえ、ついには「ぶぶ漬づけ」を盆ぼんにのせ路上の家久を取り囲んだ。

「どうかお帰りください、鬼島津さま！」

「お怒いかりをお鎮しずめください！」

　京の町衆がぶぶ漬けを出してきたということは、遠回しに「帰れ」と言われているわけである。田舎いなかから来た家久にもそれくらいはわかる。

　まさか、田舎娘のおいには風流な恋をする資格がないと駄だ目めだしされた？

　短気な家久は「無礼者！」と激げき怒どして馬から飛び降り、大地に次々と日本刀を突つき立てはじめた。

「うー。みんなして、おいを鬼扱い。とぜんねぇ！　これでは風流のかけらも味わえん。恋の花も咲さかん。かくなる上はいっそ都で一暴れしてやるど！」

　ひぃ合戦がはじまってしまう、と町衆たちが腰こしを抜ぬかしてへたり込んだ。

「敵兵三千までならおい一人で勝てるど！　所しよ詮せんおいに恋など無理じゃった！　やはり、おいは薩摩のいくさびとぞ！」

「「「ひええええええ！」」」

　だがこの時、騒そう然ぜんとする町衆たちをかきわけて、接待役を仰おおせつかった相良良晴が駆かけつけてきた。

「どうしていきなり合戦がはじまろうとしているんだ？　みんな、だいじょうぶだから！　逃にげなくていい！　この子は薩摩から京見物に来ただけなんだ、都を焼き討うちに来たわけじゃないから！　ほらほらぶぶ漬けをしまって、しまって！」

「おお。その黄金のひょうたんの旗印は？　おはんが噂うわさの、織田信奈のサル!?　織田家の中国方面軍司令官がじきじきにおいを接待してくれるとは。あいがとさげもす」

「え？　愛が土佐毛モス……なんだって？」

「ありがとうございます、って言ってあげたのっ！」

　鬼島津さまが日ノ本語をしゃべった、と町衆たちが歓かん声せいをあげた。

　これが、薩摩の島津家久と相良良晴の、意外な場所での初対面だった。

（ひったまがった～。都ではじめて出会った殿方がおいの光源氏になるかもしれんと思っとったけれど、まさか相良良晴とは!?　顔はサルみたいじゃが墨すの俣また一夜城を築き金かねヶが崎さきで殿しんがりを務めた英えい雄ゆう。島津の婿むこにふさわしい経歴と実績。じゃっどん、相良良晴は織田信奈の恋人だったはず）

　家久は内心（うんにゃ！　相良良晴は恋人持ちの殿方ぞ。他人さまの恋人ば横取りするは乙女ではなか！）と動どう揺ようした。

　その動揺を悟さとられまいと、ツンと澄すましてみせた。

「君が薩摩のチート一族・島津四姉妹中戦闘力最強の島津家久ちゃん、軍法戦術担当の鉄てつ砲ぽう玉だまか。でも、ぶぶ漬け出されたくらいで合戦準備とは、好戦的すぎるよ」

「うむ。相良さぁ、おいが島津家久ござんで。お見知いおきを」

「甥おいが、誤算で？　尾美氏？　伊尾木？」

「『わたしが島津家久よ、以後お見知りおきを！』って言ったのっ！」

「怒おこった時だけ、訛なまりのない言葉がしゃべれるようになるんだな」

「これでも本州弁にうんと合わせてやっとう。この程度の薄うすい薩摩弁もわからんのんか、おまいは？」

「ごめん。昔、幕末を扱った大河ドラマで薩摩弁は聞き慣れていたつもりだったんだけどな。あれはネイティブじゃないからな。ガチの薩摩弁は外部の人間には聞き取れないらしいし」

「おまいこそ意味のわからん言葉を次々と。都人の連中はおいを見ただけで鬼呼ばわりしとうし。これでも薩摩では美人だとちやほやされとったのに、ちっと自信がなくなってきた……やはりおいはいくさびと、薩摩隼人じゃった。恋などする資格はなか。よろしい、ならば合戦ぞ！　おいは合戦が好きじゃ！　夜討ちが好きじゃ、朝駆けが好きじゃ、種子島の硝しよう煙えんの香かおりが好きじゃ、一いつ騎き討うちが好きじゃ、釣つり野の伏ぶせが好きじゃ、捨て奸がまりが好きじゃ、九州にキリシタンバテレンの王国を築こうとする売国の徒どもを殲せん滅めつする一心不乱の大合戦を思い浮うかべただけで胸が躍おどるど！」

「いやだから、とりあえず地面に大量に突き立てている日本刀の数々をしまおうね？　恋ができないから合戦だなんて、都では通らない修羅の理り屈くつだからね？」

「のう、相良良晴？　家久って、もじょか？」

　良晴は慌あわてた。

「もじょ？　もしかして『喪も女じよ』のことか？　知らなかった！　戦国時代にすでに『喪女』という痛ましい言葉があったとは！　やばい！　姫武将の風習のせいで婚こん期きを逃のがす娘むすめさんがたが続々と生まれているせいか？　すでに合戦準備をはじめている家久ちゃんをこれ以上怒らせたら接待が台無しになる！　というより京の都が灰かい燼じんに帰きす！」

「なにを騒さわいどる、相良良晴？」

「だいじょうぶだ家久ちゃん！　君は、ぜんぜん喪女じゃないよ！」

「んにゃんにゃ！（涙なみだ）」

　もじょとは、薩摩弁で「かわいい」の意味。

　都人に鬼扱いされている家久は、おそるおそる「家久はかわいいか？」と良晴に聞いてみたのだった。それを全力で否定されたので、気位の高い家久はすっかり涙目になってしまった。

「うう～。都ではじめて出会ったおのこに、面と向かってかわいくないと言われとう！　屈くつ辱じよくぞ！」

　家久は涙目で震ふるえながら、すぐさま、日記に書き込んだ。

『織田家家臣団その壱いち。相良良晴。傍ぼう若じやく無ぶ人じんで失敬なサル面冠かん者じや。武力推定十三、外交力三十、魅み力りよく五、内政力・統率力不明。このおいをかわいくないと言ってのけた無礼者ぞ。これよりこの生き恥はじを雪すすぐべく都で挙兵し、こやつの首を盗とる！』

　家久の「殺す」宣言！　良晴危あやうし！

「へえ。薩摩の女の子は、んにゃんにゃって叫ぶのか。かわいいなあ」

「……か……」

　家久はかあっと頰ほおを赤らめ、（最初からそう言え）と唇くちびるを尖とがらせて、日記に書き込んだ物ぶつ騒そうな一文を墨すみで塗ぬって取り消した。

　そして、余白にこっそりと書き書きした。

『少々勘かん違ちがいばしとった。おいをかわいいと言ってあっけらかんと笑ってのけるおのこははじめてぞ。今いま源氏と呼ばれるのは伊だ達てではなか』

　島津家が生みだした最強の戦せん闘とうマシーン・島津家久の戦場におけるターゲット殺傷能力は、戦国時代随ずい一いち、いや日ノ本の戦史上最大の異常さを誇ほこる。つまり良晴はからくも命拾いしたのだが、本人は「島津家久ちゃんか。清純で凜り々りしい顔立ちとほんわかした薩摩弁とのギャップが、やけにかわいいじゃねーか」とときめいていて、ぜんぜん気づいていない。

「に、二度言わなくてもよか！」

　今回ばかりは良晴の女の子好きの性しよう分ぶんが、自らの命を、そして京の都を救ったのだった。

　さすが相良良晴は天下一の女好き！　鬼島津さまが日本刀をしまいはじめた！　と町衆たちが泣きながら拍はく手しゆした。

「相良さぁ。どうも薩摩弁混じりのおいの言葉と畿き内ないびとのほんものの本州弁とでは、うまく会話がかみあわん。三人の姉者は本州弁を綺き麗れいに話せるが、おいは本州弁を話すのは苦手ぞ」

「そうか？　君は怒った時には、綺麗でかわいい本州弁を叫んでいるぜ？　俺らの言葉を『本州弁』と呼んでいいのかどうかよくわからないけど」

「そ、そいはきっと、切れると頭が空っぽになるから……」

「要は慣れだな。都に滞たい在ざいしているうちにすぐに慣れるよ。それに、薩摩弁をしゃべる女の子ってかわいいから、そのままでもいいんじゃないか？」

「ななな何度もかわいいって言わなくてよか！　いちどで十分ど！」

「なんで？　いいじゃないか減るもんじゃなし」

「はあ、ふわあ。頰がほてって……ちんちん暑くなってきもした……」

「ち、ちんちん？　君は、男の娘こだったのかっ？　かわいい子だなあと思いきりときめいていた俺には、衆しゆ道どうの素養があったのか!?　俺は……もう終わりだあ！」

「んにゃんにゃ!?　相良さぁ、おいは正しよう真しん正しよう銘めいの乙女おとめぞ！　頰がほてって『だんだん』暑くなってきた、と言うたんじゃ！　ちんちんは薩摩弁じゃ！」

「な、なあんだ。焦あせったぁ。半はん兵べ衛えちゃんの『わたし、おめん子なんです』以来の衝しよう撃げきだったぜ……」

「おめん子ってなんじゃ？」

「わーっ、その言葉を乙女が口にしてはいけない！　美み濃の弁で『人見知りする子』って意味だよ。それじゃあ誤解も解けたところで、さっそく風流源氏物語の名所見物だ！」

「んにゃ！　憧れの源氏詣でに行くが！」

「この時代の姫ひめ武将って源氏物語好きが多いなあ。どのあたりが好きなんだ？」

「むろん恋こい！　おいも光源氏のような殿方と、燃え上がるような恋をしてみたか！　おいは薩摩の修羅ぞ。生まれてからずっと合戦に明け暮れる毎日じゃったが、乙女に生まれたからには恋も知りたか！」

「地元薩摩にいい人はいなかったの？」

「薩摩男児はみな忠誠無比な島津家の家臣ど。主しゆう筋すじの姫と恋に落ちる不ふ埒らちな男はおりもはん。なにぶん、義弘ねえが『武士にとって恋は御ご法はつ度と』と厳しくていかん」

「そうか。つくづく姫大名とその一族って結けつ婚こんの自由がないよな。戦国の世の習いと言えばそれまでだけど……それで姫武将たちは源氏物語に憧れるのかもなあ」

「その点、主君と恋する相良さぁは自由じゃの！　下げ克こく上じようぞ、肝きもの太か男ぞ！　ほんものの恋とは、よかものか？」

「……あ、ああ。まあ、よかったり悪かったり、楽しかったり辛つらかったりってところかな……？　一言じゃ言い表せないよ」

「おお。今の相良さぁの横顔、大人っぽか！　そ、そ、それで、み、都での、こ、こ、恋人との契ちぎりというのは、ど、ど、どういう感じぞ……？」

「そんな潤うるんだ上うわ目め遣づかいで過激なことを尋たずねないでくれ！　まだ俺は女の子と契りを交かわしたことがないんだよっ！」

「え？　なぜじゃ？」

「信奈とは祝しゆう言げんをあげられない関係である以上、お互たがいになかなか踏ふん切ぎりがつかないんだよな」

「んにゃんにゃ!?　そうだったんか？　織田信奈も相良さぁも、意外と堅かたか！　おまいらをちっと好きになったど！」

「うーむ。なんて純真な女の子なんだ。薩摩の大地ですくすく育ったんだなあ。話しているだけで、心が洗われるようだ」

「大地ですくすく？　おいは薩摩大根ではなか！」

「誤解だから抜ばつ刀とうしないでくれっ！」

　かくして「家久、お上りさん扱あつかいに切れて大暴れ」という第一の危機は回かい避ひされた。

　この日、良晴は家久接待のために、源氏物語に詳くわしそうな面々を動員していた。良晴自身は、一ひと癖くせも二癖もある面々の調整役を務める予定だ。

　ところがその面々の中に、危険な人物が入っていることに、もちろん良晴は気づいていなかった。




「はいはいはいはい！　源氏物語ならば十じゆう兵べ衛えにお任せです！」

　家久と良晴の源氏物語ツアーは、源氏の正妻・葵あおいと源氏の愛人・六ろく条じようの御み息やす所どころの車争いという修しゆ羅ら場ばが発生した「葵祭」で知られる下しも鴨がも神社を皮切りにスタート。

　ここから、明あけ智ち光みつ秀ひでがツアーコンダクターとして合流。

「私が織田家随一の花形姫武将、かしこいかわいい明智十兵衛光秀です！　初めまして家久どの！　たしか種子島がお好きだとか。十兵衛もなのです！　どうぞ、堺さかいの今いま井い宗そう久きゆうどのの店が開発した新型の弾だん薬やくですう。お使いください！」

「えっ？　織田家と島津家はいずれ闘たたかうかもしれんのに？」

「その時には、織田家ではさらなる新型弾薬を導入しているから問題ないです♪」

　おでこが広いけれどこれは頭のよさそうな美人ぞ、しかも剣けんの腕うで前まえもただ者ではなか、と家久も光秀の実力を認めて意気投合。

「家久どの。葵祭では行列を見物する際の席取りがなによりも重要！　葵祭はいわば姫同士の戦場だったのですう。源氏物語『葵』の巻ではそんな戦場で源氏の妻と愛人が鉢はち合あわせになり、それはもうおぞましい修羅場に！」

「んにゃ。六条は見事に葵の首を盗ったど！　日本刀で、ずばーっと、憎にくい怨おん敵てきの首を頂ちよう戴だい！　六条に『天あつ晴ぱれ』！」

「いえ記き憶おく違ちがいです家久どの。勝ったのは葵ですし、日本刀で首を刎はねたんじゃないです！　車争いで牛ぎつ車しやを破は壊かいされて緒しよ戦せんに敗北した六条は、生き霊りようとなって葵に取り憑ついて殺したんですう！」

「そげん搦からめ手てで？　都の女はおそろしか。生き霊だなんて、そげんもの薩摩隼人でも防げん……ぶる、ぶる」

「勝てばよいのです、勝てば！　たとえ武力で劣おとっていても、生き延びさえすれば執しゆう念ねんと怨おん念ねんで最終的に勝利することができる！　源氏物語はそういう人生の教訓を後世に残してくれたのです」

　怨念かよ！　嫌いやな教訓だな、と戦国ガールズトークを傍ぼう観かんしていた良晴が思わず口を挟はさんできた。

「家久どの。正妻のほうが倒たおされて愛人が生き延びたというあたり、諸行無常の下克上を感じますね！　そう。なにも正妻に遠えん慮りよすることはありませんです。愛する殿との方がたが欲ほしければ生き霊になってでも奪うばい取ってしまえばいいのです、これぞまさに恋の下克上！　相良先せん輩ぱいもいずれはこの十兵衛のものに……ふ、ふ、ふ」

「おお。恋も戦いくさ！　明智さぁにいいことを教わった。ならば、おいにも恋はできる！　おいも、来たるべき初恋の際には遠慮することなく恋こい敵がたきの首ば盗るど！」

「ああほら。無む垢くな家久ちゃんがどんどん染まっていく。よくないぜ、そういう古典文学の曲解は」

　相良良晴がなにやら慌てているが、家久は自分の前ぜん途とに新しい希望の光が見えてきた気分だった。そう。すでに恋人がいたって、たとえば織田信奈から奪い取っても構わない……んにゃっ？　なぜおいは相良良晴を奪うつもりに？

「それでは、本日これより『源氏物語』の講こう釈しやく会が開かい催さいされる鞍くら馬ま寺に参りますぅ。鞍馬寺では恒こう例れいの料理対決ですよ先輩。家久どのにお互いの新味料理を馳ち走そうして、受けを取ったほうが勝利です！　負ければ安土城の厨ちゆう房ぼう係！」

「ふ、ふ、ふ。安土城の厨房係はともかく、未来人の俺が料理対決で後おくれを取るはずがねー。料理の腕はからきしだが、半兵衛ちゃんに調理を手伝ってもらったからな！」

　むっ。家久は唇を尖らせた。この二人はずいぶんと仲が良すぎる。噂うわさ通り、あやしい。『明智光秀は知力九十、武力推定八十六、外交力九十二、魅力八十二という超ちよう一流武将。織田信奈の家臣じゃっどん、天下人の器うつわこれあり。こまごまと親切な娘むすめなれど恋も戦も下克上上等で、案外と根は修しゆ羅らの一族ぞ。なによりも相良良晴にどっぷり惚ほれていそうで、ちっと腹立たしか～』──と日記に筆で書き書き。

　良晴が、緊きん張ちようのあまり鋭するどい視線を飛ばす家久の肩かたをぽんと叩たたいて、声をかけた。

「きゃっ？　に、に、日記を見ちゃダメぇ！　斬きるわよ！」

「見てない見てない。料理対決も楽しみだが、鞍馬山には源氏物語好きの豪ごう華かな面々が集まっているぜ家久ちゃん。たとえば、関白・近衛前久のおっさんだ」

「か、関白さまがっ!?」

　島津一族はやまと御ご所しよに絶対的忠誠を誓ちかう一族。しかも島津家は近衛家が九州に所有していた荘しよう園えん・島津荘の地頭から出発した家だけに、ほとんど主従の関係といってもいい。つまり近衛家といえば島津の人間にとっては文字通り、風流世界と貴族社会の頂点に立つ貴族の王。一人で都を相手に合戦をはじめようとしたさすがの家久も、関白と同席、と聞いて緊張のあまり青ざめていた。




　鞍馬寺の茶室で家久を出で迎むかえた近衛前久は、いつもの古式ゆかしいお歯黒・眉まゆ墨ずみの「麻ま呂ろ」姿だった。

　おおおお、見事なお歯黒。まっこと関白さまじゃ、島津家の主筋にあたる殿てん上じよう人びとじゃ、と家久は武む者しや震ぶるいした。

「ほっほっほ。そちが島津家の末娘でおじゃるか？　島津家の勤王の志には、麻呂も常々感心しているでおじゃる。まったく、麻呂を顎あごでこき使う織田家の姫とは大おお違ちがい」

「ははっ。ありがたき幸せでありもす！」

「せっかくじゃ、蹴け鞠まりなど教えて進ぜよう。麻呂は高貴な身分故ゆえに風ふう雅がな公く家げ姿で過ごしておるが、脱ぬげば逞たくましき肉体の持ち主にして蹴鞠の達人でおじゃる。清きよ水みず寺でらの舞ぶ台たいの欄らん干かんの上を鞠を蹴りながら駆かけることもできるでおじゃる」

「ははっ！　是ぜ非ひとも、戦場で敵の首を狩かる蹴り技わざをご教示いただきたく！」

「そういうのは、どちらかというと今いま川がわ義よし元もとの領分じゃのう」

　近衛のおっさんをこんなに恭うやうやしく扱あつかっている姫武将ははじめて見たと良晴が不思議そうに声をあげ、光秀に「格式を無視する信奈さまや無知な先輩がぞんざいに扱っているだけですう。まったく。おかげで長らくやまと御所と織田家との関係が無む駄だにこじれて、どれほど苦労させられたことか」とたしなめられた。

「これこれ相良良晴よ。本日は家久接待のために光秀と料理対決とやらをするそうじゃな。麻呂も、そちの未来料理をいただきたいでおじゃる」

「任せてくれ。今回の料理には自信がある。未来知識を活いかしたずっこい料理だけどな。薩摩の女の子ならきっと喜んでくれるはずだ！」

「ほう。それではさっそく、いただくとするでおじゃる」

　良晴と近衛前久がまるで友人のように気さくに会話している姿を目まの当たりにした家久は、（信じられん。相良良晴は関白さまにこのような態度を取って、笑え顔がおで許されると？　どえらい大物ぞ）と驚きよう愕がくした。

（相良良晴は、九州の名族・相良氏を名乗っとるが、もしかして近衛家のご落らく胤いんでは？　未来人というちょるが、実は前久さまの弟君なのかもしれん。だとすれば、相良良晴こそはまさしく今源氏）

　未来人良晴の物語も、皇族から源氏に臣しん籍せき降こう下かさせられた光源氏の物語も、考えてみれば一種の貴種流りゆう離り譚たんだ。そういう意味では出自の違いこそあれ、両者の境きよう遇ぐうは実際、似ているかもしれない。家久もまた「未来人」という良晴の謎なぞめいた出生と境遇に興味を抱いだかずにはいられなかった。

「それでは俺の料理からだ！　ずばり！　未来の薩摩を支える薩摩的ソウルフード、『薩摩揚あげ』！　魚のすり身を練ったかまぼこを油で揚げることで、薩摩の暑い気候のもとでも腐くさらせずに作り置きできる完全食！　必ずや家久ちゃんの舌に合うと思うぜ！」

　まーた揚げ料理でごまかしたですと光秀が鼻で笑うが、家久は「ポルトガルの料理みたいじゃ」と好こう奇き心しんに駆られて、薩摩揚げを食してみた。

「はむっ。うぅ……美う味まか～！　ここここれはいったいっ？」

「実は薩摩揚げのルーツは琉りゆう球きゆうのチキアギらしいけどな。未来の薩摩で大流行するくらいだから、家久ちゃんの身体からだには薩摩揚げを美お味いしいと感じる遺伝子が備わっていると見切ったのさ」

　相良良晴は料理が上手か。よか男ぞ、と家久は思わず日記に書き足していた。

「それでは相良さぁは、ほんとうに未来人なんか？」

「ああ。噓うそじゃないよ」

「将来九州で起きる合戦についても、知っとう？」

「史上、有名な合戦くらいはな」

「そいつは、並の軍師千人分の知ち謀ぼうに匹ひつ敵てきするど！　それが織田家の強さの秘ひ訣けつか？」

「いや。信奈は俺に未来予言させることを禁じているし、そもそも未来なんて人間が奔ほん走そうすれば変わっちまうからな。さほどあてにはならないものさ。むしろ、未来を変えるために俺はここにいる」

「……未来を、変える？」

　良晴の笑顔の中になにか悲ひ壮そうなものを感じた家久は、なぜか自分の頰ほおが激しく赤らんでいることに気づいた。

（相良良晴は顔では笑っとうがどこかしら悲しそうな……身分の違いのために織田信奈と祝言をあげられんから？　それとも、この世界の未来ば知っとるから？）

　空気を読まない光秀が、「ちょっと待った！」と手をあげた。

「料理の歴史の未来を先取りするだなんて。ずっこいです相良先輩！　この十兵衛は正々堂々、実力で勝負です！　薩摩といえば大根！　大根といえば──そうです、『味み噌そ大根』ですぅ！」

　どん、と光秀が八丁味噌の「塔とう」を繰くり出してきた。赤茶色の塔の下に大根が埋うもれているらしい。

　臭くさか！　と家久は涙なみだ目めになった。

　近衛前久が「麻呂は、味噌はちょっと……」と鼻をつまんでいる。

「十兵衛ちゃん、だからいくら素材に金と手間をかけまくっても最後に味噌をぶっかけすぎて台無しなんだって！　そもそも八丁味噌は甘党の薩摩人の口には合わないから！」

「さあさあ家久どの！　どちらの勝ちか、決めていただきます！」

「俺の言葉を聞いてねえし！」

「え、ええと。そいは」

　家久が返答に窮きゆうしていると、光秀が「これは賄わい賂ろですう。この八や重え桜ざくらの茶ちや壺つぼをお土産みやげとしてお持ち帰りください」と黒い笑顔で茶を点たてて差し出してきた。

「そんな高額な茶器を贈おくるなんてずるいぞ十兵衛ちゃん！」

　と良晴が騒さわぐ。

　だが、薩摩育ちの戦せん闘とう民族・家久には茶の味はただただ苦いだけだし、茶器の値打ちもさっぱりわからない。島津家は徹てつ底てい的に実用主義だ。茶器などはただの土つち塊くれを焼いたものにしか見えなかった。信奈の茶器錬れん金きん術じゆつも、遠く薩摩の地にまでは伝わっていない。

「ええい。おいは茶はわからん。白さ湯ゆでよか。薩摩隼人は、勝負の場で賄賂ば受け取らん。料理対決の勝ちは、相良さぁの薩摩揚げぞ！」

「えええ？　効いてない？　賄賂攻こう撃げきが効いていないです!?　むしろ逆効果？　家久どのは、この八重桜をなんだと心得るですかっ？」

「茶器は、土塊ば焼いたものぞ」

「ちちち違いますう！　信奈さまが名物だと言ったのだから名物なのです！　むきいいいい！」

　家久は、日記に書き足した。『明智光秀は利口者じゃが、せこか』と。

「今、なにか十兵衛の悪口を書きましたですね！　取り消せですう！」

「悪口など書いちょらん。見たままのことを書いたまでぞ」

「まあまあ、皆みなの衆。そろそろ源氏物語の講義がはじまる刻限でおじゃる。本日は、この日ノ本で誰だれよりも源氏物語にお詳くわしい偉い大だいな先生をお招きしたでおじゃる」

　近衛前久が「誰か、その味噌を片付けい味噌を」と顔をしかめながら、隣りん室しつへ通じる襖ふすまを開いた。

「家久どの、このお方が天下一の源氏物語博士と名高い朧おぼろ月づき夜よ先生でおじゃる！」

　広々とした隣室の上座には、平安王朝絵巻風のかわいい着物に身を包んだ小こ柄がらな乙女おとめ、朧月夜がちょこんと座っていた。

「どうも。わたしが朧月夜よ。薩摩の田舎いなか者ものはわたしの名を知らないでしょうけれど、いいお小こ遣づかいになるから来てやったわ」

　その朧月夜が、縫ぬいぐるみのように愛らしいなにかを両りよう腕うでの中にぎゅーと抱だいていた。

「なぜわたしが朧月夜ちゃんの膝ひざの上に座らされているのでしょう。くすんくすん」

　捕ほ獲かくされた竹たけ中なか半兵衛だった。

「半兵衛ちゃんが参加しないのならばわたしは帰るわ！　源氏物語の先生などというかりそめの姿を捨てて、茶器泥どろ棒ぼう稼か業ぎように邁まい進しんするわ！」

「参加します。しますから、手を放してくださあい。くすんくすん」

　すまねえ半兵衛。これも家久ちゃん接待のためだ、この朧月夜先生という泥棒あがりの妙みような女の子こそが天下一の源氏博士だと近衛のおっさんが言うものだからどうしても参加してもらわないといけないんだ、と良晴が家久の隣となりで手を合わせ、ぶつぶつとつぶやいた。

　そして、朧月夜の「助手」として、もう一人。

「なぜ私がこのような場に参加せねばならんのだ。薩摩の姫ひめ武将の接待など知らん。私は有あり岡おか城の改修で忙いそがしいのだ。帰らせてくれ！」

　織田家に仕えるなり怒ど濤とうの勢いで出世を続けている新参者の姫武将。

　摂せつ津つ国主、荒あら木き村むら重しげだった。

（誰ぞ、この姫武将は？　薩摩では聞いたことのない名じゃっどん、ただ者ではなか。妖よう気きじみたものを帯びとる！）

　家久の視線が一いつ瞬しゆん、虎とらのように獰どう猛もうなものになっていた。




　荒木村重は不ふ機き嫌げんだった。

（「本能寺のお茶会」で三種の神器を盗ぬすみ出すための策を練らねばならないのに、どうしてこんな座興に私がつきあわされているのだ！　ほんとうに、薩摩などどうでもいい！　須す磨まより西は日ノ本の国ではないのだ！）

　関白・近衛前久は朧月夜を「先生」と呼び、恭しくかしずきながら家久へ向けて改めて紹しよう介かいしている。

　家久にとっては知らない新事実ばかりだが、茶器泥棒としての朧月夜の「相方」を務めている荒木村重にとってはどうでもいい話である。

「いにしえの古典・源氏物語は、今の戦国の世から失われてしまった雅みやびな王朝文化を理解していないと正しく読解できないでおじゃる。本文だけではもはや読解は困難でおじゃるな。そこで、文学をたしなむものが源氏物語の注ちゆう釈しやく書を書き記すことが一種の流行になっているのでおじゃる。たとえば先の関白、近衛家と並ぶ名家・九く条じよう家の九条稙たね通みちどのは『孟もう津しん抄しよう』を鋭えい意い執しつ筆ぴつ中。一子相伝の古こ今きん伝でん授じゆをいただく三さん条じよう西にし実さね枝きどのは『山やま下した水みず』を。連歌師の里さと村むら紹じよう巴はは『紹じよう巴は抄しよう』を──これら多くの研究者が、今、朧月夜先生の門人となって自分の注釈書に添てん削さくを入れてもらっているのでおじゃる！　この麻呂も門人の一人！」

「おかげでずいぶんと顔が広くなっちゃったわ。くすっ」

　んにゃ！　こげな若い娘むすめが？　ちぃとも知らんかった！　と家久が声をあげた。

「その朧月夜先生の助手を務める荒木村重どのも、武将とは思えぬ風流人でおじゃる。この摂津のうら若き姫武将は容よう赦しやなく戦いくさに強く、しかも風流で茶人としても一流。文武両道でおじゃる。まったく、織田信奈や相良良晴にも見習ってほしいでおじゃる」

　織田信奈を愚ぐ弄ろうするとは。この関白を爆ばく破はするか、と村重の青白いこめかみに血管が浮うき上がった。

　しかし村重が茶器を用いて消したい人物を爆死させられるという能力を持っていることは、本能寺のお茶会の土ど壇たん場ばまで隠かくし通さねばならない。それに、朧月夜が邪じや魔まだった。朧月夜はまさか、自分が村重に与あたえた茶器「荒木高ごう麗らい」がそのような禍まが々まがしい力を発揮しているとは思っていない。朧月夜にもこの力のことは隠しておかなければならなかった。朧月夜が事実を知れば、おそらくは「荒木高麗」を取り上げて破は壊かいしようとする。抵てい抗こうすれば村重を抹まつ殺さつするかもしれない。

　朧月夜は盗とう賊ぞくだが、竹中半兵衛の病を癒いやしたいという目的で茶器だけを盗む。殺人や放火などはいっさいやらない。「人殺しはダメよ！　半兵衛ちゃんを救うためとはいえ殺人は許されない」と言いだして荒木村重の身体を奪うばって、もとの鬼おにの魂こん魄ぱくに戻もどしてしまうかもしれないのだ。

　その朧月夜は、半兵衛を抱きかかえてずいぶんと幸せそうだった。乙女と乙女とがむつみ合う姿は美しく風流だとは思うが、あんなに幼くて瘦やせた小娘のなにがいいのだろう、織田信奈のようにもっと激しく情熱的な乙女でなければ愛めでるには値あたいしないのにと村重は不思議でしかたがない。

「家久ちゃんだったかしら？　源氏物語の神しん髄ずいはなんだと思う？」

「平安王朝の貴公子・光源氏の華か麗れいなる恋れん愛あい遍へん歴れき、じゃなかですか？」

「外れ。それはまだ男を知らない小娘の甘い読み方だわ。わたしも男なんて知らないけどね。でも、恋こいくらいは経験があるからあなたとはおのずと解かい釈しやくが異なってくるわ。って、こんなことを半兵衛ちゃんの前で言っちゃ嫌きらわれてしまうわね！　違ちがうのよ半兵衛ちゃん！　すべてはもう終わったことなの、今のわたしはあなた一筋なのよ！」

「あのう。わたしはなにも言っていませんし特にどうでもいい話なのでうろたえないでください朧月夜ちゃん。くすんくすん」

「どうでもいいだなんて半兵衛ちゃん、あなたって小こ悪あく魔まだわ！　わたしの心をそんなふうに弄もてあそぶなんてーっ！」

「先生。先生。講義を続けてほしいでおじゃる」

　ああ早く帰りたい、いずれ盗む予定の三種の神器を貸し出してやるという条件で長は谷せ川がわ等とう伯はくに織田信奈の絵姿を発注しているのだ、あの絵の進み具合を確かく認にんしたい、と村重は爪つめを嚙かみながらいらつきはじめていた。

「そうだったわね近衛。こほん。家久ちゃん？　あの物語を華麗な恋愛絵巻と見るのは、恋に恋する乙女の意見。もっとも、わたしも生き娘むすめだけれど。ここ重要なのよ半兵衛ちゃん。わたしも！　生娘！　だけれど！」

「くすん。わかりましたから落ち着いてください」

「半兵衛ちゃん。講義の必要上、家久ちゃんを『恋に恋する乙女』と言ったけれど、決して幼いあなたを馬ば鹿かにしているわけじゃないのよ！」

「わわわわたしは実際に殿との方がたに恋をしていますから、別に……ちらっ」

　朧月夜の膝の上に座らされている半兵衛が良晴のほうを恥はずかしそうに見たので、朧月夜が切れて「相良良晴だったかしら！　今、あくびをしたわね！　なんという愚おろか者！　あなたは出て行きなさい！」と騒ぎだした。

「え？　俺、今、あくびしてたっけ？」

「ここ鞍馬は『若わか紫むらさき』の巻で光源氏と紫の上が出会った運命の聖地にして、わたしにとっても思い出深い場所なのっ！　あなたのような風流を解さないサルに穢けがされたくないわね！　ほらほら、庭に散りなさい庭に！」

「まあそう言わずに。口を挟はさんだりしないから、隅すみっこにいさせてくれよ？」

「そもそも未来人のあなたは源氏物語なんてよく知らないでしょう？」

「そんなことないよ？　源氏物語は日ノ本を代表する文学作品だからな。四百年先の未来でも読まれ継つがれているぜ。原文は暗号みたいでさっぱり理解不能だけど、漫まん画がで読んだよ？　みかどの子として生まれながら母の身分が低かったために臣しん籍せき降こう下かさせられる光源氏、生母・桐きり壺つぼとの死別、桐壺に生き写しの父親の後妻・藤壺との不ふ倫りんと失恋、六条御息所の生いき霊りように祟たたられ愛する女性を次々と失う悲劇、若紫こと幼い紫の上との出会いと誘ゆう拐かいと結けつ婚こん、須磨への左さ遷せん──その最愛の紫の上と死別して出家を志したところで光源氏の物語は事実上終わりだ。終しゆう盤ばんは主役が源氏の息子むすこに交代して、宇う治じ十じゆう帖じよう」

　ひったまがった！　相良さぁは意外と源氏物語に詳しか。漫画とはなんぞ？　と家久が感心し、朧月夜が「ちっ。やるじゃないの」と舌打ちした。

「いや～。実は昔読んだ漫画の内容もほとんど忘れていたので、一いち夜や漬づけで半兵衛官かん兵べ衛えの源氏トークを聞かせてもらってなんとか思い出せたんだけどな」

「わかったわ。原文を読めないという点が引っかかるけれど、未来人ならしかたがないわね。出席を許すわ。ただし半兵衛ちゃんに触さわったり半兵衛ちゃんを撫なでたり揉もんだりしたら即そく座ざに殺すから！」

「すげえ偏へん愛あいっぷりだなあ。頭を撫でるくらい、いいだろう？」

「よくないの！」

　朧月夜と良晴が睨にらみ合う横で、性急な家久が切りだした。

「朧月夜先生。早く続きを頼たのみあげもす。源氏物語の神髄とは？」

　ズバリ！　さまざまな属性を持つ姫たちへの『萌もえ』だ、と良晴が口走り、「サル語を叫さけばないで」と朧月夜に茶器をぶつけられた。

「家久ちゃん。それは現世における叶かなわぬ恋の苦しみを知っている者が読めば、おのずと感じられることよ。源氏物語はね、悲劇なのよ。光源氏が桐壺という母を喪そう失しつする物語。失った母の幻まぼろしを重ね合わせていた藤壺に拒きよ絶ぜつされる物語。六条御息所の嫉しつ妬とと怨おん念ねんに、正妻の葵や恋こい人びとの夕ゆう顔がおを次々と殺される物語。歳とし老いて容よう貌ぼうも衰おとろえ、新妻の女おんな三さんの宮みやを若者に寝ね取とられる物語。新たな妻を迎むかえたことで誰よりも愛した女性・紫の上の心を傷つけ見放され、紫の上を永遠に失う物語。光源氏の恋は、どれもこれも成じよう就じゆしない。彼は百の恋愛を経験して、百の恋愛を失恋に終わらせた」

　この物語は悲劇だからこそ普ふ遍へん性せいがあり、日ノ本の人間ならば誰もが共感できるの、と朧月夜は語った。

「『雀すずめの子を犬君が逃にがしつる。伏ふせ籠ごの内にこめたりつるものを』──光源氏はこの鞍馬寺で、幼い紫の上と出会った。二度と出会えない人との運命の出会いだったのに、彼は他の女たちに次々と目移りして、最後には紫の上を失望させ出家に追い込んでしまった。左遷先の須磨で明石あかしの君と浮うわ気きしたのはまだ許せても、都に復帰して位くらい人じん臣しんを極きわめたのちにみかどの娘・女三の宮を妻に迎えて、長年連れ添そった紫の上を『正妻』の立場から『愛あい妾しよう』の立場に落とし絶望させたことは、言い逃のがれができない失策だわ。人間にとっての最大の悲劇は、ひとたび選せん択たくした覚かく悟ごを揺ゆらがせる迷いにある──」

　家久が「おおお」と瞳ひとみを潤うるませて、声をあげた。

「朧月夜先生。いったん愛したら、生しよう涯がい愛し抜ぬくという覚悟こそがまことの恋愛じゃと、そうおっしゃると？　よう、わかりもした！」

「違うわよ！　あなたは、源氏物語の本質をなにもわかっていないわね」

「んにゃんにゃっ!?」

「男なんていやらしい浮気者だから愛しても無む駄だ無駄無駄あ！　それが紫むらさき式しき部ぶの出した結論ッ！　真実の愛は！　女の子と女の子の間でしか成立しないのっ！　男女の間には常に、肉欲だの子作りだの地位や身分だのといった邪じや魔まな要素が絡からむでしょう！　純じゆん粋すいじゃないわ！　特に肉欲が邪魔！　邪魔邪魔邪魔ッ！　汚けがれなき純愛というものは、女の子同士でこそはぐくめるものなのっ！　というわけで相良良晴、半兵衛ちゃんに妙な真ま似ねをしたら即座に呪のろい殺すわよ！」

「しねえってば！　家久ちゃんが呆あきれているじゃねーか！」

　そうだ。よくぞ言った朧月夜。私がお前の言葉に共感したのはこれがはじめてだ。村重は思わず朧月夜の言葉にうなずいていたが、島津家久は口をぽかんと開けて朧月夜を妙な生き物を見るような目で凝ぎよう視ししている。

「ああ家久ちゃん、学者ってのは変人が多いんだ。気にしないでくれ。やれやれ、朧月夜はとんでもない喪も女じよだな」

「んにゃっ？　相良さぁはこの男おとこ嫌ぎらいの朧月夜先生が、かわいいと言うんけ？　おいよりも、もじょか？」

「いやいや家久ちゃん。そういう意味じゃなくてね、喪女という言葉は未来語で……わかった、前言撤てつ回かい。朧月夜は百ゆ合りっ子だ、と言い直すから機き嫌げんを直してくれ」

「百合？　どういう意味ぞ？」

「百合とは未来語で、女の子と女の子の恋愛のことさ」

「んにゃっ!?　おいには早すぎる世界じゃ!?」

「……ひっ？　よよよ良晴さん、それってまさか!?」

「あら半兵衛ちゃん、どうして怯おびえているの？　なにも怖こわいことはしないからわたしに怯えないで！」

「いぢめないでください、いぢめないでください。あわ。あわわわわ」

「いぢめないってば！　お願い、わたしに怯えないでっ！　相良良晴、あなたがわたしを誹ひ謗ぼう中傷したせいよ！」

「いやあごめん。俺って思ったことをそのまま口にする癖くせがあって」

「迷めい惑わくだから改めなさいそんな癖は！」

　あーもうせっかくの風流な講義が滅め茶ちや苦く茶ちやでおじゃる、どうにも竹中半兵衛がいるといつもの先生と人が違ってしまうでおじゃる、と近衛前久が頭を抱かかえている。

　村重は二つほど咳せき払ばらいをした。まったく。かしましいことこの上ない。有岡城に早く帰りたい。

「とにかく。人を愛するとは、結局のところ『この人をわたしは愛する』という言こと霊だまで自分を縛しばる『覚悟』なの。恋のはじまりは、激しい感情かもしれない。けれど感情は永続しないもの、時とともに移り変わるものよ。どこかで、覚悟が必要になる。この覚悟ができない者は、結局のところ、何者をも愛せないのよ」

　んにゃ！　女の子同士がどうこうという話はともかく、恋愛の神髄は覚悟。勇気。つまりはやはり合戦と同じぞ、と家久がうなずいた。

　はいはいはい！　そうです恋も合戦も先手必勝の下げ克こく上じよう、生き延びて相手を倒たおしたほうが勝つです、と明智光秀は物ぶつ騒そうな言葉を叫んでいる。

「なるほどー。おいは合戦の鬼。戦場での勇気には自信ありぞ。戦では敵の首を盗とるが、恋では相手の心を盗れば勝ちじゃ。ならばおいは、恋の道でも勝てるど！」

「いや十兵衛ちゃんの話は基本的に全部極論だからね、家久ちゃん？」

　恋と合戦。薩摩の常識では矛む盾じゆんするこの二つの道の本質が実は同じものであると理解した家久が「おいにも恋ができるど！」と怪かい気き炎えんをあげる一方、朧月夜は半兵衛に尋たずねていた。

「ねえ。一度聞いてみたかったのだけれど、半兵衛ちゃんは光源氏をどう思う？」

「くすん。末すえ摘つむ花はなさんのような醜しこ女めの姫ひめであろうともひとたび契ちぎれば決して見捨てなかった殿方です。きっと、とても優やさしい人だったのではないでしょうか。優しいからこそ、次々と女性に愛されたのだと思います。ただ、その優しさ故ゆえに、女三の宮さまとの祝しゆう言げん話を蹴けるという非情の決断を下せなかったことが、紫の上さんとの破は綻たんに繫つながったのではないでしょうか……せめて紫の上さんとの間に子供が生まれていれば、異なる道も開けたのでしょうけれど」

「でも。優しさと優ゆう柔じゆう不ふ断だんとは紙かみ一ひと重えよ、半兵衛ちゃん」

　迷走と混乱を続けた講義のとりを飾かざったのは、明智光秀だった。

「たぶん光源氏は、母上の桐壺さまを早々に失ったこと、母に生き写しの藤壺さまがお父上の妻であったこと、藤壺さまが男としての自分を拒こばんだこと──それらの経験を重ねたために、常に母上の愛に飢うえておられたのだと思いますです。実母に愛されてきた十兵衛にはその心情は推おし量はかれませんが、きっときっと、光源氏はとても寂さびしかったのだと思うのです。その寂しさ故に、生涯、女性の愛を求め続けたのではないかと思うのです」

　明智光秀が語り終えると、島津家久が目を潤ませながら「求め続けた故にすべてを失う。悲しか」とうなずいた。

　朧月夜が、「いずれかの愛を断念する覚悟ができなかった。すべての女性を愛そうとした。誰だれも手放せなかった。だから彼は都に六条院を造り、愛した女性たちを自分の手て許もとに集めてしまった。それが結局、光源氏の悲劇に繫がったということね」と結論を下した。本日の講義の結論を。

　相良良晴は、「そうか。光源氏は人生最大の取しゆ捨しや選択を迫せまられた時に、覚悟できなかったのか……」とらしくない表情をしながらあぐらをかいていた。

「俺も半年ほど村むら上かみ水軍で海かい賊ぞくをやったりして、だんだんわかってきた。俺はなにもあきらめない主義だけれど、恋こいってやつだけは、そうなのかもな。すべての実を拾おうとすれば、すべてを失うのかもしれないな」

　竹中半兵衛と島津家久が、心配そうにそんな相良良晴を見つめている。

　明智光秀も、自分はどうやら失言をしてしまった！　と気づいたかのように表情をひきつらせ、相良良晴のほうを気まずそうにちらちらと見はじめた。

　村重にはなにがどう失言だったのかはよくわからないが、どうも相良良晴は光源氏と共通する悲劇の種を内包している男らしい。織田信奈と結ばれないという運命にかかわることなのだろうか？　あるいは毛もう利り家の小こ早ばや川かわ隆たか景かげを巻き込んで三角関係に陥おちいったことを言っているのか？　村重は、織田信奈がなぜこの冴さえない風ふう貌ぼうの未来人に惹ひかれるのか、多少は理解できたような気がした。見た目に反して手て強ごわい恋こい敵がたきだ、とも思った。

　近衛前久が「感動的でおじゃるが、少々湿しめっぽくなったでおじゃるな」と声をあげた。

　朧月夜が「そうね」と笑った。

「ねえみんな、あまり深刻に捉とらえないで。わたしは知っているけれど、ほんものの光源氏は、恋の道においても合戦においても、覚悟ができない殿方なんかじゃなかったわ。この物語は創作だから。作り話なの。光源氏の実話に基もとづいている部分はごく一部だけよ。とりわけ物語の後半、栄えい耀よう栄えい華がを極めた光源氏が老いて急激に落ちぶれていくくだりは、基本的に作者である紫式部の恨うらみ節よ。執しつ筆ぴつ当時、紫式部の恋人だった藤ふじ原わらの道みち長ながへのね。あの女は恋れん愛あいに関しては六条御息所のように恨みがましかったから。最初は物語の世界で光源氏と紫の上を幸せな夫ふう婦ふにしてあげたいと言いながら書いていたのに、途と中ちゆうから悪のりしてどんどん黒くなっちゃったのよね」

　出たでおじゃる！　平安王朝事情を、見てきたかのようにおもしろおかしく語る朧月夜先生の必殺話術でおじゃる！　これが聞きたかったのでおじゃる！　と近衛が叫び、相良良晴が「ゴシップ話じゃねーか！　っていうか、どうして朧月夜、きみが平安時代を訳知り顔で語れるんだ？」と思わずノリで異議を唱えた。

「あら。あなただって未来世界を訳知り顔で語っているでしょう、相良良晴？　わたしがうさんくさいというのなら、あなただってあやしいわよ」

「だって光源氏は実在の人物じゃないだろう？」

「いいえ。実在の人物よ。わたし、知ってるもの」

「俺が知っている歴史と違ちがうぞ？」

「それは、あなたが教わった歴史のほうが間違っているのよ」

「はわわ。朧月夜ちゃんも良晴さんも、ケンカはダメです。くすんくすん」

　相良良晴と朧月夜。半兵衛を奪うばい合っている感がある二人は、どうにも反りが合わない者同士らしい。

（だがまあ、私には関係がない。これで講義は終わりらしいし、早く有岡城へ戻もどって等伯の絵の進みぶりを……）

「荒木村重。さっきからずっと黙だまっとうな。おはんは、源氏物語の神しん髄ずいについてどう思う？」

　島津家久が村重の前に進み出てきて、厄やつ介かいな質問を投げかけてきた。

　良晴を見ている時と顔が違う。目つきがまるで虎とらだ。発言を控ひかえ続けていた村重をあやしんでいることは明白だった。

（たしかに私はまっとうな人間ではない。私は「鬼おに」だ。しかし今の私はただの姫武将として振ふる舞まう演技力を完全にわがものにしている。陰おん陽みよう師じの竹中半兵衛にすら気け取どられていないというのに）

　この薩摩の姫は、勘かんが鋭するどいのだろうか？

「おいはまだまだ恋に恋する小娘じゃが、相良良晴も明智光秀も朧月夜も、みな『源氏物語』という物語を媒ばい介かいとして恋に対する自分自身の思いを、勇気を出して語った。戦国の世を生きる姫武将にとっては、まこと大切なことじゃ。おはんはこの場の誰よりも源氏物語に並々ならぬ思いば抱いだいとうとお見受けした。なにか言いたそうな顔をしちょる。そのおはんが押し黙ったまま帰ろうとすうのは、いけん！」

　村重は考えた。焦あせってはならない。家久は私が源氏通でありながらだんまりを決め込んでいることに腹を立てているだけだ。正体を見み抜ぬかれたわけではない……うかつに感情的になってまずい言葉を口にすれば、それこそ最悪の事態に陥ってしまう。やり過ごさねば。

「おんしにとって源氏物語とは？　荒木村重！」

　ごまかせば、源氏物語の識者を騙かたる偽にせ者ものとみなして斬きる。

　信じがたいことだが、島津家久の鋭い視線が、そう語っていた。

　この姫の放つ殺気！　タイ捨しや流か。あるいは新しん陰かげ流か。いずれにしても一いち撃げき必殺の剣けんの達人──合戦のみならず、文学談義にも命がけ。これが薩摩隼人か。

（ああ。この修しゆ羅らの視線を私は知っているような……いつもこの視線に見張られて怯えながら生きていたような……）

　自分の背中に冷たい汗あせが噴ふき出していることに、村重は気づいた。

「私にとって、源氏物語とは……」

　家久たちが源氏物語語りに注いでいる熱が乗り移ったのか、あるいは家久が放つ「薩摩隼人の視線」が村重の心に恐きよう怖ふを与あたえたのか。

　村重はこの時、突とつ如じよとして、自分自身の感情を自らの意志で制せい御ぎよできなくなった。

　荒木村重という姫武将の影かげ武む者しやとして乱世に隠かくれながら生きている日々に倦うんでいたのだろうか。

『私はそのような者ではない！　もはや自分自身が誰かもわからなくなってしまった鬼なのだ！　ただ織田信奈という存在だけが、私とこの現世とをつなぎ止めてくれている希望の灯ともし火びなのだ！　だから私にとって、織田信奈こそがすべてだ！　それ以外のものはすべて排はい除じよしても構わん！　だからこそ肉体を失い、記き憶おくを失い、魂こん魄ぱくだけとなってもなおこの鞍馬寺の上空を私は彷徨さまよっていたのだ！

　この世で運命の相手と邂かい逅こうしておきながら紫の上一人を一いち途ずに愛する決断すらできなかった光源氏の気持ちなど、私には理解できないし、するつもりもない！

　私が愛する者はただ一人、この決断が揺ゆらぐことは決してない！　そのような時が来るとすれば、それは私の魂魄がこの現世から完全に消しよう滅めつするその時だろう！

　私は──今再び現世に命と肉体を得た私は──こんどこそ、理想の「源氏物語」を生ききる。私こそが主人公になって。紫の上を愛し抜ぬかない光源氏ではなく。織田信奈ただ一人を愛し抜くこの私が。たとえ荒木村重という名前の姫武将になろうとも。身体からだは結ばれなくても。織田信奈にたった一言「愛している」という言葉をかけてもらえるのならば、すべてを失って永遠に地じ獄ごくを彷徨おうがいっこうに構わん！

　私にとって源氏物語は読み物ではない。私自身の人生だ！　そしてそれは私自身によって訂てい正せいされるべき人生なのだ！』

　そう叫さけびたい衝しよう動どうに、駆かられた。

　だが、陰陽師・竹中半兵衛が同席しているこの場でそのような言葉を叫べば、村重は自分が「鬼」であるという秘密を半兵衛に告白してしまうことになる。そうなれば、破は滅めつだ。

　それなのに心が千ち々ぢに乱れて、瞼まぶたの裏には紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれている源氏物語の屛びよう風ぶ絵えが次々と現れ、いよいよ村重を暴走させようとする。

（まただ。また、あの幻まぼろしを見ている!?　これはかつて私が人間だった時の記憶に違いない。私は、いったい何者だったのだ？）

　もはや押し黙っていることはできない、だが己おのれの心情を叫ぶわけにもいかない！

　咄とつ嗟さに村重は、口をつけて茶を飲んだ者を爆ばく殺さつする「荒木高麗」に茶を注ぎ、島津家久に突つき出していた。

（奥の手。最終兵器。こいつを今この場で消す。責せき任にん逃のがれの口実は、あとでなんとでもひねりだす。ともかく、この薩摩隼人とこれ以上接せつ触しよくしていると私の内側の鬼が暴れはじめる。私が荒木村重でいるために、今この娘むすめを消さなければ）

　そして島津家久はなんの疑いもなく、「荒木高麗」を手にした。

「まず茶を飲んで落ち着け、と？　わかりもした。いただきもす」

　村重が薄うす笑わらいを浮うかべた。危なかった。これで、逃にげられる。島津家久が怖こわいのではない。私を破滅させようとする私自身の激情から逃げおおせることができるのだ。

　家久が、「荒木高麗」に、唇くちびるを近づけていく──。




　島津家久、万ばん事じ休きゆうすか？

　しかしこの時、庭先から突如として「おおーっ！」と歓かん声せいをあげながら五人の幼い姫ひめたちが室内へと突とつ撃げきしてきた。

「ケンカはいけませぬぞ！　相良家の長ちよう姉し・ねねにござる！」

「相良家の紅一点・石いし田だ佐さ吉きちよ。うふ。お茶をどうぞ」

「うう。乱入してすみません。大おお谷たに紀き之の介すけです。あうあう」

「にょほほほ～。日に本ほん号ごうを操あやつらせれば天下一！　福ふく島しま市いち松まつ、参上！」

「……どうも。加か藤とう虎とら之の助すけです。皆みなさん、ここはわれらに免めんじて仲直りを」

「われら五人そろって、相良五姉妹しまい軍団ですぞ！　戦国時代でも未来でもなにぶん文学語りの場は荒あれるもの！　島津家久どのが室内で合戦を起こしそうな雰ふん囲い気きになったら迷わず突撃して場をなごませよと、軍師どのに命じられて待機していたのですぞ！」

　島津家久は「相良五姉妹？　うちの四姉妹より一人多か！　みな、もじょかー！」と声をあげて、佐吉から茶ちや碗わんを受け取った。というより、強ごう引いんな佐吉に「佐吉の茶が飲めないなんて言わせませんわよ。さあさあ駆けつけ三さん杯ばい！　まずは温ぬるいお茶から」と無理矢理受け取らされたのだった。

　佐吉に迫せまられた家久はやむなく「荒木高麗」を手許に置いた。

（私は今なにをしようとしていたのだ？　薩摩の姫をこの場で殺してしまって、どうなるというのだ。わが身の破滅ではないか）とからくも正気に返った村重が、その「荒木高麗」を素す早ばやく自分の手許へと回収していた。

「未来から来た相良さぁに大勢妹がいたとは。おいはちっと安心した。姉妹ちゅうのは、いいものぞ～」

「相良家の長姉はこのねねですぞ！」

「やれやれ。乱入するにしても、かしましすぎだろ。まあ家久ちゃんが喜んでいるのなら、いいか」

「くすんくすん。てっきり気の強い朧月夜ちゃんと家久さまが揉もめると思われたのですが、寡か黙もくな村重さまと険悪な空気になるとは意外な展開でした。ねねさんたちに待機してもらっていて、よかったです」

　こうして半兵衛の機転がうまく働いた結果、幸運にも家久は生き延び、村重の正体はぎりぎりのところで露ろ見けんしなかった。

　だが村重が（陰陽師・竹中半兵衛の策が私の茶器爆殺の悪行を水みず際ぎわで阻そ止しした。これは果たして偶ぐう然ぜんなのだろうか？　油断ならぬ知ち謀ぼうを秘ひめた娘だ。あるいは私の正体に気づきつつあるのかもしれないし、今は気づいていなくてもやがて必ず気づかれるだろう。生かしておいては危ない）と内心ひそかに半兵衛を爆殺対象にしたことに、半兵衛自身も朧月夜も気づいてはいなかった。

（来たるべき本能寺のお茶会において最大の障害となる相手だ。もう開かい催さいまで日数がない。朧月夜には悪いが、私は織田信奈への想おもいを遂とげるまで祓はらわれたくはない。半兵衛をお茶会から排除する方法を考えなければ──）




　　　　※




　京での源氏物語観光を終えた家久は、馬に揺られながら良晴に案内されて光秀の居城・坂さか本もと城へと向かっていた。

　どうやら光秀はまだまだ家久を接待し足りないらしい。

　そしてその途と上じよう、家久は偶然、織田信奈率いる旗本衆の行軍に出くわした。

　家久は織田家の足軽たちの煌きらびやかな軍装にまず驚おどろき、「種子島」の本家である島津家に勝まさるとも劣おとらない大量の鉄てつ砲ぽう隊の存在にも感心し、織田兵の一糸乱れぬ規律の正しさに感激したが、いちばん驚いたのは行軍の中央を行く信奈が馬上で「こっくり、こっくり」と居い眠ねむりをしていたことだった。

「あれが織田信奈？　んにゃんにゃ、どえらい美人じゃ！　じゃっどん馬上で寝ねちょる。太か肝きもぞ！」

「一いつ揆きの残党と戦っていたんだよ。合戦のしすぎで疲つかれてるんだな。天下布武の事業はたいへんだからな」

「大おお坂さか本ほん猫びよう寺じは開城したと聞いちょるが？」

「門徒は武器を捨てて一揆を解散したけれど、畿内の豪ごう族ぞくの一部はまだ織田家に根強く抵てい抗こうしていたんだ。身分知らずの恋こいをしている信奈と俺の無法ぶりが許せないとか。でも、それも今回の出兵でおおかた片付いた」

「織田信奈にとっては、恋も合戦もひとつながりの戦いなのじゃな。まっこと革命の英えい傑けつじゃ」

「あいつはなにもあきらめない主義だからな。そのあたりは俺と似てるかもな」

「……相良さぁは、いつか光源氏のように迷う？　それとも、なにがあっても織田信奈一筋の覚かく悟ごは揺るがん？」

　家久が頰ほおを染めながら、良晴に尋たずねた。

　良晴は「俺の恋と信奈の天下布武の夢と、どうやってもどちらか一方しか選べない時が来たとしたら、俺は信奈の夢を選ぶだろうな。あいつの夢を叶かなえるために俺は未来から来たんだから」と笑った。

　やはり、その笑え顔がおがどこか悲しげに見えた。「源氏物語は喪そう失しつの物語である」という朧月夜の言葉を不意に思いだした家久は、突き刺さされるような胸の痛みと、そして経験したことのない不思議な感情の高ぶりを抑おさえられなかった。

「……相良さぁ。おいもこの旅で一人前の乙女おとめになれた気がすっど。都へ来て、恋と戦いくさは両立できるとわかって、おいの悩なやみは晴れた！　あいがとうござおいもした」

「いやいや。礼なら十兵衛ちゃんや朧月夜たちに言ってくれ」

「恋には、いくら書を読んでもわからん境地がある。おいがその境地ば感じることができたは、相良さぁのおかげぞ」

「ん？　どういうこと？」

「……な、なんでもなか！」

　その時。

　家久と良晴の目前にまで迫っていた信奈が、馬上で背中を丸めながら「へくちん！」とくしゃみをして、ぴょこんと飛び起きた。

「おお。意外と織田信奈はもじょか！」

　家久が声をあげ、そしてその声を耳にした寝起きの信奈が「くわっ」と目を見開いて怒ど鳴なっていた。

「ちょっと誰だれよあんた？　誰が喪も女じよですって？　わざわざ未来語でわたしを侮ぶ辱じよくするだなんて、最高に失礼ね！　もしかして良晴の新たな浮うわ気き相手？　者ども、くせ者よ！　良晴ごと討うち取れえ！」

「んにゃんにゃ？　おおおおいはそそそそんなつもりじゃ!?　さ、さ、相良さぁと、う、う、浮気って？」

「問答無用！　やってしまいなさいレオン氏うじ郷さと！　お蘭らん！」

「ええ、お義ね姉えさまを侮辱した者には死あるのみ！」

「以下同文！」

「待て待て信奈！　この子は浮気相手じゃない！　島津家久ちゃんだから！　俺がせっかく接待したのにお前がぶちこわしてどうするんだよ！」

「良晴！　家久の接待は命じたけれど、そいつと浮気しろなんて命じていないわ！　その子のあんたを見る目つきは、明らかに恋する乙女のそれじゃない！」

「濡ぬれ衣ぎぬだ、気のせいだ、考えすぎだ、お前は嫉しつ妬と深ぶかすぎる！　俺たちは朧月夜の源氏物語講義に出て、風流な気分に浸ひたっていただけだ。半兵衛はなぜか朧月夜の抱だきぐるみにされて怯おびえて身動きできなかったけれど、古典に詳くわしい十兵衛ちゃんが参加したせいか意外と文学談義が盛り上がって」

「うぐぐ。源氏物語講義を半兵衛や十兵衛との浮気の場に利用していたわけね！　わたしが勝手に家臣に茶会を開かせないようにしてあんたの浮気密会を警けい戒かいしているからって、文学講義の席を浮気に活用するとはさすがのサル知ぢ恵えだわ！」

「だから、連れん鎖さ的に片かたっ端ぱしから嫉妬するのはやめてくれえ！」

「そこの家久があんたに気がありそうに見えるのは嫉妬じゃないわよ、事実よ！」

「考えすぎだ！」

「相良さぁ、これでよか！　売られた合戦じゃ、買わなきゃおいは薩摩には帰れん！　織田信奈、尋じん常じように勝負ぞ！　遠えん慮りよなくそん首ばいただくど！」

「二人とも、日本刀を抜ぬかないでくれえ！」

　この日、天下人・織田信奈の居眠りを目もく撃げきし、その後大立ち回りを演じた家久の旅日記にはこうある。

『織田信奈。どこか南蛮人の娘のような綺き麗れいな顔立ちの、もじょか姫武将。じゃっどんえらく短気で嫉妬深か。武力七十五、外交力一、魅み力りよく百。相良良晴の〝今の〟恋人。いずれ、おいと雌し雄ゆうば決する運命にある気がすっど』

　そしてその家久の予感はいずれ、日ノ本の歴史を変える究極の大おお舞ぶ台たいにおいて実現するのだった──。







　　　巻ノ五　市松人形物語







●虎とら狩がり騒そう動どう




「信のぶ奈なさま。虎とら之の助すけは、ほんものの虎を狩かりたいんです」

　畿き内ない随ずい一いちの海洋貿易都市・堺さかい。

　豪ごう商しよう・今いま井い宗そう久きゆうの屋や敷しきで、信奈は「相良さがら妹軍団」の武ぶ闘とう派はコンビに迫られていた。

「この虎は、猛もう獣じゆうを相手に修しゆ行ぎようを積みたいんです。すでに八や坂さか神社の大カマキリは倒たおしました。大カマキリが操あやつる二刀流大おお鎌がまの間合いが長くて苦戦しましたが、こちらも十文字槍やりを用いて鎌対鎌の対決に持ち込み、なんとか勝てました」

　武辺者で、色恋を遠ざけるために男装している加か藤とう虎之助。まだ幼いのに育ちが早くて巨きよ乳にゆうなので、甲かつ冑ちゆうを着る際には胸にさらしを巻いたりもする。ただし今日は町まち娘むすめ姿だから、さらしはつけていない。

「にょほほ。さすがは虎の姉あね御ご！　カマキリを倒したら次は猛もう虎こ退治ですよね！」

「前まえ髪がみまっすぐおかっぱ」と赤いべべが愛らしいが、口を開くと脳筋武闘派の福ふく島しま市いち松まつ。

　ねねの親族で互たがいに親しん戚せきである二人は、実の姉妹しまいのように仲が良い。同じ相良妹軍団に属する利口者の石いし田だ佐さ吉きちに負けるまいと、日々ともに武芸に励はげんでいる。

　信奈は（どうして天下人のわたしがこの子たちの身の上相談を受けなければならないわけ。良よし晴はるが相手してればいいでしょー）とため息をついた。信奈自身が今朝、良晴に無茶な仕事を振ふって堺から追い立てたことを当人はすっかり忘れている。

「虎之助？　なんなのよ八坂神社の大カマキリって？」

「祇ぎ園おん祭まつりで有名な『蟷とう螂ろう山やま』の山やま鉾ほこにも似姿が飾かざられている、熊くまぐらいの大きさを持つ伝説のカマキリです。ほとんど妖よう怪かい変へん化げの類たぐいでした。動きが俊しゆん敏びんな上に、全身が鎧よろいよりも硬かたくて」

「デアルカ。そんな化け物を退治できるくらいなら、なにも虎と戦わなくても。日ひノの本もとに虎はいないのよ？」

「はい。ですから、唐から（明みん国）に渡わたって虎を探して狩ろうと思うんです。今井さまの船を一艘そう貸していただけるでしょうか？」

「いよいよ唐入りですね虎の姉御！　にょほほ～！　唐で盗とう賊ぞくに襲おそわれたらどうしましょう！」

「できれば穏おん便びんにことを運びたいが、われらは武士。売られたケンカは買うしかないね市松」

「水すい滸こ伝でんの悪漢みたいな連中が相手ですかねえ、腕うでが鳴りますねえ！」

「まーちーなーさーいー！　日ノ本の統一もまだ終わっていないのに、余計な火種を海の向こうにつくらないで！」

　血気盛さかんなのはいいけれど、海外に本格的に目を向けるのは日ノ本の統一が終わって織お田だ政権が完成してからよ！　と信奈は武闘派少女たち、特に市松にこんこんと解説した。

「そもそも日ノ本のわずかな人数で唐の広大な土地を武力制圧するなんて無理があるし、南方の海側から唐土もろこしを征せい服ふくできた例は過去にないの。未来人の良晴からもいろいろ教わったのだけれど、四方を海に囲まれた狭せまい島国の日ノ本と違ちがって、広大な大陸ではたとえ会戦に敗やぶれてもほとんど無限に後退できる。こちらは緒しよ戦せんで勝利を重ねても、奥地へ奥地へと引き込まれればいずれ伸のびきった補給線が途と絶だえて兵ひよう糧ろう切れになる。日ノ本は島国でしょ？　海を隔へだてて兵糧を補給しなければならないのが致ち命めい的なの。それに、唐と日ノ本が本気で武力抗こう争そうに及およべば、南なん蛮ばん勢力にとって益になるだけでしょ。わたしは大陸へ向かうよりも、むしろ琉りゆう球きゆうより先に広がる南の海に乗り出したいの。これからの時代、国の強さとはすなわち経済力よ。織田家がここまで大きくなったのも、わたしのお父上が尾張おわり津つ島しま湊みなとが交易で稼かせぐ膨ぼう大だいな銭ぜににいちはやく目を付けたから。武力で土地を奪うばうのではなく、貿易拠きよ点てんを広げて海洋貿易で南蛮諸国と張り合うのよ。武力衝しよう突とつはあくまでも外交がこじれた際の最終手段」

「にょほほ。信奈さまのおっしゃる言葉が難解で、さっぱりわかりませーん！　姉御はどうですか？」

「うう……ぜんぜんわからない……まだまだ虎は未熟だ……佐吉なら理解できるかもしれないよ」

「あいつが算術・弁べん舌ぜつ・礼れい法ほうの修行をしている間、市松たちは日々の修行時間を武芸に全振りですからねー。しょんぼりですね、姉御。やはり武辺者は佐吉には勝てないんでしょうか。よよよ」

「うう、ふがいない姉ですまない市松」

「こうなったらこの市松が無い知ち恵えを絞しぼって信奈さまを説得してみせますよ姉御！　信奈さま信奈さま。なんと！　虎の肝きもを食べれば若返りできるそうですよ！　信奈さまがぐっと若返れば、露ろ璃り魂こんをこじらせている良晴お兄ちゃんも大喜び！　虎を退治したら信奈さまに献けん上じようしますから、なにとぞ船を！　にょほほ～！」

　ぴきぴき、と信奈がこめかみに青筋を立てた。

「……わ、わたしはまだ若いから。良晴だって、わたしの胸が縮んだからって喜ばないから……」

「いやあ。女なんて十五歳を過ぎたらもう婆ばばあですよ！　良晴お兄ちゃんもいずれ市松の愛くるしさと虎の姉御のおっぱいに目移りしますって！　にょっほっほ～！」

「なっ、なんですってえええええ！　ちょっとばかり幼いからって調子に乗らないで！　十五を過ぎたら婆って!?　その言葉、万まん千ち代よの前で言える？　言えるのっ？」

「にょ、にょほっ？」

「信奈さま、刀を抜かないでください。市松に悪気はないんです。ただその、ちょっとばかり正直者すぎるだけで」

「虎之助？　あんたも、言い訳してるつもりで言い訳になってないから！」

「あうう。申し訳ありません。虎も弁舌は苦手で……市松を斬きるならこの虎之助も斬ってください」

「虎の姉御おおおお！　かっこいい！　市松は姉御に一生ついていきますっ！」

「いいんだ。妹の不始末は姉の不始末だよ、市松」

「うわああん。姉御おおおお！」

　信奈は、

「はあ。子供相手に本気で怒おこるのも大人げないわね。手ぶらで追い返すのも申し訳ないから、虎の居場所を知ってそうな者を紹しよう介かいするわ」

　と手紙を書いて虎之助と市松に渡した。

「「虎の居場所を知っていそうな者!?」」

「槍の達人、前まえ田だ犬いぬ千ち代よよ。実際に尾張で虎退治をした武辺者よ」




　　　　※




　前田犬千代。本名は前田利とし家いえ。

　見た目は小こ柄がらだが、柴しば田た勝かつ家いえと並ぶ、織田家きっての武闘派。

　勇者の証あかしである朱しゆ槍やりを常に持ち歩いている。

　虎之助と市松が堺の茶店でういろうを食していた犬千代を訪問したこの時も、犬千代はいつもの虎のかぶり物をかぶっていた。これぞまさに「虎退治」の証しよう拠こ品。防水性が高いので、緊きん急きゆう時には小こ舟ぶねにもなる優すぐれものだ。

「すっご～い！　ほんものの虎皮ですよ姉御！　かっこいい！」

「信奈さまから、実際に虎退治をやり遂とげた犬千代先せん輩ぱいならば虎の居場所を知っているかもしれないと教えていただきました。この虎之助は、犬千代先輩のように虎退治をしてみたいんです。相良家に加藤虎之助ありと武名を轟とどろかせたいんです」

　犬千代は無言でういろうを黙もく々もくとほおばっていたが、背が高い虎之助のすくすくと育った身体からだをじろりと睨にらむと、その膨ふくらんだ胸をぎゅーとわしづかみにしていた。

「んみゃあああっ!?　犬千代先輩？　な、なにを？」

「……この無む駄だに膨らんだ胸が偉えらそうで腹立たしい。相良家に加藤虎之助なる短たん髪ぱつ露璃巨乳あり、と噂うわさには聞いていた。良晴の妹がこんな胸をぶらさげているのは許しがたい」

「『短髪露璃巨乳』ってなんですか!?　痛いですっ痛い痛い、んみゃああああ！」

「まずいですよ姉御！　犬千代先輩の握あく撃げきは、種たね子が島しまの弾だん丸がんを押しつぶしてしまうほどの威い力りよくだとか！」

「犬千代先輩？　この胸は武芸にとっては邪じや魔まですけど、ちぎらないでください！　お願いします、お願いします！」

「……邪魔……このはちきれそうに膨らんだ胸が、邪魔……がーん」

　涙なみだ目めになった犬千代はしばらく虎之助の胸をつかんであらぶっていたが、ういろう補給を続けるうちに収まったらしく「……子供相手に本気で怒るのは大人げない」とようやく手を離はなした。

「犬千代先輩のほうが子供っすよね、姉御。特に胸のあたり」

「いたた。今のつかみ攻こう撃げきで、胸が腫はれてまた無駄に膨らんだよ……」

　その言葉を聞いた犬千代はあわてて自分の胸をつかもうとしたが、残念ながらつかむ胸がなかった。

「……犬千代はたしかに、織田家からお暇いとまをいただいて山野を放ほう浪ろうしていた時代に虎を退治した。今かぶっている虎皮がそれ」

「先輩。やはり日ノ本にも虎がいるんですね？　その虎はいずこに」

「……以前、姫ひめさまが南蛮船から買い求めて飼っていた虎が尾張の山中に逃にげだして野生化していた。山の中を飢うえて放浪していた犬千代が食料を求めて退治したのはその虎。逃げたのは一頭だけだったから、もういない」

　どうやら犬千代が狩った虎がそもそも自分が飼っていた虎だったことを、信奈は完全に忘れているらしかった。

　虎之助は、がっくり、と膝ひざをついた。

「うう。それでは日ノ本にはもう虎はいないのですか」

「……どうして、虎狩りを？」

「虎之助は、まだ名前負けしているからです。虎を狩ったこともない者が虎之助を名乗ってよいものかしらと佐吉に言われまして、それもそうだなと」

「にょほ。そうなんですよ！　佐吉の野や郎ろうは一言多いんですよいつもいつも。姉御の胸のでかさに嫉しつ妬としてるんですよ！　ところで犬千代先輩の胸がちっちゃいのは、虎の肝を食べて若返ったからですか？」

「……（ぴきぴきっ）」

「い、市松。お前の発言は、一言多いどころじゃないから！」

「ええっ、どのあたりがですか？　すみませぇん！」

　こんどは、犬千代が（……この市松を朱槍で田でん楽がく刺ざしにしてしまう前に、早く誰だれかに押しつけないと）と紹介状を書く番だった。

「……この茶店の近くに絵師・狩野かのう永えい徳とくの仕事場がある。そこに虎がいるという噂。犬千代も、あのあたりで虎の鳴き声を聞いたことがある」

「にゃんと、狩野永徳先生ですか！　行きましょう姉あね御ご！」

「う、うん。ありがとうございます犬千代先輩。しかし狩野永徳先生は名うての変人。嫌いやな予感がするよ」

「へーきへーき。信奈さま以上に面めん倒どう臭くさい女の子なんて、天下にそうそういませんよ！　にょっほっほ～」

「修しゆ行ぎよう項こう目もくに『弁舌』を追加したほうがいいと思うんだ、市松は」

「えええ？　なぜですか姉御～!?」




　　　　※




「残念だったな。わが仕事場にも京の屋や敷しきにも、虎などいない」

　港に面した狩野永徳の仕事場は、こんどは琉球風に改造されていた。

　子こ豚ぶたたちが、ぶひぶひと鼻を鳴らしながら虎之助と市松の足あし下もとを行進している。

　琉球のお姫さまの衣い装しように身を包んだ狩野永徳は、興が乗っているのか、筆を走らせながら「ふはははは」と高笑いしていた。

　身体はなよっちいけれど怒らせたら信奈さまより危なそうな女っすね姉御、と市松は永徳の鬼き気き迫せまる迫はく力りよくに震ふるえ上がっている。

「もっとも、子豚ならいっぱいいるがな。琉球では牛や豚を調理して美お味いしくいただくのだ。馳ち走そうしてやろうか」

「とほほ～。子豚を退治しても武勇伝にはなりませんね、姉御～。でもでも、美味しそうっすね！」

「豚を食べたら、また胸が膨らむ気がするから遠えん慮りよするよ。永徳先生、この仕事場近辺から漏もれてくる虎の鳴き声を聞いたと、犬千代先輩が」

「ああ。それはたぶん『あれ』を虎と勘かん違ちがいしているのだろう。みな、ほんものの『あれ』の鳴き声を知らないからな。私が飼っているどうぶつは虎ではない。食用の子豚と、そして、観賞用の『こいつ』だ」

　永徳がぽんと手を叩たたくと、弟で子したちが巨きよ大だいな鉄の檻おりを仕事部屋へと引きずってきて、そして檻の扉とびらを開いた。

「がおおおおっ！」

　檻から飛びだしてきた、巨大な獣けもの──それは。

「にょほっ？　このたてがみはもしかして、唐から獅じ子しいいいいっ？　ひええええええっ!?」

「し、獅子!?　実在の生き物だったんですかっ？」

「そうだ。こいつが唐獅子の『獅し子し丸まる』だ。わが画風の特質はその『迫力』にある。己おのれの頭の中の美しい世界を恬てん淡たんと描えがく長は谷せ川がわ等とう伯はくとは、私は対極を行く。あたかも現実に存在するかの如ごとき迫力を、いや現実を超こえた迫力を描くのが狩野永徳流だ。故ゆえに唐獅子を描くため、私は南蛮商人にほんものの唐獅子を注文した。そしてこうして飼っている」

「……このおそろしい猛もう獣じゆうを、絵の題材にするために飼うだなんて……すごい。すさまじい執しゆう念ねんだ」

　絵を描かくためならば（取り立て人以外の）なにものをも恐おそれない永徳は、檻から放たれた獅子すなわちライオンの喉のどを「よーしよしよしよしよし」と撫なでて脱だつ力りよくさせ、ごろりとライオンの身体をひっくり返してしまった。そしてそのまま「獅子丸はちくわが好物でな」とちくわで餌え付づけをはじめた。

　虎之助と市松は「永徳先生は武士よりも武辺者だ」「すげえっすね！　市松は驚おどろいておしっこ漏らしちゃいましたよ！」と抱だき合って震えている。

「なに。猛獣といえども猫ねこの仲間だ。『これから貴様を描くのだから動くなじっとしていろ。私に刃は向むかったら容よう赦しやなく問答無用にさばいて琉球料理の具にしてやる』とばかりに睨んでやったら、即そく座ざに懐なついた」

「にょほ？　それは懐いたのではなく、死を覚かく悟ごしただけなのでは」

「その通りだね市松。永徳先生の眼光の前に、獅子は死を恐きよう怖ふするのではなく、死を覚悟したんだ。獅子退治など永徳先生にとっては無用。人間の強さの極限は、その究極は、精神力にあるのかもしれない。天下無む双そうへの道がおぼろげながら見えてきたような気がする」

　虎之助は「今の自分に必要なことは虎退治のような無益な殺せつ生しようじゃない。ほんとうに強くなるためには、己の精神力を鍛きたえることこそが必要だったんだ」と今回の虎退治騒そう動どうに美しい結論をくだそうとした──。

　が、うっかりものの市松が口を滑すべらせた。

「永徳先生！　先生は長谷川等伯が描く美人画のお姫さまのようにお美しいですけれど、お肌はだが荒あれ気味で目の下にくまができてますよ、にょほ。部屋にこもって絵を描き続けているのでお疲つかれではないでしょうか。虎の肝きもを手に入れたら先生に差し入れますよ！」

「……な、なんだと……!?」

　市松はこの時、知らず知らずのうちに地じ雷らいを踏ふんだ。永徳は筆が走って徹てつ夜や続きだったので、お肌の荒れ具合を指し摘てきされたことには思い当たる節もあったし、それは問題ではなかった。しかし、「等伯が描く美人画のように美しい」と言われたことがしゃくに障さわった。

　永徳は自分を「日ノ本一豪ごう快かいな絵師」だと信じている。その豪快な画風を維い持じし極きわめるために、人格も生活ぶりもそして容姿もすべてが豪快でなければならなかった。それなのに、実際の自分の容姿がまるで好敵手であるもう一人の天才絵師・長谷川等伯が描いた色白できゃしゃなお姫さまそのものだということに、深いコンプレックスを抱いだいていたのだった。

　ああっ永徳先生まで怒らせてしまったと気づいた虎之助が、あわてて話を逸そらした。

「永徳先生！　ずいぶんといろいろな国の宝物を集められていますね！」

「ああ。私は海外へ旅に出る癖くせがあってな。半分は堺で買い求めたものだが、半分は直接現地で買った土産みやげ物だ」

「あっ、市松？　この人形、市松に似てるよね。おかっぱ頭で！」

「かわいいけれど、着ている服が違ちがうっすよ。和服じゃないっすね」

「そいつは呂宋ルソンで手に入れた人形だ。和服を着せればそれらしくなる。そうだ、市松。お前に妙みように似ているのもなにかの縁えんだろう。その人形はお前にやろう」

「にょほっ？　あっ、ありがとうございます先生！　虎の肝は必ずお届けしますねっ！」

「肝はいらん。ただし市松。その人形の髪かみを切っては駄だ目めだぞ。うちではおとなしくしていたが、少々訳ありな人形でな。絶対に髪を切るなよ。なにがあっても切るなよ？　物ぶつ騒そうなことになるかもしれんぞ」

「わっかりましたー！　妹分としてかわいがりますよ！」

　ふぅ～なんとかごまかせたと虎之助は安あん堵どした。自分似のおかっぱ頭少女人形を腕うでに抱いて笑う市松に向けて、「市松人形とでも名付けるがいいだろうふはは」と永徳は高笑いしている。

　これまで特になにごともなかったし、これだけ言っておけばよもや人形の髪を切ったりはすまい……と永徳は楽観的に考えていたのだが、その日の夜、騒動は起こった。







●市松人形の夜




　この日、主君の信奈は今井宗久邸ていに泊とまっていたが、竹たけ中なか半はん兵べ衛えたち相良家の面々は、今井宗久の商売敵がたきでもう一人の豪ごう商しようである津つ田だ宗そう及ぎゆうの屋敷を占せん拠きよしていた。

　津田宗及はなぜか茶器泥どろ棒ぼう（その正体は半兵衛を慕したう茶器盗とう賊ぞく・朧おぼろ月づき夜よ）に遭あうことが多く、被ひ害がいが馬ば鹿かにならないので近ちか頃ごろは竹中半兵衛をさかんに招待するようになり、その結果津田邸はすっかり相良軍団の堺における別宅と化していた。

　半兵衛を屋敷に泊めておくと、なぜかその日は盗賊が来ないのである。

　とはいえ、昨今の相良家は昔と違い妹軍団が増ぞう殖しよくしているので、招いてしまうとあまりの騒さわがしさに幼よう稚ち園えん状態となる。それはそれで頭が痛い津田宗及であった。屋敷を出入りする子供が増えたので「津田宗及露ろ璃り魂こん説」まで囁ささやかれ、有名人のおもしろ噂うわさ話ばなしが大好きな大おお坂さかあたりでは南蛮の活版印刷機で刷られた瓦かわら版ばんまで出回る始末。もとはといえば津田宗及こそがかつて織田信奈の醜しゆう聞ぶんを流る布ふするために南蛮から活版印刷機を導入した張本人だけに、まさしく因果応報、信奈に訴うつたえ出ることもできずに泣いていた。

　ともあれ、その日の夜の津田邸には相良妹軍団が勢ぞろいしていた。

　その津田邸の茶室。

「うふっ。来週の本ほん能のう寺じのお茶会ではよろしくお願いします、村むら重しげ先生」

「本能寺のお茶会は三種の神器とのお別れ会。そして相良妹軍団の正式なお披ひ露ろ目めの場。緊きん張ちようして紀き之の介すけは眠ねむれません。あうあう」

　妹軍団近江おうみ派。石田佐吉と大おお谷たに紀之介の二人が、仏ぶつ頂ちよう面づらの荒あら木き村重を前に丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをして茶の手ほどきを受けていた。

（またしてもわけのわからん場に駆かり出されてしまった！　私は長谷川等伯の織田信奈絵の出来を確かめるために有あり岡おか城に帰りたいのに！　竹中半兵衛が津田邸に泊まっているので今宵こよいは朧月夜も泥棒に来られなくなったし、なんという無む駄だな時間なのだ）

　摂せつ津つ有岡城主、気がつけば新参者でありながら織田家六番目の重臣になってしまった姫ひめ武将・荒木村重は爪つめを嚙かみながら最高にいらいらしていた。

　本来、今夜は朧月夜が茶器を狙ねらって津田邸に忍しのび入る予定だった。

　朧月夜に借りがある村重は彼女の手引きをするために、茶さ道どう仲間として津田邸に先行して入っていたのだ。

　しかし同じ日に半兵衛が津田邸に招かれてしまったので、朧月夜の泥棒計画は延期。朧月夜は今は蘭らん奢じや待たいで小康状態を保っている半兵衛の病を完治させるために茶器を収集しているのだが、半兵衛は泥棒行こう為いを許さないので、近頃は半兵衛がいる場所での泥棒は慎つつしんでいる。事情を知らない津田宗及も経験則で「竹中どのが泊まった屋敷にはなぜか泥棒が入らない」と気づいて必死の対策をしているわけである。

　そんなわけで手が空すいた村重が帰り支じ度たくをはじめたところに佐吉と紀之介が押しかけてきて、来週に迫せまった本能寺のお茶会のために茶道をご教示いただきたい、と請こわれてしまったのだ。

　荒木村重は実は影かげ武む者しや。ほんものの荒木村重はすでに城を捨てて逐ちく電でんしており、今「荒木村重」を名乗っているこの姫武将は自分がもともと誰だれであったかもわからない「本朝最後の鬼おに」なのだが、いまや明あけ智ち光みつ秀ひでに匹ひつ敵てきする風流姫武将として畿内ではすっかり有名人になってしまっていた。

　荒木村重は茶道にも通じているが、なにしろ戦国時代の姫武将たちの心をわしづかみにしている「源げん氏じ物語」に詳くわしいのなんの。これが男武将であれば「気持ち悪ーい」と言われそうなぐらいに村重は「源氏物語」の世界に精通しているのだった。

「石田どの、大谷どの。茶道ならば千せんの利り休きゆうどのに師事されることをお勧すすめするが。私自身も利休どのに弟子入りすることを考えている」

　これ以上悪目立ちしては利発な半兵衛に正体を知られる。茶道の師し匠しよう役なんぞやらされてはかなわん、茶道では利休よりはるかに格下だということにしておかなければ……と村重はため息をついた。

「利休さまとは、なにやら会話が難しいんです」

「あうあう。り、きゅ？　しか言わないものね、佐吉ちゃん」

「そうそう。それに村重先生は天下に名高い『荒木高ごう麗らい』をお持ちだとか！　ぜひとも『荒木高麗』で点たてた茶をいただきたいなあって思いまして！　これで佐吉たちも一人前の茶人にして風流人の仲間入り！　槍やりの修しゆ行ぎようばかりしている虎之助と市松にまた一歩差をつけるのよ、紀之介！」

「はわわ。姉妹しまい同士なんだから仲良くしないと駄だ目めだよう佐吉ちゃん」

「尾張の田舎いなか妹どもとは肌が合わないのっ。なにかというとすぐに食べ物に味み噌そをかけるんだから。つーん」

「あうあう。尾張妹派と近江妹派の対立は根深いのです、村重先生。主に味噌のことと、佐吉ちゃんの胸が薄うすいことが対立の原因なんです。本能寺のお茶会で仲良しになれればいいなあ」

「紀之介？　胸のことは関係ないのっ！　先生、ぜひ『荒木高麗』を！」

　まったく小うるさい娘むすめだ。それほどお望みならば「荒木高麗」で爆ばく殺さつしてやろうか……と村重は一いつ瞬しゆん衝しよう動どう的な殺意を覚えたが、（いやいや。相良良晴の妹を消したら騒動になる。しかも本能寺茶会に参加する娘ではないか。だいいち「荒木高麗」は朧月夜が利休邸から盗ぬすんだ茶器だ。先日、鞍くら馬ま寺で衝動的に島しま津づ家いえ久ひさを殺したくなって取り出してしまったが、うかつに人目に触ふれさせるのはまずい）と気づいてこらえた。本能寺のお茶会では、朧月夜を手引きして三種の神器を盗ませねばならない。そのお茶会では、展開次し第だいで切れ者の竹中半兵衛を爆殺せねばならなくなるかもしれなかったが、お茶会が開かれるまでは疑われるような真ま似ねは慎まねばならない。村重は朧月夜の泥棒稼か業ぎようには興味がないが、織田信奈絵を依い頼らいした長谷川等伯への対価として三種の神器を貸し出さねばならないのだ。

（わざわざ未来へ行ってモナ・リザとかいう南蛮人が描かいた絵を見たいだなどと、等伯も風ふう狂きような男だ。ほんとうに三種の神器で時間を越こえられるのであれば、そうだな、私だったら間ま違ちがいなく過去に戻もどるが……王朝文化華はなやかなりし頃ころの都へ行くか、あるいは私が人間をやめて「鬼」になってしまった原因を突つき止めて阻そ止ししたいものだ。もしかすると、織田信奈が関係しているのだろうか？）

　茶道を究きわめてライバルに差をつけ、大好きな兄・良晴の寵ちよう愛あいを一手ににぎりたい石田佐吉は必死だった。村重が（私はなぜ鬼になり、なぜ織田信奈にこうも惹ひかれるのだろう。同じ少女同士だというのに不思議だ……）と心ここにあらずといった感でぼんやり惑まどっているわずかな隙すきをついた。

「『荒木高麗』をせめて一目見せてください！　これですね！　紀之介、これよ！　これが村重先生に使い込まれることによって一いち躍やく天下の名物となった『荒木高麗』！　独創的なこの唐から草くさ文もん、美しいわ！」

　佐吉は瞳ひとみを輝かがやかせながら、村重が背後に隠かくしていた「荒木高麗」をするりと奪うばって手にしてしまっていた！

「あっ!?　ま、待て。それは……！」

　私としたことがうかつだった、相手は小娘だと油断していた！　村重は青ざめながら「荒木高麗」を取り戻そうとしたが、佐吉はものおじしない上に猫のように敏びん捷しようで行動が速い。

「お借りしますね、村重先生！　うふっ。さっそく紀之介に三杯ばいのお茶を飲ませてあげるね！」

「あうあう。いいのかなあ？　でも、喉のどが渇かわいちゃったし、いただきます」

「紀之介は風か邪ぜ気ぎ味みだもんね！　でもでも、『荒木高麗』で茶を飲めば良くなるわ！　きっと霊れい験げんあらたかよ！」

　馬ば鹿か者もの！　そいつで茶を飲めば、爆発して死んでしまうのだぞ！　これ以上面めん倒どうを起こすな！　と村重は怒ど鳴なりたくなったが、この津田邸には今宵、竹中半兵衛も泊まっている。真相を叫さけぶことはできない。どうする？　どうやって取り戻す？　石田佐吉の手から強ごう引いんに奪おうとすれば奪い合いになって割ってしまうだろう。それはまずい。「荒木高麗」は万が一の時に竹中半兵衛を始末するためのとっておきの武器だ。だが、この場で人間を爆破されては困る！　私に容疑がかかる！　竹中半兵衛に正体を気け取どられる！

　村重が逡しゆん巡じゆんしている目の前で、佐吉は早くも「荒木高麗」に茶を注ぎはじめていた──！




　　　　※




「にょほほ。市松人形って、かわいいですね姉あね御ご。このつぶらな瞳。丸い唇くちびる。前まえ髪がみぱっつんのおかっぱ。どこをとっても愛らしいですねっ」

「市松にそっくりだよね。ねね姉が市松とおそろいの赤いべべを作ってくれたから、さっそく着せ替かえよう」

　同じ津田邸の別室。

　市松と虎之助は、狩野永徳からもらった南海渡わたりの「市松人形」を和服に着せ替えながらすっかり和なごんでいた。

「むにゃむにゃ。ねね人形も作るですぞー。戦場へ赴おもむく兄さまの傍かたわらに、ぜひともねね人形を。すぴー、すぴー」

　早はや寝ね早起きが信条のねねは、部屋の片かた隅すみですでに熟じゆく睡すいしていた。

　ねねは相良妹軍団を率いる「相良家長ちよう姉し」だが、ぶっちぎりで妹軍団最年少なのだった。おねしょをする妹も、ねねだけだ。市松と虎之助にとっては親しん戚せきにあたるので、旅先では相部屋が多い。

「ねね人形かあ。いいね。兄貴に持たせてあげればきっと勝ち運がつくよね。戦争のない未来から来て戦いくさが苦手なはずなのに、兄貴が驚きよう異い的な立身出世を果たした裏には、幸運のねね姉の力あり、ってもっぱらの評判だし」

「ですね。運は大事っすよね姉御。この市松人形も開運の宝物になってくれるといいんすけどね。でも結局虎とら退治はできなかったし、戦場に出られない姫武将見習いの身ではなかなか名をあげられませんねっ」

「焦あせることはないさ。十文字槍やりで大カマキリは倒たおせたんだし。それに今日は、真の強さとはなにかということを永徳先生から学べた気がするよ」

「姉御は真ま面じ目めだなあ～。おっぱいが大きい姫武将は栄養が全部胸に回っているから頭が悪いっていう噂うわさ、あれは噓うそっすよね！」

「……し、知らないよ……」

「いやしかし姉御のおっぱいは触さわり心地ごこちいいっすね！　猫ねこのにくきゅうに匹敵しますよ！」

「こら。痛いから触るな。犬千代先せん輩ぱいににぎられたおかげでまだ腫はれてるんだ」

「贅ぜい沢たくな悩なやみっすねー、にょほほ。佐吉に聞かれるとまたケンカですよ」

「市松が面おも白しろがって煽あおるからだよ。まあ元気なのはいいことだけど」

「あっ、そうだった！　市松も、寝る前に『日に本ほん号ごう』のお手入れをしなくっちゃ！」

「あの槍、いいかげん信奈さまに返さないと駄だ目めだよ？」

「気にしない気にしない」

　市松人形にも爪つま楊よう枝じの槍を持たせたいですねえと、なにごとにも屈くつ託たくのない市松が人形を抱だきながら陽気に笑っていると──。

　ざわっ。

　室内に突とつ如じよとして、霊れい気きのようなものが充じゆう満まんしてきた。

「おや？　あ、あ、あ、姉御っ？　こ、こ、こ、これはいったい？」

「え？」

　市松が抱っこしている人形の黒髪が、みるみるうちに伸のびはじめていた。

「ぎゃ～!?　ああああ姉御おおおおおお、なんなんですかこれ？　やばいっすよ！」

「か、か、髪の毛は人間が死んだ後も伸びることがあるらしいから……ほんものの人間の髪なんだよ、きっと」

「いやいやいや。いくらなんでも伸びすぎィ！」

　眉まゆ毛げのところでぱっつんと切り揃そろっていたはずの前髪が、たちまち人形の顔を覆おおい尽つくしていた。

　おかっぱだった後ろ髪は、人形の足あし下もとまで垂れている。

「伸びてます！　どんどん伸びてます姉御！　ひいいいっ！　伸び続ける黒髪が、市松の腕うでに絡からまってきました!?」

「これは尋じん常じようの人形じゃない！　とりあえず投げ捨てるんだ、市松！」

「駄目ですもう腕に絡みついて捨てられませえん！　ひええ、市松の首もとまで後ろ髪が迫ってきました！　絞しめられちゃいますよう！」

　どうしてこんな怪かい異いな現象が？　と虎之助はいぶかしんだ。

「ま、まずいよ。ほんものの人間の髪だとしたら危険だぞ！　人じん髪ぱつはとても硬かたいんだ！」

「えええい！　こうなったら鋏はさみでばっさりと人形の髪を切ってやるっすよおおお！　ちょき、ちょき、ちょき！」

「えっ？　ちょっと？　市松？　駄目だよ、絶対に髪を切るなと永徳先生が言っていただろう！　きっと、もっとまずいことになるよ？」

「残念、もう切っちゃいましたっ！　また伸びてきて絡まれる前に投げ捨てます、えいえい！」

「あああ……嫌いやな予感がする……」

　市松があわてて、髪をざんぎりに切った人形を部屋の隅すみへと放ほうり投げた。

　すると人形は小さな手足を動かして畳たたみの上に四よつん這ばいになり、

『フシャアアアアア！』

　尖とがった牙きばを剝むいて市松を威い嚇かくしはじめたのだった。

　切られた髪も、再びすさまじい勢いで伸びはじめている。

「ああほら。髪を切ったから、人形の中に潜ひそんでいたなにかが目覚めちゃったよ!?」

「だってえ。そんなこと言われても～！　どうすればいいんでしょう姉御っ？」

「とりあえず、目を覚ましそうにないねね姉だけでも隣りん室しつに避ひ難なんさせないと」

『フッシャアアアアア！』

「ひいい。ねね姉も虎の姉御も無視して、市松めがけて襲おそいかかってきたっすよおおお!?」

「髪を切った相手だから、たぶん、敵だと認にん識しきしているんだ！　躱かわせ、市松！」

「言われなくても躱しますうううう！　やだよぅこわいよう、漏もらしちゃうよう！」

　市松は、見た目は愛らしい乙女おとめだが「武芸全ぜん振ふり」の姫ひめ武将見習いである。

　弁べん舌ぜつの才はゼロだが、武芸も運動神経も反応速度も虎之助に匹ひつ敵てきするほどに優ゆう秀しゆうなのだ。

「うひいいいっ!?」

　悲鳴をあげながら畳の上にブリッジしながら倒れ込み、かろうじて空中を飛んできた人形を躱した。

　人形は市松に取り憑つくことができず、畳の上に再び落ちていた。

「市松、さすがだ！」

　しかし、人形が狙ねらっていたのは市松の本体ではなかったのだ。

　室内に差し込む月明かりが畳の上に浮うかび上がらせている、「市松の影かげ」だったのだ。

　畳に映る市松の影のうち、両手の部分に人形がぺたりと自分の小さな手を当てていた──その次の瞬しゆん間かん、市松はブリッジした姿勢を維い持じできなくなって崩くずれ落ちていた。

「やっべえ、手に力が入らなくなった……って、なにこれえええっ？　姉御、市松の両手がああああ！」

「どうしたんだ!?」

「突とつ然ぜんふにふにの布人形みたいに……これ、大きさは変わっていないけれど、人形の腕っすよ!?　動かないですううう！」

『フシャ、フシャアアア！』

　虎之助は（落ち着け。落ち着け虎。敵は大カマキリや虎や獅し子しよりもずっとおそろしい面めん妖ような呂宋渡わたりの生き人形。どうすれば倒せるのかもわからないが、虎がここで動どう揺ようすれば市松は助からない！）と深呼吸をしながら室内の状じよう況きようをつとめて冷静に観察しようとした。そして気づいた。

　立ち上がって再び市松の「影」に躍おどりかかろうとしている人形。その両腕だけが、妙みように生物感たっぷりの「肉々しい」ものに生え替わっていた。

　サイズこそ小さくなっているが、「市松の腕」を人形が奪ったのだろう。

　その代わり、市松の両りよう肩かたについている今の腕は、「人形の腕」に付け替えられているらしい。

「わかったぞ市松！　影だ！　影に触ふれられると、その部分を人形に奪われるんだ！」

「えええええっ？　どういう理り屈くつなんですか姉御おおおお!?」

「理屈はわからないが、これは現うつし世よの出来事だ！　夢じゃない！　影に触れさせるな！　月明かりが差し込んでくる側の襖ふすまから離はなれて、反対側の襖に身体からだをくっつけるんだ！　そうすれば、畳に影が映り込まない！」

「もしかしなくても、人形の髪を切っちゃったせいですかねっ!?」

「どうやら髪を切られると、目を覚まして髪を切った人間と身体を交こう換かんしはじめるらしい！　これは海洋貿易を通じて呂宋に流れ込んできた、南海のどこかの国で作られた呪のろい人形なんだろう！　永徳先生は迫はく力りよくのある画えを描かくためなら、獅子だって飼う人だ！　呪いの生き人形を喜んで買い求めても不思議じゃないよ！」

「だーっ！　なんでいきなり目覚めたんすかね？　永徳先生の仕事場では猫を被かぶっていやがったんすかね、この人形は!?」

「わからないが、もしかしたら永徳先生の眼力の前に恐おそれをなして、先生相手には祟たたれなかったのかもしれない！　だがそれでは先生にとっては期待外れだ！　だから先生は、この人形にはほんとうは『呪い』の力はないと思うようになって、手放す気になったんだ！　ともかく影に触れられたら駄目なんだ！」

『フッシャアアア！』

　ひい。また飛んできた！　防ぎたくても腕が砂すな袋ぶくろみたいな感覚で動かないっす！　と部屋の中央を突つっ切りながら市松が叫んだ。

「虎に任せろ！　十文字槍で、この人形を──！」

「ぎゃああ！　人形の腕を刺さしたり斬きったりしちゃ駄目っすよ姉あね御ご！　こいつの腕は今、市松の腕なんすよ！」

「わ、わかった！　これ以上市松の影に触れさせないよう、傷をつけることなくこの部屋から叩たたき出す！」

　虎之助は大カマキリを倒した十文字槍を構えると、目にも留まらぬ速さで槍を繰くり出し、ばんっ、と宙を飛ぶ人形の胴どうを払はらって襖の外へとふっ飛ばしていた。人形を突き刺してしまわないように全神経を槍先に集中してはじめて可能となる神かみ業わざだった。

　月光が入ってくる襖の反対側──突き当たりの襖に背中を預けて間かん一いつ髪ぱつで影を消した市松が「にょほほ。さすがは虎の姉御！」と思わず歓かん声せいをあげた。

　だが、その市松の膝ひざがいきなりがくがくと笑って、そして市松は畳の上にどさっと仰あお向むけに倒れていた。

「あ、あ、足に力が……ああああっ？　市松の両足が布袋にいいいいっ？」

「な、なんだって!?　しまった！」

　部屋から叩き出された人形は、市松が背中を預けていた襖の裏側へと飛ばされていた。人形はそのまま素す早ばやく縁えん側がわに這はい寄り、襖ふすま越ごしにうっすらと縁側の上へ映り込んでいた市松の影を触ったのだった。

『フシャアアアア！』

「うかつだった！　腕を傷つけてしまう危険を冒おかしてでも、胴体を串くし刺ざしにして捕とらえておくべきだったのか？　この虎が未熟だったばかりに……！」

「うええええん。姉御、助けてくださいっす！　手も足も入れ替かえられてしまって、もう逃にげられないですう！」

「これ以上お前の身体を奪うばわせるわけにはいかない！　もしも心の臓や頭を奪われたら……そうなる前に人形の首だけを切り落とす！　だが虎はまだ未熟者だから失敗するかもしれない。それでも虎を信じてくれるか、市松!?」

「もちろんですよ、姉御！　このまま人形にされちまうくらいなら、姉御の槍で息絶えるほうを選ぶっすよ！　恨うらむことも後こう悔かいすることもありません！」

「ありがとう！　市松の言葉のおかげで、勇気が出たよ！」

　虎之助は躍り上がると一気に襖を突き破って、縁側へと飛びだした。

　そして、市松の影を邪じや魔まする形で縁側に立ち、正面から飛びついてきた人形へと槍先を向けた──が、この時、虎之助は得物の十文字槍に異変が起きていることに気づいた。

　半月状に伸びた横手の鎌かま二本のうち、片側が根元から折られて消失していたのだ。

「ええっ？」

　そしてその折られた鎌は、今まさに虎之助の首筋めがけて飛んでくる人形の右腕の肘ひじに取り付けられていた──！

「しまった!?　槍の横手を折られていたことに気づけなかったとは、虎之助一生の不覚！」

　この時に生じた一瞬の躊ちゆう躇ちよが虎之助の生死を分けようとしていた。矢のような素早さで間合いに入られた！　このまま槍を引いて人形を追いかけても、間に合わない！　相打ちになる！　首筋を斬られる！

　咄とつ嗟さに横へ飛んで逃げるか？

　しかし自分が縁側から逃げれば、市松の影が縁側にはっきりと映り込み、人形が市松の身体すべてを奪ってしまう！　そうなれば市松は──どうなるのだろう？　もしかして「呪いの生き人形」そのものにされてしまうのか、あるいは死んでしまうのか、いずれにしても最悪の結末になる！

「姉御おおお！　市松のことはもういいです、避よけてくださいっす！」

「そうはいかない！　妹を守るのは姉の務めだ、市松！　妹も守れないような姉に、天下無む双そうなど目指せるわけなどないんだ！」

「うわあああん！　姉御おおおお！」










　虎之助が「姉貴分」に、市松が「妹分」になったのには、いきさつがある。

　二人は、最初から姉妹しまいとして育てられていたわけではなかった。

　虎之助と市松はともに尾張の生まれ。虎之助の父親は刀かたな鍛か冶じで、市松の実家は桶おけ屋やだった。二人は幼い頃ころから、尾張の誇ほこりともいる花形稼か業ぎよう・姫武将に憧あこがれていた。なにしろ尾張は天下の織田信奈や猛もう将しよう柴田勝家、かぶき者の前田犬千代といった戦国を代表する姫武将たちを輩はい出しゆつしている土と地ち柄がらだ。

　そんな二人が姉妹の契ちぎりを結んだきっかけは、穏おだやかではなかった。最初は敵同士だった。お互たがいの村で「最強」と称しようされていた二人が、子分衆の衝しよう突とつによって出会い、そしてその場で決けつ闘とうに及およぶことになったのだ。

「でかっ!?　おめえが虎之助か、まじで女っ？　とにかく尾張最強の座は市松がいただきっすよ！」とやる気まんまんの市松が繰り出す竹たけ槍やりを「と、虎たちは親しん戚せき同士だよ。争いはよくないよ」と虎之助がいなし続け、しかし市松があまりにタフなので虎之助もついに躱しきれなくなった。同年代の相手でこれほど強い者を虎之助は見たことがなかった。最強の姫武将になるという夢もはじまらないままに一いつ騎き打うちに敗やぶれることを恐きよう怖ふした虎之助は「ここからは本気で行くよ」と目の色を変え、その瞬間から二人の少女の立ち会いは悪ガキ同士の遊びを超こえて文字通り命を張った真しん剣けん勝負となった。

　市松はこの時、追い詰つめられて牙を剝いた虎之助の眼力に（殺される）と震ふるえ上がって漏らしそうになったが、子分たちの手前、退ひけない。退けば、負け犬になる。姫武将になるという夢を捨てることになる。「うわあああん！　死んでもいいからてめえだけは倒たおすっ」と泣きながら啖たん呵かを切った──。

　虎之助は、己おのれの心の内側にわき上がってきた恐怖の感情に流されて、罪のない子供同士の遊びを「命のやりとり」に変へん貌ぼうさせてしまった自分の愚おろかさに、気づいた。そのような理由で市松を殺してよいはずがなかった。市松に殺されることで、落とし前をつけようと思った。

　しかしそこに、子分たちが驚おどろくべき知らせをもたらしてきた。二人にとって親類にあたるねねが近江長なが浜はま城で「相良妹軍団」を設立して、相良良晴の義ぎ妹まいを募ぼ集しゆうするというのだ。命を賭として二人が戦う理由はなくなった。虎之助と市松は、お互いの非礼を詫わび、その場で義ぎ姉妹きようだいの誓ちかいを交かわして近江へ出立し、相良妹軍団に一番乗りしたのだった。

　虎之助は今でもあの時、無む邪じや気きな子供心で竹槍を振り回していた市松相手に本気で怯おびえ、殺意に近い感情すら抱いだいてしまった自分の未熟さを恥はじていた。最強となるためにはまだまだ足りないものがある、と──。










「──市松！　虎はもう怯えない、必ずお前を守ってみせる！」

　高速で自分の首筋へと迫せまってくる人形を追いかけるように、虎之助は両足を踏ふん張って十文字槍を手て許もとへと引いた。もはや「十文字槍」とは呼べなくなってしまっていたが、まだ片側の鎌は残っている。この残された鎌で人形の首を刎はねる！　虎の首筋も斬られるが、人形の動きも止まるはず！

　不思議と恐怖はない──天下無双を追求するよりも目の前の妹を守ることのほうがずっと大事だ。この人形はそのことに気づけず虎狩がりに夢中になっていた虎への戒いましめなのかもしれない、と虎之助は思った。

　しかし、虎之助の首に人形の鎌が接せつ触しよくすることはなかった。




「皆みなさん、この庭に穴を掘ほってください！　今のわたしの力では物ものの怪けをあまり長く封ふうじていられません！」




　相良家の軍師・竹中半兵衛が、人形の背中にドーマンセーマンの護ご符ふを飛ばして空中に強ごう引いんに固定していたのだった。




「軍師どの!?　もう陰おん陽みよう道どうの術は使えないのでは？」

「姉御の命が助かったああああ！」

「けほ、けほ。陰陽師としての癖くせでとっさに護符を投げたところ、なぜか効力がありました。本来ならば前ぜん鬼きさんに井い戸どを掘ってもらってそこへ封じねばならないのですが、もう前鬼さんはおられませんから、人の手で井戸を……けほ、けほ」

　そうか。軍師どのは術を使うと少ない体力を消しよう耗もうしてしまうんだ、と気づいた虎之助は、空中で手足を振ふってもがいている人形から離はなれると、庭へと飛び降りて槍を振りあげ、「早くしなければ！　早く！」と穴を掘りはじめた。

　市松と虎之助が人形と戦っていた部屋の向かい──庭を挟はさんだ正面にある別室の襖ふすまが開いて、佐吉と紀之介が飛びだしてきた。

「なに？　なんなの？　この騒さわぎは？　どうして虎之助が井戸掘りをはじめているの？　おかげでうるさくってお茶会を中断しちゃったじゃない」

「あうあう。佐吉ちゃん、市松ちゃんが倒れているよ！　なにかたいへんなことになっているみたいだから一いつ緒しよに掘らないと」

「しょうがないわね。紀之介は風か邪ぜ気ぎ味みなんだから掘らなくていいわよ、佐吉が掘るわ」

「ううん。紀之介も掘る」

「やあ、ありがとう。佐吉、紀之介！」

「ふ、ふんだ。軍師さまのご命令だから掘るだけよ。虎之助に礼を言われる筋合いはないわよ」

　感かん極きわまった市松が「佐吉って口は悪いけれど根はいいやつだったんすねえ。これからは姉妹みな仲良くしないと、うえええん」と泣いた。

「けほ、けほ。急いでください、もう保もちません」

「わかりました軍師さま！」

　虎之助が「ちょっと。砂をかけないで！」と顔をしかめる佐吉にごめんと謝りながら怒ど濤とうの勢いで掘り進むと、いきなり「ごんっ」と岩を砕くだいた感覚が手に伝わってきて、そしてすさまじい水柱が穴の奥から噴ふき上がっていた。

「きゃああああ！　びしょ濡ぬれになっちゃったじゃない！」

「ごほごほごほ」

「紀之介、だいじょうぶ？　紀之介は風邪をひいているのよ、こじらせちゃったらどうするの？　ああもう、やっぱりあなたたち武辺ものの尾張妹と佐吉たちお利口な近江妹は相あい容いれない仲らしいわね！」

「ご、ごめん」

「虎之助さん！　水柱はすぐに収まります！　この穴の中に人形をつかんで放ほうり投げてください！」

　半兵衛が咳せき込みながら指示を出し、虎之助が迅じん速そくに対応した。

　人形は、虎之助たちが掘ったばかりの井戸の奥へと落とされた。

　さらに、その上に何重にも石を積み重ねて、やっと封じることができた。

「ふう……日ノ本の物の怪はあらかた祓はらわれたはずなのですが、この人形さんはいったいなんだったんでしょう？」

「呂宋渡わたりの人形だったんです、軍師さま」

「ああ、海の向こうの国から来た物の怪さんだったのですか。でしたらこういうこともあるかもしれませんね。でも、これでもう這はい上がってこられないはずです。いつも通りにこの井戸を物の怪封じの晴せい明めい井戸と呼びたいところですが、今回は虎之助井戸とでも名付けましょう。くすんくすん」

「姉あね御ご～！　手も足も戻もどってきましたよう！　姉御が無事でよかったっす、うわあああん！」

「よかった、市松。ほら、もう泣くな」

「でも京の都には妖よう怪かい大カマキリがいましたよ、姉御？　まだまだ日ノ本には物の怪がうろうろしてるんじゃないですか？」

「ああ。あれは純じゆん粋すいに身体からだが大きなカマキリであって物の怪とは違ちがうんだよ、市松」

「にょほ？　……納なつ得とくできたようなできないような？　まあ、虫そのものが物の怪みたいなものっすからね！　特にあの黒い、ほら」

「うわあ。あれの話はやめてくれ市松！　一人で厠かわやへ行けなくなる！」

「くすん。ともあれ、ほんとうによかったです。どうしてもう力を失ったはずの護符が効いたのかわかりませんが、運が良かったのでしょうか、それとも虎之助さんと市松さんの姉妹愛が起こした奇き跡せきだったのでしょうか」

　姉妹愛ぃ？　そんなわけないでしょう？　ああもう虎之助が乱暴だからすっかり濡れちゃったわ。紀之介、着せ替かえてあげる、茶室へ戻りましょう、と佐吉は「へくちんへくちん」と何度もくしゃみしながら茶室へと戻っていった。

「あうあう。佐吉ちゃん待ってよ～。虎之助ちゃんたちと仲直りしようよう」

　虎之助と半兵衛たちにぺこぺこと頭を下げながら、紀之介もあわてて茶室へ帰っていった。ぶるぶると震えているのは、身体が冷えたかららしい。

「いやあ。感動の和解があるかと思ったんすけど佐吉の口の悪さは直らないんすね、姉御」

「いいんだ。二人とも濡れ鼠ねずみになっているから、早く着替えさせてあげないと。特に紀之介は身体が弱いから……軍師さまも、お身体はだいじょうぶですか？」

「はい。久しぶりに術を使ったら少し熱が……このまま起きていると倒れちゃいそうなので、わたしは寝ねますね」

「軍師さま！　ありがとうございましたっ！　まことに天下一軍師っすね！」

「……あのう、市松さん。官かん兵べ衛えさんがいる場所ではその言葉は使わないでくださいね。くすんくすん」

「ほーい！　お任せあれ、にょほほ～」

「市松の口の軽さも直りそうにないから、虎は心配だなあ」

「軽くないっすよ！　市松は！　常に！　本音で生きる正直な妹なんですよ！」

「ふふ。皆さんの仲がうらやましいです」

　かくして半兵衛はしずしずと自分の部屋へと戻り、ねねはすやすやと熟じゆく睡すいを続け、市松人形騒そう動どうは一件落着した──かのように見えた。




　　　　※




「さあ村重先生、紀之介。お茶会を再開しましょう。あら、『荒木高麗』が見当たらないわ？」

「佐吉ちゃん、こちらの茶器でいいから……へくちん。へくちん！」

「……二人ともびしょ濡れではないか。庭園でなにがあったのだ？」

　茶室に舞まい戻ってきた佐吉と紀之介は、村重が「荒木高麗」の代わりに用意した異なる名物茶器を用いてお茶会をやり直すことになった。

（危なかった。竹中半兵衛が物の怪を相手に陰陽術を用いていたようだが、もう龍りゆう脈みやくが断たたれたこの国では陰陽術は効かないはず。半兵衛に「気」を使わせているなにかがこの津田邸ていには存在しているのだろうか？　ともかく、早く津田邸を去らねば危あやういな）

　村重は（ともあれ大谷紀之介が私の茶会の席で爆ばく死しするという最悪の事態は回かい避ひできた。「荒木高麗」は本能寺お茶会の当日まで封じておかねば）と安あん堵どしながら、佐吉と紀之介の微笑ほほえましいやりとりに口を挟んであれこれと茶の湯の作法を伝えた。

「荒木高麗」はどこですか？　と佐吉に食い下がられると困るので、師し匠しようとして語り続けることで誤ご魔ま化かそうとしているのだが、いざ教えるとなると村重は几き帳ちよう面めんなせいか意外と細かい。それに、利発な佐吉を誤魔化すには口先の言葉だけでは無理だと気づいていたから、利休のような茶の湯の達人を相手にしているつもりで真しん剣けんに語った。島津家久に対した時のように語らずに誤魔化そうとすると、気け取どられてしまうだろう。

　村重が教える礼れい儀ぎ作法は、朧月夜から教わった本格的な平安王朝貴族ゆかりのものを当世流行の町人流および武家流の茶の湯と絶ぜつ妙みように組み合わせたもので、ある意味村重の独創とも言える流儀であり、「織田家臣団随ずい一いちの数す寄き者もの」「武家では一番の茶の湯の名人」と呼ばれるだけのことはあった。

　佐吉と紀之介は「さすが村重先生だわ、細かい気配りと抜ばつ群ぐんの観察眼」「あうあう。平安絵巻のお姫ひめさまのように雅みやびだね佐吉ちゃん。村重先生は乙女おとめの中の乙女」と感激して、「荒木高麗」のことをすっかり忘れてしまった。

「茶の湯で重要なことはしかし今言ったような細かい礼儀作法の決まりではない。目の前の客人を精せい一いつ杯ぱいもてなすという精神、このお茶会が終わればこの客人とは二度と会えぬかもしれないという一いち期ご一いち会えの覚かく悟ごこそが肝かん要ようだ」

　真しん摯しに教え続けているうちに、村重の心の中に（私も本能寺で早く織田信奈に茶を振る舞いたい……なぜだろう。私はいちど、織田信奈と永遠の別べつ離りを経験したような気がしてならない。それも、他ほかならぬ私自身の過あやまちのために……私は彼女に対して、なにか果たさねばならないことがあって、この現世に舞い戻ってきたのではないだろうか。あの姫武将の面おも影かげを思い描えがいただけで胸が苦しくなる）という激しい感情が満ちあふれてきた。

「一期一会ですか、先生」

「そう。南蛮の宣教師風に言えば、愛だ。茶の湯における耶や蘇そ教の要素だ。これは千利休どのが茶の湯に採り入れたものだが、日ノ本にも微び妙みように異なれど愛と名付けるべき精神のありようは昔からあった。たとえば『源氏物語』は光ひかる源氏と女によ人にんたちの愛の物語だ。しかし茶の湯の場では、性別や年ねん齢れいを問わない純粋な愛の感情を交こう換かんすることができる。そこが、男女の愛に限定される秘ひめ事よりも広く深い。かつ、耶蘇教のように絶対の神を持ち出す必要がないぶん、人間と人間による自然で直接的な交流が可能だ」

「お茶会の神しん髄ずいは、愛！　紀之介、すばらしい奥おう義ぎを教わったわね！」

「あうあう。お友達がいっぱいできるね、佐吉ちゃん！　虎之助ちゃんたちとも仲良くなれるよ！　……へっくちん！」

　あっ。

　村重はめざとく気づいてしまった。佐吉に渡すために茶器を手にしていた紀之介が思いきりくしゃみをして、せっかくのお茶の中に微かすかにつばきが混じってしまったことに。

「あうあう。そ、粗そ相そうをしてしまいました。ご、ごめんなさい！　こ、このお茶は捨てて、新しいお茶を」

「ううん紀之介。捨てるだなんてもったいないし、佐吉たちは兄上の妹になると決めた夜に、生しよう涯がいを姉妹しまいとしてともに支え合っていこうと誓ちかった仲だもの。これくらい気にしないわ」

「さ、さ、佐吉ちゃん！」

「いただきます。こくり」

「うるうるうる。紀之介はどこまでも佐吉ちゃんについていくよ！」










　村重には、にわかには理解しがたいことではあったが──。

　石田佐吉にとって、大谷紀之介は無二の親友である。

　紀之介のつばきが混じったお茶を口にすることなど、なにほどのこともなかった。

　石田佐吉と大谷紀之介はともに近江の出身で、幼い頃ころからの友人同士だった。南近江の六ろつ角かく家、北近江の浅あざ井い家が次々と織田信奈に滅ほろぼされたため、主家を失った石田家と大谷家も落らく魄はくしていた。そんな中、非力で槍やり働きが苦手な佐吉は『軍才あり』と称しようされる秀しゆう才さいだったが、幼くして寺に出され、気が弱い紀之介は、戦場にあがる炎ほのおと怒ど号ごう、そして織田軍が放つ種子島の轟ごう音おんにすっかり怯おびえて実家の離はなれにひきこもってしまっていた。

　近江に生まれたこの二人の少女の未来は閉とざされた──はずだった。

　しかしある日、（もう誰だれとも顔を合わせたくないよう）ときれいな顔を白い行ぎよう人にん包づつみで覆おおい隠かくして自室にこもっていた紀之介のもとに、佐吉が押しかけてきた。

「紀之介、久しぶりね！　聞いて！　長浜城主の相良良晴さまが、『相良妹軍団』を結成するんだって！　あのお方は一族郎ろう党とうがおられないでしょう？　深刻な人材不足につき、義妹を大募ぼ集しゆうするのよ！　これは佐吉たちが世に出る好機よ！」

「あうあう。い、妹？　良晴さまは天下の女好きとか。怖こわいよう」

「紀之介、一いつ緒しよに長浜城に行きましょう！　佐吉もあなたも、このまま近江の片かた田舎いなかで埋うもれていくには惜おしい才能の持ち主だわ！　相良家で姫武将として活かつ躍やくするのよ。それが天下大だい吉きちのためよ！」

　軍才があるあなたが軍配をふるって、この佐吉が兵へい站たん、諜ちよう報ほうその他を担当するの。分業よ。二人が揃そろえばお互たがいに欠けた才を補いあえるわ、と佐吉は紀之介の腕うでをぶんぶんと振ふり回して口く説どいた。

　しかし引っ込み思案な紀之介は決心がつかなかった。

「うう……戦いくさが怖いから、紀之介はもう外に出たくない……」

　そんな紀之介が立ち上がり長浜城へ向かう決心をしたのは、紀之介に誘さそいを断られた佐吉が「……どうしよう……」と今まで見せたことがない不安げな表情で、目に涙なみだを浮うかべたからだった。

「……紀之介。佐吉はわれながら天才肌はだで将来有望だと思っているけれど、生まれつき口が悪いでしょう？　自分でも自分が嫌いやになってしまうんだけれど、この癖くせをどうしても直せないの。佐吉のことを理解してくれている紀之介がついていてくれないと、きっと、妹軍団の中でも嫌きらわれてひとりぼっちになっちゃう。佐吉を助けて……お願い」

　理り屈くつではなかった。佐吉ちゃんは利口だけれど不器用だから、自分の素す直なおな気持ちを人になかなか伝えられない。誤解されやすい損な性格。でもほんとうは正義感に溢あふれた高潔な子。ほんとうの佐吉ちゃんを知っている自分が、佐吉ちゃんを支えてあげなくちゃ。そう思った紀之介は生まれてはじめて、勇気を奮い起こすことができた。相良家に義妹として仕え、戦国の世に出ようと決意できたのだった。

　そして佐吉も、決して口には出さないが、そんな紀之介と出会えたことを感謝し、生涯の友情を誓っていた──。










　ああ。眩まぶしい。二人の少女の間には、無む垢くな友情の絆きずながある、と村重は目を細めていた。

　だが、同時に、なにか淫いん靡びな光景を見せられているような気がして、胸が高鳴っていた。

「ふふ。これが茶の湯における愛の精神ってやつよね、村重先生？」

「……ん？　ああ、うん。今の石田佐吉の唇くちびるの動きが妙みように淫靡に見えてしまったのは、私の心が汚けがれているのだろう……」

「どうしました、先生？」

「い、いやなんでもない。きみたちはすでに茶の湯の精神を会え得とくしたと言っていいだろう。来週の本能寺を楽しみにしている」

　石田佐吉と大谷紀之介との友情は、美しく、貴とうとい。

　しかし、私の織田信奈への想おもいはこれほど純じゆん粋すいなものなのだろうか？

　村重は、得体の知れない焦しよう燥そう感かんと罪悪感に押しつぶされそうになり、冷ひや汗あせを流していた。




　　　　※




　佐吉と紀之介を彼女たちの寝しん室しつへ帰した後、村重は自分の胸を押さえながら（おかしい。不意に、少女同士で茶器を回し飲みするというお茶会の作法がなまめかしいもののように思えてきた。織田信奈が唇を付けた茶器に、この私の唇が……いかん。これではほんとうに私は女でありながら女好きということではないか!?　私の織田信奈への想いはもっと純真なものであったはず！　まるで私の中に、自分自身も知らないもう一人のなにものかが巣くっているようだ。それも風流を愛する乙女ではなく、下げ劣れつで禍まが々まがしい獣けものが。そう。まるで、私を汚そうとしていた時の池いけ田だ勝かつ正まさがかいま見せた獣にも似たなにものかが……）と自室でしばらく悶もん々もんと悩なやんだ。急に、本能寺のお茶会がなにやら蠱こ惑わく的で危険なもののように思えてきて、参加することがおそろしくなってきた。このようなよこしまな想いを織田信奈に感じていると当人に知れたら私は軽けい蔑べつされてしまう……！

「くっ。これでは眠ねむれん。庭へ出て、井い戸ど水みずでも浴びるか。頭と身体からだを冷やさなければ」

　織田信奈へ捧ささげている、純粋なはずの自分の想いにおそるべき疑いを抱いだいた村重は、激しく動どう揺ようしていた。

　これが、井戸の奥へと封ふうじられているあの人形の罠わなだということに気づけなかった。

「うん？　これが井戸か？　石を重ねて蓋ふたをしてある。なんだこれは？」

　騒動のあいだ茶室に閉じこもっていた村重は、虎之助たちが井戸を掘ほった事情を知らない。そんなことよりも早く身体を冷やしたかった。この深夜に冷水を頭からかぶり、己おのれを戒いましめたかった。無造作に、虎之助が掘った井戸の口を封じた石を崩くずしていた。

『フッシャアアアアア！』

　激しく動揺していた村重は、逃にげる暇ひまもなかった。地底に通じる穴が再び開き、長い黒くろ髪かみの束が穴の奥から伸のびてきて村重の首筋に絡からまっていた。封印を解かれた生き人形が、髪の毛で繫つながった村重めがけて這はい上がってきた。

「し、しまった!?　竹中半兵衛は、この井戸に物ものの怪けを封じていたのか！　ええい、私としたことが！」

　しかしその半兵衛はすでに自室に戻もどって眠っている。乏とぼしい体力を消しよう耗もうしているから、おそらく朝になるまで起き上がってはこないだろう。自力で切り抜ぬけねばならない！

「だ、だが、『気』の供給源である龍りゆう脈みやくが断たたれた日ノ本の地で、なぜこいつはこれほど活発に『気』を操あやつれる？　おかしすぎる！」

『アラキゴウライ！　アラキゴウライ！』

「……そうか。やはり、鬼おにである私が所有したことで霊れい力りよくを発揮するようになった『荒木高麗』の『気』を吸って息を吹ふき返したか！　『荒木高麗』のみならず、唐や朝ちよう鮮せんから渡わたってきた名物茶器には『気』を集めて蓄ちく積せきする性質があるからな！　ならば……！」

　人形は、「荒木高麗」を求めているらしかった。

　黒髪で首を絞しめられてえずきながら茶室へ駆かけ込む村重の背中に張り付いて、肘ひじに取り付けられた鎌かまを振りあげていた。

「ま、まさか私を殺して『荒木高麗』を奪うばい取るつもりかっ？　まずいぞ！」

『アラキゴウライイイイイ！』

「それほど欲ほしいのならば、貴様にくれてやる！　『荒木高麗』だ！」

　村重は畳たたみの上を這い進み、かろうじて指先にひっかかった「荒木高麗」を宙へと投げていた。

　村重の首を切断しようと暴れていた人形が、その「荒木高麗」を求めて飛んだ。

　人形は空中で荒木高麗をつかみ、そして──。




　爆ばく発はつ四散した。




「ふう。佐吉の目からあわてて『荒木高麗』を隠したはいいが、茶を入れたままだったことが幸いした。生き人形よ、あわてすぎて頭から『荒木高麗』の中に突つっ込んだのが運うんの尽つきだったな。『荒木高麗』に注がれた茶を、お前は飲んでしまった」

　高速で回転しながらゆっくりと手て許もとへ戻ってきた「荒木高麗」を指先でつまみながら、村重は「やれやれ。今夜の私はいいところがない。まるで黒くろ猫ねこに目の前を横切られたかのような不運の連続だった」とこんどこそ安あん堵どして深いため息をついた。

　しかし、村重の不運はまだ終わってはいなかった。

　目もく撃げき者が、いたのだ。

「むふー！　見たぞ！　見てしまったぞ！　なんだ今の技は？　茶器錬れん金きん術じゆつを武術に応用したのかっ!?」

　こんがりと日焼けした少女軍師。

　播はり磨まの黒くろ田だ官兵衛。通つう称しよう黒くろ官かん。

　竹中半兵衛の好敵手で、相良家二大軍師の一人だった。

「きっ……貴様っ!?　なぜこんな夜中に起きているっ!?」

「半兵衛がもう使えないはずの陰おん陽みよう道どうの術を用いたと聞いて、この津田屋や敷しきになにか異変が起きていると気づいたのさ！　ならばまた件くだんの人形は這い上がってくるかもしれない！　半兵衛は疲つかれ果てて寝ねてしまったから、このシメオンが半兵衛の代わりに徹てつ夜やで見張りをしてやっていた！　どうやらお前が異変の原因だったようだな、荒木村重！」

　村重は絶望しそうになった。

（もう駄だ目めだ、正体を知られてしまう！）

　しかし、今正体を見破られてしまうわけにはいかない。必死で頭を働かせた。

（いや待て！　相手が竹中半兵衛であれば言い逃のがれがきかない絶望的な状じよう況きようだが、黒田官兵衛は元陰陽師ではあるが今は南蛮科学軍師！　千利休とともに南蛮の学問に凝こっている！　利休が考案したという南蛮流の茶器錬金術にも一枚嚙かんでいるようだ！　私は茶器錬金術というものがなんなのかよく知らないが、「荒木高麗」の特異な能力はどうやら茶器錬金術の性質と被かぶっているようだ！　これをうまく使って切り抜けろ！）

　村重は咄とつ嗟さに、官兵衛に話を合わせるための「演技」をはじめていた。

「……ふふ。知られてしまったのでは仕方がないな。そうとも。私も茶器錬金術師だ、黒田官兵衛くん。ただし、千利休どのとは若じやつ干かん流りゆう儀ぎが違ちがう」

「やっぱりそうか。茶器を武器として用いる流儀かっ？　お前の茶器から漏もれだした『気』が生き人形を暴走させていたんだなっ？」

「そうとも。今宵こよいの騒そう動どうは私の手て抜ぬかりだよ。いきなりだが、有岡城へ来てくれないか。今回の件のお詫わびがしたいし、それにきみに見せたいものがある。私が秘密としてきた茶器錬金術研究の成果をね。これは、古式ゆかしい陰陽師軍師の竹中半兵衛に説明したところで理解してもらえないものだ。だが、南蛮科学に精通したきみならば正確に理解しそして戦場で活用してくれるはずだ。私一人の知識では、とても実戦に応用できそうになくて宝の持ち腐ぐされになっていたのだよ。天下一軍師の黒田官兵衛どの」

「むふー！　よくわかっているじゃないか、さすが驚きよう異い的な速度で出世し続ける織田家の出しゆつ世せ頭がしらだな！　わかった、それじゃあ今すぐ有岡城へ行こう！　研究成果を見せてくれっ！　これでついに半兵衛を一歩出し抜ける、シメオンが天下一軍師だあ！」

　お人好よしの官兵衛は、いちど宇う喜き多た直なお家いえに捕つかまって幽ゆう閉へいされた失敗経験があるにもかかわらず、村重の罠にあっさりとかかったのだった。

　黒田官兵衛、運命の有岡城へ──！

　村重は（ツキが戻ってきたようだ。私はこの窮きゆう地ちを切り抜けられる。来週に迫せまった本能寺お茶会が開かれるまでは、どんなことをしてでも切り抜けてみせる）と唇の端はしを歪ゆがめて笑った。







　　　巻ノ六　荒あら木き村むら重しげの災難







●朧おぼろ月づき夜よ




　津つ田だ宗そう及ぎゆうさまのお屋や敷しきで「生き人形騒動」が起きた数日後の夜──。

　熱が下がってようやく起き上がれるようになってみたら、官かん兵べ衛えさんの姿がありませんでした。お茶会に誘さそわれて荒木村重さまとともに伊い丹たみの有あり岡おか城へ行ったということですが、例の人形騒動のこともあり、どうにも気がかりです。

　そうです。あの人形を埋うめた井戸はどうなったのでしょうか？

　月夜の庭園へ出てみたところ、季節外れの桜の花が満開になっていました。

　先日までは咲さいていなかったはずの桜がです。

　不意を打たれたわたしは、思わずその幻まぼろしのような夜桜に見とれてしまいました。

　桜の木の下には、平安王朝風の着物を着た、見覚えのある愛らしい女の子が一人。

　肩かたの上に、綿わた菓が子しのようにほわほわとした小さな「ねこたま」さんを座らせながら、物音を立てないようにそっとたたずんでいました。

「半はん兵べ衛えちゃん、お久しぶりね。今回の泥どろ棒ぼうはお休みよ。何者かが陰陽術を用いた気配を感じたから来てみたの。少々気がかりなことが起きているのよね」

「朧月夜ちゃん」

　茶器泥棒の朧月夜ちゃんです。近ちか頃ごろは「平安王朝文学に精通した『源げん氏じ物語』の大家」として都の貴族さんたちの間で人気者になっているのに、まだ茶器を集めているようです。

　朧月夜ちゃんが泥棒になった理由は、すでに無効になった「陰陽道」の仕組みを再生し、わたしの病を治ち療りようして寿じゆ命みようを延ばすためです。ただ一度、都で迷子になっていた彼女を道案内しただけなのに、こうまで親切にされるなんて。わたしは申し訳なくなってしまいました。

「むーん。半兵衛どの、お聞きあれ。どうやら、茶器を盗ぬすんでかき集める必要はなくなりそうなのですぞ」

「そうなんですか？　ねこたまさん」

「ねこたま。あなたは黙だまっていなさい。口が軽いどうぶつね」

「茶器よりももっと強力な神具が手に入りそうなのですな。にゅふふ」

「もっと強力な神具？」

「ねこたま！　桜の木の枝に縄なわをかけて、あんたの首をつるわよ！」

「それがしはもう死んでおりますからな。どーぞどーぞ」

　そもそも、朧月夜ちゃんとねこたまさんは、どこから来たのでしょうか。

　彼女がただの陰陽師ではないということはすでに明らかでした。朧月夜ちゃんの「源氏物語」をはじめとする王朝絵巻に関する知識は、この時代の文学博士が揃そろってもまったく太た刀ち打うちできないほどのものなのです。まるで、平安王朝の時代からやってきたかのような……。

「半兵衛ちゃん。今、わたしの『やらかし』のためにこの世界に重大な異変が起きている。今夜はたいせつな話があるの」

「先日の人形騒さわぎと関係があるのですね？」

「ええ。どこから話せばいいのかしら……半兵衛ちゃんにヘンな子だと思われると困るし……でも、この『やらかし』の責任を取って事態を収しゆう拾しゆうするためには、やっぱり、打ち明けるしかないの」

　どのような不可思議なお話でも、信じます。この世には不可思議なことが、あるのですから──とわたしは思わず微笑ほほえんでいました。

「朧月夜ちゃん。わたしは天あまの岩いわ戸と開きを、二度、見ました。いちどは、この世界で。もういちどは、彼方かなたの世界で──未来人の良よし晴はるさんとも、出会いました。朧月夜ちゃんが何者であっても驚おどろきません。いえ、わたしの想像を超こえるお話を聞かされたらその時はびっくりするかもしれませんが、わたしと朧月夜ちゃんはずっとお友達です」

　気がついた時には、そっと、朧月夜ちゃんの手を握にぎっていました。

「半兵衛ちゃん。わたしが知っている姿とはまるで異なってしまっていた京の都を調査してきた結果、この結論に達したの。わたしはこの時代の人間ではないばかりか、この世界の人間ですらないの」

「この世界の人間ではない？」

「ええ。わたしは、隣となり合った異なる世界から来たの」

「それでは、朧月夜ちゃんは過去の平安王朝から来たのではなく……前ぜん鬼きさんがおっしゃっていた『陰いん世せ』から来られたのですか？　言こと霊だまだけの世界、『陰世』の平安王朝から!?」

「ええ。そうよ、『陰世』から来たの。わたしは、時間と空間をともに越こえてきたの。いったいどうやって来たのかは、わからないのだけれど……少なくとも、わたし自身が意図して来たのではないの。そもそも、『陰世』から来たわたしに、人間としての身体からだがあること自体が、謎なぞなの」

「わたしは、朧月夜ちゃんは時間を越えて過去から来られたのだろうと、想像していました。良晴さんが未来から来られたように。それがまさか、『陰世』から──」

「驚いた？」

「はい。びっくりしましたけど、でも、もしかしたらそうなんじゃないかってこっそり思っていたかもしれません。朧月夜ちゃんはだって、まるで、ほんものの平安王朝のお姫ひめさまのようで」

「……ううん。『陰世』でのわたしは、黒くろ髪かみも黒い瞳ひとみも持っていなかったのよ」

「え？　そうなんですか？」

「ええ。『陰世』のわたしは、銀ぎん髪ぱつだったわ。日ひノの本もとの人間とは明らかに異なる外見を持つ、異形の者だったの。今のわたしの姿は──そうね。ずっとわたし自身が憧あこがれていた、なりたかったわたしの姿よ。不思議だわ。もしかして、すべてが夢にすぎないのかもしれない……目が覚めたら、また取り残されているんじゃないか、なにもかもが消え去っているんじゃないか、半兵衛ちゃんとの出会いもわたし自身の夢想にすぎないんじゃないか。それが、怖こわかったの。だから、茶器を集めて、あなたを地上に留とどめようと」

「いいえ。朧月夜ちゃんもそしてわたしも、泡うた沫かたの夢ではありません」

　間ま違ちがいなく朧月夜ちゃんは、幻ではありません。生きています。肉体を持っています。

　手だって、温かいです。

　わたしは、そう囁ささやいていました。

　朧月夜ちゃんは、しばらくわたしの肩をきゅっと抱だきしめて、そして「そうね」と微笑んでくれました。

「──陰陽道の力がはるかに強い『陰世』で、かつて陰陽師として安あ倍べの晴せい明めいに匹ひつ敵てきする力を持っていたわたしは、肉体を朽くちさせぬ道術を極きわめ、長い長い時間を生きていた。平安王朝の昔を生きていたわたしが『源氏物語』に詳くわしいのは当然よ。そもそもわたしは、紫むらさき式しき部ぶの親友だったのだから」

「ふええ。紫式部さんのお友達、だったんですか!?」

　同時代人であるだけでなく──親友。誰だれよりも「源氏物語」に詳しいはずです。

「ええ。以前、鞍くら馬ま山やまで言ったかしら。紫式部は晩年、恋こい人びとだった藤ふじ原わらの道みち長ながとの仲がこじれたので、『源氏物語』の後編を悲劇にしちゃったのよ。まあ、それだけが理由ではないのだけれど。光ひかる源氏の誕生と栄光を描えがききったあと、その衰すい退たいと死までを描くことで彼女は物語上の光源氏を『ほんものの人間』にしようとしていたんだわ。栄光の陰かげには必ず没ぼつ落らくがあり、生の陰には死があり、愛の陰には別べつ離りがある。陰と陽が揃ってこそ、生きているほんものの人間なのだから」

　朧月夜ちゃんは、言いました。紫式部はとある理由で光源氏の人生を描くことを自分の生しよう涯がいの使命としていた。そしてわたしにもかつてはたいせつな使命があったの、と。

「わたしは、日ノ本の各地に『稲荷いなり神社』を建て、怨おん霊りようとなった『ある人』の魂たましいをたくさんの稲荷の社やしろに分ぶん祀しするために旅をしていたの」

「ある人？」

「ええ。たいせつなお友達だった人よ。わたしはその仕事を終えると同時に、いつの間にかこの戦国の世界に流れ着いていた。これでもうわたしの使命は終わった、生きる意味もなくなった。そんな思いにかられたわたしに、この隣り合った世界が最後の使命を与あたえてくれたのだと思った──それが、都に流れる時間を止めて『京の都を呪のろい続ける蜘く蛛もの巣す』と化した陰おん陽みよう道どうの結界を壊こわし、淀よどんでいた都の時間を再び動かし、乱世に光をもたらした半兵衛ちゃん、あなたを救うことだと」

　おそらくこの世界の何者かが、わたしにその仕事を託たくしたんだわ。わたしを召しよう喚かんできるほどに強力な陰陽師が、と朧月夜ちゃんは言いました。

　もしかしたらその方は……わたしには、心当たりがありました。わたしが召喚して使し役えきさせていただいた、式神の前鬼さん。あるいは後ご鬼きさん。その、いずれかではないかと。朧月夜ちゃんはあのお二人のどちらかにとても近しい人なのでしょう。

　前鬼さんと後鬼さん。あのお二人は、生前は強力な陰陽師だったのです。式神を使役した陰陽師は死後、自ら式神となって新たな陰陽師に仕えねばならないのです。使役したぶん、使役されねばならないのです。これは、陰陽師たちにとっては「呪い」のような仕組みでした。わたしは、怨霊を都に封ふうじ込めて戦乱の原因となっている結界を壊すと同時に、生前、都の人々を守るために命を賭としてがんばってきたすべての陰陽師さんの魂を解放したかったのです。

「半兵衛ちゃん。あなたは人々を救うために自分の寿命を縮めた。あと十年で命が尽つきてしまう。わたしは陰陽師でありながら、過去にたいせつな人を守れず次々と失ってきた。最後に、あなただけは……」

「何年生きるかはさして重要なことではないんですよ、朧月夜ちゃん。人はみないずれは死にますから。生まれてきてよかったと感じられる一いつ瞬しゆん、その一瞬さえ生きられれば、それでいいのだと思います」

　たしかにその一瞬もたいせつだけれど、自分が去ったあとに誰かに命を繫つなげるということもたいせつなのよ、と朧月夜ちゃんは泣きそうな顔で微笑みました。

「生涯を陰陽師の仕事に費ついやしてきたわたしは恋人も作れなかったし、子供も産まなかったわ。でも、その若さで仕事を成し遂とげたあなたならまだ間に合う。あなたの恋を成じよう就じゆさせたいの。そのためにも健康になってほしいの」

「ひうっ？　こここ恋とか、わわわわたしはそそそういうのは!?　まままままだ子供ですから！　官兵衛さんに[image: しか]しかられます！」

　この反応は想い人がおられるということですな、とねこたまさんがふわふわとわたしの頭の周りを飛びながらはやし立ててきます。くすんくすん。

「誰なの。誰に恋をしているの。隠かくしていないで正直に話してちょうだい、半兵衛ちゃん！　もしかして相手はわたしっ？」

「おおお朧月夜ちゃんにうかつな相談をすると、恋こい敵がたきを始末するとか言いだしかねませんし、わたしはただその人を見ているだけで満足ですので、その、あの」

「なんですって。あなたも今流行の、『源氏物語』の読み過ぎで現実の恋ができない乙女おとめの病とやらを患わずらっているというの!?　九く鬼き嘉よし隆たかや吉きつ川かわ元もと春はるなど、大勢のうら若い姫武将がこの病にかかって腐くさりつつあるのよ！」

　くすんくすん。そんな病が流は行やっていたのですか。殿との方がたは未来から持ち込まれた露ろ璃り魂こんの病にかかり、乙女は『源氏物語』に取り憑つかれる病に……日ノ本の未来が心配です。

「とととともかく茶器泥どろ棒ぼうはやめてください。わたしの病を治す方法は、泥棒を経ずとも見つかるはずです、お願いします。朧月夜ちゃんは『源氏物語』の博士としてこの世界で認められつつある人なんですから。応おう仁にんの乱で失われた、いにしえの平安王朝の息吹いぶきを乱世に蘇よみがえらせることこそ、風流や恋の道を戦国の人々の心に再生して平和をもたらすことこそ、朧月夜ちゃんの真の使命なのだと思うんです。くすんくすん」

　……それは一理あるわね、さすが半兵衛ちゃんだわ、と朧月夜ちゃんは納なつ得とくしてくれました。

　わたしは、もっと早く気づくべきでした。

　朧月夜ちゃんが泥棒をやめるためには、泥棒以外の「生きる目的」が必要なのです。

　この日の夜、朧月夜ちゃんが隣り合った平安王朝の世界から来たと知ったわたしは、彼女がこの戦国の世界に来た真の意義をはじめて悟さとることができたのです。「源氏物語」に代表される平安王朝文化は、南北朝の動乱や応仁の乱によって都から失われてしまった歴史的な財産です。これらを復興することはつまり都を復興することであり、殺さつ伐ばつとした戦国乱世を終わらせるために必要な仕事だったのです。多くの姫武将さんたちが合戦の合間を縫ぬうように「源氏物語」に夢中になっているのも、心の底では恋する乙女として平和な世を生きたいと祈いのっているからです。

「でも、わたしには正式な名前も身分もないものね。表おもて舞ぶ台たいに出るのは難しいのではないかしら」

「織お田だ家はそのあたり寛かん容ようですから、なんとでもできます！　信のぶ奈なさまは、血筋より才能を重んじるお方。嫡ちやく子しがおらず断絶しかかっている武家に養女として入ればいいんです。信奈さまと仲直りして、相談してみましょう！　週末に本ほん能のう寺じで開かれるお茶会ででも、ぜひ！」

「織田信奈とは茶器泥棒の件でさんざん揉もめたのに、無理じゃないかしら？　それに、気がかりなことがあるの」

「くすん。もしかして南海渡わたりの生き人形のことでしょうか？　たしかに奇き妙みような事件でした」

「ええ、それよ。わたし、茶器泥棒の手助けをやらせるために、本朝最後の鬼おにを召喚して契けい約やくしたの。その鬼の力が、どうやら暴走しはじめているみたい。この井い戸どの周囲で起きた人形騒ぎは、鬼の霊れい力りよくが暴走したために起きたんだと思うの」

「おおおお鬼ですか？　都の結界を壊した際に、都を呪う鬼や怨霊はすべて祓はらわれたはずです、くすんくすん。それに、陰陽道が無力となった今の日ノ本では、人が死後に鬼になることはもうありません」

「一体だけ残っていたのよ。おそらく、陰陽道ではなく、邪じや法ほう。真しん言ごん立たち川かわ流の秘術を用いて死者の魂を鬼と化した術者がいるんだわ」

「ふええ。真言立川流ですか？　その鬼さんの、まままま真ま名なは!?」

「わからないの。記き憶おくも失っていたしね。真名がわからないまま契約したので、わたしの言いなりにならないんだわ。現世に、すさまじい執しゆう着ちやくがあるみたい。そもそも邪教が生んだ異い端たんの鬼だから、陰陽師の完全な統制下には置けないのかも。それどころかその鬼自身さえ、強力すぎる自分の怨おん念ねんに食われはじめているみたい。放置していてはまずいわ。破は壊かいのみを繰くり返す大悪あく霊りよう、日ノ本を滅ほろぼす大だい天てん狗ぐになってしまうかも」

「こここ心当たりはあります。有あり馬ま温泉で土つち御み門かど久ひさ脩ながさまが、『最後の鬼』に逃にげられたとおっしゃっていたことが……でももう、その鬼さんは利り休きゆうさんの錬れん金きん術じゆつによって浄じよう化かされてしまったのだとばかり！　もしもその鬼が、朧月夜ちゃんが契約した鬼と同じ鬼だとすれば、とてつもない執念の持ち主です！」

　その鬼は今どこに？　捨て置いては危険かもしれません！　とたずねたわたしは、朧月夜ちゃんの口から意外な言葉を聞いたのです。

「人間だった時代の真名はわからない。今は、失しつ踪そうした荒あら木き村むら重しげとすり替かわっているの。村重は茶器愛好家で有名だったでしょう？　だからわたしはその鬼を荒木家に入れて、茶器泥棒を手伝わせていたの」

「有岡城の村重さまが？　いけません。官兵衛さんが危ないです！」







●有岡城




　壮そう麗れいな城が「源氏物語」の屛びよう風ぶ絵えとともに炎えん上じようするという悪夢に毎晩うなされている荒木村重は、「決して燃えない、落城しない城を手に入れなければ」という強きよう迫はく観かん念ねんに憑かれて、摂せつ津つ伊丹の有岡城を町ごと巨きよ大だいな堀ほりで覆おおい尽くす小お田だ原わら城の如ごとき「総構え」の要よう塞さい都市に造り替えつつあった。

　摂津一国切り取り次し第だいを信奈から約束された村重は、この難なん攻こう不ふ落らくの要塞・有岡城を本城に、尼あまが崎さき、吹すい田た、高たか槻つき、茨いばら木き、能の勢せ、三さん田だ、花はな隈くまの諸城による一大防衛網もうを摂津国内に築き、「織田家四天王」に迫せまる勢力となっている。現代で言えば、大おお阪さか府ふの北ほく摂せつと、十じゆう三そうから西にしの宮みやを経て神こう戸べへ至る阪はん神しん沿線。これらの広大な地域が、いまや村重の領土となっていた。

　村重は茶器泥棒の手助けよりも、「落ちない城」の防衛ネットワークを構築することにやっきになっていたのだ。建築の知識や合戦の知識を、村重はなぜか豊富に持っていた。その知識を用いて面おも白しろいように城を落とした。生前、自分は戦国武将だったのかもしれない、と村重は思っている。

　数日をかけて摂津を旅しながら、その有岡城に案内された黒くろ田だ官兵衛は、「むふー！」と興奮しきっていた。

「伊丹城はこれほど壮麗でも豪ごう華かでもなかったはずだが。畿き内ないでこれほどの巨城と言えば大おお坂さか本ほん猫びよう寺じくらいしか知らなかったぞ！　しかも町を丸ごと城塞の内側へ抱かかえ込んだ総構えとは！　さすが織田家の出しゆつ世せ頭がしらだな！」

「私は合戦は嫌きらいなのだが、敵軍に攻せめられたくない一心で城を改修しているうちに巨大要塞になってしまったのだ。それより黒田官兵衛。茶室へと案内しよう。わが茶室は地下にある」

「地下に？　そうか、茶器錬金術の秘密の工こう房ぼうだからな！」

　荒木村重は（馬ば鹿かな軍師だ。宇う喜き多た直なお家いえに幽ゆう閉へいされていながら、私をまったく警けい戒かいしていない。これで口くち封ふうじができそうだ）とほくそ笑えみながら回かい廊ろうを進み、離はなれにある地下室──茶室ではなく座ざ敷しき牢ろう──を目指した。

「荒木流茶器錬金術は武ぶ闘とうに利用できるそうだが、具体的にはどのようなものなんだ？」

「そ、それは、茶室に入れば一目でわかること」

「利休師し匠しようと同じ、南なん蛮ばん流の技術なのか？」

　村重は慌あわてた。まずい！　南蛮の知識など私にはないぞ！

「い、いや。古くは天てん竺じくの龍樹ナーガールジユナから伝承された唐から国渡りの錬金術のほうで、南蛮流ではない。ま、まあ、錬金術の源流は東洋のものも南蛮のものも同じかもしれないが。いずれも天竺よりはるか西方の『米メ所ソ並ポ大タ迷ミ亜ア』を起源に持つという」

「ふむ。つまり東洋の錬れん丹たん術の系列か。ならば純金の創造よりも、不老不死と永遠の命のほうを重視する流れなのか？　武闘に利用できそうな感じはしないぞ」

　いかん。私としたことが落ち着きのない官兵衛をここまで連れてくることで精せい一いつ杯ぱいで、茶器錬金術の中身についてはなにも考えていなかった！　なにしろこの小こ娘むすめはじたばたと暴れ腐ってぺらぺらしゃべり続けて、私にはゆっくり頭を動かす時間がまるでなかった……落ち着け。こういう時は逆に相手にひたすらしゃべらせる、そして時間を稼かせぐ！

「わ、私はむしろ、千せんの利休の南蛮流茶器錬金術について教わりたいところだな。両者の術を組み合わせれば、さらに役立つ技術になるかもしれない。利休は茶器を用いて卑ひ金きん属ぞくから純金を生成できるとは聞いているが……」

「むふー！　師匠の錬金術は、言こと霊だますなわち呪しゆを用いてかりそめのものに実体を与あたえる術さ。師匠が卑金属に『お前は純金だ』と呪をかければ、そいつは純金になる！　意識だけが残って姿を失っていたご当地妖よう怪かいすねこすりに身体からだを与えた方法も理り屈くつは同じで、魂たましいだけの妖怪に身体という呪を与えたんだ。いにしえの陰おん陽みよう道どうと原理は同じだが、今の世の言霊の弱さを補うために茶器という道具を用いる点が違ちがう。茶器ってやつはなかなか強力だ」

　官兵衛は怒ど濤とうの勢いで解説し続けた。

　平安王朝の昔、安倍晴明と芦あし屋や道どう満まんが隆りゆう盛せいさせたいにしえの陰陽道が明らかにしたように、この世界の万ばん物ぶつは「陽」つまり実体と、「陰いん」つまり言霊・呪・気という、二つの異なる性質を持つ要素から成り立っている。

　たとえば人間は、肉体という陽の要素と、魂という陰の要素の二つを持っている。いずれも人間を形作るためには必要なもので、いずれが欠けても人間は生きていられなくなる。

　しかし、妖怪や物ものの怪け、怨おん霊りようは陰のみの存在であり、呪そのものなのだ。

　それらにはただ魂……「意識」だけがあって、肉体がない。

　かつては呪だけの存在でも、人の目に見えたし、手で触ふれられた。それだけ世界に満ちる呪の力つまり陰の力が強かったからだ。平安京の都は、百ひやつ鬼き夜や行こうで溢あふれかえっていた。

　しかし、時代は大きく変わった。人間が放つ陽の力が強まり、陰陽道が廃すたれ、叡えい山ざんの法ほう灯とうが消え、龍りゆう脈みやくが涸かれた今の世では、妖怪に実体を持たせるためには言霊の力だけではまるで不足で、弱まった陰の力──「気」を強ごう引いんにめいっぱい集積するための特別な器うつわが必要になる。

「茶の湯に没ぼつ頭とうしているうちに師匠は、名物と呼ばれる茶器がその特別な器として利用できることを知ったんだ。いやむしろ唐渡りの名物茶器こそが実は錬金術の道具なのだと。卑金属を純金に変え、死すべき運命の人間の肉体を不死のものに変える器なのだと。しかし、その茶器を武具として用いるという発想はなかったな……集積した『気』を力に転化して爆ばく発はつさせる、と理屈では説明できるが、いくら『荒木高ごう麗らい』が天下の名物茶器でもそれほどの『気』を集めることができるだろうか？　陰の力が薄うすまった大気の中には、それほどの『気』は漂ただよっていないはずだ。強力な名物茶器を千個も万個も並べるなら別だが」

「百鬼夜行か……うっ、頭が……」

「荒木高麗」は、大気からではなく、所有者であるこの私自身の「気」を吸い込んで力に変えているらしい、と村重は薄々気づいている。村重は本朝最後の鬼おにだ。自分では使いこなせないが、それほどに強い力があるのだろう。そんな村重自身が「荒木高麗」を使い込んでいくうちに、茶器が朧月夜すら知らなかった力を発揮するようになったのだろう。錬金術の器としての素質を持つ名物茶器だったためだろうか。

（しかし「荒木高麗」があの生き人形を暴走させたのはなぜだ？　私はあのような事態は望んでいない、むしろ迷めい惑わくこの上ない。もしかしてこの私の意志からも、「荒木高麗」は離れつつあるのかもしれん）

　地下の座敷牢まであと少し。

　だが、その途と中ちゆうで、とある大広間の前を通らなければならなかった。

　知ち恵え者の竹たけ中なか半兵衛が私に疑いを抱いだいたら、すぐに正体を察知される。その前にこの子供軍師を座敷牢へ幽閉しなければと焦あせる村重は、忘れていたのだ。

　その大広間で、北陸からやってきた絵師・長は谷せ川がわ等とう伯はくが渾こん身しんの大作「織田信奈絵姿」をびりびりと破りながら「筆が進まぬ……！」と藻も搔がき苦しんでいたことを。

「あああ。これも違う！　優ゆう雅がで繊せん細さいではあるが、豪ごう胆たんさがない！　何度描かいても、燃えるようなあの瞳ひとみを再現できない！　それがしはついに狩野かのう永えい徳とくには及およばないのだろうか。あの生意気な小娘に。うぐぐ」

　もともと瘦やせた男だが、いまや等伯はすっかり幽ゆう鬼きのようにやつれ、血走った目を光らせながら「姫ひめ武将絵」の制作にのめり込んでいた。

（しまった……長谷川等伯がいることをすっかり忘れていた！）

　村重の両目の瞳どう孔こうが開いていた。

「むふ～？　なんだこれは？　織田信奈の絵、だって？」

「くくく黒田官兵衛。長谷川等伯は仕事中なのだ、早く茶室へ」

「どなたですかっ？　ここは戦場です、小しよう便べん臭くさい子供が入っていい部屋ではありませんぞ！　それがしは今、好敵手の狩野永徳と一世一代の勝負をしているのです！　どちらがより優すぐれた姫武将絵を描けるか、こうして命を削けずって戦っているのです！」

「むふー！　そうなのか。きみが等伯か。竹中半兵衛と天下一軍師の座を競きそっているこのシメオンに、どこか似ているな！」

「おや。もしや、あなたさまは黒田官兵衛さまでしたか！　はじめまして。子供などと呼んで失礼いたしました。お互たがいに天下第二絵師、第二軍師と呼ばれるつらさは耐たえがたいものがございますな」

「まったくだ！」

「ああ、未来の南蛮へ渡わたってダ・ヴィンチのモナ・リザさえ見ることができれば……それがしの技術だけでは、生まれながらに荒あらぶる才能を持つあの永徳の迫はく力りよくには追いつけないのです。姫武将を美しくかつ活いき活きと魅み力りよく的に描くには、絵師自身が魂を爆発させなければならないのです。その情熱がそれがしには欠けているのです」

「そう悩なやむな！　シメオンは『天下第二の人』には優やさしいんだぞ。天下第二とはつまり二流ということだからな、これほどに辛つらい立場は他ほかにない！　南蛮絵画の心得があるこのシメオンが、手を貸してやろう！」

「な、南蛮絵画の心得!?」

「むふー。南蛮の絵や彫ちよう刻こくなら、豊ぶん後ごの大おお友とも宗そう麟りんのもとでいろいろ見てきた。描くのは下手だが知識は多少ある。任せておけ！」

「そういえばあなたさまは、南蛮科学軍師！　もしやこれも天のお導きでしょうか!?」

　たちまち官兵衛は大広間に上がり込んで、姫武将絵の批評をはじめてしまった。

　村重は爪つめを嚙かみながら立ち尽つくしている。あああ……天下第二の者同士、妙みように意気投合してしまった……なんという、うっとうしい展開なのだ！

「だがなぜ村重の城で長谷川等伯が織田信奈絵を描いているのだ？」

「話せば長いのですが、それがしの絵師としての修しゆ行ぎようのためと、村重さまのご趣しゆ味みの両方ですよ。村重さま、早く約束の三種の神器を」

「むふ？　神器!?」

「ちゃちゃちゃ茶器の間ま違ちがいだ！　長谷川等伯！　お前が見たいと言っていた秘蔵の『荒木高麗』、持ってきてやったぞ！」

　まずい、等伯のやつ徹てつ夜や続きで意識がもうろうとしているのか？　私が三種の神器を盗ぬすもうとしていることを官兵衛に気づかれたら破は滅めつだ！　とにかく官兵衛を誤ご魔ま化かさねば！

　村重は津田邸ていから持ち帰ってきた「荒木高麗」を急いで筺はこから取り出すと、等伯の前に置いた。

　ぶん……と、空っぽのはずの「荒木高麗」が妙なうなりをあげた。

「むふー！　どこかで見たことがあるような気がするが、すばらしい逸いつ品ぴんだな！　なるほど茶器錬れん金きん術じゆつの道具としては文句はない。大気中の『気』すなわち『霊れい力りよく』をよく集めそうだ。利休師匠が見れば千金を積んででも買い求めようとするだろう」

「ほう。それが噂うわさの『荒木高麗』でございますか村重さま。ですが、それがしが注文しているものは茶器ではなく」

「長谷川等伯、それ以上口を開くなーっ！　貴様は疲れているのだ！　この『荒木高麗』こそ、神器にも等しい茶器錬金術の名物中の名物だ！　そう言っただろう！」

「さて、そうでしたか？　そもそも茶器錬金術とはなんでしたか？」

「ととと等伯、茶を飲め！　濃こい茶を飲めば目も覚めるッ！」

　私の不運はまだ続いている！　まさに運勢は大だい凶きようだ！

　村重は涙なみだ目めになって、「荒木高麗」の中に抹まつ茶ちやの粉を大量に投じ、湯を入れた。無理だもうこれ以上は誤魔化せない！　こうなったら等伯も官兵衛も爆死させる！　と錯さく乱らんした。だが、叫さけんでいるうちに喉のどが渇かわいた。村重は思わず自分で一口、その茶を飲んだ。他人が飲めば爆発するが、自分には効かないと知っている。

　しかしその粉は、抹茶ではなかったのだ。

「お待ちください村重さま。それはそれがしの岩絵の具、緑ろく青しようの粉でございます！　飲めませんぞ、体内に入れれば毒になります！」

「な、なんだと!?」

「だいじょうぶか？　そそっかしいなあ荒木村重！」

「ごほん、ごほん……だ、大凶だ……！」

「すねこすり。村重が苦しそうだ。すねをさすってやれ」

　官兵衛が竹たけ筒づつを取り出して、中から管くだ狐ぎつねのような小さな妖怪を呼び出してきた。小さな犬のようなもふもふの姿。最近は半兵衛と官兵衛の間を行ったり来たりしている、人工精霊すねこすりだ。

「お久しぶりだにゅ。さすり、さすり」

「さするな、懐なつくな！　うっとうしい！　黒田官兵衛、いったいなんだこいつは？」

「言っただろう？　利休師し匠しようの茶器錬金術とシメオンの陰陽の術を組み合わせて、魂だけになっていたこの妖怪の肉体を作ったんだ。ご当地妖怪すねこすりだよ。シメオンが陰陽術を用いて、人々に忘れられて行き場を失い浮ふ遊ゆうしていたこいつの魂を召しよう喚かんし、師匠が茶器錬金術を用いて肉体を作ったわけさ」

「そいつが、なぜ私のすねをこする？」

「すねこすりだから、としか言いようがないよ。そいつは、人のすねをこするために存在する妖怪なんだ」

「ええい。小豆あずき洗あらいや枕まくら返がえしよりも意味がない！　そもそも、すねをこするだけの手乗り妖怪に器を与えて貴様はどうしたいというのだ？」

「いや、シメオンは友達がいなくて……寂さびしかったんだよう。ぐすっ」

「いきなり泣くなうっとうしい！　寂しければ犬でも飼えーっ！」

「犬じゃあ人語を話さないじゃあないか。妖よう怪かいでないと」

「貴様は妖怪など侍はべらせて、むしろ人間を遠ざけている！　人間の友達を作れ、愚おろか者が！」

「むふー！　そうか、人間を作るのか！　その発想はなかった！　女好きの相良さがら良晴なら間違いなく、茶器錬金術を用いて理想の女によ人にんを作るところだな！」

「術など使わずにそのへんを歩いている人間と友達になれ、と言っているのだ！」

「……理想の女人を……」

　今時妖怪とは面妖な、とすねこすりをじいっと観察していた長谷川等伯が「はた」と膝ひざを叩たたいていた。

「おお。茶器錬金術とはつまり、妖怪のような姿形のないものに肉体を与あたえるおそるべき芸術なわけですな！　ならば！　それがしの筆の力と、『荒木高麗』の力を組み合わせれば、あるいは『理想の女人』をこの現世に生みだすことが可能かもしれませんぞ村重さま。絵としての女人ではなく、肉の身体からだを持った究極の女人を！」

「まさか。そんな。絵に描かいた人間に身体を与えるなんて一休さんじゃあるまいし。人間や虎とらは身体がでかすぎて無理だよ。そもそも中身の魂たましいはどこから持ってくるのさ」

　と官兵衛が笑ったが、村重は違ちがった。等伯が絵師としてのふとした好こう奇き心しんから閃ひらめいた思いつきに、取り憑つかれていた。即そく座ざに、目を血走らせて吠ほえていた。

「等伯！　それだ！　『荒木高麗』の絵の具を用いて、織田信奈を描けーっ！」

　官兵衛が言うように、すねこすり程度の小さな妖怪ならともかく、人間ともなればまずどれほどの力を持つ茶器を用いても実体を生むことは不可能だろう。

　だが、村重は知っていた。自分は本朝最後の鬼。眠ねむっていた呪のろい人形を生かし、茶を飲んだ者を爆発させる力を「荒木高麗」に与えることができる。あの朧月夜にも予想できなかったほどの強大な力だ。ならば──。

「『荒木高麗』と等伯の画力をもってすれば、もう一人の織田信奈を、私の理想の織田信奈を手に入れることができる！　絵の世界とはつまり言こと霊だまと呪だけの世界、実体なき陰かげの世界！　その絵に、『荒木高麗』が陽の要素を……肉体を与えれば！　必ずや、描かれた織田信奈がこちら側の現世へと飛びだしてくるはずだ！」

「それが、織田信奈の絵はたった今『筆が進まぬ……！』と叫んで破ってしまったのです。描き直すまで、何日もかかります」

「なんだと？　描きかけの人物画は他ほかにないのか？　そこに一枚、やせぎすで色白の幼い娘むすめを描いた絵が転がっているではないか！　そいつで試ためしてみろ！」

「あ、こ、これはその、憎にくくてたまらない狩野永徳をいたずら描きしてみたまでの習作で……た、たいしたものではございません！」

「むふー？　そうか？　妙に色っぽくてかわいいぞ、この狩野永徳は。長谷川等伯！　お前、露ろ璃り魂こんだったのか！」

「ぐふっ!?　か、官兵衛さま!?　そそそれは濡ぬれ衣ぎぬです！」

「そうだその通りだ！　これまでの織田信奈絵よりもその狩野永徳像のほうが妙に生々しくて艶つやがあって出来がいいぞ！　貴様の人物画らしからぬ躍やく動どう感に溢あふれている！　あとは瞳を描くだけではないか！　完成させろ！」

「あ、いや、それは……いや、それがしは決して狩野永徳を描いて『憎いほどに美しい』と悶もん々もんとしていたわけではなく」

「いいから早くしろ、瞳を描けーっ！　『荒木高麗』から絵の具を取って、その女人像に魂を吹ふき込めーっ！」

　等伯は「悪い予感がいたします」と震ふるえながら、筆を執とった──！







●狩野永徳




　異様な光景であった。

　獅し子しが、どどどど、と堺さかいの裏道を駆かけていた。

　その獅子の背中には、今宵こよいは純白の南なん蛮ばんドレスを着込んでヨーロッパ王家のお姫さま姿に扮ふんした天才絵師・狩野永徳がちょこんと小さなお尻しりを乗せている。

「ふははは！　相良良晴め、ついに振ふり切ったぞ！　週末の本能寺のお茶会に飾かざる絵を描け描けとしつこい。いきなり仕事を振ってきてこの週末に間に合わせろとは無茶すぎる！　このまま船で呂宋ルソンまで逃にげてやるとしよう」

　余人に話を聞かれてはまずい。津田邸を出て、港の桟さん橋ばしで相談を続けていた竹中半兵衛と朧月夜は、この予期せぬ獅子の出現に慌あわてふためいていた。

「くすんくすん。ああああれはかかか唐獅子でしょうか朧月夜ちゃん!?　食べられてしまいます！　食べますか？　食べませんか？」

「落ち着きなさい半兵衛ちゃん、これはきっと妖怪変へん化げだわ！　生き人形の件と同じよ。例の鬼おにの霊力が暴走して、屛びよう風ぶ図に描えがかれた唐獅子を実体化させたに違いないわ！　屛風の中に戻もどす方法はあるはず！」

「絵を実体化、ですか!?　獅子さんほどに身体の大きな生き物を？　まさか!?」

「ご安心あれご主人さま。それがしは猫ねこですぞ、獅子は猫の仲間ですぞ！　それがしがこの伝説の鉄てつ拳けんで獅子を黙だまらせて参りましょう。むーん」

「がるっ」

「あーれー」

　ぱくっ。

「きゃー！　ねこたまさんが食べられてしまいました！」

「ねこたまぁーっ!?」

　狩野永徳が「南蛮のお姫ひめさまの衣い装しようは胸が締しまるな」とドレスの胸むな元もとを気にしながら、獅子の上からじろりと二人の少女をにらみつけていた。

「なんだ貴様らは。夜中に騒さわがしい連中だな。静かにしろ、相良良晴に見つかったら私は仕事場に連れ戻されて徹夜で働かされてしまうのだぞ。週末までに新規の絵を完成させろとか、無茶ぶりにもほどがある。これ以上睡すい眠みん時間を削けずったらお肌はだが荒あれてしまう……眠ねむい……」

「ああああなたはいったい？　おおお陰おん陽みよう師じさんですか？　それともそのお姿は、南蛮渡わたりの白しろ魔ま術じゆつ師さん？」

「ふはは。違うな。私は、天下一絵師の狩野永徳だ。この獅し子し丸まるは私が描いたと言いたいところだが、こいつは南蛮船から買い求めたほんものだ」

「ほんものですって？　生きた唐獅子を海の向こうから仕入れてくるだなんて、戦国の世はなんという奇き天て烈れつな世界なのかしら。いいから、ねこたまを吐はき出させなさい！」

「心配しなくても、獅子丸はちくわしか食べない。毛玉まみれの猫など食わぬぞ。たぶんな」

　その永徳の言葉と同時に、不ま味ずそうに顔をしかめていた獅子丸が、たちまちねこたまを吐き出していた。

「……ぺっ」

「むーん、助かりましたぞ！　それがし、死ぬかと思いましたぞ！」

「ねこたま、あなたはもう大昔に死んでいるでしょう？　今のあなたは幽ゆう霊れい、つまり呪しゆだけの存在でしょう？」

「それが、獅子の腹の中から湧わいてくる液にあやうく身体を溶とかされそうになりましたぞ。今のそれがしはどうやら、幻まぼろしではないほんものの身体を持っておるようです」

「あんたに、生身の身体が？　わたしたちの世界とはどうも勝手が違うわね」

　ともあれ、半兵衛はこの場を収めるために永徳にお辞じ儀ぎをした。

「くすん。あなたが狩野永徳さまでしたか。良晴さんが絵を取ろうと追い回しているという」

「そうだが、そういう貴様は誰だれだ？　子供は家に帰って寝ねる時間だぞ」

「わたしは良晴さんの軍師を務めております、竹中半兵衛です。くすんくすん」

　相良良晴の軍師だと？　そうか港で私を待ち伏ぶせしていたのだな！　挟きよう撃げきの策か！　なんと頭の切れる娘だ、と永徳の頰ほおがひきつった。

「ちちち違います！　いぢめないでください、くすんくすん」

「ふうん？　こいつが唐獅子の絵で評判の狩野永徳？　豪ごう快かいな画風とは大違いの、華きや奢しやで切なげで愛らしい女の子ねえ。身体、弱そうね」

「こらっ、そこの平安王朝風のどこか古くさい娘！　私の外見についてうかつなことを言うと、ちくわの材料にして獅子丸の餌えさにするぞ！」

　朧月夜が「半兵衛ちゃんに危害を加えるのであれば容よう赦しやしないわよ」とねこたまをわしづかみにして「どうぶつの盾たて」にしながら一歩前進すれば、負けん気の強い永徳も「獅子丸。こやつらも織田信奈の一味だ。私を船に乗せないつもりらしい、排はい除じよしろ」と獅子にまたがりながら不敵な笑えみを浮うかべて朧月夜を挑ちよう発はつした。

「はわわ。朧月夜ちゃんも永徳さんも、落ち着いてください！」

「月夜の下で、獅子にまたがった異形の南蛮姫と遭そう遇ぐうした──当然、勝負でしょう。半兵衛ちゃん」

「平安絵巻風の古式ゆかしい姫君と、南蛮渡りの港で出会った。もちろん、勝負だな」

「ふええ。お互たがいに和風と南蛮風で衣装の趣しゆ味みが合わないのはわかりましたから、勝負しないでください！　くすんくすん」

　手乗りサイズで戦せん闘とう力ゼロのねこたまと、ほんもののライオンである獅子丸。

　同じ猫族とはいえ、お互いが使し役えきするどうぶつに、戦力差がありすぎる──！

　朧月夜ちゃんが危ない！

　半兵衛は長年の習慣でドーマンセーマンの護ご符ふを取り出そうとしたが、すでに陰陽道は半兵衛自身の手で無効化され、護符は使えなくなっていた。津田邸ていの庭園で護符が力を発揮したことこそ、ありえない異常だったのだ。

　わたしはどうすれば!?　と半兵衛が涙なみだ目めになって戸と惑まどっていると──。

「……それにしても眠い。まったく眠い。もう、目を開いていられぬ……」

「ああっ？　永徳さんが、獅子の上からずり落ちてしまいました!?」

「わたしではないわ。わたしが得意とした呪じゆ術じゆつの数々もこの世界ではほぼ無効化されているのよ、半兵衛ちゃん？」

「はい！　永徳さんの身体に、なにか予期せぬ異変が起きたんです！」

「すう、すう……」

「え、永徳さんは、ね、眠っています。ほとんど死んでしまったかのような深い眠りです」

「起きるですぞ。むーん！　ねこたまの鉄拳で目覚めなされ。ぺちぺち！」

「がるっ!?　がるるっ!?」

「これっやめるですぞ獅子丸どの！　それがしは餌ではないですぞ、餌ではないですぞ！」

「ダメだわ半兵衛ちゃん。これはただの眠りではない。この子の身体から、魂が抜ぬけてしまっている！」

「どういうことでしょう、朧月夜ちゃん？」

「離り魂こんの術によって何者かに魂を抜き取られたんだわ！　陰陽道が使えない世界でこのような怪かい異いをやってのけられる術者とは、いったい……!?」

「では、術を解除しない限り永徳さんは目覚めないのですね？　このままでは衰すい弱じやくして死んでしまいます！」

「この子はもともと身体が細くてひ弱そうだし、そうでなくても離魂状態は身体に無理な負担がかかる。もって、今週末が限界ね」

「いったい誰がこんなことを？　なぜ絵師の永徳さんが狙ねらわれたのでしょう？」

「狙ったのではなく、力そのものが暴走しているのかも」

　あの「鬼」の力が原因に違ちがいないわ。永徳を目覚めさせるために荒木村重のもとへ乗り込むわよ、と朧月夜が半兵衛の手をそっと握にぎってうなずいていた。

「行きましょう。官兵衛さんと、村重さまのもとに。官兵衛さんにも危機が迫せまっているかもしれません」




　　　　※




　その頃ころ。

　有岡城の大広間に、「第二の第六天魔ま王おう」が降臨していた。

　漆しつ黒こくの南蛮姫衣装に身を包んだ、青白くて瘦やせた一人の少女。

　その少女が牛よりも巨きよ大だいな「暗黒の獅子」を従えて、大広間をわがもの顔で占せん拠きよしていた。

　荒木村重、長谷川等伯、黒田官兵衛の三人は、この世のものにあらざる暗黒の獅子によって制圧されて、魔王の足あし下もとに平へい伏ふくさせられていた──。

「ふん。貴様らがわが下げ僕ぼくどもか。男が混じっているが、まあいい。さて、とりあえず日ノ本を征せい服ふくするとしよう。ふは、ふはははは！」

　黒獅子の背中にもたれかかり、官兵衛の頭をぶぎゅると素す足あしで踏ふみつけ、自らは南蛮黒衣に身を包んだ魔王は、「わが名は狩野『黒』永徳」と名乗った。

「織田信奈とやらが第六天魔王を名乗っているようだが、相良良晴などに入れあげて乙女おとめぶっているあやつはまだ小物だ。余こそが真の魔王。余が日ノ本を手に入れ、唐入りを果たして明みん国を乗っ取り、南蛮をも平定する！　よいか下僕ども、本能寺から三種の神器を奪うばい取ってこい！　あれがあれば日ノ本の征服はたやすいからな！　ふははは！」

「『荒木高麗』と等伯の画力を融ゆう合ごうさせれば、絵の中の人物を実体化させて召しよう喚かんできるという私の読みは当たったが……狩野永徳がなぜか日ノ本を覆くつがえす破は壊かいの大魔王として目覚めてしまっている？　これはどういうことだ等伯ーっ!?　もしかしてこれが貴様の理想の少女像だというのかっ!?」

「い、いや、これはその。決してそれがしは、狩野永徳が悪の大魔王として威い張ばり散らしてそれがしを足あし蹴げにして支配する姿が見たいなどと密ひそかに妄もう想そうを膨ふくらませていたわけではございません！」

「くそっ、これが織田信奈だったら！　どうして狩野永徳にこの私がひれふさねばならないのだ！　たしかに狩野永徳は美しいが乙女としては胸が薄うすい、薄すぎる！」

「待て貴様！　こんど余の胸の話をしたら地下の座ざ敷しき牢ろうへ押し込めるぞ！」

「……狩野永徳本人にかかる事態を知られてしまえば、それがし、もはや生きてはおられませぬ……あああ……」

「うわ～ん。黒獅子怖こわいよう。すねこすりじゃ勝負にならないよう。村重の茶器錬れん金きん術じゆつ、怖すぎぃ！　たっ、助けて～！」

「すねこすりを握って握あく力りよくを鍛きたえるのはやめてにゅ、やめてにゅ」

　すねこすりの柔やわらかいもふもふの身体からだを細い指でむぎゅーと握って「あははは」と笑っていた狩野『黒』永徳が、ぴくり、と細い眉まゆを動かした。なにかを察知したらしい。

「下僕ども。この有岡城へ迫っている時じ代だい遅おくれの陰陽師どもを返り討うちにしろ。余に逆らう者は全員、地下の座敷牢へ押し込めてやる。余に執しつ拗ように絵の催さい促そくをかけてくる権力者どもなど一人残らず覆ふく滅めつしてくれるわ。そうとも、絵の催促から逃のがれる方法はただひとつ。余自らがこの世の頂点に立てばよいのだ！　ふはははは！」







　　　巻ノ七　宴うたげの始末







●有あり岡おか城、急きゆう襲しゆう




「荒あら木き村むら重しげが!?　替かえ玉で、実は本朝最後の鬼おに、ですって？　しかもおっちょこちょいの播はり磨まが、有岡城に捕とらえられちゃっている!?　播磨って、前にも宇う喜き多た直なお家いえに捕つかまってなかった？」

　織お田だ信のぶ奈なはその夜、良よし晴はるがいつまでも狩野かのう永えい徳とくから絵を取ってこられないことにしびれを切らし、自ら石いし田だ佐さ吉きち、大おお谷たに紀き之の介すけ、福ふく島しま市いち松まつ、加か藤とう虎とら之の助すけからなる四人の「相良さがら妹軍団」を引き連れて「永徳狩がりよ！　永徳はいねえがー！」と堺さかいを飛びだし、大おお坂さかへと向かう街かい道どうを駆かけていた。なぜか、永徳が堺を脱だつ出しゆつして大坂方面に向かっている、そんな予感がしたのだ。

　その信奈と妹軍団が、同じ街道を進み有岡へ急行していた半はん兵べ衛えと朧おぼろ月づき夜よに遭遇したのは、偶ぐう然ぜんというよりもある種の必然だったのかもしれない。二人は、眠ねむり姫ひめのように眠り続けている永徳を連れていたのだから。

　鬼だの妖よう怪かいだのといった怪異は信じないし「そのようなものが実在したとしても、自分に害をなせるはずがない」と豪ごう語ごする信奈だが、かつて巨椋おぐら池いけで「鬼」に襲おそわれて瘴しよう気きを浴び、倒たおれたことがある。あの鬼は、千せんの利り休きゆうが錬金術を用いて祓はらったはずだったが──。

「くすん。その鬼が、人間の少女の身体を得て、有岡城に官かん兵べ衛えさんを幽ゆう閉へいしてしまったのです。その上、狩野永徳さんまで魂たましいを抜かれてしまいました。鬼を祓わねば、永徳さんの魂は戻もどって来ません。このままではお二人は……」

「細かい事情を説明している暇ひまはないわ、織田信奈。あの鬼にはもともと、織田家に仇あだをなそうという悪意はなかったの。むしろあなたの役に立ちたいと願っていたはず。人間だった頃に、あなたとなにか縁えんがあった者らしく、あなたに好意を抱いだいていたわ。しかし鬼はもう、自分の力を制せい御ぎよできなくなっている。強すぎる力が、怨おん念ねんそのものが、暴走を開始したのよ」

　獅し子し丸まるの背中に乗せられて、ぐっすりと眠り込んで動かない南なん蛮ばんドレス姿の永徳を見れば、信奈も信じるしかなかった。永徳の頰をつついても髭ひげを描かいても瞼まぶたの上に目玉を描き込んでも、永徳が起き上がらないのである。気位の高い永徳がこんないたずらをされて耐たえられるはずがない。

「有岡城に籠こもられたまま村重さまが織田家にご謀む反ほんとなれば、村重さまが統とう括かつする尼あまが崎さき城、吹すい田た城、高たか槻つき城、茨いばら木き城、三さん田だ城、花はな隈くま城などもいっせいに反織田家方に。畿き内ないは大混乱に陥おちいります。おそらくは毛もう利り軍の上じよう洛らくを許すことに。くすん、くすん」

「デアルカ。半兵衛。でも今、わたしの手て許もとには兵力がないの。堺にはお忍しのびで来ていただけだから……ここにいる相良妹軍団とわたしたちだけで、このまま有岡城へ急行し、潜せん入にゆうするわよ。半兵衛と朧月夜は、城内で直接、鬼を祓いなさい！　陰陽道の術も、鬼の力が暴走している今の有岡城の中でなら有効なのでしょう？」

　半兵衛が「信奈さまが潜入するだなんて危険すぎます。鬼は、信奈さまを手に入れようともがいているのですよ。官兵衛さんと永徳さんを救う手立ては、わたしたちがなんとか考えます。信奈さまはその間に兵を集めて態勢を整え、合戦のお支し度たくを……」と止めたが、信奈は「ダメよ。有岡城ほどの堅けん城じようを包囲して落とすには、最低でも一年を要するわ！　要はわたしが勝つか、その鬼が勝つか、でしょう？　一対一で対決したほうが話が早いじゃない。そもそもわたし一人の身み柄がらのために、数万人の兵を動かして摂せつ津つ全土を合戦に巻き込むのは無意味よ。村重が鬼とすり替わったことすら知らない荒木一族を皆みな殺ごろしにする羽目になるかもしれないでしょ？」と首を縦に振ふらなかった。

「虎こ穴けつに入らずんば虎児を得ずって言うでしょう半兵衛！　このままじゃ永徳の命は長くはもたないし、官兵衛だって、いくら元気者とはいえ一年も幽閉されていたら身体がぼろぼろになっちゃうわ。是ぜ非ひに及およばずよ！」

「……官兵衛さんが……そうですね。わかりました。参りましょう！　必ずわたしと朧月夜ちゃんとで、鬼を祓います！」

　さすがは天下人！　信奈の勇気と決断力に打ち震ふるえながら、槍やりを構えた石田佐吉たち相良妹軍団が、おおー、と声をあげた。

「鬼退治は佐吉たちにお任せあれ。初うい陣じんだわ、いよいよ腕うでが鳴るわね紀之介！　近江おうみ佐さ和わ山やま城主の座は目の前よ！」

「怖いよう。兄くんを放置していていいのかな、佐吉ちゃん？　ぶるぶる」

「にょほほ～。お兄ちゃんは『かわいい妹には戦いくさをさせたくない主義』だから、今参戦しないと市松たちの初陣は数年延びるっすよ！　行きやしょう、虎とらの姉あね御ご！」

「うん。あの生き人形を操あやつっていた鬼の本体なら、相手に不足はない。信奈さまたちを必ず有岡城へとお連れし、織田家のお役に立ってみせる！」

「くすんくすん。妹軍団を無断で実戦配備したと知られれば良晴さんに[image: しか]しかられちゃいそうですが、他ほかならぬ信奈さまのおんためですから許してくれるでしょう。見えてきました！　あの巨城が、有岡城です！」

「……総構え！　町ぐるみ壁かべと堀ほりで覆おおい尽つくしている！　まるで小お田だ原わら城ね。籠ろう城じようされたら厄やつ介かいすぎるわ。でもまだ、城兵たちの籠城準備は整っていない。今夜のうちならば忍び込めるはず！　ただ……どうやって潜入すればいいのかしら!?」

　朧月夜が、微笑ほほえんでいた。

「織田信奈。忘れちゃったのかしら？　わたしは半兵衛ちゃんのために、ずっと茶器専門の盗とう賊ぞく稼か業ぎようを続けてきたのよ。どれほど壁を築き堀を穿うがち外敵の侵しん入にゆうを阻はばむ巨城であっても、天下の大泥どろ棒ぼう・朧月夜さまに忍べぬ建物など、この世にも陰いん世せにも、存在しないわ」

　あんたもたまには役に立つじゃないと信奈が笑い、朧月夜は「ねこたま！　活路を見つけなさい！　平安の都。難なん攻こう不ふ落らくの城じよう塞さい。人は、人の世の永遠の繁はん栄えいと不ふ滅めつとを願って人工の世界を築き上げてきた。しかし、大地に建てられるものはことごとく四神相応の理ことわりから逃のがれられない。玄げん武ぶ、白びやつ虎こ、朱す雀ざく、青せい龍りゆう。いずれかの方角に必ず隙すきがあるわ！」と、手の上に載のせていたねこたまを天へと放ほうり投げていた。

　風船のようにふわふわと空を漂ただよい、高々と天高く昇のぼったねこたまの目には、壮そう大だいな有岡城の構造が、まるでミニチュア模型のようにありありと見み渡わたせる。闇やみの中であろうが、猫ねこの目には関係ない。

「北・南・西の三つの街道に連なる砦とりでには、いずれも大勢の守備兵が詰つめておりますぞ！　村重どのは、すでに自らの謀反を織田方に察知されたことを知っている様子！　しかし猪い名な川がわを背負う北東の本丸方面のみは、手て薄うすになっておりまする！　あちらも急な謀反で兵が足りておりませぬ。猪名川と湿しつ地ちが天然の防ぼう壁へきとなっており、大軍をもって攻せめられぬ地形ゆえに、北東側には兵力を割さかなかったのでありましょう！」

「鬼き門もんの方角！　そこは、本丸を配すべき位置ではないわ。村重は武将としては一流だけれども、陰おん陽みよう道どうには素人しろうとね。でかしたわ、ねこたま」

　この少人数ならば、そして朧月夜ちゃんの盗賊の技術があれば、北東側から忍び込めます、そしてそのすぐ先が本丸です、と半兵衛がうなずいていた。

「文字通りの奇き襲しゆう作戦ね。桶おけ狭はざ間まを思いだすわね。行くわよ！　夜や陰いんに乗じて猪名川をさかのぼって、一気に本丸へと侵入するわ！　相良妹軍団、先せん鋒ぽうとして突とつ撃げきよ！」

「「「「おおー！」」」」

　虎之助が「一番槍だ！」と片かた鎌かま槍を持ち上げると、佐吉が「あっ虎之助。佐吉、緊きん張ちようしてお腹なかが痛むの。空腹のせいだわ。なにかお腹に入れればきっと治まると思うの。あなたたちも戦う前に腹ごしらえをしておいたほうがいいわよ。柿かき以外の果くだ物ものが欲ほしいわ」と言いだして、人のいい虎之助を離り脱だつさせようとする。「うん、わかった」とうなずく虎之助を市松が慌あわてて止めて、「おめーは柿でも食ってろ！」と佐吉を相手につかみ合いのケンカをはじめようとした。その間、紀之介は「ほんとうにだいじょうぶなのかなあ」と涙なみだ目めになりながら猪名川の川岸を探たん索さくして、使えそうな小こ舟ぶねをめざとく探し当てていた──。

　信奈は、思った。この切せつ羽ぱ詰つまった折にも食しよく糧りよう調達に気を配る石田佐吉には、戦線を後方で支える幕ばく僚りようとしての天てん賦ぷの才がある。初陣だというのにまるで物もの怖おじせずに冷静なまま、かつ戦意をみなぎらせている加藤虎之助には将器と勇気がともにあり、いずれは戦国日ひノの本もとを代表する名将に成長することは疑いない。一本気で剛ごう直ちよくな福島市松は、天下分け目の大合戦で先鋒を務めて大功をあげる猛もう将しようになるだろう。そして、性格も立場もばらばらな相良妹軍団を自ら意識することもなくひとつに繫つないでみせる「無私」の心を生まれ持ってきたらしい大谷紀之介には、いつか百万の軍の采さい配はいを任せてみたい、と。







●有岡城、炎えん上じよう




　深夜。猪名川から舟で接近してきた織田信奈とその手勢がいきなり本丸へと乗り込んできたと知った荒木村重は、「なんという無茶をするのだ織田信奈……！」と呆ぼう然ぜんとしていた。なによりも、織田信奈に謀反人と断定されてしまったことが衝しよう撃げきだった。これまで正体を隠かくしてきた努力は、水の泡あわとなった。村重は、黒くろ田だ官兵衛と竹たけ中なか半兵衛を口くち封ふうじすればなんとかなると思っていたのだ。

「まさか、私がほんものの村重とすり替わった鬼であると知ったのか！　朧月夜が同行しているということは、そういうことか!?　朧月夜め。半兵衛についたな！　いや、あれはもともと半兵衛のために私を召しよう喚かんしたのだ……ああっくそっ！　黒永徳さえ現れなければ！　そもそも、官兵衛にさえあの生き人形を目もく撃げきされなければ！」

　しかしそれにしても、信奈の行動は天に加護されているかのように素す早ばやかった。「相良妹軍団」を名乗る一いつ騎き当とう千せんの姫武将たちが、本丸を少ない数で守っていた荒木兵を蹴け散ちらし、そのまま門前に踏ふみとどまって「出会え出会え」「姫をお守りしろ」と慌てて集結してきた荒木兵を見事に防ぎ止めており、織田信奈は竹中半兵衛と朧月夜だけを連れて大広間へ急行しているという。

　村重は、大広間に立て籠こもった。長は谷せ川がわ等とう伯はくが「荒木どのご謀反？　話がいつの間にか大きくなっておりますがこれはいったい」と自筆の狩野永徳絵を抱きながら震え、その隣となりでは黒獅子を従えた黒永徳が「荒木村重は摂津の諸城を片かたっ端ぱしから落として勢力を拡大しすぎた。あげくに、この総構えの有岡城建築だ。織田信奈は、村重が謀反したこの機会を捉とらえて、村重の諸城をすべて奪だつ取しゆして自分の懐ふところに収めるつもりだろう」と笑っている。

「余が織田信奈なら、得体の知れない外と様ざまの家臣は、こうやって太らせたところで順番に粛しゆく清せいしていくな。そして織田家直ちよつ轄かつ領を増やしていく。なかなか魔ま王おうらしいやり口だな。しかしまさか、自らわずかな手勢だけで乗り込んでくるとはたいした度胸だ。生かしては帰さぬ。ふはははは！」

　半兵衛を始末したあとで毛利と連れん絡らくを取って謀反の旗を揚あげる予定だったが、ここで織田信奈を返り討うちにすれば、一気に織田領の半ば以上が余のものになる！　と、黒永徳はすでにやる気満々になっている。

「織田信奈が有岡城へ攻めてきただって？　なんなんだー！　シメオンを解放しろっ！　縄なわを解けっ！　うわーん、また地ち下か牢ろうに幽閉されるのはいやだよう、怖こわいよう怖いよう」

　大広間の片かた隅すみには、一応「人ひと質じち」として黒田官兵衛を縛しばって転がしてあるが、竹中半兵衛はともかくあの織田信奈が人質を取ったくらいで手心を加えたり怯ひるんだりするとは、信奈の苛か烈れつさを知っている村重にはとても思えなかった。むしろ悪手だ。これでは私が織田信奈に謀反を企たくらんでいる、と決めつけられてしまうではないか！

　村重は「ひとまず黒田官兵衛を解放しろ、黒永徳！　まだ私は決定的に謀反に踏み切ったわけではない！　というか、貴様が織田信奈と戦おうとしているだけで、私にはそんな意思などそもそもないのだっ！」と黒永徳に迫せまったが、黒永徳は「手て遅おくれだ村重。貴様が抱かかえている『荒木高ごう麗らい』の禍まが々まがしい輝かがやきを見ろ！　この有岡城内で今、滅ほろび去ったはずの陰陽道の力が蘇よみがえり、貴様の執しゆう念ねんを糧かてにして増ぞう殖しよくし、暴走しはじめているのだぞ。余が爆ばく誕たんしたのも、貴様の怨念の強さゆえだ。その怨念が、織田信奈が接近するとともにさらに強まっている。お前、生前はよほどに無念を残していたのだなあ。織田信奈に対して」と愉ゆ快かいそうに笑うばかりだった。

　村重は惑まどった。

　私が生前、織田信奈に対して無念を……怨念を残して死んだだと？

　私はいったい何者なのだ？　武将であったことは間ま違ちがいない。私には戦国武将としての力が備わっている。城を奪うばい国を盗とり町を築く技術と経験が。私自身、戦は大だい嫌きらいだというのに。だが、それでは私は。私はそもそも、誰だれだったのだ？

「この黒永徳も、貴様の怨念によって召喚されたにすぎん。織田信奈を倒たおして踏みつけにして、貴様のもとへ裸はだかに剝むいて手渡してやろう。代だい償しようは、天下だ。余は天下人となる。貴様は織田信奈を手に入れて地下牢に閉じ込め、好きなだけ愛めでるがいい。女同士で妙みような趣しゆ味みもあったものだが、織田信奈こそが貴様が本朝最後の鬼おにとなってももとめてやまないものよ。ふははは」

　荒木村重が、黒々とした『気』の光を放ちつつ自分の手許でぐるぐると回転し続けている「荒木高麗」を凝ぎよう視ししながら、いよいよ戸と惑まどっていると──。

「荒木村重！　今ならばまだ、謀反をなかったことにして見み逃のがしてあげるわ！　だから、大人しく官兵衛を返しなさい！　それと、永徳を目覚めさせ……って、なんなのよその黒い獅子を従えているもう一人の永徳はっ？　人相悪わるッ！」

「くすんくすん。あれは……おそらく鬼の力によって召喚され肉体を与あたえられた、『描えがかれた永徳さま』です！　永徳さまの魂たましいが、あの肉体の中に取り込まれ、暴走する鬼の力によって操られているのです！」

「描かれた永徳？　それほどの絵を描かく技量を持つ絵師が、永徳自身以外にいるの？」

「あそこで、絵を抱だかれて震えているあの瘦やせた殿との方がたです！」

　あああ。とうとう見つかってしまった。もうダメだ、と長谷川等伯は絶望した。

「いいからシメオンを解放しろーっ、こらーっ！」と縛られた官兵衛がじたばたと足をばたつかせ、半兵衛が「今、お助けします！　官兵衛さん！」と官兵衛のもとへ駆かけ寄っていく。

　よもや織田信奈とこのような形で相対することになるとは──村重は、呆然となった。これが私の運命だったのかもしれない、と泣きたくなった。

「……織田信奈……竹中半兵衛……！　私が鬼であると知ってしまったのか……残念だが、これまでのようだ……！　私は降こう伏ふくしたいのだが、もはや『荒木高麗』と黒永徳を止められない。あまりにも多くの名物茶器を集めすぎた。わが『気』を溜ため込んで増ぞう幅ふくしすぎた。私にももう、私自身の怨おん念ねんを制せい御ぎよできないのだっ！」

「まだ間に合うわ！　その『荒木高麗』を叩たたき割りなさい、荒木村重！」

「……それはできない……！　わが手に吸い付いて、離はなれないのだ！　むしろ、私のほうが茶器に操られているっ……！」

「ふん。荒木村重の名を騙かたる鬼よ、貴様はそうやって善人ぶっていればいい。汚よごれ仕事はこの魔王が引き受けてやったのだからな。黒獅子。行け。織田信奈たちを倒してこい！」

「ガルッ！」

　雄お叫たけびをあげながら、黒い獅子が信奈めがけて襲おそいかかる。

　だが、その黒獅子の突進を防ぎ止めるもう一頭の獅子がいた。

「やらせないわ。獅子丸、あとでちくわをあげるから黒獅子を阻そ止ししなさいッ！　あなたの主人の魂を取り戻もどすのよ！」

　その背中に、眠ねむれる狩野永徳を乗せた、獅子丸だった。

　ちくわを振ふりながら獅子丸を操あやつっている姫ひめは、誰あろう、朧月夜である。

「……朧月夜……私を召喚しておきながら、破は滅めつさせるつもりかあーっ！　竹中半兵衛のような小こ娘むすめのために、どこまでも勝手な真ま似ねをッ！」

「わたしはただ、茶器を集めろと命じただけよ！　その『荒木高麗』はもう、穢けがれた邪じや気きに──あなたの怨念によって異形の茶器に変化してしまっているわ！　荒木村重！　なんとしても、その忌いまわしい茶器を割りなさい！」

「できるかあっ！　これがどれほど価値ある名物茶器だと思っているんだーっ！　私は、決めたのだ！　もう二度と茶器も屛びよう風ぶ絵えも町も城もいっさい焼かせぬとっ！　私の夢の城が、夢の世界が紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれる悪夢にうなされるのは、もうご免めんだ！」

　村重が悲鳴をあげると同時に、大広間の周囲に、いっせいに火柱が立ち上っていた。

「荒木高麗」の力が、「紅蓮の炎」という村重の言葉に反応したのだ。

　信奈。

　大広間の隅すみに縛られた官兵衛。

　その官兵衛のもとへ駆けていた半兵衛。

　黒獅子と互たがいに前足を組みながらうなる獅子丸の背中で眠る、永徳。

　村重に迫りつつあった、朧月夜。

　五人が、それぞれ噴ふきだしてきた火柱に前ぜん途とを塞ふさがれ、しかも彼女たちの背後にもまた火柱が上っていた。

「なによこれっ!?　一いつ瞬しゆんで、ほ、炎に包まれてしまった!?　逃にげられないわ！」

「うわーん！　燃えた柱が折れて、こっちに崩くずれ落ちてくるよう！　半兵衛、逃げろっ！　来るな！　巻き込まれるぞっ！」

「いいえ。なんとしても官兵衛さんをお助けします！」

「……村重……いいえ、本朝最後の鬼。これは平たいらの将まさ門かど公の怨念とも違ちがう。もっと黒くておぞましいなにかだわ。あなたの正体は、いったい……!?」

　力が、怨念が、暴走する。

　村重の脳のう髄ずいへと、分ぶん離りして茶器へと封ふうじられていたはずの怨念が、逆流を開始していた。

「……ううっ……頭が……割れる……割れるように、痛むっ……！」

　う、お、お……！

　この時。

　黒永徳の隣に腰こしを抜ぬかしたように座り込んでいた長谷川等伯は、しばらく魂が抜けたかのように呆然としていたが、永徳と獅子丸を囲む炎の輪が狭せばまりはじめていることに気づくと突とつ如じよとして生気を取り戻し、立ちあがっていた。

　その手には、自筆の永徳絵が、握にぎりしめられている。

　等伯はその絵を高々と掲かかげ、炎の前へと突進していた。

「いかん！　このままでは狩野永徳が焼け死んでしまうッ！　それがしは、あくまでも絵の勝負であの女に勝ちたいのだ！　永徳を焼き殺してしまうわけにはいかないっ！　彼女が死んでしまっては、永遠に勝てなくなってしまう！　なんとしても、あの女を──あの人を、救わなければ！」

　黒永徳が、気づいた。

　青ざめて、等伯に追いすがる。

「待てっ！　それは余の本体だ！　その絵を燃やされてしまえば、余は再び消え失うせてしまう！　貴様の理想の狩野永徳は、あの眠れる小娘ではないぞ長谷川等伯！　この余のはずだっ！　余こそが、貴様が描いた、貴様が恋こい焦こがれる狩野永徳そのものなのだからなっ！　余を貴様のもとに永遠に留とどめたいのであれば、このまま、あいつの肉体のほうを焼いてしまえっ！　それで、余の魂はこの貴様が描いた身体からだの中に、いつまでも留まれる──絵画に命を捧ささげたあいつを目覚めさせれば、再びお前の生しよう涯がいの仇きゆう敵てきに戻るのだぞ！　それでいいのか!?　余は約束する。ずっと、余を描いて魂を与えてくれた貴様とともにいてやると。天下一絵師の称しよう号ごうなどは貴様にくれてやる──！　だから、その絵を焼かないでくれ……！」

　背後から自分を抱だき留めて離さない黒永徳と、炎に包まれようとしている眠れる狩野永徳との間で、等伯は逡しゆん巡じゆんした。どうすればいいのか、それがしは、と惑った。

　そして、炎の柱の中で立ち往生している織田信奈を見つめていた荒木村重は、ついに、すべてを思いだしていた。

　自分が生前、何者であったかを。

　自分が織田信奈に対しなにを思い、なにをなし、どのように夢破れ、どのようにして無念のうちに死んでいったかを──。










「…………、参上いたした。かねてより申し上げていたとおり、あなたを…………の、わが邸てい宅たくへお連れ申し上げる」

「～～～!?」

　あの時。近江の大地で天下分け目の総力戦が繰くり広げられていたさなかに。私は敵の総大将・織田信奈の本ほん陣じんへと乗り込み、一人きりになっていた織田信奈の背後に回り込んでその口を押さえていた。

　鍛きたえ抜かれていたはずの姫武将も、あの時の私と一対一で相対してみれば、悲しくなるほどにひ弱だった。急いで太た刀ちを抜こうとした織田信奈の腕うでを、私はもう一本の手を伸のばして、手首の骨が折れんばかりの力で握りしめていた。

　弱い。

　戦国の覇は者しやを目指しているはずの覇王の小さな身体は、かよわく、儚はかなく、脆もろかった。

　このあまりにも可か憐れんで無力な少女が、天下布武を掲げて男武者どもを相手に戦い続けてきたのかと思うと、私は、織田信奈という存在がいよいよいとおしくなり、そして、狂きようしていた。

　私は、織田軍の足軽に変装して、混乱する織田信奈の本陣へと大だい胆たん不ふ敵てきにも乗り込んできたのだ。

　その腰には、武将の首をひとつ、ぶらさげていた。

「この首だけの男は余の家老である。大手て柄がらを立てた者は、名も無き足軽であろうとも本陣の大将に直接声をかけてもらえる。悪い習慣だぞ、信奈。やんごとなき姫としたことがはしたない。尻しり軽がるにもほどがある──お仕置きが必要だな」

「……!?」

　織田信奈の目が潤うるんでいた。私への恐きよう怖ふに、怯おびえていた。

　そうだ。私は、自分に長年忠実に仕えてきた家老の首を落としてまで、敵本陣へ──織田信奈のもとへと、辿たどり着きたかったのだ。合戦の勝敗など、もはや、どうでもよかった。

　天下に、毫ごうも望みなし。私が求めていたものはただひとつ。織田信奈だったのだ。

　私は、織田信奈を芝しばの上に押し倒していた。

　南蛮甲かつ冑ちゆうを着ていても、軽かった。

　織田信奈の細い身体の上へとのし掛かかっていた。

　視線が合った。

　無力を晒さらした織田信奈は、震ふるえながら声もなく泣いていた。

　女によ人にんに対して暴力を振るうような真ま似ねはすまい、私はその日その瞬しゆん間かんまで、そう誓ちかっていたはずだった。だが、私に組み伏ふせられて怯えている織田信奈と目が合った瞬間に、私の心の中でたがが外れていた──。

「美しい。吐はく息の香かおりすら、他の女とは違う。その瞳ひとみ。余を仇かたきと憎にくみ必ず殺すと思い定めるその意志の力にあふれた瞳だ。ははっ、はははははっ！」

　織田信奈のみぞおちに、拳こぶしを叩き込んでいた。

　なおも抵てい抗こうしようと暴れる織田信奈の右の頰ほお、左の頰と、次々に平手打ちを浴びせていた。

「……う……う、あ……あ……！」

　あの織田信奈がついに、声をあげて泣きじゃくりはじめた。

　なによりも大切なものを、自分の手で壊こわそうとしている。薄うす暗ぐらい快感と、獣けもののような衝しよう動どう。自分でも、自分がわからなくなっていた。もう、止められなかった。

「余はこの戦いくさの帰き趨すうなどに興味はない。織田信奈をわがものにするためだけに、ここまで兵を進めてきた」

「そんな……そんな馬ば鹿かなことのために、何人の兵が死んだと……」

「家臣が主君のために戦って死ぬのは本ほん望もうというもの。このまま攫さらっていくべきところだが、もはや我が慢まんできぬ。今この場でそなたをわがものにしてしまうとしよう──生き娘むすめであろうが、余の言葉の意味はわかるな。余の子種を孕はらませてやろう。この姉あね川がわの陣じん中ちゆうで」

「……い……い、いや……いや……！」

「光栄に思え。絵物語以外の女人に余が心こころ惹ひかれたのは、そなたがはじめてだ。互いに異性を知らぬ者同士、戦陣の中で密事に耽ふける。『源げん氏じ物語』にもこのような場面はあるまい。まことに風流な出会いではないか」

　私は、私の唇くちびるを、織田信奈の白い頰へと近づけていた──しかしそこで、私の暴走は、終わった。私が「サル」と呼んでいた、あの男の乱入によって──。織田信奈の唇も、貞てい操そうも、そして言うまでもなく織田信奈の「愛」も──私は、なにも奪うばえなかった。










　荒木村重とすり替かわっていた鬼おには、思わず、自らの顔を覆おおっていた。

　なんということだ。

　私はやはり……少女ではなかった。

　いや、それどころか、私は姫武将ですらなかった。

　私は、男だった。




　私は──越えち前ぜんの国主、朝あさ倉くら義よし景かげだったのだ！




　武士として厳しく育てられ、「源氏物語」の中でしか女人を知らなかった私は、生まれてはじめて生きている人間の女に恋こいをした。その相手が、誰だれあろう、敵対する織田信奈だったのだ。織田家と朝倉家の、いずれかが滅めつ亡ぼうするまでは決して終わることのない戦いのうちに、私は……姉川の合戦の最さ中なかに、九く分ぶ九く厘りん勝てるはずだったあの決戦のうちに、「織田信奈をどうしても手に入れたい」と惑まどって狂したのだ。自らの家老の首を片手に織田の本陣に乗り込み、そして織田信奈を襲おそった。その結果、私は織田信奈に拒きよ絶ぜつされた。それどころか織田信奈は、私の目の前で、あの相良良晴と──私は、二人の結ばれぬ恋を後押しするための、猿さる面めん冠かん者じやだったのだ。朝倉家は、織田信奈に滅ほろぼされた。京文化の復興を目指して築き上げた一いち乗じよう谷だにの城も、等伯の源氏物語絵に覆われた壮そう麗れいな館やかたも、なにもかもを、織田軍は嵐あらしのように焼き尽つくしていった──！




「余は織田信奈にとって、天下布武のためのただの踏ふみ台でしかなかったのか！　男としても認められず、武将としても認められず、そして風流人としてすら認められぬのか！」




　火矢が次々と撃うち込まれ、自じ慢まんの源氏絵が燃えはじめるのを見た私は生まれてはじめて、心の底から激高し、狂乱した。




「燃やすな！　長谷川等伯の作品だけは燃やすな！　おのれ、織田信奈め！　余の風流趣しゆ味みを徹てつ底てい的てきにこけにするか！　余はここで切腹しても構わぬ！　だが……一言の断りもなく、余が築き上げてきた風流の世界までをも燃やし尽くすつもりなのかあっ！」




　織田信奈を手に入れられなかったのは、私が愚おろかだったからだ。己おのれの恋心をどう制せい御ぎよしてよいのか、未熟な私にはわからなかったのだ。こうして自ら少女となり、姫ひめ武将として生きて、ようやく私は理解できた。焼き殺されて当然の罪を、私は犯おかしたのだ。

　だが、等伯の絵を、芸術を、燃やされることだけは、当時もそして今も、私には耐たえられなかった。耐えられない。人はいずれ必ず死ぬが、人の思いが築き上げた芸術は残る。時間を越こえて永遠に。芸術には、人の命を超えた至宝の価値がある。あるべきなのだ！　だからもう、燃やされたくは、ない。

　それが、私の怨おん念ねん。私の、執しゆう着ちやく──。




　二度と戻もどることはないはずだった。荒木村重の人を捨てて鬼になる以前の記き憶おくが「荒木高麗」の力によって蘇よみがえってしまった瞬間に、村重の自我は砕くだけ散り、その思念はすべて「荒木高麗」が発する怨念の中に完全に取り込まれていくはずだった。

　そうなればもう、「荒木高麗」を祓はらうことは、誰にもできなくなる。信奈たちは、この有岡城の本丸とともに炎ほのおに包まれて焼け落ちていく運命。その時こそが、風流と芸術の極きわみを尽くした夢の都市・一乗谷を織田軍によって焼き払はらわれた朝倉義景の怨念が、呪じゆ詛そが、想おもいが、現世に対して復ふく讐しゆうを遂とげる瞬間となるはずだった。

　縛しばられて逃にげ出せないままだった官兵衛は、噴ふき上がる炎と突風によって折れた柱と畳たたみの間に片足を挟はさまれていた。

「あいててて！　どうしてシメオンはいつもこういう役割なんだあ～！　だ、だが幸い、骨折はしてない……！」

「官兵衛、急いで柱から足を抜ぬくにゅ。炎が。柱を伝って炎が官兵衛の帽ぼう子しに燃え移るにゅ！　早く逃げないと頭も顔も焼けちゃうにゅ！」

「うえええっ!?　そんなこと言われても、抜けないよおおお！　すねこすり、帽子を脱ぬがせてくれえ！」

「すねこすりの力では、脱がせられないにゅ」

　すねこすりがけんめいに「ふーふー」と息を吹ふきかけて、燃えはじめた官兵衛の帽子に風を送るが、火の勢いは強く鎮ちん火かできそうにない。

　柱に足を挟まれて帽子を燃やされつつある官兵衛と、「官兵衛さん！」と立ち尽くしている半兵衛との間に、燃えるカーテンのように複数の火柱が立ちはだかっていた。

　半兵衛は（もう時間がありません。この炎の壁かべを突とつ破ぱしなければ！）と知ち恵えを振ふり絞しぼっていた。

　結論は、ひとつしかない。この有岡城の本丸に充じゆう満まんする邪じや気き。荒木村重が放ち、「荒木高麗」が増ぞう幅ふくさせている陰いんの「気」を用いて、陰おん陽みよう道どうの術を繰り出すしかない。使い残していた護ご符ふは残り一枚。

　だが、問題があった。

　津つ田だ宗そう及ぎゆう邸ていで生き人形を封ふうじる井い戸どを掘ほる際に、半兵衛は思わず術を用いて、その後体力を消しよう耗もうし熱を出して寝ね込こんだ。たとえ「荒木高麗」が暴走することで奇き跡せき的に術を用いる条件が揃そろっていようとも、その強ごう引いんな術の使用は、術士そのものの体力を大おお幅はばに奪う。「荒木高麗」の気が、清せい浄じようなものではなく、激しい怨念に著いちじるしく汚お染せんされた邪気だからだ。邪気を清浄な気に変へん換かんするためには「祠ほこら」や「社やしろ」が必要だが、この大広間にはそれがない。この邪気を取り込んで、大広間を覆い尽くす激しい炎を消そうとすれば──。

　身体からだの弱い半兵衛にとっては、文字通り、命取りになる。

　しかしそれでも半兵衛は、「官兵衛を救う」という選せん択たくをした。

　官兵衛は、半兵衛が最後の陰陽術を用いようと懐ふところの護符に指をかけたことに、気づいた。

　髪かみの毛へと炎が近づいていることも、忘れた。

「やめろ半兵衛！　これでいいんだ。ほんとうは宇喜多直家に捕つかまった時、シメオンは足が壊れ、顔に大きな傷を負う運命だったんだ！　宇喜多は子供を拷ごう問もんするのは柄がらじゃないと言っていたが、半年も一年もシメオンが降こう伏ふくせずに地ち下か牢ろうで粘ねばり続けていれば、宇喜多がシメオンを拷問せずに放置していても、膝ひざや頭皮が腐くさって結局は同じことになってたんだ！　あの時は半兵衛と相良良晴がシメオンを無傷で救い出してくれたが、結局、こうして歴史の帳ちよう尻じりが合ってしまったんだ。これがシメオンの運命なんだ！」

「いやです！」

　咳せき込みながら、半兵衛は護符を取りだしていた。

「……前ぜん鬼きさん。後ご鬼きさん。あと一度だけ。あと一回だけ。これが、最後の陰陽術です。お願いします」

「やめろ半兵衛！　こんな剝むき出しの邪気を用いて、無理矢理に術を使うな！　きみは……ほんとうはもう……死んでいるはずの身体なんだ！　長浜城できみがひいたタロットは『死』だった！　それが、きみが播磨で迎むかえるはずだった本来の運命なんだ！　せっかくその運命を回かい避ひできたのに、こんなことをしたら結局死んでしまうんだぞ！」

「官兵衛さん。信奈さまを紅ぐ蓮れんの炎で焼き尽くさせるわけにはいきません。絶対に。そして、官兵衛さんの顔に生しよう涯がい、消えない傷きず跡あとをつけたくはありません。目の前でお友達が焼かれる姿を黙だまって見ているくらいならば、わたしはこの道を選びます。たとえ何度でも。官兵衛さん──良晴さんと信奈さまを、お願いします」

「ダメだあああああっ！　ダメだ、ダメだ、ダメだ！　シメオンは天才軍師だ、脳さえ無事ならば顔くらい焼けたってどうってことはない！　死ぬなっ！」

「軍師である前に、官兵衛さんは女の子ですから……ドーマン、セーマ……」

　官兵衛は、しかし、半兵衛がその呪じゆ文もんを最後まで唱える姿を見ることはなかった。

　朧月夜が、背後から半兵衛の首筋にそっと手刀を当てて、失神させていたからだ。

　半兵衛を炎から遠ざけるようにそっと畳の上に寝かせながら、朧月夜は「荒木村重という鬼を召しよう喚かんしたわたしが、決着をつけるわ」と微笑ほほえんでいた──。

「ご主人さま!?　まさか炎を消すために陰陽術を用いるのですかっ？　そのようなことをなさったらお命が!?　今のご主人さまはもう、かつてのような大陰陽師ではありませぬぞ。仙せん術じゆつで蘇ることはできませぬ。脆ぜい弱じやくな肉体を持ったただの人間ですぞ。そのお身体に、かような邪気を、浄じよう化かせずに取り込んではなりませぬ！」

「ねこたま、あんたとは陰いん世せでの『天あまの岩いわ戸と開き』以来、ずいぶんと長い腐れ縁えんだったわね。そう。半兵衛ちゃんはすでに本来の寿じゆ命みようが尽きている。この子は、ここで黒田官兵衛と織田信奈を救うために本朝最後の鬼を祓って死ぬ運命だったのね。それですべての『帳尻』が合うはずだった。おそらくは、相良良晴がねじ曲げた歴史の流れが、再び本来あるべきだった流れに戻ろうとしている。わたしが本朝最後の鬼を召喚してしまったために」

　朧月夜は、言った。

　でもわたしは、自分が死すべき半兵衛ちゃんの命を奪うためにこの時代に召喚されたとは、決して信じない。

　なんのために生きているのか、どうして出会ったのか、なにに命を捧ささげて死んでいくべきなのか。

　すべては、運命だか歴史の流れだかといった抽ちゆう象しよう的なものが決めるのではなく、このわたし自身が決めることよ。

「だからわたしは、黒田官兵衛が頭と顔を炎に焼かれる運命を、そして、半兵衛ちゃんの運命をいまいちど変えるためにこの時代に来た。そういうことよ、ねこたま。誰かが、あの平安王朝絵巻の如ごとき夢の世界でただ一人死に損そこねるという罰ばつを与あたえられていたわたしに、死に場所を与えてくれたのよ」

「……ご主人さま……おいたわしや。そして、お美しい横顔にございます。ねこたまも、すぐに参りましょうぞ」

　半兵衛ちゃんは五ご芒ぼう星せいを「ドーマンセーマン」と呼んでいた。なぜなのかは、いまだにわからないけれど……五芒星の紋もん章しようの本来の呼び名は、「晴せい明めい桔ぎ梗きよう」。安あ倍べ流、この時代で言えば土つち御み門かど流の「晴明九字」。

　そして。

「そして、これが本家本元の芦あし屋や流『ドーマン』よ。青せい龍りゆう・白びやつ虎こ・朱す雀ざく・玄げん武ぶ・勾こう陳ちん・帝てい台だい・文ぶん王おう・三さん台たい・玉ぎよく女によ！」

　かつて芦屋流の陰陽道を学んだことがある官兵衛は、理解していた。その指の動きは、かつて播磨の陰陽師・芦屋道どう海かい師し匠しようから授さずかった四縦五横符の形！　それも、いまだかつて見たこともないような、完かん璧ぺきな！

「炎がはじけとぶ！　朧月夜が張った結界が、『荒木高麗』の怨念を祓おうとしている！　だが……だが、それでもなお、呪じゆ力りよくが足りない！　朧月夜の身体が、ただの人間の少女のものだからだ！　自らの体内に邪気を取り込む修しゆ行ぎように耐え抜いてきた、強きよう靭じんな陰陽師の身体じゃないんだ！」

　いちどはじけた炎が、再び火柱となって蘇りつつあった。

　朧月夜は（そんな。あと少しなのに！　わたしの身体がもたない！　陰世から陽よう世せへ召喚された際に造り上げられたこの身体が、悲鳴をあげている！　こんどこそ……こんどこそ最後まで守り抜けると思ったのに!?）と絶望して、半兵衛の身体を覆おおうようにくずおれていた。

「ご主人さまあーっ!?」

　この時。

　獅子丸の背中でこんこんと眠ねむり続けてる狩野永徳の南蛮ドレスの裾すそにも、炎が取りつきはじめた。

　狩野永徳の身体が──もうまもなく、炎えん上じようしてしまう。

「絵を、焼かないでくれ。余が欲ほしいのだろう。余はもう、絵など二度と描かかぬ。貴様の理想の狩野永徳として、そばにいてやる。だから、絵を、焼くな……！　余を……芸術の修しゆ羅ら場ばに、二度と戻さないでくれ……！　あんな苦しい生き方は、もう……！」

　黒永徳に抱だき留められて震ふるえていた長谷川等伯は、この言葉を聞いて、悟さとった。

「違ちがう。あなたはほんものの狩野永徳ではない！　それがしの永遠の好敵手、日ノ本の絵画史上の頂点に君臨する天才絵師・狩野永徳は！　行く手にどれほどの困難があろうとも！　どれほど創作に行き詰づまって苦しもうとも！　絵を二度と描かぬなどとは、口が裂さけても絶対に言わないッ！　あなたは美しく強くそしてたとえようもないほどに愛らしいが……それがしの頭がこしらえた、永徳の幻まぼろしだ！」

「……等伯」

「それがしの妄もう執しゆうが、未熟で汚けがれていたからだ！　だから、現実にはありえないあなたを生みだしてしまった！　だがいつかきっと、それがしは……真の、ほんものの狩野永徳の立ち姿を、描ける絵師になってみせる！　すまない！」

「……わかった……余に、いつか勝ってみせろ。応おう援えんしているぞ……」

「……おさらばです……」

　長谷川等伯は、絵を、炎ほのおの中に投じた。

　黒永徳は（すべてがお前の頭のこしらえた幻というわけではなかったのだがな。等伯。お前もやはり、芸術の鬼おにだ。わが宿命の好敵手だ）と微び笑しようしながら、白い塩の塊かたまりとなって、炎の中に散さん華げしていった──同時に、獅子丸が背負って守り続けていた「ほんものの」狩野永徳が、ゆっくりと目を開いていた。

「……なんだ？　いったいどこなのだ、この炎に燃える広間は!?　うん？　織田信奈が炎に包まれそうになっているではないか。これはいい、最高の題材だ！　紅蓮の炎に焼き尽つくされる野望の天下人！　素す晴ばらしいぞ！」

「ちょっとあんた、なに筆を取りだしてるのよっ？　助けなさいよっ狩野永徳ッ！　絵を描いている場合じゃ……あんたも焼けちゃうでしょ！」

「うるさいっ！　滅めつ多たに見られる場面ではないぞこれは！　歴史に永えい劫ごうに刻まれる最高の見せ場だ！　こんな激しい閃ひらめきは二度と降りてこないっ！　黙ってわが芸術のために焼き尽くされるがよい織田信奈！　ふははは！」

「こんの～！　覚えてなさいっ！」

「織田信奈！　地じ団だん駄だを踏ふんでいないで、『敦あつ盛もり』を舞まえッ！　私が華か麗れいかつ豪ごう快かいな筆ひつ致ちで描き残してやろう。貴様は戦国日ノ本の悲劇の英えい雄ゆうとして永遠にその姿を残すのだぞ！　私は今、ダ・ヴィンチを超こえるッ！　遠く羅馬ローマ教皇のもとまで貴様の名声は届くだろう！　光栄に思うがいい！」

「だからあ、あんたも絵も焼けちゃうって言ってるのっ！」

　織田信奈の運命もまた「収束」しつつある、と柱に足を挟はさまれて動けない官兵衛はつぶやいていた。そして、このシメオンの顔と髪も、朧月夜の身体に庇かばわれた半兵衛も、もうまもなく、この炎によって──。

　信奈は、自分が完全に火柱の群れに囲まれて、もう逃にげられないことを悟った。半兵衛も官兵衛も朧月夜も、力尽きている。幾いく多たの術者たちの術を跳はね返した「荒木高麗」は、ますます異様なうなり声をあげながら、村重の手て許もとで回転し続けている。そしてその「荒木高麗」の呪じゆ詛その力は、半兵衛や官兵衛ではなく、むろん狩野永徳でもなく、いまや織田信奈ただ一人に向けられていた。

　いっせいに、炎の波が、四方から信奈めがけて走り寄せてきた。

　どうやらわたし一人を焼き尽くせば、この呪のろいは終わるみたいね。半兵衛たちは巻き添ぞえを食っているにすぎないみたい。わたしが死ねば、みんなは九死に一生を得られるのかもしれない、と信奈は悟った。

「ああもうっ！　人間二十年とはうたってきたけれど、まだ早すぎるわっ！　でも……わたしは、天下布武を実現するために、幾多の合戦を繰くり広げ、多くの人の命を散らし、数々の城を焼いてきた。こういう結末を迎える覚かく悟ごは、織田家の当主となった時からできていたわ。悔くいは、ないわ……」

　信奈は「敦盛」を舞って、すべてを終わらせようとした。だが、できなかった。

　心残りが、あった。

「……最後に、もう一度だけ、良晴と会いたかったけれど……ごめんね」

　信奈の目から一筋の涙なみだが溢あふれた。

　荒木村重は、その涙を見ると同時に、悲鳴をあげていた。

　私は。

　私はまたしても。

　何度もの奇き跡せきを経て、再び生を得て、それなのに再び同じ過あやまちを犯おかそうとしている！

　長谷川等伯は、狩野永徳のために自らの絵を焼き捨てた！

　焼き捨てれば、黒永徳が消えれば、もう、生身の、ほんものの狩野永徳を手に入れることはできなくなるとわかっていながら、あのうらなりのような男が。絵を描くことに己おのれの人生のすべてを費ついやしてきた芸術の鬼が。黒永徳の絵を、炎に投じて焼き捨てたのだ！

　あれが……あれが、ほんとうの、男の姿だ！

　私は、男ではなかった。男でもなく、少女でもなく、なににもなりきれなかった半はん端ぱ者だ。そうだ。鬼だ。私はひたすらに己の頭の中の思念の世界だけを彷徨さまよい、生きている人間に出会っていながら触ふれようともしなかったのだ！

　しかし！

　長谷川等伯にできて！

　私に、できないはずがない！

　私は──このまま、織田信奈を炎で犯し尽くし焼き尽くした鬼としては終わらぬ！

　この私が、いちど過ちを犯したままに人としての生を終えていながら、二度目の機会を与えられていながら、それなのに同じ罪を犯すことなど、絶対に認められん！

「これ以上私の魂たましいを縛しばるなっ、『荒木高麗』ッ！」

　村重は、至高の芸術品を、炎に投じて叩たたき割ろうとした。

　しかし「荒木高麗」は村重の手に吸い付いて、離はなれない。

　もはや、村重の身体からだと魔ま性しようの茶器とは、一体化していた。

　織田信奈が「……荒木村重!?　あなたは……誰だれ……その目は。もしかして」と呆ぼう然ぜんと自分を見つめている。

　村重は、知った。織田信奈が、自分が誰であるか、気づいたことに。この姫ひめ武将の身体の中に隠かくれてきた、真の己を発見してくれたことに。

　織田信奈を襲おそおうとしている火柱の群れの中に、村重は「荒木高麗」を摑つかんだまま、飛び込んでいた。

　己の身体が焼けていく臭においがした。

　呼吸ができない。激しい、目め眩まいがした。

　炎上しながら村重は、炎の中で、倒たおれた。

　村重が畳たたみの上に倒れた瞬しゆん間かんに、「荒木高麗」はもう、粉々に割れている。

　織田信奈は救われた、と村重は思った。

　もう、怨おん念ねんも怒いかりも後こう悔かいもない。

　彼女が、私を見てくれた。私に気づいてくれた。最後の最後に、私は、生きている人間と、生きている女人と、出会えた。それだけでじゅうぶんに報むくわれたのだ、と思った。

　炎の勢いが、落ちていく。

　織田信奈が、炎上する村重のもとに駆かけ寄って、なにごとかを叫さけんでいた。

　村重は、いかなる芸術品よりもやはり彼女は美しい。そして、生きている、と思った。

「少女になればもう、あなたを穢けがすこともない。そのはずだった」

　自分がなぜ「荒木村重」という姫武将として地上に再び舞まい戻もどってきたのか、ようやく、理解できた気がした。

　もう、獣けものになりたくはなかった。

　織田信奈を、再び傷つけ穢そうとするような真ま似ねは、したくなかった。

　それでもどうしても、会いたかった。

　どうしても、想おもいを告げたかった。

　男として、女を愛する術すべがわからないというのならば。

　せめて、石田佐吉と大谷紀之介のように──ただ、純じゆん粋すいに──織田信奈との間に──心を、通わせたかった。

「それなのに私は、また」

　もういいのよ、と信奈の声が、遠くから聞こえてくる。

「あなたはただ、誰からも人の愛し方を教えてもらえなかっただけよ。それに、あなたがあの時、わたしの前に現れていなければ──あなたが、ずっと押さえつけられてきた自分の感情のすべてを剝むき出しにしていなければ──臆おく病びようなわたしは自分のほんとうの気持ちに向き合うことができなかった。良晴への自分の想いを認めることも、声に出して叫ぶことも、あの場にかけつけてきてくれた良晴と恋こい人びと同士として結ばれることも、きっと、なかった──怒りにあかせて一乗谷の館を焼き払はらって、あなたの宝だった芸術品をことごとく灰にしてしまって、ごめんなさい」

　薄うすれていく意識の中で、（いいえ。私のほんとうの宝は、一乗谷の館ではなく──私自身が穢そうとしたあなただったのです）と村重は思った。

「……どうか私に、謝らないでください。それは、私があなたに伝えるべき言葉……」

「もしも、あなたがわたしを許してくれるのならば、わたしも──」

　あなたを許すわ。

　それが、織田信奈が「朝倉義景」にかけた最後の言葉だった。

　荒木村重は──かつて朝倉義景だった鬼は、祓はらわれた。




「……どうか相良良晴と、お幸せに。さようなら。私が鬼となってまでも憧あこがれ続けた人よ……」




　村重の身体を囲むように散らばっている「荒木高麗」の破は片へんを包んだ業ごう火かを例外として、炎の勢いは急激に弱まった。

　獅子丸とねこたま、すねこすりが三匹びきで協力して官兵衛をついに柱の下から救い出した。帽ぼう子しはこんがりと焼けてしまったが、獅子丸が「もふっ」と燃える帽子に覆おおい被かぶさったために、官兵衛はやけどを負うことなく脱だつ出しゆつできたのだ。

　気を失っていた半兵衛も、官兵衛に抱き起こされて「はうっ？」と目覚めていた。

「織田信奈！　半兵衛も、急ごう！　今なら本丸から脱出できる！　そこの狩野永徳！　筆を下ろせ、いいから逃げる支し度たくをしろーっ！　頭を抱かかえている等伯もだっ！」

「ふはははは！　おい等伯！　なぜ貴様がここにいる？　ちょっとお前も燃えてみろ！　狩野永徳に敗北し絶望した絵師の最さい期ごを描いてみたい！　いい画題になるぞきっと！」

「うわあああ、それがしはどうかしていたっ！　狩野永徳め、なんてやつだ！　人でなしめ！　やっぱり絵を焼くんじゃなかったーっ！」

「なんなんだよ、この二人は。半兵衛、さあ行こう。有岡城の守備兵たちはみな、相良妹軍団の奮戦に続き本丸の大炎えん上じようを目まの当たりにして、慌あわてて逃げ散ってしまったみたいだ」

「くすんくすん。でも、村重さまが……それに、わたしは目覚めましたが……朧月夜ちゃんが、息を吹ふき返しません！　無理に術を用いて、体力を消しよう耗もうしてしまったようです！」

「肺に空気を送り込むんだ！」

「くすん。それでは、わ、わたしが」

「うわーっダメだっいやだっ！　半兵衛がシメオン以外の娘むすめと接せつ吻ぷんするなんて絶対に認めないっ！　ねこたま、お前がやれっ！」

「え、えええ？　か、官兵衛さん？　ど、ど、どうしたんです？　顔が真っ赤ですよ……？」

「ななななんでもないようっ！」

「にゅふふ。ご主人さまの命は、尽きてはおりませぬぞ。村重どのが、己の身を犠ぎ牲せいになされてこの場にいる全員をお救いくださいました！　ただ、ご主人さまはちょっとばかり対話をしておられるようで」

「えっ？　対話？　誰とさ？」

「むーん。相手がもはや現世に姿を現せぬゆえ、生と死の境目でなければ、出会えないのですぞ。少しばかり、お待ちくだされ」










　……

　仰あお向むけに倒れながら、朧月夜は、薄れていく炎の中に見ていた。

　この陽よう世せを生きてきたもう一人の自分を。

　なぜか頭に狼おおかみ耳をはやしている、少女の影かげを。

「後鬼」を。

　ああ。半兵衛ちゃんが使し役えきしていた式神は。「前鬼」と「後鬼」は。

　そう。そういうことだったの。だからあの五ご芒ぼう星せいの名は「ドーマンセーマン」だったのね、と朧月夜は思った。

「……三み木き城包囲戦で陣じん没ぼつするはずだった半兵衛の運命は、変わった。前鬼が己を犠牲にして、彼女の命を延ばすつもりだったからな。きっとそうするだろうと思っていたし、前鬼だけにいい格好をさせたくはなかった。半兵衛が生きるのならば、あの子の相方である官兵衛の運命も変えてやりたかったのさ。幼い娘子の顔かたちを、醜みにくく焼けただれさせたくはなかった。あれは、芦屋流陰おん陽みよう道どうが生んだ最後の天才にして、明石あかしの子孫だからな。『未来に使う予定で溜ためている貴重な霊れい力りよくを勝手に使うな』とあやつに[image: しか]しかられそうだが、稲荷いなりの祠ほこらを日ノ本中の社やしろに無数に建ててやったのだから、この程度の手間賃を取ってもかまわんだろう。お前も、向こうの世界でそうしていたのだろう？」

　朧月夜。よく散らずに耐たえてこの『陽世』に来た、よくぞ肉体を持ち得た。このような奇跡に耐えられるほどの力を持つ者は、『陰いん世せ』にただ二人しかいない。さすがだ……と言いたいが、その二人目というのは実はお前ではない。正確に言えば、『陰世』にかような力を持つ者は、一人と一いつ匹ぴきしかいなかったのだ。一人は、妖よう狐この直系の娘である安倍晴明。そしてもう一匹は──お前が出会い、ともに長い旅を続けてきた友だ。自分が持つ霊力のすべてと引き替かえにお前とヤタガラスの肉体を造り上げた友に感謝しろよと「後鬼」は笑いながら、「これでお別れだ。そろそろ、あやつが待っている太極の根源へ逝ゆく。お前はこれからこの『陽世』で、万ばん物ぶつが実体を持つ現世で、人として生きるがいい。ただし、昔の真ま名なは用いるなよ。いちど式神になった者は、己の真名を名乗ってはならないのだからな。朧月夜を名乗り続けてもよいが、出来うるならば、新たな名を用いよ」と頭を下げ、そして霧きりのように消えていった。

　かつてこの世界に生きていたもう一人のわたしが、散っていく最後の瞬間に術を施ほどこして、陰世からわたしを呼んだんだわ、と朧月夜は悟さとった。

　でもあの狼耳はいったいなんだったのかしら、もしかしてあいつの狐耳とおそろいにしたつもり……？　といぶかしく思いながら。

　朧月夜は、息を、吹き返していた。

　半兵衛たちの涙なみだまじりの笑え顔がおが、そこにあった。

　ふわふわと宙を漂ただよっていたねこたまが、朧月夜の胸むな元もとへと飛び込んでいた。




「お帰りなさいませ、ご主人さま！」







●本能寺




　京の都。本能寺に、「三種の神器」が勢ぞろいしていた。

　やまと御ご所しよへ神器を返へん還かんする前夜。信奈が「一応お別れを言うために集まったわけよ」とういろうをかじりながら、利休にお茶を点たてさせていた。

「ちょっと、市松！　佐吉のういろうを横取りしないでちょうだい！」

「食べてねーよっ！　虎の姉あね御ご、またしても佐吉が卑ひ劣れつな罠わなを仕し掛かけて市松の信しん頼らいを損そこねようとしてますよっ！」

「……市松。ほっぺたに、ういろうがくっついてるよ？」

「ゲ？　これは違ちがうんですっ、これも佐吉の謀ぼう略りやくなんすよ、姉御おおお！」

「ううう。みんな、有岡城ではあんなに一いつ致ち団結していたのに、合戦が終わったらまた元に戻ってるよう……」

　有岡城で見事に初うい陣じんを果たした相良妹軍団が、「織田家へのお披ひ露ろ目め」ということで晴れてこの栄はえあるお茶会に参加していた。が、いつものことながら最初からドタバタと姉妹しまいゲンカをはじめていて、波は乱らん含ぶくみだった。

　そんな妹軍団を眺ながめながら、半兵衛と官兵衛が「ずいぶん距きよ離りが縮まってみなさん仲良しになりました。くすん」「そっか？　ますます険悪になってないか？」と微笑ほほえみ合っている。

「ところで長谷川等伯さんはどうなされておられるのでしょう？」

「しばらく越えち前ぜんに戻って修しゆ行ぎようをやり直すそうよ。でも、またすぐに畿内に戻ってくるんだって。等伯はね、新しい弟で子しを取ったそうなの。その弟子がどうしてもいちど、越前を旅したいというものだから」

「お弟子さんですか。等伯さんはお弟子さんを取らなさそうな人でしたけれど、くすん」

「岩いわ佐さ又また兵べ衛えといって、有岡城炎上の際に姿を消してしまったあの荒木村重の、妹さんよ。雪のように白い肌はだの持ち主で、貴族のような綺き麗れいな顔立ちをしていたわ。もともと戦いくさが嫌きらいで芸術の道を愛好していたそうで、これを機に武家を捨てて絵師として生きていくと決意したんだって。絵師としての等伯を尊敬しているのだとか。村重は謀む反ほんのかどで有岡城を没ぼつ収しゆうされたけれど、荒木一族にはおとがめなしだったのにね」

　信奈が「もっとも、ほんものの岩佐又兵衛だという保証はないけれど。どこかで誰だれかとすり替わっているのかもしれないわね。ふふっ」と笑った。

「シム。不思議なもので荒木村重の死体は結局、見つからなかったなあ！　しかし主役の村重が欠席じゃあ、お茶会の面々が足りなくなっちゃったな？」

「ええ。『村重は』いなくなっちゃったわね。でも、今日はその代わりというわけではないんだけど新たな家臣を紹しよう介かいするわ。世よ継つぎがいない美み濃のの小お野の家に新しく養女として迎むかえられて姫ひめ武将となった、小野お通つうよ。ただし、彼女にはこれまでと同様に、戦には関かかわらず平安王朝絵巻の世界を世に広め、京の都の文化を再生するために、文人として活動してもらうけれどもね」

　正面から茶室へそっと入ってきた朧月夜あらため小野お通が、信奈の隣となりに座り、ぺこり、と半兵衛たちに頭を下げた。ふわふわと浮うかぶ小さな猫ねこの幽ゆう霊れいのような、しかし実体を備えているなにかと、「クワア」と鳴いている三本足の黒い烏からすとを、背後に従えている。

「お、朧月夜ちゃん!?　茶器泥どろ棒ぼうはやめたんですね。これからは織田家の仲間として一いつ緒しよに過ごせるんですね。よかったです！」

「ええ。半兵衛ちゃん、だってここに三種の神器があるのだもの。もう茶器を集めなくても、この神器さえ手に入れてしまえば、陰陽道はすぐさま復興できるわ。あなたの命を、十年どころか永遠に延ばすことだって可能になるかもしれない」

「え、えええっ？　もしかしてそのために本能寺に!?　くすんくすん」

　朧月夜は「ふふ。冗じよう談だんよ」と舌を出してくすくすと笑っていた。

「──生の陰かげには死があり、愛の陰には別べつ離りがある。永遠の命を得ることは、ほんとうの生を生きられぬ怨おん念ねんを生みだすことでもある。わたしは半兵衛ちゃんを、人間以外のものにはしないわ。だからあなたの意思を、尊重する」

「くすんくすん。朧月夜ちゃん……！　ありがとうございます！　それじゃあこれからは、ずっとお友達ですね！」

「ええっ？　これからもわたしとあなたは、ただのお友達にすぎないのっ!?　それ以上の関係にはなれないというの？　そうなのね。官兵衛ね！　その黒田官兵衛が邪じや魔まっ子なのね！　官兵衛さえいなければっ！　その陰陽道を裏切った南蛮かぶれの邪魔者を始末するために、やっぱり神器はいただいていくわ！　半兵衛ちゃんの身み柄がらともどもねっ！」
















「えええ？　やめてください～！　あわわ。官兵衛さん、助けてください。攫さらわれちゃいます！」

「やいっ待てっこの平安王朝かぶれ娘！　半兵衛にくっつくなっ、手を出すなっこらあっ！」

　信奈が「あんたたちも、相良妹軍団に負けず劣おとらず仲が良いわね」と苦く笑しようし、「女の子だけのお茶会に男の俺がお呼ばれしていいのかなぁ」と頭をかいていたわれらが相良良晴が、「俺がいない間に有岡城でいったいなにがあったんだ……？」と首を傾かしげた。

　その良晴に、利休が、茶を点てて手て渡わたしていた。

「……り、きゅ（みんな、仲良く）」

　利休の背後には、狩野永徳が有岡城で着想を得て一夜で描かきあげた絵が、飾かざられていた。

　その絵の題名は──『煩ぼん悩のうの業ごう火かより織田信奈を守護する鬼おに』。







　　　あとがき




　春日かすがです。

　この「織お田だ信のぶ奈なの野望 安土日記１」、通つう称しよう「お茶会編」は、「織田信奈の野望」シリーズ初の短編集です。「ドラゴンマガジン」連れん載さい分に加筆修正し、さらに文庫のための短編２本（島しま津づ家編と毛もう利り家編）を書き下ろし収録しています。もっとも、短編集とは言いましても、連作短編形式でして、「お茶会」を縦筋とし、「源げん氏じ物語」を横糸とした緩ゆるいひとつながりの物語になっています。

　時期的には、「第二次木き津づ川口の合戦」の直後、上うえ杉すぎ謙けん信しんが信奈に宣戦布告したあたりです。つまり、「全国版」本編の11巻と12巻の間くらいの出来事を収録しています。

　テーマが「文化」ですから、合戦がメインの本編ではなかなか登場させる機会が訪れないキャラクターや、本編では名前しか出てきていなかったキャラクターが、続々と登場します。

　陰おん陽みよう師じを廃はい業ぎようした竹たけ中なか半はん兵べ衛えを慕したう、正体不明の茶器泥どろ棒ぼう少女・朧おぼろ月づき夜よ。

　裏切りと風流茶人という二面性を持つ謎なぞの姫ひめ武将・荒あら木き村むら重しげ。

　ねね一人から、総勢五人へと大おお幅はばに増強された相良さがら妹軍団。

　天下一絵師の座を目指して絵画の世界で戦う、狩野かのう永えい徳とくと、長は谷せ川がわ等とう伯はく。

　また、13巻で表紙を飾かざった島津家いえ久ひさの初登場回も、この「安土日記１」に収録されています。

　本編のほうで「あれ？　このキャラクター、そういえばいつの間にか消えたけど、どうなっちゃったの？」という状態になっていた、あの不ふ遇ぐうの武将も、こっそりと登場します。

　ちなみに、陰陽師の半兵衛つながりで、富ふ士じ見みファンタジア文庫の拙せつ著ちよ「姫ひめ狐ぎつねの召使いサーバント」に登場したとあるキャラクターも特別参戦していまして、ある意味では「春日みかげの大甲こう子し園えん」的なお祭り作品になっていますが、「姫狐の召使い」未読の方が読まれても特に違い和わ感かんなく読んでいただけるように、冒ぼう頭とうにプロローグを書き下ろしで設けました。『姫狐』のキャラクターデザインの使用を快諾いただいたｐぴー19いちきゆーさん、ありがとうございました！

　本編の展開が合戦メインになったため、文化編はなかなか書けなかったので、「安土日記」では思う存分はっちゃけて書かせていただいています。「お茶会編」はこの一冊で完結ですが、「ドラゴンマガジン」では天下の将軍様・今いま川がわ義よし元もとの諸国漫まん遊ゆう編がはじまりましたので、そちらのほうも是ぜ非ひよろしくお願いします。





春日みかげ









　　　特別短編一　家いえ久ひさちゃん上京日記・結







「んにゃんにゃ！　桜さくら島じまは相変わらずもくもくと噴ふいちょるど！」




　島しま津づ四姉妹しまいの末っ子・島津家久は、上じよう洛らくを果たしてからというもの、相良さがら良よし晴はる・明あけ智ち光みつ秀ひでらに案内されながら『源げん氏じ物語』の聖地をあちこち巡じゆん礼れいした。

　相良良晴はどうやら主君の織お田だ信のぶ奈なに徹てつ底てい的に便利使いされているらしく、家久を接待する合間にも急な仕事をあれこれと振ふられて飛び回っていたが、その間も世話好きの明智光秀は執しつ拗ように家久につきまとい、坂さか本もと城に招待して過か剰じようなまでに接待してくれた。

　丹たん波ば攻こう略りやくの仕事はどうなったど？　と家久のほうが心配になるくらいであった。

　なにしろ、茶の湯を知らない家久が「白さ湯ゆでよか！」と言うたびに、光秀は「それではいけませんです！　仮にも薩さつ摩まの島津家の姫ひめさまともあろうものが当世流行のお茶会の礼れい儀ぎ作法も知らぬのでは、恥はじになりますぅ！　十じゆう兵べ衛えが手取り足取り教えてさしあげます。これで接待競争は十兵衛の勝ちです。またしても相良先せん輩ぱいに差をつけてしまったです。ふ、ふ、ふ」と「男武者が混じった茶会の作法」と「女の子だけのお茶会での作法」を丁てい寧ねいに教え込んでくれたのだった。

　もともと京でのお姫さま暮らしに憧あこがれていた家久なので、光秀の教えをするすると吸収した。

「堺さかい名物・たこ焼き器」や「たこ焼きの命・八丁味み噌そ」をはじめ、あれもこれもと豪ごう華かなお土産みやげまでもらってしまい、あまりにも量が多くて運べなくなったので別便でお土産を薩摩へ送らねばならなくなったほどだった。

　光秀という姫武将は、どうやら底そこ抜ぬけに人がいいらしい。

　ある日のお茶会の席で、家久は光秀からこのような話を聞いた──。

「家久どの。十兵衛はことほどさように気前がよいのです。相良先輩などに負けてはおられません！　いずれ惟これ任とう日向ひゆうがの守かみとして九州に乗り込んだ暁あかつきには、明智光秀、明智光秀をよろしくですぅ」

「んにゃ？　惟任？　日向守？　明智さぁは、土と岐き源氏じゃなかと？」

「ええ、十兵衛はなにを隠かくそう超ちよう名門の土岐源氏の一族です。ですが、ここだけの話、信奈さまはいずれ九州に拠きよ点てんを構えるつもりなのですう」

「九州に？」

「そうなのです。信奈さまは、やまと御ご所しよに働きかけましてすでに相良先輩を筑ちく前ぜんの守かみに。この十兵衛を惟任日向守に就任させているのですぅ」

「んにゃ！　北九州の筑前は大おお友ともの領地じゃどんかまわんが、日向を盗とられるのは困るど！　島津家は、薩摩・大おお隅すみ・日向の三州統一を悲願としているど？」

「はい。もとはといえば島津家は、近この衛え家の九州における荘しよう園えんを管理するために日向へ入っていた初代どのが、源みなもとの頼より朝とも公より薩摩・大隅・日向の三国の守護に任じられたことからその歴史がはじまった南九州随ずい一いちの名門。相良先輩はどーでもいいのですが、日向守に任じられてしまった十兵衛と島津家は、もしかしたらいずれ揉もめるかもしれないのですぅ。しかし十兵衛には日向を盗るつもりはございません！　島津家にお任せしますです。名目上、守護職を名乗らせていただくだけですので。そこをなにとぞ」

「んにゃんにゃ？　日向を盗るつもりはなか？」

「はいです。われら織田家としましては、九州に貿易拠点が欲ほしいのです」

「湊みなと町まちなら、畿き内ないにも堺があるど？」

「瀬せ戸と内うちの海に面した堺では、南なん蛮ばんまでちと遠いですぅ」

　戦いくさバカで武ぶ闘とう派はの家久には難しい話だったが、織田信奈は九州を武力征せい服ふくしようと考えているのではなく、南蛮貿易や明みんとの貿易の玄げん関かん口ぐちである九州に織田家の貿易拠点を持ちたいのだという。

「筑前守に任じられた相良先輩は、すでに湊町として発展している博はか多たを巨きよ大だいな海洋貿易都市として再開発するおつもりです。むきー。博多はもう十分に発展しているではないですか。ずっこいです。日向守に任じられた十兵衛としましては、薩摩・大隅・日向のいずれかに、博多に対たい抗こうする湊町を整備しまして、先輩に対抗したいのですぅ。そこで島津家の協力を、ぜひ願いたいのです」

　家久は驚おどろいた。武士と言えば、土地を奪うばい土地を守るために戦い続ける者であるはずだった。しかし織田家の面々は、まるで海かい賊ぞくか、商人であった。織田信奈も相良良晴もそして明智光秀も、土地よりも、湊を、いや、海を求めているのだった。

「明へ渡わたるならば博多のほうが近いですが、南海へ出るならば、南九州のほうが有利です。十兵衛の計画では、南九州と四国の土と佐さにそれぞれ、明智家と商人衆による南海貿易組織『坂本社中』と『亀かめ山やま社中』を置き、船団を揃そろえ、南海へ出発いたします。そして琉りゆう球きゆうに交易拠点を設けまして、琉球から四方の湊へと商業のための海路を網あみの目のように広げて参ります。その時こそ、十兵衛は『世界の明智光秀』として日ひノの本もと史上に燦さん然ぜんと輝かがやくのですぅ！」

「んにゃ。坂本とは、この城の名前じゃ。しかし亀山とはなんぞ？」

「十兵衛がただいま丹波に築城中の城ですぅ。丹波を平定した暁には、丹波の本城となる予定ですぅ。十兵衛はわが居城である坂本と亀山の名を、全世界に轟とどろかせるのですう」

　光秀はすでに、「どうか亀山社中設立にご尽じん力りよくください」と四国の姫武将・長ちよう宗そ我か部べ元もと親ちかとも親しく付き合っているのだという。

　織田家は、「修しゆ羅らの国」九州の武家とはえらく違ちがうど。なにもかもが新しか、と家久は目を見開いたのだった。




　清きよ水みず寺でらでは、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんを名乗る今いま川がわ義よし元もとにも会った。

　金色に輝く龍りゆうの前立てをあしらった兜かぶとを頭に被かぶり、しかし平安王朝絵巻のような豪ごう華か絢けん爛らんな十二単ひとえを着込むというそうとうに動きづらそうな格好をした義元は、

「おーほほほ！　あなたが噂うわさの薩摩隼はや人とさん？　よくぞ危険な旅をして都までいらっしゃいましたこと。ご褒ほう美びに、征・夷・大・将・軍のわらわが蹴け鞠まりを伝授してさしあげますわ！」

　と、清水寺の舞ぶ台たいをフィールドに、「古流蹴鞠」と「南蛮蹴鞠」の技わざを家久に伝授してくれたのだった。

　落ちたらただでは済まない、下手したら死ぬ舞台の欄らん干かんに立ちながら「よっ」「ほっ」と爪つま先さきで鞠を自在に操あやつる義元の腕うで前まえ、いや足さばきに、家久は「おおー！　わっぜか～！」と感動したのだった。

　もっとも、義元は「お次は未来の南蛮蹴鞠技！　〝おおばあへっどしゅうと〟ですわ！」と空中で一回転して着地する際に十二単の裾すそを自分で踏ふんづけてしまい、「あ～れ～」と勢いよく欄干から落ちていったのだが。

　その後の義元の消息は定さだかではないが、将軍が死んだという話を家久は聞かないので、たぶん九死に一生を得てぴんぴんしているのだろう。

　桶おけ狭はざ間まの合戦でも清水寺の合戦でも平然と生き延びたばかりか負けっ放しなのに将軍の座を手に入れた今川義元の生命力と強運は異常、というのが都人たちのもっぱらの評判なので、だいじょうぶだろう。

　たぶん。




　家久は、奈な良らにも行った。

　奈良では、「みゅーん、みゅーん」と集まってくる鹿しかにおやつを与あたえながら興こう福ふく寺じ、東とう大だい寺、春日かすが大社を回ったが、いちばん驚いたのは東大寺の大だい仏ぶつ殿でんが焼け落ちていて大仏が野ざらしとなっており、しかもその大仏の首がもげていることだった。

「ひったまがった!?　だ、大仏さまの首が～!?　怖こわかっ!?」

　家久を案内してくれた東大寺の僧そう侶りよたちが、

「かつて松まつ永なが弾だん正じようさまが大仏殿を焼かれた際に、首が落ちたのです」

「弾正さまは大仏殿を焼いた日と同じ日に、織田信奈さまにご謀む反ほんなされて敗北。爆ばく死しなされました。因果応報と申しますか」

「ですが、正しよう倉そう院いんが無事だったことは不幸中の幸い」

「造り直さんと？」

「先立つものがなかなか集まらぬのですが、それよりも」

「もはや、銅を用いた大仏を造る技術が、この日ノ本から失われてしまっているのです」

「三百年前、鎌かま倉くらに大仏が造られた時代までは、技術がある程度伝わっていたはずなのです。しかし長き戦乱と混乱の時代を経た今では、貴重な資料も技術も多くが失われてしまいました。これほどの大仏をどうやって造ったのか、もはや誰だれにもわからないのです」

「当時の最新技術を導入したはずの鎌倉の大仏がこの奈良の大仏よりも小さくなったのも、おそらくはこの途と方ほうもない大きさを当時の技術ではすでに再現することができなかったからでしょう」

　木造ならば造れるのですが、身体からだが銅造りなのに首だけが木造というのもしまりが悪いわけでして、と僧侶たちがうなずく。

　その時代の最さい先せん端たんを走っていたはずの偉い大だいな技術が、時間とともに失われることがある……幼い家久は、はじめて知った。

　子供の頃ころから、南蛮渡と来らいの最新の種たね子が島しまをおもちゃ代わりにいじってきた家久にとっては、にわかには信じがたい話であった。

「まあ、首だけならば、どうにかなるのではないかとは思いますが」

「まだまだ黒くろ田だ官かん兵べ衛えどのをはじめとする織田家の知ち恵え者たちが、研究中でして」

「はるか昔。奈良が平へい城じよう京きようの都であった頃、この大仏が建こん立りゆうされた時には、異国より伝わりし『錬れん金きん術じゆつ』の技術というものが用いられていたそうなのですが」

「今は銅の地じ肌はだが剝むき出しになっている大仏も、完成当時は目映まばゆい金きん箔ぱくが張り付けられていたとも申します」

「んにゃ？　全身に金箔が？　ぜんぜん印象が違うど！　金ぴかの大仏さまは、なんだかありがたくなか～！」

「左様。ですがその黄金の輝きこそに、深い意義があったのやもしれませぬな」

　そもそも、いにしえの平城京の人々はいったいなんのためにこれほど大きな仏像を造ったのだろうか？

　家久は（日ノ本の歴史と文化はまっこと興味深いど。至る所、謎なぞと神秘だらけじゃ。薩摩から出て、旅をしてよかった～）と感激したが、さらに興味深い言葉を僧侶たちから聞いたのだった。

「未来人の相良良晴どのによれば」

「海の彼方かなたにある『えじぷと』という異国には、さらにさらに巨大な石の三角塔とうが建てられているそうでございます」

「今より四千年も昔の人類が建てた、『ぴらみっど』なる塔なのだそうです」

「よ、四千年も昔っ!?」

「その塔の高さは、この奈良の大仏の十倍なのだとか」

「じゅ、十倍っ!?　この、大仏さまの？　噓うそじゃっ!?　信じられんど!?」

「はい。この時代においては、世界でもっとも高い建物なのだそうです。それがなんと四千年もの昔の建物だとは、まことに不思議な話でございますな」

「しかもその三角の塔は『世界の七不思議』のうちのひとつにすぎぬとも、相良さまは言われておられます」

「あのお方は、お父上が未来の大工であったらしく、合戦よりもむしろ建物の蘊うん蓄ちくにお詳くわしいようでして」

「しかしいくら考えても、そのような巨大な石の塔をはるかな昔の人間がどうやって造ったのか、まったくわかりませぬなあ」

　その塔を見たか～！　と、家久は身み震ぶるいしていた。

　織田信奈と相良良晴、そして明智光秀が海の彼方を目指しているその気持ちが、家久にもわかりかけてきた。




　摂せつ津つの住すみ吉よし大社にも詣もうでた。

　九州に入り島津家を興おこした初代・島津忠ただ久ひさが、この住吉で生まれたという昔話が、島津家には代々伝わっているからであった。

　住吉大社は、いわば島津家発はつ祥しようの地なのだ。

　その伝説によれば──島津忠久の父親は、鎌倉幕府を開いた、かの源頼朝。武家政権を日ノ本史上はじめて建てた英えい雄ゆうである。

　母親は、頼朝の愛人の一人で、丹たん後ごの局つぼねと呼ばれる。

　しかし頼朝には、ご存じ北ほう条じよう政まさ子こという恐おそろしい妻がいた。

　丹後局が頼朝の子を孕はらんだと知った北条政子は、丹後局を殺そうとした。

　丹後局が摂津にまで逃にげ、住吉で追い詰つめられた際、稲荷いなり神の使いとおぼしき狐きつね火びが丹後局を護まもってくれた。この狐火のおかげで、丹後局は住吉大社で島津忠久を無事に産めたのだという。

　この忠久が後に九州に入り、薩摩島津家の開祖となったのだ。

　もっとも、この伝説がほんとうかどうかは今となってはもうわからない。九州の覇は権けんを奪い合っている強敵・大友宗そう麟りんも、大友家は源頼朝の血をひいていると言い張っており、いわば互たがいに「われらは源氏の末まつ裔えいである」と主張して九州の支配権を唱えていると言っていい。実際には、島津家は謎多き古代の渡来人一族「秦はた氏」の末裔なのだとも言われている。

　ともあれ、純じゆん朴ぼくな家久は、住吉大社の狐火伝説を信じていた。

「それ以来、島津家は稲荷さまをお祀まつりすることになったど。『源氏物語』でも、住吉大社は聖地。都で失しつ脚きやくして須す磨まへ流され、菅すが原わらの道みち真ざね公こうのように客死する寸前にまで追い詰められた光ひかる源氏は、住吉の神の導きで須磨から船で明石あかしへと脱だつ出しゆつして明石の君と出会い、都へと返り咲ざく運を摑つかんだと。おいとは縁えんが深か～」

　住吉の神は、海の神である。

　奈良に都があった時代には、住吉は堺のような貿易港で、遣けん唐とう使しが乗り込んだ船もこの住吉から出立したのだという。

　日ノ本本土から九州へと初代島津忠久が船に乗って向かった際にも、もしかしたら、住吉を経由したのかもしれない。それで、住吉と島津にまつわる伝説が生まれたのかもしれない、と家久は思った。

　しかしなぜ、住吉の主神である海の神ではなく、稲荷神が伝説の中で島津の守護神となったのかは、よくわからなかった。

「『源氏物語』の光源氏と明石の君は、住吉の神、海神に護られとったぞ。なのに、島津はなぜ稲荷神？　うーん。不思議じゃ。相良さぁに聞けば、知っとうかもしれんど」

　家久は、稲荷神がおわすという楠の大木を祀る小さな社やしろを参拝した。

　元気が余っている家久が「んにゃんにゃ！」と飛び跳はねながら鳥居を潜くぐり、社の前で「島津家の武運と、おいの恋れん愛あい運をぜひとも！　え、ええと。ま、また相良さぁと、会えますように……」と頰ほおを赤らめながら手を合わせると、社の奥から少女の声が漏もれ聞こえてきた──。




「お前が島津の末すえ娘むすめだな。わたしはまだあと四百年ほど眠ねむっていなければならぬのだが、島津家にはこれまでずいぶんと『気』をもらってきた。仕方がないな。いずれ、そうだな──おそらくは関せきヶが原はらにお前の『運命』が訪おとずれたその時、わたしがあの男とともに、お前を護ってやろう。だからそれまでは、起こすなよ？」




　家久はきょとんとして社の奥を覗のぞき込んだが、人の気配など、なかった。

　少女の声はあまりにもか細かったので、よく聞き取れなかった。運命？　気？　なにか重大な言葉を告げられたと思った家久は、もういちど少女の言葉を聞き直したかったが、もう、声は聞こえない。

（空耳じゃったんか？　それとも？）




　ちなみに、旅の最終目的地である伊い勢せ神じん宮ぐうを参拝した際には「姫ひめが斎さい宮ぐうなのじゃ。土下座して拝はい謁えつするのじゃ」と滝たき川がわ一かず益ますに頭を踏まれそうになり、「薩摩隼人を舐なめるでなか！」と家久はついに神宮で大暴れした。

　鬼おに島津がこともあろうに神宮で「一人合戦」を開始したかあ！　いよいよわれらは薩摩隼人に征せい服ふくされてしまうのだあ！　と、伊勢全土が震しん撼かんした。

　だがまあ、信奈や光秀の取りなしもあって家久は刀を収め、滝川一益とお茶会を開かされて強制的に仲直りさせられ、帰路では出雲いずもや長なが崎さきにも寄り道しつつ、ようやく故郷の薩摩へと帰き還かんしたのだった。

　薩摩に到とう着ちやくした時には、旅先で毎日書き書きしてきた「家久ちゃん上京日記」も、ずいぶんと分厚くなっていた。




「お帰りなさい、家久ちゃんっ！　お姉ちゃんはもう、心配で心配で毎日お稲荷さまと宇う喜き多た直なお家いえ先生像へのお百度参りを欠かせなかったよ～！　お土産みやげばかりじゃんじゃん届くんだもんっ！　あれ？　もしかして、背、伸のびた？」

　悪人こそわが師し匠しよう。華はなやかな個性に満ちた妹たちをとりまとめ、地道に地道に島津家を束ねる長ちよう姉し、義よし久ひさ。

「……くっ……見ないうちに胸が膨ふくらんでいるわね、家久……あなた、まさか旅先で男と恋こいに落ちたのではないでしょうね……？　ふしだらだわ。だから私は家久を一人で旅行させることに反対したのよ、姉さんたち！　そもそも都まで行っておきながら、ぜんぜん薩摩弁が抜ぬけてないしっ！　いいこと家久？　姉より胸の大きい妹など、いないのよ！」

　謀ぼう略りやくと小言を担当。四姉妹しまいのうち、一人だけ貧ひん乳にゆう。このままでは嫁よめのもらい手がないと危き惧ぐされている三姉の歳とし久ひさ。

「おお、家久っ！　やっと帰ってきたかっ！　瀬戸内の海かい賊ぞくと戦ったり都でぶぶ漬つけを出されたり伊勢で巫み女こを相手に暴れたりと、たくさん武勇伝を築いてきたようだなっ！　それでこそ島津家の妹だっ、ははははは！　……だがもしも旅先でお前に手をつけた男がほんとうにいるのならば、私が斬きる。日ノ本のどこへ逃げても、いや海の彼方へ逃げても、必ず首を盗とる。ふ、ふ、ふ。まさか、私のかわいい家久にそんな事態が……ありえん。ありえんのだ……」

　そして薩摩最強の武神。その驚きよう異い的な戦せん闘とう力と高潔な人ひと柄がら故ゆえに家臣たちに慕したわれているが、家久を溺でき愛あいするあまり時々常じよう軌きを逸いつした発言を漏らす、二姉の義よし弘ひろ。

　家久の三人の姉がいっせいに家久を出で迎むかえ、小こ柄がらな家久に最初に抱だきつく権利を巡めぐって奪うばい合いを開始した。

「んにゃんにゃ！　都に、よきおのこはいたど。じゃどん、どえらい美人の恋人がおったど～。はがいかぁ～」

「い、い、家久っ!?　お姉ちゃんを捨てて、都の男のもとへと走るのではあるまいなっ？　しかも正妻ではなく、愛あい妾しようという立場に甘んじるつもりなのかっ？　頼たのむ、それだけはやめてくれっ！　いったい誰だれなのだその男は！　純情な家久をたぶらかして……許せぬ！　斬る、必ず斬るッ！」

「そそそそこまでは言ってないど、義弘ねえ？」

「家久のこの照れ照れの表情……もしかして恋に落ちた乙女おとめの顔では……噓よ……噓だわ……いいこと家久!?　姉より先に嫁とつぐ妹など、いないのよーっ！」

「と、と、嫁いだりはしないど、歳久ねえ？」

「まあまあ。家久ちゃん、さくっと奪っちゃおうよ。その美人の恋人とやらを謀ぼう殺さつすれば、家久ちゃんのものだよぉ？　薩摩におびき寄せて討うち取ろうよう？」

「義久ねえ。まだその『悪人こそわが師匠ごっこ』、続けとったと？」

「ごっこじゃないんだもん！　家久ちゃん、ひっどーい！」

「茶器は届いとう？　おいが都仕込みの『お茶会』を開くど！」

　かくして、久々に集合した四人はさっそく姉妹のお茶会へとなだれこんだのだった。

　われらが相良良晴が薩摩を訪れて家久と再会を果たすのは、もうしばらくあとの話である。







　　　特別短編二　毛もう利り家のお茶会







　安あ芸き、宮みや島じまの厳いつく島しま神社。

「みゅーん、みゅーん」

　神しん獣じゆうとして丁重に扱あつかわれている鹿しかたちがいななく中、中国の覇は者しや・毛利家の面々が都で話題の「お茶会」を開くことになった。

　姉の吉きつ川かわ元もと春はるが、相良さがら良よし晴はるを失ってからいまいち元気のない妹・小こ早ばや川かわ隆たか景かげを元気づけるために、お茶会を企き画かくしたのである。

　さっそく──毛利家に表向き臣従しているがまったく信用ならない宇う喜き多た直なお家いえのもとで働いている、堺さかい商人の娘・小こ西にし弥や九く郎ろうが、堺の父親の店から船便でたくさんの茶道具を持ってきて、毛利家に売りつけていた。

　今は武家として宇喜多家に奉ほう公こうしているとはいえ、弥九郎は堺を代表する豪ごう商しようの娘である。このあたり、実にめざとい。

「今なら勉強しますさかい！　ほんまかいな、そうかいな！　ほい！」

　武家奉公中は「オレは堺弁が嫌きらいなんだ」といやがる宇喜多直家に気を遣つかって堺弁を用いない弥九郎だが、今日は商人として仕事中なので、堺商人の最新兵器「そろばん」をじゃらじゃらと鳴らしながら、流りゆう暢ちような堺弁で必死の営業トークをかけている。

「毛利家の姫さまがた。本日の目玉は、こちらですねん！　堺の高名な茶人、竹たけ蔵くら屋や紹じよう滴てきどの秘蔵の逸いつ品ぴん。唐から物ものの傑けつ作さく丸まる壷つぼ茶入『時鳥ほととぎす』！　いや～いい仕事してますわ！　お値段のほうは、ドン！　このあと、驚おどろきの価格が！」

「……ただの唐渡わたりの茶入じゃ。高すぎるんじゃけぇ。毛利家は質素倹けん約やく、質しつ実じつ剛ごう健けん。ありていに言えば中国地方は山だらけで田畑が少ないので、家臣団に支し払はらう俸ほう禄ろくが足りておらんのじゃけぇ。唐物茶器なんぞにそんな多額の銭ぜには払はらえんけんね」

　毛利家を取り仕切る「毛利両りよう川せん」、双ふた子ごの姉・吉川元春が「弥九郎。じゃあの」とそっけなく茶入の買い取りを断ると、弥九郎は「ひええ」と青ざめ、「もっと勉強させていただきまっせ！　これでどうでっか！」とそろばんをはじいて大おお幅はば値引き。

「ふむ。当毛利家としては、持っているだけで大名としての名声が高まるという当世流行の井い戸ど茶ちや碗わんが欲ほしいところだが……いかがいたします。三代目」

　愁うれいを帯びた独特の表情。「毛利両川」の妹・小早川隆景が、上座にちょこんと座っている幼い姫へと声をかけた。

「てるも、井戸がほし～い。毛利家で窯かまを設けて、自前の茶器を作りたいな～」

　毛利家三代目、毛利輝てる元もと。

　今は亡なき毛利家二代目・毛利隆たか元もとの忘れ形見である。

　隆元の面おも影かげを残した、美形の姫だった。

　吉川・小早川の「毛利両川」にとっては、姪めいにあたる。

　輝元はまだ幼く、実の親のように信しん頼らいしている「毛利両川」に毛利家の采さい配はいをすべて預けきっていた。とりわけ軍事に関しては山さん陰いんを吉川元春に、山陽を小早川隆景に一任していっさい口を挟はさまなかったが、「お茶会」と聞いてはおとなしくしていられなかった。

　毛利家も、若い頃ころ家臣に土地を奪われて放ほう浪ろうしていた初代・元もと就なりの時代は安芸のゴロツキと言ってもいいような筋物集団で、ありていに言えば田舎いなかのやくざのようなものであったが、二代目・隆元はかつて中国地方の覇者だった大おお内うち氏のもとで公家文化を学び高貴な風流人として育成され、三代目の輝元に至っては「生まれながらの貴族」と呼ぶに相応ふさわしい「将に将たる者」として毛利両川に大切に育てられてきた。

　小早川隆景は謀略について教えず、吉川元春は合戦について教えず、「太たい平へい記き」も教えず、ひたすらに亡なき兄の遺児である輝元を「王の中の王」とするための教育を施ほどこしてきた。

　三代目は「将に将たる者」、生まれながらの毛利十ヶ国の王。裸はだか一いつ貫かんから国盗りをやらねばならなかった初代とは違ちがう。軍事や謀略などは家臣のやること。三代目は領民、家臣、そして諸国の大名たちからも広く愛される「人徳」溢あふれる主君にならねばならないというのが毛利両川の考えであった。

　ちなみに「太平記」を読ませないのは、三代目が婿むこを取る前に姉者のように腐くさったらたいへんだと小早川隆景が気を回しているからである。

　そんな輝元なので、勝手に毛利家に押しかけてきて居座ってしまった足あし利かが義よし昭あき将軍を担かついでの上じよう洛らく戦にはあまり執しゆう着ちやくがなく、むしろ千せんの利り休きゆうや織お田だ信のぶ奈なたちが都で流は行やらせているという「姫武将だけのお茶会」に憧あこがれているのだった。

　茶器をたくさん集めれば、織田信奈をはじめとする諸国の姫大名たちと仲良くお茶会を開けるかもしれないのだ。

　輝元は、無む邪じや気きにそう信じている。

「ねえ、弥九郎。その茶入と井戸と、両方売ってくれる？　支払いは、ええと、石いわ見み銀山のほうと相談してね？」

「三代目。それはなりません、なんと贅ぜい沢たくなことを。石見銀山は姫のおもちゃを買うためのものではないのです。毛利家を運営するための貴重な財源なのですから」

　教育熱心な小早川隆景が、ぱっと輝元の小さな身体からだを抱かかえると、ぺちぺちと小さなお尻しりを叩たたきはじめた。手慣れた動作である。

「ふえええ。ごめんなさい隆景～！」

「た、隆景。人前で三代目をお仕置きしてはいけん！　それでは三代目の主君としてのハクが落ちるけえね！　厳しいのはかまわんが、お仕置きは陰かげでやるんじゃ！」

「……はっ？　そ、そうだった。すまない姉者。三代目を早く一人前の主君に育てねばならぬと気ばかり焦あせって、つい……うう」

　初代が西に東にせっせと出入り……いや国盗りを続けていた時代の毛利家の血の気の荒あらさは、三代目輝元においてはすでに消しよう滅めつしているが、毛利両川の双子の姉妹にはまだまだ残っている。

　姉の吉川元春のほうは、敵には厳しいが身内に大甘なのに対して、妹の小早川隆景はむしろ敵に寛かん容ようで身内に厳しい。「亡き兄上に一歩でも近づくのです三代目！」と子こ煩ぼん悩のうが行きすぎて、三代目輝元を厳し～く躾しつけているのだった。

　小西弥九郎は（武家はたいへんやなあ。はあ）とため息をつきながら、小早川隆景に思わず提案していた。

「隆景さまは、そうとうに子煩悩で教育熱心なお方。そろそろ婿を取られてお子さまを産まれてはいかがでっしゃろか……いえ、いかがでしょうか？」

　ふえ～とむずがっている輝元を抱だっこしていた隆景が、ぴくっ、と小さな肩かたをふるわせた。

　婿取り──その言葉は、先の「第二次木き津づ川がわ口ぐちの合戦」で相良良晴を織田信奈に奪い返されてしまった小早川隆景にとっては、半ば禁句なのである。

「……む、婿取りなど、考えていない……」

　吉川元春が「弥九郎、われは言うてはならんことを口走ったけえ。じゃあの」と愛刀の「姫ひめ切きり」を抜いて弥九郎に迫せまった。

「ひいっ？　わたしがいったいなにをしたと!?　吉川さまあ!?」

「妹は、相良良晴が毛利家から去って以来、失意に沈しずんじょるけえ。この生っちょろいお茶会も、隆景を励はげますためのもんじゃ」

「ああっ。そ、そうでしたねっ！　良晴さまは先の海戦の際に記き憶おくを回復なされて、織田家に帰参を果たしておられますからね！　一時は、毛利家でずっと一いつ緒しよに楽しくやっていけると思っていたんですが、残念です。うちの殿とのも、馬が合う良晴さまが毛利家にいてくれれば、織田家と毛利家を天てん秤びんにかけて怪あやしげな動きをする必要もなくなって万ばん事じ丸く収まったんですけどね～」

　弥九郎の主君──備び前ぜん美作みまさかの大名・宇喜多直家は、裏切りご免めん・奸かん悪あく無限の「悪人中の悪人」。いわゆる戦国三大悪人のうち、ただ一人いまだに大名として活かつ躍やくしている厄やつ介かい者ものだ。

　その宇喜多直家は、西の毛利と東の織田との板いた挟ばさみになっている。

　今は毛利家に仕えているが、いつ何時織田方に寝ね返がえるかわからない。

　ことに、どういうわけか、宇喜多直家は毛利家に仕えていた当時の相良良晴と「「さんきゅう露ろ璃り魂こん、ふぉおえばあ露璃魂！」」と妙みように意気投合していた。ただ一人直家の血をひく実の娘むすめ・秀ひで家いえが、良晴に懐なついていたためかもしれない。

　宇喜多直家は血も涙なみだもないまことの極ごく悪あく人にんで、人間としての徳をすべて捨ててきたかのような鬼き畜ちくだが、娘の秀家だけは溺でき愛あいしている。その秀家が懐いていた良晴が織田家に帰参した以上、腰こしの具合が思わしくなく健康状態が衰おとろえてきている宇喜多直家は秀家の将来を心配するあまり、思い詰つめて「相良良晴、てめえに秀家を託たくす！」と叫さけびながらいずれ織田家へ走るのではないか……と、毛利家の家臣団は直家を警けい戒かいしている。

　もっとも、宇喜多直家が毛利家に反旗を翻ひるがえしたという事実はまだない。

　この日のお茶会に宇喜多直家が来ていないのは「女の子限定のお茶会」だからである。代わりに、家臣の小西弥九郎を送り込んでいるというわけだ。

　お茶会の席は、厳島神社の能のう舞ぶ台たいであった。

　開放された席からは、海上に浮うかぶ赤い大鳥居を拝むことができる。

「姉者。三代目。住すみ吉よしの鳥居も、かつてはあのように海に面していたという。いにしえの日ノ本では、あちこちでこの宮島のように海の神が祀まつられていた。瀬せ戸と内うちの海には、いろいろな古代の宝具が眠ねむっているという」

「隆景は難しいことをいろいろ知っとるのう」

「うう。てるはその宝具を引き上げて、茶器と交こう換かんしたいよう」

「宝具は売り飛ばしていいものではありません、三代目」

「うわ～ん、ごめんなさいごめんなさいっ」

「隆景！　弥九郎の前で三代目のお尻を叩いたらいかんけえ！　おどれは、弥九郎の言うとおり、はよう婿をとれ！」

「姉者……よ、よ、良晴以外のおのこには、と、嫁とつぎたくない……」

「相良良晴は男の中の男じゃ。今は織田家への恩義もあって織田家に帰参しちょるが、最後には必ずや男気を見せて毛利家に復帰するけえね！　弥九郎を通じて、さんざん誘さそいをかけちゃる！」

「……織田家が良晴に与あたえている知行は、北近江おうみ二十万石。毛利家では、せいぜい四万石が限度だぞ」

「知行なんぞ関係ないけえ。男気とはおなごへの愛じゃ。相良良晴は必ず、最後には隆景を選ぶけえ！　むろん、黙だまって待っておっても手に入れることはできん。合戦で織田信奈に勝つんじゃ！　勝ったほうが良晴を手に入れられるんじゃ！　見よ、あそこにも隆景を応おう援えんしとる者がおるけえね！」

　吉川元春が指さした先──海上の大鳥居の脇わきに、小こ舟ぶねが浮かんでいた。

「景かげさまあああ～！　憧れの景さまと一緒にお茶会にも出られないなんて、やっぱり僕は虫けらだああ～！　うわーん！　どうして僕は男の子なんかに生まれてしまったんだあああ～！」

　小舟の上では、まだ幼い一人の男の子武者が、男の子であるが故ゆえに今日のお茶会に出られない己おのれの悲しい立場を思って大泣きしていた。

　しかし、ただ泣いているだけでは終わらなかった。

　吉川元春の「応援はじめ～！」という号令に「ほいっ！」とうなずくと、小舟の上でせわしなく立ったり座ったりしながら、応援歌を歌いはじめた。

「景さまに届け～！　がんばれがんばれ景さま！　宮島さんの神主が～♪　おみくじ引いて申すには～♪　今日も毛利は～勝～ち勝～ち勝～ち勝ち～♪　ばんざーい！　ばんざーい！　ばんざーい！」

　このまだあどけない少年は、毛利兄妹きようだいの「四人目」。

　穂ほ井い田だ元もと清きよ。

　毛利元就には、正妻との間に三人の子がいた。

　それが、三代目輝元の父親・隆元と、双ふた子ごの姉妹しまい・吉川元春と小早川隆景。

　だが、実は、側室との間に設けた「四人目」がいた。

　その「四人目」が、穂井田元清である。

　元就は、側室の子である穂井田元清を、正妻の子である三兄妹とはかっちり区別した。生前より、「元清よ。お前はわが正妻の子ではないぞ。正妻の子ではないということは、毛利家の子ではないということ。優ゆう秀しゆうな隆元どのたち三人を人間とすれば、間ま抜ぬけで愚おろかなお前は虫けらも同然じゃ。わが死後は、三人の兄と姉の慈じ悲ひにすがって僻へき地ちにでも捨て扶ぶ持ちをあてがってもらい、生かしてもらうがいい」と、穂井田元清に異様に厳しくそして冷たく当たっていた。

　だがそれは、本心からのことではなかった。「知ち謀ぼうの人」元就は自分亡きあと、「四人目」の穂井田元清が「血筋が違う」という理由で毛利家家臣団から睨にらまれ、粛しゆく清せいされたり左さ遷せんされたりという冷れい遇ぐうを受けないように、先手を打ったのである。

　実際、毛利隆元・吉川元春・小早川隆景の三兄妹は、「虫けらめ、虫けらめ」と父・元就に冷遇され続ける幼い元清に同情し、手厚く保護した。

　とりわけ、「冷血の将」と呼ばれ、主君である三代目にすら「お尻ぺんぺんの刑けい」を躊ちゆう躇ちよなく実行する小早川隆景は、口では「元清。お前はたしかに父上がおっしゃったとおり大毛利家では虫けらのようなものだが、虫にだって命はある。いじけていたらお仕置きだぞ」と厳しいことを言いながら、陰では、不安定でいつ粛清されてもおかしくない立場の元清を護まもるためにけんめいに奔ほん走そうしてきた。

　だから元就と隆元の没ぼつ後ご、穂井田元清は、表情はそっけなくて言葉は冷たいが心のうちは家族への愛情に溢あふれていて、そして幼い三代目を盛り立てながら毛利家を率いていかねばならない「毛利の宰さい相しよう」としてはあまりにも繊せん細さいでか弱い小早川隆景を「景さま」と敬愛し、姉を支えるべく「僕は景さまのために、立派な村むら上かみ海かい賊ぞくになります！」と村上武たけ吉よしのもとに押しかけて一いつ介かいの海賊見習いとして身を投じ、幼いながらも一人前の武将となり、晴れて安芸桜さくら尾お城主となって以後も隆景に忠実にお仕えしているのだった。

　一時期、同じく村上水軍で海賊見習いになってたまたま「同どう僚りよう」となっていた相良良晴と小早川隆景の恋こい路じをも、あの手この手で応援してきた。

　隆景は、兄の二代目隆元を慕したっていた。その隆元が毒殺されるという事件が、隆景の心に深い傷を残した。以来、（景さまはもう誰だれとも祝しゆう言げんを挙げられないのではないか……）と元清は隆景をずっと心配していたのだ。

　その隆景の前に、「未来人」相良良晴が現れた。

　あと少しで、二人は祝言を挙げられるはずだったのだ。

　相良良晴が、もしも記憶を取り戻もどしていなければ。

　三代目を護るために毛利家に身も心も捧ささげ尽つくして独身のままで生しよう涯がいを終えるはずだった隆景は、少女として……一人の人間としての幸せを摑つかむことができたはずなのだ。

　穂井田元清はしかし、相良良晴は姉と過ごした半年間を「なかったこと」にするような男ではない、たとえあの半年間、記憶を失っていたとはいえ、まぎれもなく相良良晴は相良良晴だった、だから必ず相良良晴は姉のもとに戻ってくる──いや、情の深い相良良晴が織田信奈を捨てることができず戻ってこられなければ、こちらから都へ攻せめ上のぼって相良良晴を奪うばい取るのみ、と心に定めている。

　穂井田元清は「この僕の思い、宮島の女め神がみさまに届けえええ～！　なにとぞ景さまの初恋を成じよう就じゆさせてくださあああああい！　僕の命と引き替かえでもかまいませんっ！」とばかりに、大声でばんざいを唱え続けるのだった。

　厳島神社には三み柱はしらの「海の神」が祀まつられているのだが、その三柱が三柱とも、女神なのである。

　仏教が日ノ本に持ち込まれた後には、厳島神社の主神は古代印イン度ドの神・弁べん才ざい天てんと融ゆう合ごうされたが、この弁才天もまた女神だった。

　ともあれ、毛利本家の血筋をひく三人の姫武将、輝元・元春・隆景の三人は、穂井田元清にとっては宮島の三女神にも等しい存在であった。

　だが、常つね日ひ頃ごろから「冷血の将」を演じている隆景には、元清から溢あふれ出る「姉愛」はほとんど有あり難がた迷めい惑わくといえる。

　元清が海上でいわゆるヒンズースクワットを繰くり返しながら歌い続けている姿をちらちらと見ながら、隆景は頰ほおを赤らめていた。

「あ、姉者。そろそろやめさせてくれ。恥はずかしい……元清はいったいなにをやっているのだ」

「隆景。あやつがどうしてもおどれを応援したいちゅうんで、特別に海上に呼んでやったんじゃ。元清だけは特別にお茶会に招いてやってもいいのではないか。景さま景さまと騒さわがれて、かなわんけえ」

「……おのこを入れた茶会には招いてやってもいいが、きょ、今日は女の子だけのお茶会なんだから……ああもう。恥ずかしい。『邪じや魔まをするな～虫けらめ～』と罵ののしってあげないと黙ってくれないのだろうか、あの弟は」

「おどれのその心がこもっていない棒読み台詞せりふで罵られれば、元清はかえって喜ぶけえ」

「はあ……なぜ、元清はああなのだ。姉者が『太平記』のおのこに腐くさっている姿も嘆なげかわしいが、大のおのこが実の姉にあれほど犬のように仕えなくてもよいものを。意味がわからない。ああ、あいつを左遷したい」

「毛利家の人間の癖くせかなあ。だって隆景も、わが父上に犬のように懐いていたよ？」

「う、うるさい黙れ」

「ひゃうっ、お尻しりぺんぺんしないで～！」

「隆景。それは躾しつけではないけんね！　痛いところを突つかれたからちゅうて、三代目のお尻を叩たたいてはならん！」

　小西弥九郎は思った。

「三本の矢」の中心を為なしていた二代目毛利隆元は、早世してしまった。

　三代目・輝元はまだ幼く、天下に覇はを唱えることのできる年ねん齢れいではない。

　初代毛利元就が乱世の終結を見み越こして毛利家を存続させるべく打った壮そう大だいな布石は、一見、瓦が解かいしたかのように見える。

　しかし──毛利家の和は、実はあの「四人目」──穂井田元清がいる限り、今後も揺ゆるがないのではないだろうか。

　これから戦国の世でいかなる苦難が降りかかってこようとも、毛利家が潰ついえることは決してないだろう。

「うう。やっと解放された～。ともあれ、上じよう洛らく作戦は順調なのよね？」

　隆景の手からすり抜ぬけてちょこんと上座に座り直した輝元が「やっぱり『時鳥』欲ほしいよう」とつぶやきながら、毛利両川に尋たずねた。

「おう、三代目！　先の海戦では惜おしくも敗やぶれたが」

「陸路を向かう毛利本軍は無傷。姉者が、山陰を一いつ気き呵か成せいに攻こう略りやくします。そのための準備を今、進めております」

「山陰から丹たん波ばへと入る途と上じようには、但たじ馬まの山やま名な祐すけ豊とよを味方につける必要がある。山名は、織田方になびいちょるけえ。その山名に、隆景がすでに」

「使者を送り、寝ね返がえりの内ない諾だくを得ております」

　播はり磨まの山やま中なか鹿しか之の助すけには、わが小早川軍が当たります。故ゆえに鹿之助は動けず、一気呵成に山陰から姉者の軍勢がなだれこむことで明あけ智ち光みつ秀ひでは丹波戦線に孤こ立りつします。明智光秀さえ倒たおせばもはや上洛への道は開かれたも同然、となにごとにも慎しん重ちような隆景が断言していた。

　幼い輝元は、初代元就の桁けた外はずれの知謀と武勇をそれぞれ受け継ついでいる「毛利両川」の容よう赦しやなさと手て際ぎわのよさを目まの当たりにして、ふるふると震ふるえた。

「ふわあ。すごい。毛利両川は無敵ね。ええと……上洛すれば『時鳥』が必要よね？　降こう伏ふくした織田信奈や明智光秀を招いて、お茶会を開かないとね？」

「お茶会のために上洛するのではないけえ、三代目。すべては相良良晴を奪だつ還かんするためじゃ！」

「あ、姉者！　三代目を誤解させるような発言は……」

「ほーほっほっほ！　この正統元祖本家足利将軍の義昭さまが毛利家にいてやっている限り、勝利は疑いないのじゃ！　毛利輝元よ、大船に乗ったつもりで待つがよいのじゃ！」

　寝過ごして遅ち参さんしたこども将軍・足利義昭が「ててて」と舞ぶ台たいに駆かけ込んできて、弥九郎に「走ったら喉のどが渇かわいたの。お茶が欲しいのじゃ」とおねだりしてきた。

　木津川口の敗北も、メンタル最強のこども将軍・足利義昭にとっては悲しむべきことではない。むしろ、「ただ上洛するだけではもはや満足できぬ。わが忠臣・相良良晴を取り戻すのじゃ！」とますますやる気まんまん、戦意に満ちあふれている。

「おお、将軍さま」

「お茶会に遅参するとは、自覚が足りません。将軍さまも、お尻ぺんぺんの刑に」

「ひい。こ、小早川？　そちは、良晴が毛利陣じん営えいから抜けてから妙みように厳しいのじゃ！　お尻ぺんぺんは、許してたもれ～！」

「……よ、良晴は、関係ない……んだから」

　もともと毛利家は「天下を望まず」が家訓である。領土を守れればそれでよしとしていた無欲なところがあった。そこにこども将軍の足利義昭が「わらわを上洛させてたもれ～」と押しかけてきたので、律りち儀ぎな毛利家としてはやむを得ず織田家との開戦に踏ふみ切ったと言っていい。

　しかし今や毛利家の上洛作戦は、天下争そう奪だつ戦せんというよりも、相良良晴奪回戦の様相を呈ていしている。とりわけ、「隆景のために！」と吉川元春や穂井田元清、足利義昭たち武ぶ闘とう派はの面々が戦意をみなぎらせているのだ。

　それだけに、東に武たけ田だ、北には上うえ杉すぎとの戦線を抱かかえている織田家は、手て薄うすになっている西の毛利戦線を最初に破られる可能性が、非常に高かった。

　小西弥九郎は、毛利家、織田家、上杉家、武田家による天下分け目の合戦がまもなく行われるであろうという予感に震えながら、思った。

（うちの殿とのも、そろそろ去就を決断しなければならない時期に来ているような。どうするおつもりでしょうか、まったく）

　ただ……切った張ったの修しゆ羅ら場ばでしか生きられない宇喜多直家はともかく、うら若き姫ひめ武将たちがここまで己の命を賭かけて戦わなければならない現実は、戦国の世の習いとは言え悲しいことだった。もともとが商人である弥九郎には、すべてを合戦によって決着させようという武家の流りゆう儀ぎは、どうしても理解しがたい。それも、同じ日ノ本の姫武将同士で……異国人の母を持つ弥九郎には、（彼女たちはみな、日ノ本という島国に生まれ育った家族のようなものではないか）という思いがあった。

　いつか京の都に優ゆう雅がなお茶会を開くことで、天下の覇は権けんを争う姫大名たちがひとつになれればいいのに、と弥九郎は祈いのった。
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